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第六十九章「桃もも色いろ髪がみの美人さんへの助太刀」







　黒こく煙えんは野火じゃない。何かのトラブルか？

　黒猫ロロも異変を感じ取る。俺おれの肩かたに戻もどっていた。

　近づいてみるか。街かい道どうの両サイドは鬱うつ蒼そうとした大森林地帯。

　どの樹木も背せ丈たけが高く幹も太い。

　だが、俺にとっては好都合――太い幹や太い枝を伝って風のように前方へと移動。

　煙けむりが濛もう々もうと立ち昇のぼる現場に近づく。黒煙は火の魔ま法ほうが原因らしい。

　馬車が転てん倒とうし、人族の兵士とモンスターの争いが起きていた。

　モンスターは大おお柄がらの四本足。魔ま獣じゆうというか青毛馬と人族が合わさった、いわゆるケンタウロスの姿と似ている。しかも数が多い。俺は太枝に着地してから観察を開始――。

　ケンタウロスのような姿をしたモンスターは転倒した数台の馬車を囲んでいた。

　そして、馬車を守るように多数の人族兵士たちがケンタウロスと戦っている。

　その包囲したケンタウロスの外側に立って静観しているケンタウロスを凝ぎよう視しした。

　青毛が覆おおう角張った頭部。人族より二つ目が多い。四つの歪いびつな赤目があった。

　そして、首も肩も胸も異常に分厚い。青色と白色の段だら模様の剛ごう毛もうが目立つ。

　毛の中身も確実にマッチョマンだろう。太い両りよう腕うでが握にぎるのはバスタード系の長ちよう剣けんだ。

　その幅はば広ひろな長剣で人族の兵士たちを切きり伏ふせている。そんな長剣を軽々と揮ふるう筋肉質なケンタウロス擬もどきたち。そして、バスタード系の長剣を扱あつかう彼かれらと戦う兵士たちは、紅白を基調とした鎧よろい姿すがた。宗教国家か、聖王国か、どちらかの軍の兵士だろう。

　転倒を免まぬがれていた馬車もある。その馬車を簡易砦とりでとするように、三角帽ぼう子しをかぶる魔ま法ほう使つかい系の人物が薄うす青あお色いろの円えん膜まくを張った。あれは守りの魔法か？

　その円球状に広がった魔法を守るように、隊長クラスと推測する重じゆう騎き士したちが数十人の兵士へと指示を出だす。隊長たちもケンタウロスに似たモンスターと戦っていた。

　その時、おぉ？　大柄な重騎士の背後に桃もも色いろの髪かみを持つ姫ひめっぽい女性を発見！

　桃色の髪とは良い！　顔も可愛かわいい。

　モンスターたちを睨にらんでいる双そう眸ぼうも可愛いときたもんだ。

　しかし、その姫を守っている兵士たちはケンタウロス擬きに苦戦。

　斬きられ、殴なぐられ、しまいには蹄ひづめの蹴けりを腹に喰くらって吹ふき飛とんでいた。

　ケンタウロス擬きは魔ま力りよく操作も行っている。動きは野や性せい味みがあり活発。中々強そうだ。

　さらに知能がある。軍や傭よう兵へい集団が取るような行動規き範はんがあるようだ。感心していると、半円球型のバリアのような防ぼう御ぎよ魔ま法ほうにひびが入り消えた。いや、あの魔法使い、攻こう撃げき態勢に切り替かえたのか？　魔法使いは大おお杖づえを掲かかげると、その大杖を左右に揮う。

　揮った大杖の先せん端たんから複数の火か炎えんが発生した。

　その火炎魔法は蛇へびの如ごとく細くうねり、ケンタウロス擬きたちの体にぐるぐると巻き付く。

　瞬またたく間まにケンタウロス擬きの青毛が延えん焼しよう――全身を炎ほのおが包つつむ。

　あっという間に数体のケンタウロス擬きは黒くろ焦こげとなって炭化。

　彫ちよう刻こくのような姿に変質した。まだ魔法使いの攻撃は続く。

　腰こしから小さい杖ロッドを左手で取り出した。

　右手で握る大杖と同じように左手でその杖を揮った瞬しゆん間かん――そのロッドの先端から人の指程ほどの幅はばを持った氷ひよう礫れきが大量に発生。それら氷礫はケンタウロス擬き目め掛がけて飛ひ翔しようした。

　氷礫は追つい尾び効果もあるらしい。大量の氷礫は雨あられのようにケンタウロス擬きに降り注ぎ、彼らの体を貫つらぬいていった。凄すごい魔法だ。やるなぁ、あの魔法使い。

　だが、威い力りよくがあるということは敵愾心ヘイトが集中する。

　当たり前だがケンタウロス擬きは、魔法使いを脅きよう威いと判断したんだろう。

　ケンタウロス擬きたちは各自持った武器の狙ねらいを魔法使いに定める。

　射手が放つ矢の数が増える。筋肉質な腕うでが握る長剣を〈投とう擲てき〉。

　ブーメランのような回転を見せる長剣は魔法使いへと飛翔した。

　魔法使いは逃にげるように、その回転した長剣を巧うまく避さけた。が、魔法使いを守ろうと攻撃に出た兵士の首に、そのブーメランのように飛翔した長剣が突つき刺ささった。

　他ほかの兵士の頭部には矢が刺さり倒たおれる。

　戦せん況きようが緊きん迫ぱくしたそのタイミングで、一人の重騎士が魔法使いを守ろうと前方に飛び出した。叫さけんでいるのか女性の甲かん高だかい声が俺の位置にまで轟とどろく。

　ただ単に叫んだだけか挑ちよう発はつスキルか？　魔法使いに集中していたケンタウロス擬きたちが、大声を張り上げた重騎士にターゲットを変えたようだ。

　あっ――挑発が効いていないのが居る。頭部に青角を生やしたケンタウロス擬きには影えい響きようしていなかったらしい。もしかして、あいつはケンタウロス擬きたちのリーダーか？

　角だけに三倍の速度で動く、という感じではないようだけど。

　その青角を持つケンタウロス擬きが放った弓矢が魔法使いの足を直ちよく撃げき。足に刺さった矢は抜ぬけそうもない。魔法使いが矢を受けて倒れると戦線の維い持じができなくなっていく。

　紅白色の装備を着る兵士たちの数はまだまだ多いが……劣れつ勢せいとなった。

　――ジャスティスが疼うずく。

　桃色髪の美人さんをこの世から失うのを神が許しても、俺が許さない。

　助太刀をしよう。

『ヘルメ』

『はいっ』

『視界に現れろ』

　視界の端はしに出現したヘルメの可愛らしい小型キャラ。

『ここです』

『視界を貸して貰もらうぞ』

　ヘルメを捕つかまえる――視界からヘルメは消えるが……。

『――はっ、アッン、ハァハァ』

『その悶もだえ声はやめて欲ほしいんだが……』

『す、すみません……』

　気にせずに周囲を探たん索さく。掌しよう握あく察さつも同時に行う。このヘルメの視界……。

　精せい霊れい眼がんには蛇が持つピット器官と似た効果がある。温度の変化によってどこに敵がいるのか判別していった。

　ケンタウロス擬き背後の森には……伏ふく兵へいはない。魔ま素そも同じだ――精霊眼を解除。

『ヘルメ、水の状態で、あのケンタウロス擬きの背後へ回れるか？』

『はい』

　念話から普ふ通つうの言葉へ切り替える。

「隙すきを窺うかがいつつ、あのリーダー格角持ちの魔獣を攻撃。俺とロロは正面からいく」

『分かりました』

　常とこ闇やみの水精霊ヘルメは左目からスパイラルしながら突とつ出しゆつ。地面に着水する液体と化したヘルメはにゅるにゅると音を鳴らすように滑なめらかに異常な速度で移動してゆく。

「それじゃ、今回は普通に先制攻撃といきますか」

「にゃ」

　黒猫ロロが肩に乗るのを確かく認にんしてから魔ま槍そう杖づえを右手に召しよう喚かん――。

　高枝を蹴って飛び出した。慣性で俺は降下せず宙で〈導想魔ま手しゆ〉を発動。その魔力の腕を足場にして、〈鎖くさり〉も使う。空中を翔かけて風を纏まとうように前進した。

　人族兵士と戦っているケンタウロス擬きの頭上から急きゆう襲しゆうする形だ。

　上空からの着地へ向かう慣性重力の勢いを――全身ではなく魔槍杖に乗せる。

　紫むらさき色いろの柄つかを含ふくめた魔槍杖が震ふるえたようにも感じた。穂ほ先さきの紅べに斧おの刃ばが風を纏う。

　それはあたかも魔ま竜りゆう王おうが顎あごを拡ひろげ乱らん杭ぐい歯ばを見せつけながら咆ほう哮こうする勢いだ――。

　紅斧刃の纏う風が宙を切り裂さく刃やいばのように紅色の軌き跡せきが俺を包む。

　そのまま魔槍杖を縦の軌き道どうで揮い下ろした――。

　紅斧刃がケンタウロス擬きの頭頂部と衝しよう突とつ――微かすかな抵てい抗こうを手の内に感じさせながらケンタウロス擬きの頭部から胴どう体たいを一気に両断した。

　馬ゴリラのような筋肉質な胴体はじゅあっと両断面を焦こがしながら左右に分かれる。

　魔槍杖の感かん触しよくを確かめながら着地した直後。

　黒猫ロロが離はなれた。俺は迅速に魔槍杖を斜ななめ上うえへと振ふり上あげた――。

　隣となりのケンタウロスの首へと紅斧刃が衝突。シュッパッと首を切断する音が紅斧刃から伝わると、その首を紅斧刃は通とおり抜けていく。グリップから伝わる感触はあまりない。

　斬り上げたケンタウロスの首に血筋が斜めに入った。そのまま魔槍杖は弧こを振り抜きながら横回転――ケンタウロスの首が血筋に沿ってずれ落ちていくのを確認した。

　そこで、黒猫ロロが黒くろ豹ひようの姿へと変身していく姿も視界の端に捉とらえる。

　ロロディーヌは首下から素す早ばやく黒くろ触しよく手しゆをケンタウロス擬きへと伸のばした。

　ケンタウロス擬きの頭部に触手骨ほね剣けんが突き刺さる。

　その突き刺した触手骨剣を自らの首下に引ひき戻しつつ、その触手が引き戻る勢いの反動を使用する形で自身の身体からだを、その触手骨剣が突き刺さった状態のケンタウロス擬きへと運ぶ――。黒豹ロロはそのケンタウロス擬きと衝突する勢いだったが、ブレーキ代わりといったように突き刺さっていた黒触手を自身の首元に収しゆう斂れん。

　そして、倒れゆく大きいケンタウロス擬きの胴体を後あと脚あしで踏ふみ台だいにして、他のケンタウロスへと飛び掛かかる。両前足から爪つめが剥むき出していた。

　死体を蹴ってからの素早い機動は野生の獣けものの動きを超こえた芸術の域だ。

　そのタイミングで、ケンタウロスたちの叫ぶ声が聞こえてくる。

「ゴォファ？（なんだ？）」

「ボフォガル（危険です）ボフォガ（危険）」

　モンスターの言葉が理解できた。

「ヅォゴヅァ（人族）ダズファン（の動きではありませ――」

　会話をしていたモンスターが背後から攻撃を受けた。

　モンスターを斬ったのは劣勢だった重騎士の一人。

「――チャンスだ、お前たちも残りのグリズベルの掃そう討とうをするのだ。攻撃を開始しろ！」

　重騎士の裂れつ帛ぱくした声が響く。

「――おうっ」

「俺たちだって」

「おおおぅっ！」

　一人の重騎士の勇気ある行動と、激しい掛け声ごえによって姫ひめ様さまを守っていた兵士たちが勢いを取とり戻す。ケンタウロス擬きのモンスターの名はグリズベルというのか。

　そのグリズベルの話をしていた言語の意味は分かったが……。

　今まで聞いたことのない言語だった。ま、このまますべからく、掃そう除じをする。

「ガジッ、ドライ、ラマジャッズ、アァ!!（あの、槍やり使い、我われがっ、仕留める!!）」

　青角を生やしたケンタウロスがそう叫びながら大弓を構えた。

「閣下！　――やらせません」

　その言葉と共に現れたのは常闇の水精霊ヘルメだった。

　両手を真横へと広げながら青角グリズベルの背後から急襲した。ヘルメは宙に浮ういているようにも見えた。左手には蒼あお色いろの水球が浮かぶ。右手には丸い闇やみ靄もやがわだかまった。

　左手を払はらうと、その蒼色の水球から数本の氷ひよう槍そうが射出された――人の背丈ほどはある氷槍が青角グリズベルの胴体へ飛翔していく。それと同時にヘルメは右手を振り払った。

　その瞬間、大多数のグリズベルの頭部に闇やみ雲くもが発生し彼らの視界を奪うばっていく。

「なんだこれはぁ」「闇がぁ」「頭から離れないぃぃ」

　と、グリズベルたちは呻うめき声を上げて頭部を覆う闇の雲を払い除のけようと必死だが、その魔法の闇雲は彼らの頭から離れない。その一方では青角グリズベルの胴体に氷槍が突き刺さっていた。腹から血を流して持っていた大弓を地面に落とす。

「グァ、グ、ガジィ（だれだ、あいつは）、パズオドッ（二つ同時の魔法だとっ）」

　青角グリズベルは悔くやしそうに叫ぶ。口を閉じて牙きばを噛かんでいた。

　ヘルメ、ナイスだ。視界を失ったグリズベルたちは右往左往している。

　まずはコイツらを殺やる！　地面を強く蹴り視界を失ったグリズベルたちと間合いを詰つめて間合い槍圏内に入った直後――魔槍杖を無造作に振り上げる――紅と紫むらさきの流りゆう閃せんが宙に走る。グリズベルの下腹を持ち上げるように胴体を斬り上げた。

　そこで片足で地を蹴り跳ちよう躍やく――右に居たグリズベルの頭へ向けて魔槍杖の後端を振り下おろす。竜りゆう魔ま石せきの巨きよ大だいな水すい晶しよう体たいが見事に頭部を捉えると、それはぐちゃっと鈍にぶい音を立てて窪くぼむ。そして、圧力により西すい瓜かが割れたように頭部が爆ばく発はつした。

　脳のう漿しようを撒まき散ちらした瞬間、矢が迫せまる――俺は咄とつ嗟さに爪つま先さき回転をしながら矢を紙かみ一ひと重えで回かい避ひ――跳躍して宙から状じよう況きようを把は握あく。弓矢はさすがに厄やつ介かいだ。

〈導想魔手〉を発動し宙に足場を作りその宙を駆かけるフリをして、地面を蹴っては不規則な移動を繰くり返かえしながら射手タイプのグリズベルと間合いを詰めた。その槍圏内に入った直後、魔槍杖の突きから〈刺突〉の連れん撃げき技わざを繰り出す。グリズベルの鳩尾みぞおちを紅べに矛ほこで穿うがった。
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　距きよ離りが離れていても、狙った標的は外さない。

　黒猫ロロも触手骨剣だけでなく、口牙、四し肢しの爪の攻撃でケンタウロスたちを殺していた。状況は俺たちの活かつ躍やくによって一変したといっていいだろう。

　生き残っていた重騎士と兵士たちも俺たちの無む双そうぶりを見て勇気付けられたのか、今までの鬱うつ憤ぷんを晴らすかのように本格的な反撃へ移っていた。

　ヘルメの闇やみ魔ま法ほうによって視界が利かないグリズベルたちはまともな反撃ができず、兵士たちの攻撃を受けて倒れた。リーダー格の青角グリズベルは負けを悟さとったようだ。

　牙をまたもや噛み、悔しそうな表情を見せる。赤い四つ目で俺を睨みながら雄お叫たけびを上げると、まだ生き残っていた数すう匹ひきを伴ともなって撤てつ退たい。背後にあった森の中へと消えていく。結局、逃げていったか。それを見ていた騎士たちが歓かん喜きの声を上げる。

　続けて兵士たちが喜びを爆発させた。

「勝った、勝ったぞおおお」

「「おおぉぉぉ」」

　その間にヘルメは液体となり、俺の左目へ戻る。黒猫ロロも定位置の肩に戻った。

　矢の攻撃を足に受けた魔法使いは治ち療りようを受けている。

　桃色髪の姫様っぽい女性が回復魔法を唱えると、彼かの女じよの頭上に紋もん章しようのようなものが浮かぶ。闇の紋章とは違ちがう。回復魔法の紋章か？　初めて見る紋章だ。

　遺い跡せき発はつ掘くつ局きよくのミラ・フレイギスが放った魔法と少し似ているかもしれない。

　そうして治療が上手うまくいったのか分からないが、魔法使いは馬車の中へ運ばれていく。

　この人たちへ挨あい拶さつしておこうか。特に、あの桃色髪の女性と話がしたい。

　ひとまず彼女に近付いていく。その時、二人の重騎士が立ちはだかる。

　一人は明らかにリーダーと思える出いで立たち。庇ひさしが付いた兜かぶとに胸が膨ふくらんだ重じゆう厚こうなプレート鎧よろいを身に着けていた。女なのか？　重厚鎧の上から紅白を基調とした前まえ掛かけの布服を垂らしている。布の左胸には花と十字と盾たてが重なった模様が描えがかれてあった。

　色合い的に地球でいうクロアチアの国旗と似ている。

「……お待ちください。この度たびは助けて頂きありがとうございました」

　重騎士は丁てい寧ねいに挨拶してくると、兜を脱ぬいで頭を下げていた。

　金色の髪が長い。やはり、女性か。

「はい、助けられて良かったです」

　無難に、挨拶しとく。

「貴方あなた様さまのお陰かげで姫も助かりました。わたしはアーカムネリス聖王国第三王女護衛騎士百花団団長エルメス・イングヴェイという者です」

「同じく、百花団副官サヒア・ローレンスです」

　女団長エルメスさんと副官の渋しぶいおっさんか。エルメスさんは、青目で鼻び梁りようもある。

　美人さん。だが、右みぎ頬ほおから顎にかけて獣の牙に傷つけられたような大きな傷があった。

　副官さんはサヒア。色黒な初老の男。額には皺しわが多く目が細い、顎には白はく皙せきの美び髯ぜんが目立っていた。俺も挨拶しとこ。

「……俺はＣランク冒ぼう険けん者しやです。名前はシュウヤ・カガリ。シュウヤと呼んでください」

「な、なんと、あれほどの戦力と実力でＣランクとは……にわかに信じがたいが……」

「団長、冒険者の中にはランクが低くても際きわ立だった存在も居ると聞いたことがあります」

　副官のサヒアと名乗っていた初老男性が、渋い声で意見を口にする。

「聞いたことはあるが……」

「なら、冒険者のカードを見せましょうか？」

「い、いや、いいのだ。失礼をした。信用しよう」

　エルメスさんは動どう揺ようしたのか分からないが、カードを見せずとも納なつ得とくしてくれたようだ。すると、桃色髪の姫さんが近付いてくる。

「――エルメス？　この方が助けてくださったのですね」

「――ハッ、アウローラ姫。そうでございます」

　アウローラ姫。姫様の髪かみ形がたは中分けのボブカット気味の桃色髪だ。ピンクはいいね。

　眉まゆも細毛で桃色だ。瞳ひとみはまんまるの碧あお色いろで美しい色しき彩さいを放っている。

　小顔の顎ラインもけなげさをアピールしていて、尚なお更さら良い。

　服装は簡易的な小さい肩アーマーが付いた白絹のロングドレス。

　膨らんだ胸のあたりを押おさえる薄うす桃もも色いろが混ざった真しん鍮ちゆうのボタンが特とく徴ちよう的てきだ。

　銀糸が巻きつく杖を腰に差している。

　見た目的にはシンプルだが、旅行でも着られるお洒落しやれな高級衣服だと思う。

「そうですか。是ぜ非ひに、貴方様のお名前が知りたいです。教えてくださいますか？」

　桃もも髪がみの姫様は俺を見つめている。何度も億おつ劫くうだが、もう一度、自己紹しよう介かいしとくか。

「姫様。礼れい儀ぎをろくに知りませんが……ご容よう赦しやを。俺は冒険者Ｃランク。シュウヤ・カガリといいます」

　恭うやうやしく頭を下げて話しておく。俺が頭を下げても黒猫ロロは触手を使い肩から落ちずにしがみついていた。何も文句の鳴き声は出さないので、黒猫ロロは肩の位置で成り行きを見守るようだ。

「シュウヤ様ですね。礼儀などは構いません。わたしの、そして、騎き士し団だんの命の恩人なのですから。魔族グリズベルの手から我々を救ってくださり本当にありがとうございました」

　だが、この姫様……綺き麗れいな人だ。きちんと褒ほめて本心のまま対応しておこう。

「情けは人の為ためならず。いずれは自分に返ってくることを期待してのこと。だから当然のことをしたまで。お美しい姫様を救うことができて光栄の至り」

「命を張って助けて頂いたのに、謙けん虚きよな方なのですね。でも、美しい、だなんて……お上手です」

　姫様はその言葉を聞いてぽぉっと頬が赤く染まる。だが、姫は王族のはず。そしてこれだけの美び貌ぼう。それなのに褒められることに慣れていないのか？　単に俺の魔眼が効いた？

「本音ですから」

「ありがとう。でも、シュウヤ様はとてもお強い冒険者様なのですね……あ、まだ、ちゃんと名乗っていませんでした。わたしの名は、アウローラ・フィ・アーカムネリス。【聖王国】の第三王女です。アウローラとお呼びください」

　姫様は片手を前に差し出してきた。手の甲こうにキスをしろと？

　礼儀は分からないけど、たぶんそうなのだろう。

「はい。アウローラ姫様――」

　そういって、御お辞じ儀ぎをしながら姫様の細い手の甲にチュッと口付けした。

　何ともいえない柔やわらかい唇くちびるの感触。姫様の細く綺麗な人差し指には、白いダイヤモンドのような宝石が目立つ指輪が嵌はまっていた。魔力も内包しているし高そうな指輪だな。

　あっ、しまった。あまりジロジロ見るのも失礼だよな。ごまかすように視線を泳がせる。

「……姫様、俺は貴族ではないので、様付けは必要ないですよ？」

「いえ、助けて頂いたのですから、当然です」

　碧色の双眸は力強い。

「ゴホンッ、では、シュウヤ殿どの？　今回救って頂いたお礼をしたいのですが……」

　騎士団長のエルメスさんがわざと咳せきをして、良い雰ふん囲い気きを壊こわしてきた。

　エルメスさんは一いつ瞬しゆん、睨みを利きかせてから笑えみを浮かべて語っている。

　姫を口説いたように見えたらしい。怖こわいので断っておこう。

「……お礼は結構です」

「――そんなことは言わずにお願いします」

　アウローラ姫がずんっと前に出て、身を乗り出す。俺に顔を寄せて必死に訴うつたえてくる。

　姫様は騎士団長のエルメスにも〝貴女あなたも何か言いなさい〟的な目配せをしていた。

「……シュウヤ殿、わたしからもお願いする。護衛騎士団を率いる身としては不ふ甲が斐いないが、魔ま術じゆつ師し長ちようも傷を負ってしまい対応は緊きん急きゆうを要する。だから凄すご腕うでの貴き殿でんに護衛をお願いしたい。聖都までの道中はまだまだ続く。魔族たちが再度襲おそいかかってくる可能性も高い。ギルドを通さないので正式な依い頼らいではないのですが……聖王国からの個人的な指名依頼として受けてはくれないだろうか？」

　姫様は念を押すように話を続ける。

「わたしからもお願いします。わたしと騎士団を救ってくれたシュウヤ様なら安心できます。報ほう酬しゆうも約束しましょう。何か、ご希望の報酬があれば、わたしに出来る範はん囲いでしたら用意させますので……是非ともに、護衛をお願いします」

　姫様は胸前で両手を組んで神に祈いのるポーズを取る。眉根を寄せて必死なお願いだ。

　どうせ東へ向かうついでだ。美人だし。こりゃ護衛をがんばっちゃうか。あ、鼻の下が伸びているかもしれない。いかん、一応は紳しん士し的てきに対応しなければ。

「……東には用事がありますし、そうですね。あ、でも、一いつ介かいの冒険者に過ぎない者ですが大だい丈じよう夫ぶでしょうか？」

「勿もち論ろんです。大丈夫です！　ですよね？　エルメス」

　エルメスは姫の表情を見て満面の笑えみを浮かべる。

「はい、姫様」

　でも不安要素もあるんだよな。隣の国ヘスリファートのように教会関係者の権力が異常に強い可能性がある。名前もアーカムネリスと付くが〝聖王国〟だからな。

　そんな聖の言葉に不安を覚えるが、碧へき眼がんの桃色の髪を持つ姫さんの頼たのみだ。受けよう。

「では、東に向かう間だけ護衛を受けます。僅わずかの間だけですが、よろしくお願いします」

「良かった。シュウヤ様、よろしくお願いしますね」

　姫は少し飛び跳はねている。そんなに嬉うれしかったのか？

「はい」

「にゃ」

　肩で人形のように成り行きを見ていた黒猫ロロがアピールを始めた。

「まぁッ、可愛らしい猫ねこちゃん」

「こいつはロロディーヌ。ロロが愛あい称しようです。俺の使い魔であり相棒です」

「わぁ、相棒のロロちゃんなのですね。先さき程ほどの戦いを見ていましたよ？　凄かったですねぇ、姿も少し変化するのですね。黒い艶つややかな毛並みに、首下から触手のようなモノを伸ばしていました」

「ン、にゃにゃ～ん」

　久々に黒猫ロロのどや顔が炸さく裂れつしていた。

「か、可愛いですぅ、抱だきしめていいですか？」

「ど、どうぞ。ロロが逃げなきゃいいですけど……」

　黒猫ロロは逃げなかった。大人しく姫に抱っこされている。そして、姫様から頭部にキスを受けては、細い指で撫なでられていた。俺からすると羨うらやましいが、黒猫ロロは不ふ機き嫌げんそうに髭ひげを下に垂らす。姫様と黒猫ロロがいちゃついている間に、エルメスさんが副官サヒアへ色々と指示を出していた。兵士たちは馬車の立て直しと散らばった荷物の回収をそそくさと行い、死んだ兵士の遺品回収等をしていく。馬車は全部で四つある。どの馬車も転倒していただけで車輪の欠損などはなかったようだ。

　その内の一つは豪ごう奢しやな馬車だった。さすがは王族の馬車。

「シュウヤ様、こちらへ」

　姫様がその馬車の中へと案内してくれた。

　断るのもなんなので、そのまま、なりゆきで道中を王女と向き合う形で進むことに。

　隣には女騎士団長のエルメスが控ひかえていたが、姫様は終始ニコニコとご機き嫌げん顔がおで明るく話しかけてくる。

「シュウヤ様はどうしてアーカムネリス聖王国に？」

「東の大森林地帯に用があります。確か【旧ベファリッツ大だい帝てい国こく】があったとか……」

「東とは、あの【魔ま境きようの大森林】ですか？　グリズベルやレッサーデーモンなどが出現する〝魔界の裂け目め〟がある場所ですよ？」

　姫様は驚おどろきを表情に出して喋しやべっていた。しかし、グリズベルの他にレッサーデーモン？　とかいうモンスターのような魔族が出るのか。その〝魔界の裂け目〟は聞いたことがある。

　ギルドの依頼紙にも記されていた。沸ふつ騎き士したちが前に話をしていたセラ世界に存在する傷場のことだ。魔界セブドラへ通じている。とか話をしていた。

　知ってはいるが、知らないふりをして聞いておく。

「……はい。その東の大森林です。でも、その魔界の裂け目とは何です？」

　俺が問うと、姫様と女騎士団長のエルメスさんは神しん妙みような顔付きをする。

　そんなエルメスさんが唇を動かした。

「……それについてはわたしが説明をしよう。魔界の裂け目とは過去の戦争の爪つめ痕あと。原因は約六百年～七百年前の頃ころと聞く。【ベファリッツ大帝国】の【帝都キシリア】において、エルフたちの賢けん者じやが禁きん忌きの大魔法を繰り出した結果、魔法が失敗し大だい爆ばく発はつを起こしたと。帝都キシリアはその魔法が原因で大だい打だ撃げきを受けたことが始まりとか」

　へぇ。

「エルフにとっての悲劇はさらに続き、その大爆発の余波で次元に裂け目が発生。これが〝魔界の裂け目〟と呼ばれています。その後、裂け目から魔族が大量に溢あふれ出でたと、それにより麗うるわしの都と言われたエルフの帝都は一日で崩壊したと歴史書には記されています」

　エルフが禁忌の魔法か。そんなもんに手を出すほどの切せつ羽ぱ詰つまった戦争だったのか。

　まぁ詳くわしくは歴史書を見ないと分からない……ん、そういえば、約五百年～六百年前にオセベリアや人族の国ができた。と、師し匠しようが座学の時に教えてくれたな。

　裂け目に魔族。そのフレーズから、一瞬、地下にあった黒き環ザララープを思い出す。黒き環ザララープは今も地下に存在するはずだ。あの大きさの黒き環ザララープが複数、地上にも存在すると黒猫ロロの前身であったローゼスは語っていた。

　ま、これは前に沸騎士たちが語っていたように魔界の裂け目とは関係のない話。

「……裂け目からですか。あのグリズベルたちも？」

　エルメスさんは俺の問いに頷うなずく。

「魔境の大森林は魔族たちの住すみ処か。五百年以上前の過去から現在に至るまで十字軍という聖戦連合を組み【聖都サザムンド】から何度も何度も討とう伐ばつ十字軍の出しゆつ征せいが行われていますが、グリズベルやデーモン系の魔族の大軍によって十字軍は全ぜん滅めつか後退を繰り返す始末。今でも前線の【ソール砦】がアーカムネリス聖王国の国境を守っていますが……さきほどのグリズベルの集団による攻撃でもお分かりのように、国境を完全に押さえているわけではないのです」

　ここの地域は魔族との戦争が激しいな……。

「なるほど、国境が危あやういとなると……聖都サザムンドは大丈夫なんでしょうか？」

「それについては大丈夫でしょう。前線には砦もあります。聖都には堅けん固ごな防ぼう壁へきと対魔族結界や装備も揃そろえてあります。今回のグリズベルの集団は魔境から聖都を迂う回かいし、森に移住するか大だい砂さ漠ばくへと抜けようとする一グループに過ぎないと推測できます。しかし、こんな聖王国の内部の街道にまで侵しん入にゆうを許すとは……」

　対魔族結界＝光関係？　イメージ的には聖水とか？

　専門の呪じゆ文もん、または魔ま術じゆつ、あるいは魔法で、周辺に影響を及およぼすとかありそう。

「エルメスのいう通りです。グリズベルが、まさか聖王国の西方の奥おく地ちにまで現れるとは予想もしていませんでした。普通は砦周辺に集まるか森から大砂漠へ移動するはず。そして、ここは宗教国家ヘスリファートの国境にも近い場所ですからね」

　姫様の碧い瞳は相変わらず輝かがやいて見える。薄うす化げ粧しようをした肌はだの色も綺麗だ。もちもちとして、柔らかそう。表情は真しん剣けんだけど吸い付きたくなる肌だな……と、すぐ脱だつ線せんしてしまう。

　しかし、二人の話から察するに……さっきのグリズベルという魔族たちの襲しゆう撃げきが想定外だったとして……以前からこの街道に魔族系モンスターたちから襲撃が繰り返されているとしたら、聖都とやらはもう魔族たちに囲まれているんではなかろうか……。

　ま、そんな考えを話すつもりはないけれど。

「……想定外だったと？」

「そうです。何度もいいますが、普通は森に紛まぎれて大砂漠に抜ける魔族たちが殆ほとんどのはず」

「なるほど」

「はい、想定外な上に魔術師長のクロエも傷を負って全滅寸前でした。本当にシュウヤ様がいてくださって良かった……」

　足に矢が突き刺さっていた魔法使いがクロエという魔術師長かな？

「……その傷を負った魔術師長の方は大丈夫ですか？」

「クロエは意識を失っていますが、大丈夫です。ポーションを飲ませて回復魔法も唱えました。傷は塞ふさがり治ち療りよう師しの毒治療も成功しました。今は後方の馬車で寝ねています」

「そうですか、助かって良かった」

　そんな調子で馬車の中での会話を続けていく。

　馬車の外ではオレンジの光が木々の間から漏もれている。

　夕日を感じながら聖都サザムンドへと向かう街道を進んでいった。







第七十章「ついでながらの護衛依頼」







　姫様と護衛騎士団長と仲良く会話を続けながら森に挟はさまれた街道を馬車は進む。

「なるほど。シュウヤ様はそのサデュラの森と呼ばれる場所に行きたいのですね」

「そうです。場所を知っていますか？」

「噂うわさでは魔境の大森林の遥はるか南東に存在するとか。マハハイム山脈の麓ふもとまでは行かないまでも、山沿いの広大な森林地帯にそのような名前が付いていると、聞いたことがある」

　こりゃ良い情報。護衛騎士団長なだけはある。

「噂でもありがたい。エルメスさん、他にそういう情報を知っていますか？」

「いや、過去の十字軍で大森林の中を進軍したが、廃はい墟きよとなっているはずの皇都キシリアさえ見られなかったからな。クロエ、護衛隊魔術師長の彼女なら何か知っているかもしれない」

　十字軍か。

「クロエさんですか。その方は、今、寝ている？」

「そうだ」

「体の具合がよくなり次し第だい、クロエに聞いてみるといいでしょう」

「はい。そうしてみます」

　そこで、団長エルメスは馬車の木窓へ視線を移す。夕暮れの淡あわい闇を見ながら、

「――そろそろ日が陰ってきましたね」

　と、姫様を窺うかがいながら語っていた。

「そうですね。少し、不安です……」

　姫様は護衛団長の言葉を聞いて同意しながら肩かたを落とす。

　襲撃のことを思い出しているのだろう。良し、他ならぬ姫様の護衛依頼だ。

　顧客美人の不安を拭ぬぐってやるのも仕事男の見栄。

「アウローラ姫、護衛騎士団長であるエルメスさんも居ますし、たとえ、モンスターが襲おそってきても俺おれがなんとかしますよ」

「ンン、にゃにゃ」

　俺の見栄かつこつけの声に合わせて、頭ず巾きんの中で寝ていたはずの黒猫ロロが鳴き声を出していた。

「ふふ、猫ちゃんの声が聞こえてきました」

　姫ひめ様さまはちょこんと頭部を横へずらして、俺の背中を見て話している。

「わたしもいるニャ～的なことを喋っているつもりなのでしょう」

「可愛かわいらしいです。姿が見えないのが残念ですが……」

「あ、頭巾から出だしましょうか？」

「いいえ、寝かせてあげといてください」

　手を優やさし気げに振って、にっこりと笑顔を見せる姫様。

　動作がいちいち……可愛い。こりゃ、モテるだろうな。

「……分かりました」

　背の頭巾を動かそうとしたが止やめた。やがて、完全に日が沈しずみ夜になると、皓こう々こうとした月明かりを頼たよりに馭ぎよ者しやは馬車の速度を緩ゆるめる。後方の馬車や馬に乗った兵士たちも同様に徐じよ行こうとなったようだ。さすがに夜間ぶっ続けて馬を走らせるわけにはいかないか。

　一応、警けい戒かいしようか。俺も掌握察を繰り返す。

「姫様、そろそろ野営の準備をします――」

　エルメスさんが木き枠わくの取っ手を押さえながら姫様に話をしていた。

「はい。できるだけ見通しのいいところで止めてください」

「カルロス、聞いていたな」

「へいッ」

　姫様の言葉に頷いたエルメスさんは馭者の兵士へ指示を出していた。

　馭者は命令通り街かい道どうの端へと馬車を寄せていく。

　野営の準備で忙いそがしくなる前に、少し疑問に思ったことを聞いてみる。

「……ところで姫様たちは、どうしてここの街道を通っていたのですか？」

「それは隣りん国ごくである宗教国家ヘスリファートからの帰り道でしたので」

「公務でしたか」

「はい。使者としての公務を終えての帰り道でした。教皇猊げい下か、ノスタリウス三世に親書をお渡わたしして、無事に会談を終えて聖都に帰る途と中ちゆうだったのです。わたしは第三王女ですが聖王国の親善大使でもあるので」

　教皇……宗教国家ヘスリファートの頂点だよな。姫様たちは外交使節団か。

「会談とは重要な、ん――」

　そこで、外から魔素の反応を感じ取る。兵士たちじゃない。更さらに外側からだ。

「どうかしましたか？」

　話を途中で止めて左右を窺うような仕草を取った俺の様子を見た姫様は訝いぶかし気に問う。

「モンスターか盗とう賊ぞくか分からないですが、近寄ってくる気配があります」

「――何だと！」

「――まぁ」

　騎士団長エルメスとアウローラ姫は驚いていた。

「エルメスさんはここで姫様を。俺は外で迎げい撃げきしてきます。ロロ起きろ、仕事だ」

「にゃお」

「……わたしも一いつ旦たん、外へ出よう」

　エルメスさんの言葉に、頷いてから黒猫ロロを連れて馬車の外へ出た。

　周囲の兵士たちは野営の準備をしている。まだだれも気付いていないらしい。

　俺が指示を出そうとしたが、エルメスさんが横から遮さえぎった。

　兵士たちにはエルメスさんが指示を飛ばすらしい。当たり前か。

「おい！　サヒアッ、周囲からモンスターが近付いてくる。警戒態勢を取れ」

「ハッ――、お前たち団長の言葉を聞いただろう？　守備隊形を取れ！」

「はい！」

「お任せをッ」

　兵士たちは副官サヒアの指示にきびきびとした動作で従う。

　すぐに円えん陣じんを組みながら馬車を囲い出した。モンスターのような魔素の反応は……。

　左の森と街道の先の森林地帯からも近付いてくる。

　俺たちを囲うように動いているようだ。

「ロロ、左の森を任せた。自由に狩かりを楽しんでこい。俺は右へいく」

「ン、にゃ」

　黒猫ロロは肩から飛び降りると、振り向むかずに森の中へ消えていく。

『ヘルメ、目を借りるぞ』

『はい』

　小さい常闇の水みず精せい霊れいヘルメが視界に現れる。その彼女を捉えるイメージでヘルメを掴つかむと、視界から消えた。同時に精霊の目が発動。

『アンッ』

『喘あえぎ声はだいぶ抑おさえたようだな』

『ハ、ハイィ』

　……ヘルメの変な声は無視。右の街道を精霊の目の力――熱センサーで確認。

　街道に現れたのは……このシルエットからしてモンスターだな。

　精霊の目を使い、掌しよう握あく察さつと〈夜目〉をも同時に使う――。

　反応がポツポツと増えていく。精霊の目は凄すごい。この暗さで敵の恰かつ好こうが丸わかりだ。

　モンスターは前頭部に二本の角がある。手足も長い。その手には、当然ながら武器を持っているようだ。あくまでもシルエットだが、典型的な悪あく魔まのような姿を想像させた。

　よーし。やりますか。右手に魔ま槍そう杖づえを召しよう喚かん。

　その前に一応、エルメスさんや周りの兵士たちに話しておこう。

「モンスターが現れたようです。俺が右辺に撃うって出ますから、皆みなさんは姫様の守りを優先してください」

　俺の言葉を聞いた護衛騎士団の団長エルメスさんは厳しい表情を作りながら、「了りよう解かいした――皆も良いな？」と、兵士たちに問う。副官サヒアと兵士たちは団長さんの言葉を受けて、姿勢を正す。そして、「「はっ――」」と声を揃えた兵士たち。皆、気合いが入っている。

　俺は兵士たちの気き概がいのある返事に頷いてから、すぐに行動へ移った。

　地面を強く蹴けり、右の街道へ走り向かう。

〈夜目〉と精霊の目のお陰で暗くら闇やみでもモンスターの姿がはっきりと分かる。

　さっきのシルエット通りだ。三メートルぐらいの身長。

　羊の毛のような頭とう髪はつから生える黒々とした二つの反そった長角が目立つ。

　目玉は大きく逆三角形。頬はゲッソリと痩やせて皺が重なり不気味だ。

　顎あごにも羊のような髭が伸のびていた。手足が想像以上に長く、両手持ちの長槍を持っている。その悪魔のような姿を持つ集団は目の前で止まった。戦う前に少し話をするか。

「おいっ、そこで止まれ、近づくなら攻こう撃げきする」

「ガァゴ？（人族か？）ガァゴゴルべ？（こいつ馬ば鹿かか？）ギャハハハ。ヅゴジデ、ヅゴジデ、バッ、オヅゴジデルッ（殺せ、殺せ、皆、すべてを殺すのだッ）」

　ケンタウロス型のグリズベルとは違う言語を話す、悪魔のようなモンスター。

　今後は気色悪い言語は省略したい。なまじ理解できてしまうのが嫌いやすぎる。

　と、考えた直後――嗤わらっている悪魔の姿をしたモンスターは槍を構えて突とつ撃げきしてきた。

　三みつ又またの穂ほ先さきが身に迫る。農民が使うようなフォーク状の穂先を持つ武器だ。

　範囲が横に広い嫌な矛。だが、突つきの速度は遅おそい。こんなのは食くらわんよ――魔槍杖を上方から下ろす。紅べに斧おの刃ばの刃やいばと三又の槍が衝しよう突とつ――ジジッと金属が擦こすれる音を響ひびかせながら、悪魔が持つ三又の槍を地面へ押さえつけていく。

「グキキキッ、フガァッ」

　羊顔の悪魔は必死に三又槍を動かそうとする。が、魔槍杖の先せん端たんの横に備わる紅斧刃は微び動どうだにしない。モンスターの息が臭くさい……すぐに終わらせてやろう。

　三又の槍を押さえながら素す早ばやく前回転――同時に三又槍を押さえつけていた魔槍杖も小さい軌き道どうで縦回転した紅斧刃が悪魔の額を捉とらえた。

　悪魔の眉み間けんの中へと紅斧刃が沈み込むと、頭部を真っ二つ。頭ず蓋がいを裂さく感かん触しよくはない。

　紅斧刃はそのまま縦に長いモンスターの胸半ばまでを切きり裂く。

　裂いた胸むな元もとからじゅあッと血の焦こげる音が響くと同時に赤黒い血が噴出した。

「糞くそガァ、かこめ、かこめぇぇぇ」

　他ほかの悪魔たちが叫さけぶ。仲間意識があるらしい。あっさりと仲間が死んだせいか憤ふん慨がいしたようだ。そして、敵かたき討うちのつもりか悪魔たちが三又の槍を突き出してきた。

　左から迫る方が先――紅斧刃が埋うまっている悪魔の死体を蹴り、その魔槍杖を素早く引ひき抜ぬく――流れた紫むらさき色いろの金属棒の柄つかを右みぎ腋わきと右みぎ腕うで全体でしっかりと固定――。

　俺は風槍流『支え串ぐし』の構えで対たい抗こうした。

　その体勢を維い持じした状態で、左から迫った三又の穂先を〝横よこ軸じく円回転〟でくるりと避さけて体勢を低くしながら悪魔の懐ふところへと潜もぐり込むと、機動力が乗った紅斧刃が、その悪魔の腹と衝突した。俺は握にぎり手に力を入れ魔槍杖を振ふり切る。悪魔の内臓や骨を掻かっ捌さばく紅斧刃――「ぐぇぁ」と、苦し気に突っ伏ぷした悪魔は、何かを語りながら地面に倒たおれゆく。

　今度は右から三又の矛が二つ、前方からも三又の槍が迫る。

　前方の悪魔には〈鎖くさり〉で対処――。

　左手の手首から稲いな妻ずまが迸ほとばしるような速度で直進した〈鎖〉が悪魔の胸元を貫つらぬいた。手前の悪魔が伸ばしてきた三又の槍やりは、軽かろやかなステップワークで避ける。右の側面に移動してから左回し蹴りを悪魔の胴どう体たいへと喰くらわせて横へ吹ふき飛とばした。

　そして、俺の軸じく足あしを刺さそうと伸ばしてきた三又の突とつ槍やりには、左手に持もち替かえていた魔槍杖バルドークを下方に差し向け、穂先で受け止める。

　紅矛の穂先で三又の刃を受け止めた形だ。下段の位置で受けた魔槍杖をそのまま悪魔が持つ三つ矛の槍ごと持ち上げる。端はたから見たら、三つ矛と紅矛で、宙に三日月の絵でも描くように見えているかもしれない。そうして、悪魔が持つ三又の槍を上方へと運んだ。

　矛と矛から火花散る鍔つば迫ぜり合あいのような形となり悪魔と目が合った。

　眼力が強いが気にはしない。俺は力のバランスを考こう慮りよしながらタイミングを計る。

　頃ころ合あいを見て鍔迫り合いとなった魔槍杖の柄を握る手の力をワザと抜いた――。

　相手の三又の矛を紅斧刃からわざと外した形だ。

　――当然、悪魔は「ギアァ？」と疑問の声を上げる。

　その間に三又の槍が一瞬、浮うく。悪魔はチャンスだと認にん識しきしたようだ。

　三又の穂先を俺の胸元へと向け直して伸ばしてきた。

　胸に迫る三又の矛――これは狙ねらい通り！　誘さそいに乗った。

　俺は魔ま脚きやくを使い全身をバネの如く扱あつかうように跳ちよう躍やく。

　空中でくるりと回り、身に迫せまる三又の矛を紙かみ一ひと重えで避けながら自らの体を悪魔へとぶつけるように魔槍杖の穂先を相手の腹へとぶっ刺した。

　紅矛と紅斧刃が突き刺さった悪魔の腹からジュッと鈍にぶい音が響く――。

　その腹に突き刺さった紅矛と紅斧刃の切れ味を生かすように魔槍杖を捻ひねりながら紫むらさきの柄を引く。穂先の紅斧刃がまるでミキサーの刃にでもなったかのような機動回転が生まれると、悪魔の腸はらわたを引き裂いた。魔槍杖の穂先に付着した血と臓物を払はらう――。

　正眼に魔槍杖を運ぶ。構え直した。

　この一連の動きに圧あつ倒とうされたのか悪魔たちはむやみに突っ込んでこなくなった。

　ま、距離を取ったのなら俺も別の手段で対抗するだけだ。

　魔槍杖を瞬しゆん時じに右手から消す。続けて左手を翳かざし〈鎖〉を前へ伸ばした。

　その伸びた〈鎖〉の先端を、一瞬で巨きよ大だいな長方形の鉄てつ槌ついへと変化させる。

　イメージはモーニングスター。またはハンマーフレイル。

　そのイメージを持ったまま巨大鉄槌を〈投とう擲てき〉に使った――。

　羊のような頭部を持つ悪魔は驚きよう愕がくしたような表情を浮かべる。そりゃ当然だ。

　突とつ如じよ現れた巨大なハンマーフレイルを見ちゃな！

　その驚く悪魔の側頭部に、俺が〈投擲〉した巨大鉄槌が直ちよく撃げきした――悪魔の側頭部が陥かん没ぼつしてひしゃげると、ぐるりと側頭を起点とした縦回転した首が三百六十度回転。

　頭が上下逆さまのようにずれた悪魔は「ぷぎゃ」と、変な叫び声ごえを上げて膝ひざが折れたように長細い足が崩くずれて地面に沈む。上手くいった、成功――。

　そのまま〈鎖〉の先端に備わる巨大鉄槌を生かすように左手をぐるぐると回す。

　左手首から蛇へびのように伸びゆく〈鎖〉の巨大鉄槌が、宙に弧こを描きながら戦いの場を席せつ巻けんしていく。この鎖製の巨大鉄槌、最初にイメージしたようにモーニングスターを進化させた感じだろうか。そんなことを考えながら、〈鎖の因子〉のマークから飛び出た〈鎖〉の一部を右手で引っ張りつつ短く持ち直す。そして、〈鎖〉の先端に備わる巨大鉄槌をコンパクトに振れるような構えを取った。鎖くさり鎌がまを扱うような感じだ――。

　俺は鉄槌使いにでもなった気分で左右へとステップを踏ふみながら踊おどるように左手首から伸びた〈鎖〉製の巨大鉄槌を振るう。

　振り子こ時計のような下から弧を描く軌道の巨大鉄槌が、悪魔の下腹部を捉えると、その悪魔は苦く悶もんの表情を浮かべながら血を吐はきつつ身体が衝しよう撃げきで浮き上あがった。

　さらに追つい撃げきしようと一歩前に踏み出したが、逆に、その前に出た俺の死角を突くような鋭い三さん叉さ矛ほこが迫る気配を背中に感じ取る。その瞬間――師匠との激しい訓練を思い出した。

　そう、目隠して行う訓練の〝追つい煉れん獄ごく〟だ。しかし激しい訓練を瞬時に生かす自信はない。

　だが、急ぎ訓練を具現化するように体を微妙な角度で横にずらしながら右足を後方へ向けて蹴り上げた――まだまだ蹴りの精度は拙い。が、毎日の訓練の賜物か、背後の三又の槍を足裏で受け止める形で蹴り上げに成功――そのまま腰こしを捻って振り向きながら、反対の左回し蹴りを悪魔の頭部に喰らわせ破壊。続いて、視界に入った悪魔に対して、巨大鉄槌を〈投擲〉――。鉄の塊かたまりを悪魔の腹に喰らわせた。さらに、その巨大鉄槌が跳ね返かえって手前に戻もどってくる。即座にサッカーボールでも蹴るように、インステップキックで戻ってきた巨大鉄槌を捉え、蹴り上げた――巨大鉄槌は風を纏う速度で悪魔の頭部に向った。

「ガッヒュ――」

　見事、巨大鉄槌が頭部に突き刺さり、悪魔は叫び声めいた奇妙で歪いびつな声を漏らす。

　鎖の塊としての鉄槌が新しい悪魔の頭部となる。

　そのように、俺に迫ってくる悪魔たちへ天てん罰ばつを下す天使になったように屠ほふり続けていく。

　さらに、だれが見ているわけでもないが……。

　サーカス団の演えん者じやにでもなった気分で無む駄だにかっこつけながらポーズを決めたり回転したりして鎖製の巨大鉄槌を扱った。

　右手の下にぶら下がる鉄槌部分には濃のう厚こうな血がべっとりと付着。どす黒く変色している。

　悪魔たちはそんな鎖製の巨大鉄槌と、その武器を扱う俺という存在を脅きよう威いと思ったのか……距きよ離りを取り離はなれようとした。

　基本は〈鎖〉から伸びている先端に備わる巨大鉄槌だ。この武器の射程は長い。

　単に逃にげるように離れるだけじゃ意味がない。

　だがしかし、愛用している槍とは根本的に違ちがう。

　モーニングスターのような武器は今の今まで使ったことがないわけで……。

　それは当然の如く、拙つたなく、単純な動きだ。

　次第に距離を取った悪魔たちは俺の扱う〈鎖〉製の巨大鉄槌の対策を取ってきた。

　悪魔は三又の槍の穂先で巨大鉄槌の衝撃を殺すような形で防ぼう御ぎよを始める。

　ついには、複数の三さん叉さ矛ほこによって絡からめとられ、巨大鉄槌が封ふうじられた。

　ま、こうなることは予想済み。

　俺はニヤリとした笑みを意識しながら巨大鉄槌と化していた〈鎖〉を消失させる。

　悪魔は三又の槍に力を入れて巨大鉄槌を押さえる形。

　だから悪魔は急に〈鎖〉製の巨大鉄槌が消失したことによりバランスを大きく崩すと、三又の槍と一いつ緒しよに体が前へとつんのめり倒れかかる。

　――その隙すきは見み逃のがさない。素早く〈鎖〉を再射出させた。

　今度は巨大鉄槌を作って遊んだりはしない。普ふ通つうの〈鎖〉だ。

　体勢を崩した悪魔の胴体を〈鎖〉のティアドロップ形の鋭するどい先端が貫いていた。

　血ち飛沫しぶきと〈鎖〉が悪魔の背中から飛び出していくのを確かく認にん。

「ひぃぃぃぃっ」

「なんだこいつはぁぁぁ」

　悪魔たちの表情は最初に見せていたモノとはまるで違っていた。

「ヒャァァッ」

「退どけ、退け、退くのだ!!」

「にげろおおおぉおぉぉ！」

　悪魔たちはぐちゃぐちゃと気色悪い言語を連発している。

　だが、見た目の不気味な雰囲気とは裏腹に、口々に怯おびえた声を発していた。

　辺りは完全に混乱の坩る堝つぼとなる。馬車の周りに到とう達たつしていた悪魔たちも兵士と戦うのを止めて逃げていく。兵士たちは軽い傷を負っただけで犠ぎ牲せい者しやはいない。

「魔族が撤てつ退たいしていくぞぉぉぉ、勝かち鬨どきだぁぁぁ」

　副官のサヒアが叫ぶ。

「おぉぉぉ」

　兵士たちは完全勝利といえる戦せん況きようを見て、喜びの声を上げていた。

　森側に遠えん征せいして悪あく魔ま狩がりを行っていた黒猫ロロも戻ってくる。

「ン、にゃにゃ～ん」

　触しよく手しゆ骨ほね剣けんには二体の悪魔がぶらさがっていた。つぶらな瞳ひとみで見上げてくる。

　それは〝褒ほめて、褒めて〟といった視線の可愛い光線だ。

「良くやった。ロロ。しかし、その獲え物ものはそこに下ろしておきなさい」

「ンン、にゃ」

　黒猫ロロは獲物を地面に下ろし触手を頬ほおへと伸ばしてくる。

　頬に、触手をピタッと貼はりつけてくると、気持ちを伝えてきた。

『狩り』『狩り』『楽しい』『一緒』『遊ぶ』

「そかそか。狩りは楽しかったようだな」

　そこに魔法の明かりと共にアウローラ姫が、エルメスさんと副官サヒアを伴ともなって近付いてきた。眩まぶしい。〈夜目〉と同時に精霊の目を解除。

『ヘルメの目と〈夜目〉があれば、深夜でも余よ裕ゆうだな』

『閣下のお役に立てて光栄です』

『また頼むぞ』

『はい』

「――シュウヤ様。お怪け我がはありませんか？　大丈夫ですか？」

　姫ひめ様さまは心配そうな表情を浮かべていた。同時に常とこ闇やみの水精霊ヘルメを視界から消す。

「はい。大丈夫ですよ」

　と、答えると、エルメスさんも、

「シュウヤ殿どのは強い。グリズベルを圧倒する槍使い！　こうも簡単にレッサーデーモンを倒しきるとは」

　騎き士し団だん長ちようのエルメスさんは感心した素そ振ぶりで双そう眸ぼうを輝かせている。

「こいつらは魔族ですか」

「はい。この頭部の特とく徴ちよう的てきな二本角。名はレッサーデーモン。こうなると、さっきのグリズベルの襲撃も納なつ得とくがいきます。一個大隊規模の魔族が前線を突とつ破ぱしたと考えるのが妥だ当とうです。姫様、聖都は魔族たちが包囲した可能性があります」

　エルメスさんは姫様へと振り向きながら、真剣な表情を浮かべて話をしていた。

「なんてことでしょう……わたしが国を出ている間にこんなことになって……あ、まさか、前線に出ているシュアネお姉さまは敗北したと？」

　姫様は声を震ふるわせ動どう揺ようを見せる。シュアネというお姉さんがいるのか。

　アウローラ姫と似ているのかな？

「それはまずないかと。二剣の戦せん姫きのシュアネ様が負ける姿は想像できません。前線の砦とりでに籠こもるか。または大森林に出しゆつ撃げきしているか。そのどちらでもないのでしたら、きっと聖都の内部に撤退しているはずです」

「戦いくさに詳しいエルメスの言葉なら信じられます」

「はい。動静を知るためにも我々は急ぎ聖都に帰き還かんしましょう。といっても夜間はクロエもいない状じよう況きようですから危険です。朝になりしだい出発予定ということで……」

　エルメスさんは俺の方を見る。

「シュウヤ殿には引き続きアウローラ姫様の護衛をお願いしたい」

　大変なことになっているな。俺は頷きながら口を動かした。

「……承知しています」

「シュウヤ様、ありがとう」

　姫様は俺の手を握ってきた。碧あお色いろの瞳は澄すんだ心を表すような綺き麗れいな瞳。

　唇くちびるも薄うすく小さく仄ほのかに桃もも色いろで可愛い。カワイスギル……。

　ずっと見つめていたくなるが、紳しん士しの対応をしよう。

「……任せてください。可愛い姫は俺が守りますよ」

「まぁ、可愛いだなんて……」
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「ゴホンッ、シュウヤ殿。姫にはあまり近付かないで貰もらおうか？」

　エルメスさんが怒おこった。その怒った表情を浮かべるエルメスさんもいい。経験豊富な戦士で高潔な騎き士しという雰ふん囲い気きもある。キリッとした青目が凛り々りしさをアピールしている。

「分かっているさ。エルメスさんを困らせるつもりはないですよ。ごめんなさい」

「シュウヤ様が謝あやまる必要ないですよ。エルメスも心配しすぎです」

　姫様は姫様で頬を膨ふくらませて、ぷんすかぷんぷんと、怒っている。

「にゃにゃ？」

　黒猫ロロだ。『どうしたにゃ？』という感じで見上げながら鳴いていた。

「あ、ロロちゃん！　大変です。血が付いてますッ」

「姫様。大だい丈じよう夫ぶです。これは返り血ですから」

　ふきふきと姫は自分の綺麗な布ハンカチで黒猫ロロの体を拭ふきだしていた。

「そのようですね。でも、綺き麗れい綺麗にしておきましょう」

「姫様、そのようなことは召めし使つかいか、わたしに言い付けてください」

「いえエルメス。だめです。わたしが猫ねこちゃんを触さわりたくてやってることなのですから」

　黒猫ロロはマッサージを受けている感覚なのか、嬉うれしいようだ。

　ごろごろ音を喉のどから立てている。

「だめです。姫の服が汚よごれてしまいます――」

　エルメスさんが黒猫ロロを抱だき締しめるようにして、姫様から取り上げた。

「あぁ、もうっ、エルメスの意地悪」

　というか、騎士と姫の二人で何してんだろうか。黒猫ロロも『しょうがないニャ～』的に、髭ひげが下がった表情を浮かべてはいるが、エルメスさんの胸元も意外に心ここ地ちがいいのか、そのまま抱っこされている。

「すみません。俺がやりますので……」

「あ、それはそうですね。では……」

　エルメスさんから黒猫ロロを受け取る。その黒猫ロロを赤ちゃんでも抱くように優しく持った。そして、生活魔法の水をチョロチョロと出しつつ、皮布で黒猫ロロの腹や背中を拭いてあげた。

「姫、野営の準備が整うまで馬車の中に戻りましょう。サヒア、準備に取りかかれ――」

「ハッ――」

　副官のサヒアは白しろ髭ひげを揺ゆらし、キビキビとした動作で指示を受けていた。

「そ、そうですね」

　姫様は羨うらやましそうに、俺が黒猫ロロの体を拭いていく様子を見ながら馬車へと戻っていく。黒猫ロロの体を綺麗にしてあげてから、俺もその馬車へと足を向けた。

　馬車の隣となりには立派な幕付きテントが出現。

　やけに組み立てが速い……姫様が寝るであろう野営場所は完成している。

「シュウヤ様もお入りになって」

　姫様は含ふくみ笑わらいをしてから誘ってきた。

「はい」

　こりゃどういう……テントの中は天てん蓋がい付きベッドが四つと箪たん笥すに水みず瓶がめまである。

　香こうが焚たかれ、良い匂においのする香こう煙えんが縷る々ると立つ。煙けむりと共に花の香かおりが漂ただよってきた。

「にゃぁ」

　あっ、黒猫ロロがベッドに乗ってしまった。

「すみません。ロロが……」

「いえいえ、ロロちゃんの好きにさせてあげてください。あっ、あんなにジャンプして、面おも白しろいです、飛び跳はねていますっ」

「しかし、このテントは……」

「驚おどろきました？」

　ふふっと、笑っている姫様。

「はい、驚きました。これは？」

「これは高級なマジックアイテムの一つですね。魔造家マジツクテント、またの名をマジックミニチュアハウス。元は、このクリスタルの中に格納されている物です」

　姫様が腰こし袋ぶくろから見せてくれたのは、きらびやかに輝くクリスタル。

　綺麗だなぁ。こんなマジックアイテムがあるんだ。

　確かに、クリスタルの中には家のような物が見える。

　形は全然違うが、土産みやげ屋やさんに置いてあるスノーボールの中身の小さい家みたいだ。

　家の内装的なインテリアや、コレクション飾かざりのアイテムとしても使えそう。

「……凄いですね。このようなアイテムは初めて見ますよ」

「ふふ、これを初めて見た方は、皆、びっくりしますね」

「はい。小さいクリスタルにこんな大きいテントが格納されているなんて……」

「わたしも初めて見た時は驚きました。製作には時空属性が必ひつ須すで、さらに選よりすぐりの先天的な特とく殊しゆスキルがないと作れない品物とか。まさに神に選ばれし職人さんによる逸いつ品ぴんです」

　時空属性持ちで尚なお且かつ、先天的の特殊スキルが必要か。

　空間を圧縮するように製作したのだろうけど……。

　俺は時空属性を持つが、職人系の才能はないから作るのは無理そうだ。

「……元に戻す場合はどうするんです？」

「簡単ですよ。ベッドの横にある水すい晶しように持ち主が触り〝収納〟と声を発すれば、クリスタルへと戻ります。逆に触りながら〝展開〟と言えば、クリスタルからこの魔造家マジツクテントへ変わります」

　そこにテントの入り口からエルメスさんが現れた。

「姫様、クロエが目を覚ましました。指示通りにこちらへ運ばせています」

「ベッドの一つに寝かせてあげて」

「はい」

　担たん架かで寝ている女おんな魔ま術じゆつ師しが運ばれてくる。その彼かの女じよは頭を上げて、姫に話しかけた。

「姫、このような高級なテントには……」

「今は安静にするのが一番です。クロエは大事な家臣。そこのベッドに寝ていなさい」

　女魔術師はクロエさんか……この女性も綺麗だ。赤みがかった金きん髪ぱつに横長の錦にしき色いろの目。

　左ひだり目め尻じりに黶ほくろがあり鼻び梁りようが高い。

「姫。ありがとうございます……」

　クロエさんはベッドに寝ねる。そして、俺と目が合った。

「貴方あなたが……姫様たちを救って下さった？」

「シュウヤという名の冒ぼう険けん者しやでＣランクです」

「そうですか。冒険者……わたしはクロエ・リフ・ティグリです。礼を言います」

　クロエさんは起き上がろうとする。名前からして貴族か？

「はい。あ、無理をなさらずに」

「毒はもう消えて傷も塞ふさがりました。大丈夫です。それに貴族として意地がありますから」

　クロエさんはそう語ると上半身を起こして、俺を錦色の瞳で見つめてくる。

　その錦の瞳には魔ま力りよくが宿っていた。俺の全身をチェックしているようだ。

　俺も魔察眼でクロエさんの観察をした。

　淀よどみのない魔力操作だ。魔力が双眸に集中している。濃のう密みつな魔力。

　瞳の表面に小さい魔ま法ほう陣じんらしきモノも形成している。

　さすがに魔術師と言われることはあるようだ。

『この人族、左目のわたしを感知しました。閣下の左目にあるマークに気づいたようです』

　ヘルメに気付いたのか。この左目のマークは俺自身も鏡で確認したわけじゃないが……。

『そんなに分かりやすく左目は変わっているのか？』

『常人では判別が難しいはず。魔力が見える方ならある程度は分かるかも知れません』

　そういうことか。

「……シュウヤ殿。あれだけの魔族を簡単に斃たおす理由はあるようですね」

　やはり、ヘルメが伝えてきた通りか。俺の魔力操作の一部分が見えているようだな。

「クロエ？　シュウヤ様には聖都までの護衛をお願いしました」

「……はい、姫様。その方が確実でしょう」

　ついでだ。サデュラの森について聞いてみるか。

「クロエさん。聞きたいことがあるのですが……」

「何です？」

「魔境の大森林の東にサデュラの森という場所があるそうですが、何かサデュラの森について知っていることはありますか？」

「サデュラの森ですか。場所は知りません。しかし、エルフが残したという文ぶん献けんにそんな言葉が記してあったことは覚えています。大森林の何処どこかに植物の神サデュラが祝福した森が存在すると。『小さな泉と大地の神ガイアが祝福した丘おかには特別な葉が生える大樹があるのだ』といった記き載さいだったかと。エルフたちはその場所、ガイアの丘に聳そびえる大樹を長年にわたり愛したらしいです。エルフの恋こい人びとたちがそこで一夜を過ごすと子宝に恵めぐまれるという伝説もあったようですね」

　へぇ、小さな泉にガイアの丘か。それに、特別な葉を宿す大樹。綺麗な葉なのかな？

　当初の目的通り東へ向かい泉にある丘を探せばサデュラの葉が見つかりそうだ。

「なるほど。良い情報が聞けました。クロエさん、ありがとう」

「いえ。でもなんでまたそんな情報を？」

「シュウヤ殿は東の魔境の大森林を目指すらしい。サデュラの森を探しているそうだ」

　俺が語る前に、エルメスさんがクロエさんに説明をしてくれた。

「なっ、ばかな。魔族たちの巣に飛び込むつもりなのですか？」

　クロエさんは驚いている。

「はい。その予定です」

　姫様は俺の言葉を聞くと、すたすたと歩いて目の前に来た。

「――シュウヤ様、本当に魔境の大森林は危険なんですよ？　やはり、わたしは反対です。それに、恩人を危ない場所に行かせたくないです」

　姫様は腑ふに落ちない。というように語る。しかし、そう言われてもな……。

「姫様。すみません。反対されても行きます。ですが、死ぬつもりはありません。腕うでには自信ありますから大丈夫ですよ」

「シュウヤ様が強いのはわかりますが……」

　姫様は助けを呼ぶように視線をエルメスさんに向ける。

「シュウヤ殿、姫様が心配しておられる。それに、わたしの、この傷も魔境の大森林で受けたモノ……ここは思おもい止とどまってくれないか？」

　エルメスさんは頬にある長い傷を触りながら話していた。

「少し前に魔境の大森林へ進軍をしたと、十字軍に参加をしていたと、お話をされていましたが……」

「はい。十字軍の討とう伐ばつ隊たいに参加を。その部隊は半はん壊かいし撤退しました。この顔の傷は、その時に対決した魔族グベシャラによって受けました。ランクはＡランク＋＋級。とても強かった……」

　そんなモンスターがいるのか。

「なるほど。危険なのはよく分かりました。しかし、俺おれは行かなきゃならない」

　姫様は俺の目を見て、仕方がないっといったように溜ため息いきを吐つく。

「……分かりました。説得は無理そうですね。ですがシュウヤ様？　聖都についたらお礼をしますので魔境の大森林に向かうのは、暫しばらくお待ちくださいね？」

　少しの間なら美人な姫様と過ごすのも良いかもしれない。

「はい。少しの間なら」

「良かった……」

「――姫様。この際です。シュウヤ殿は貴重な人材。是ぜ非ひともに、わが陣じん営えいに加わって頂くべきかと……」

　陣営？　クロエさんがそんなことを言っている。

「クロエッ、先走るな。確かにシュウヤ殿は強い、わたしも同意見だ。だが、まだ姫様の立場を説明していない」

「エルメス？　何をぐずぐずしているのですか。シュウヤ殿は聖都に来られるのでしょう？　もし、大司教やイエリ派に先を越こされたらどうするのです？　他の貴族、大貴族がシュウヤ殿の力を見たら争そう奪だつ戦せんになるのは目に見えています。それに、シュウヤ殿の強さは〝キングメイカー〟といっても過言ではないと判断できます」

　なんで、一目、見ただけでそこまで思考が加速するんだ？

　しかもキングメイカーとか、第三王女であるアウローラは実は王位を狙っているのか？

　クロエさんは……謀ぼう将しよう的てきな人物なのか。

「な、そこまでの人物というのか？」

「えぇ、わたしの目を見ても、動じずに観察を続けていましたし、魔力操作も一流どころか魔術師のわたしを超えた人知が及およばぬ範はん囲い。それに魔境の大森林に一人で向かうという自信あふれる言葉を聞いて確信しました……この方が居れば、戦姫の影えい響きよう力りよくを削けずり、アウローラ姫様の影響を増すことが可能でしょう」

　目を見ても動じずだと？　確かに彼女の目には小さい魔法陣が浮かんでいたが。

『ヘルメ、解わかる？　クロエさんの目に何かあるのか？』

『神の加護や恩おん寵ちよう、或あるいはスキル的な魔眼の持ち主なのかもしれません。あの人族は閣下の至高たる御方としての偉い大だいさを一いつ瞬しゆんで見み抜ぬきました。閣下の新しい部下にお勧すすめします』

　ヘルメがそんなことをアドバイスしてくれた。

「そ、そうか。クロエがそこまで語るのなら……」

　そのまま、エルメスさんは俺を見つめてくる。

「主の前で差し出がましいが、シュウヤ殿――お願いだ。どうか、一時とは言わずに、聖王国の下、いや、姫様の下で働いてくれないだろうか」

　えっと……政局に利用か？　政争に巻き込まれるのはごめんだ。

　エルメスさんは俺の目の前にきて頭を何回も下げだした。そこに、姫様の鋭い声が響く。

「エルメスもクロエも何を言ってるのです？　今さっき、少しの間だけとシュウヤ様はおっしゃいました。それにお話が急すぎます！」

「しかし……」

「これは、姫様のためでもあるのです」

　……エルメスさんとクロエさんはどうしても俺を姫ひめ側がわの部下にしたいようだ。

　ちゃんと断りと説明を加えとこう。

「少し宜よろしいですか？　正直、誰だれ々だれ派はとか興味ないのですから、あなた方についていくにしても、どんな報ほう酬しゆうだろうと、長居をするつもりはないです。俺は冒険者。本来の依い頼らいがあります。それにエルメスさんも最初におっしゃったはずです。護衛依頼と。俺はあくまでも東へ向かうついでの依頼として受けただけですから」

「そ、それは確かに……」

　空気が悪くなるのも嫌なので、多少のジョークと本音を交えながら話していく。

「でも、正直言いますと、上から目線ですみませんが、姫様が綺麗で可愛かわいいからついていくのも、ありますけどね」

「――シュウヤ様ッ、本当ですか？」

　下心丸出しのジョークを聞いて、姫様は小こ躍おどりするようにジャンプして、嬉しそうにしている。

「えぇ、はい」

　俺は、姫様の元気な一面に面くらいながらも頷うなずいた。

「ありがとう。その言葉だけで嬉しいです。エルメスとクロエも、これで、分かったでしょう？　今後はシュウヤ様が困ることは言わないようにしてくださいね」

「はい、姫のご命令とあらば……」

「……承知しました」

　エルメスさんとクロエさんは渋しぶ々しぶ納なつ得とくしたようだ。

「では、食事の時までクロエは休んでください。わたしたちも休みます。シュウヤ様もそのベッドを使って、お休みになってくださいね」

　その後……俺は独自に食事がありますから。

　と話をしながらアイテムボックスを見せることになり、皆を驚かせてしまった。

　だが、姫様がわたしもアイテムボックスのポーチを持っていますよ。と語っていたので、改めて、王族は違うなと思うことになる。

　そして、テント内で三人の女性と同じ空間で休むことになった。

　着き替がえ中はテントの外に出る。少し覗のぞきたい気持ちはあるが。

　我が慢まんした。いざ、寝ねるとなると……当然に寝付けない。

　姫様も姫様だな。いくら助けたからといって、俺は聖人じゃないのに。

　俺の股こ間かんはモッコスを興おこす男。爆ばく発はつしてもしらねぇぞ。ま、そんな気き概がいはない。周囲に違うアンテナを張りながらも、眠ねむくなるまで目を瞑つぶるとする。







第七十一章「見猿、聞か猿、言わ猿」







　次の日――いつものように起きた。朝一番からフローラルな良い香り。

　テントの中は香の匂いが漂う。しかし、このベッド柔やわらかくて寝ね心ごこ地ちが良かったなぁ。

　正直、眠ねむ気けがあればもっと眠りたかったりする。

　普ふ段だんは眠気が浅いからな。と、考えながら上半身を起こしてテント内を見ていく。

　近くのベッドには不用心にもアウローラ姫が寝ていた。

　エルメスさんとクロエさんの寝姿もある。まだ三人共に寝息を立てていた。

　綺麗な寝顔だな。しかし余計な世話だがこの姫様の将来が心配だ。

　寝る前にも思ったが、いくら俺が命の恩人だったとしてもまだ出会ったばかりだ。

　それなのに寝る場所を共にするとは……さすがに人を信用しすぎる。

　ま、これも姫様の人ひと柄がらの良さの表れか。

　そんな優やさしい姫様たちを起こさないように……そっとベッドから立ち上がった。

　足元で寝ていた黒猫ロロはぬっと小さな顔を上げている。起こしちゃったかな？

　可愛い黒猫ロロに向けて笑えみを意識してからテントの外へ向かう。

　黒猫ロロもついてきた。外はまだ薄うす暗ぐらい。

　日の出はもうすぐかな……。

　夜空を眺ながめていると、両りよう脇わきに立っていた兵士と副官サヒアが頭を下げてくる。

「あ、ども」

　二人の兵士に自然と挨あい拶さつ。丁てい寧ねいに頭を下げていた。

　これはパブロフの犬じゃないが、条件反射だ。

　副官のサヒアは細い目をより細くして、頭を下げていた。

　もう一人の兵士は突つっ立たったまま、ぎょっとした表情を浮かべている。

　そんな驚くことか？　俺は王族の客のような立場だろうけどさ。

　一応は無名な冒険者だぞ……気まずい。テントを離れて偵てい察さつを兼かねながら街かい道どうを歩く。

　街道の幅はばは、二十メートル強はあるかな。モンスターの気配はない。

　顔でも洗うか。生活魔法の水を指先から生み出し顔を洗っていく……。

　前より水が勢い良く一気にドバッと放出した。水神アクレシスの加護を得たからか？

　ヘルメが左目に居るからな？　だが攻こう撃げきに使えるほどの水の勢いはない。

　そのまま顔を洗い木のブラシで歯を磨みがく。綺麗さっぱりと気分がいい。

　さぁて夜明けまでにはまだまだ時間がある。いつものように訓練をやっちゃいますか。

　一応、魔族の急きゆう襲しゆうに備えて掌しよう握あく察さつを行いながら……。

「ロロ、訓練するから、自由に遊んでこい」

「にゃ」

　黒猫ロロは馬車の上に乗ると、体を回してからでれんと腹を伸のばして寝ね転ころがった。

　はは、相変わらず、高いとこが好きだな。

　頭はこっち側へ向けているから、槍やりの訓練の見学をするみたいだ。

　そんな黒猫ロロを見ながら楽しく訓練を開始した。

　魔ま槍そう杖づえを右手、魔ま剣けんを左手、交こう互ごに持ち手を替えながら……。

　突き、薙なぎ、かち上げ、袈け裟さ斬ぎり、逆袈裟斬り、垂直斬り上げ、斬り下げといった動きを繰り返す。そんな調子で訓練を続けていると、周りがうるさくなってきた。

　どうやら、馬車の上でじゃれるように槍の動きを追う黒猫の姿に兵士たちが萌もえてしまったようだ。兵士たちは乾かん燥そう肉を黒猫ロロにあげたり、俺の訓練の様子を見たりしながら携けい帯たい食しよくを食べていた。視線は気になるが、構わずに続けていく。

　そして、日の出と共に訓練を終わらせると、見学していた兵士たちが拍はく手しゆしてきた。

　酒は飲んでいなかったが、何人かの兵士はまだ、パンやら肉やらを口へ運んでいる。

　俺もついでにパンをアイテムボックスから取り出しては一口、二口、と胃の中へ放ほうり込んだ。その中には騎士団長のエルメスさんと副官サヒアがいる。

　エルメスさんとサヒアは俺の視線に気付くと、手を叩たたきながら近付いてきた。

「素す晴ばらしい動きです。淀みのない洗練した槍やり捌さばき。あれだけの魔族を屠るのも頷ける」

「そうですね。団長の言う通りだ。我々、護衛騎士百花団も精しよう進じんしなくては」

　そんな真顔で褒められると正直、照れる。

「……はは、槍には自信がありますから」

「頼たのもしいかぎりです。聖都まではまだ三日はありますからね。今後も期待しています」

　馬車で聖都サザムンドまで三日の距離。

　まだ結構離れているらしい。

「三日ですか、あ、そろそろ出発ですか？」

「はい。もう馬車には姫様とクロエは乗っていますから、軽く食事は済みましたのですぐにでも出発は可能です」

　待たせちゃったのか？

　そういえば聖都は包囲されている可能性が……呑のん気きに訓練を続けてしまった。

「……すみません。時間をとらせてしまって」

「大丈夫ですよ。姫様が馬車に乗ったのは、今さっきのことですから」

「そうですか。今、行きます――」

　馬車上でまどろむ黒猫ロロを連れ、小走りで馬車の中へ入る。

　席に座すわると姫様が話しかけてきた。

　姫様の口くち端はしにはパン屑くずが付着し、ブルーベリージャムが微かすかに残っている。

　さっき報告があった通り、姫はアイテムボックスを持っているからな。

　もう朝食を済ませたのだろう。

「シュウヤ様。訓練をなさっていたとか」

「はい」

「兵士たちが口々に語っていました。紫むらさき色いろと紅色の流りゆう閃せんが織りなす斧ふ槍そうの動き。目で追えない槍の動きが凄すごすぎると、それに剣も扱あつかうとか……あれだけの魔族を屠る技術。わたしも見学をしたかったです」

「そんな見せびらかすモノではないですから」

「ふふ、謙けん遜そんしているシュウヤ様。素す敵てきですね。わたしはそんな貴方が扱う槍捌きをもっと近くから見たいのです。いつか見学させてくださいね」

　訓練をそんなに見たいのか？

「分かりました。姫様がお暇ひまな時間にでも、言ってくだされば」

「はいっ、楽しみにしています」

　そんな会話を続けていると、馬車はもう進み出していた。

「姫様、聖都に近付くほど魔族が出しゆつ没ぼつする可能性が高いです。数が少なければこのまま馬車で強行突破します。多ければ、副官と百花団を残し、わたしとシュウヤ殿にクロエの三人で魔族を排はい除じよしながら進む予定です」

「はい、信しん頼らいしていますよ。エルメス、クロエ、シュウヤ様。お願いします」

「はい」

「勿もち論ろんです、姫」

　エルメスさんとクロエさんは慇いん懃ぎんな態度で頭を少し下げる。俺も彼女たちの行動を真ま似ねて、「お任せを」と、恭うやうやしく答えた。

　聖都まで、一直線といったように馬車は進む。

　実際は曲がりくねった街道もあるので速度は落としていたが……。

　魔素の気配だ。数は多くない。その時、馭ぎよ者しやの叫さけぶ声が響ひびいた。

「右辺の森にグリズベル、レッサーデーモンを視し認にんしました。数は少ないです」

「無視だ。魔族も様子見だろう。進め」

　エルメスが言っていた通とおり魔族たちは襲おそってこなかった。

　この日の魔族たちの接せつ触しよくはそれだけに終わる。

　次の日には、今まで見たことのない種類の魔族が出現。

「マッカーヤの魔族を視認しました。数は少ないです」

「Ａに近いＢ＋に相当する強敵……数が少ないのなら無視だ。このまま馬車を進めろ」

　途と中ちゆう、疎まばらに魔族の姿を森の中で見かけるだけで、街道で鉢はち合あわせすることなく進むことができた。しかし、三日目になると、街道を牛ぎゆう耳じるように多数の魔族たちが現れ始める。

　その度に、俺と黒猫ロロが出しゆつ陣じん。

　街かい道どう掃そう除じをするようにひしめいている魔族を討うち払はらっていく。

　途中から魔族を倒たおす成果を競きそうようにエルメスさんとクロエさんも魔族退治に参加した。

　この二人、最初に遭そう遇ぐうした時も活かつ躍やくしていたが、やはり中々の強さ。

　連れん携けいしながら確実に魔族を屠ほふっていく。お陰かげで、素す早ばやく魔族退治は完かん了りようした。

　四日目の昼過ぎに聖都サザムンドの城じよう壁へきが見えてくる。

　だが、ここで馬車は完全に止まる。馭者が怯えて声を震わせていた。

「エ、エルメス様、魔族、魔族があんなに……城壁へ向けて攻撃が行われています」

「……やはり聖都は囲まれているようだ」

　また、俺たちの出番か。

「それじゃ、また、その辺にいる魔ま族ぞくたちを掃そう除じするよ」

「しかし……今回はさすがに数が多い」

　エルメスさんは団長といえど動揺しているようだ。

　まぁ、無理もない。聖都が、大勢の魔族たちに攻撃されているんだから。

「エルメスさん。この四日間。俺とロロの戦いを見ていたはずです」

「確かに……だが、この数は……」

　おっ、心配してくれるらしい。頬がちょいと赤みがかってる。

　騎士の顔は失うせて、女の顔を魅みせていた。安心させてやろう。

「大丈夫ですよ。確かに魔族の数は多い。ですが、魔ま竜りゆう王おうや竜りゆう種しゆたちの大群に比べたら、易しい敵ですから」

「竜の大群、そのような経験を……分かりました。では、わたしは護衛騎士団長として副官サヒアと共に姫様の守りを固めます」

　エルメスさんは竜の姿を想像したのか、一いつ瞬しゆん笑え顔がおを見せると、クロエさんと姫様の様子を見ながら話をしていた。

　クロエさんも杖つえを片手にエルメスさんの言葉を聞くと頷いている。

「わたしも魔術師長として姫は守ります。シュウヤ殿は存分に前方で暴れてください。あと、必要ないかもしれませんが、一応、注意事じ項こうを、マッカーヤと呼ばれる魔族はランクＢ＋です。魔ま物ものを指揮できる高い知能もあります。しかし、ランクは鵜う呑のみにせず。剣けんや魔法を巧たくみに使うランクにとらわれない強敵と思ってください」

　剣と魔法ね。覚えておこう。

「ありがとう。情報はありがたい。クロエさんも気を付けてください。姫様を頼みます」

「はい。勿論です」

　クロエさんは短く返事をすると、姫様が前のめりの姿勢で俺を見る。

　馬車の中なので、顔が近い。碧色の瞳ひとみが微かに震えていた。小さい唇が動く。

「――シュウヤ様もですよ？　わたしも姉のように戦えれば良いのですが、わたしには回復魔法しかありません。ですから、ここでご無事をお祈いのりしています……御ご武ぶ運うんを」

　姫様は真しん剣けんだ。その思いに応こたえる。

　顔が近い姫様から、ずれるように下がった俺は、そこで膝ひざを馬車の底板へ当ててから、真しん摯しに気持ちを込めて頭を下げた。最初で最後の臣下の礼を行うように。

「はい。お任せを。〝依頼〟は必ず全まつとう致いたします。では――」

　立ち上がり、笑えみを浮うかべてから馬車を出る。歩きながら聖都の城壁へ攻撃している魔族たちを見た。数はどれくらいだろう。百か二百は軽く超こえてくるか……。

　街道を占せん拠きよするようにグリズベルの弓部隊が整列している。

　グリズベルの小隊の前にはレッサーデーモンとグリズベルの近接部隊の群衆が列つらなっていた。青毛が目立つグリズベルの弓部隊は掛かけ声ごえを発しながら聖都の城壁に立つ兵士たちへ向けて、連続で矢を放っている。

『ヘルメ出ろ』

『はいっ』

　左目から液体ヘルメを放出する。液体ヘルメはスパイラル機動で外に出ると、瞬しゆん時じに女によ体たい化かし、地面に片かた膝ひざをついた状態で現れた。

「状況は分かっているな？」

「はっ」

　ヘルメはその場で立ち上がると、右手に氷剣を精製、左手に闇やみ靄もやを漂わせる。

　全身の黝と蒼あおの葉っぱの皮ひ膚ふを靡なびかせるようにウェーブさせては人型タイプの状態で街道の左辺へ走っていった。常とこ闇やみの水みず精せい霊れいヘルメは走りながら左手を振ふるう。

　多数のグリズベルの視界を闇やみ雲くもで奪うばい混乱させた。さらに狙ねらいを付けた混乱したグリズベルの尻穴へ氷剣を突き刺さしている。

「ハハハハハハハッ、生意気なお尻ですッ！　閣下のご威い光こうにより平へい伏ふくしなさいッ！」

　笑っていた……ヘルメ。少し怖こわい。

　だが、笑ってはいられない。俺も気張る。グリズベルの群れに睨にらみを利きかせた状態で外がい套とうを払い、真横へ伸ばした右手に魔槍杖を出現させた。そして、肩かたから地面に降りた黒猫ロロを見る。黒猫ロロもヘルメの姿に驚いていたようで、黒毛を逆立てながらヘルメの動きを見ていた。

「ロロ、俺たちも行くぞ。手当たりしだい魔族たちを狩かる」

「にゃ――」

　相棒は黒くろ豹ひようと化す。黒くろ虎とらのようにも見える黒豹姿のロロディーヌ。

　後うしろ脚あしで地面を強く蹴ける。力強い四し肢しの躍やく動どうを見せては爪つめ跡あとを地に残していた。

　土つち煙けむりを上げながら右辺の森へと向かう。

　森の魔族よ……南な無む。俺はヘルメと合流しよう。街道に群がる魔族たちを狙う。

　魔槍杖の紅べに斧おの刃ばを水平に寝かせてから、魔族たちへと駆かけ寄よっていった。

　弓矢を射うち続けているグリズベルの射手たちが群がる弓部隊へと急襲だ。

　走りながら魔槍杖を振るう。扇おうぎ状じように紅あかき流閃が宙に生まれると同時に、グリズベルの胴どう体たいが輪切りとなった。弓を持つ上半身と下半身の馬が分断。脊せき髄ずいを露出させながら青い臓物と血ち飛沫しぶきが周囲にはじけ飛ぶ。間かん髪はつ容いれずに魔族の群衆へ向けて――〈鎖くさり〉を射出する。

　最高速度で出す〈鎖〉の初速はもう常人では捉とらえられないほど速い。

〈鎖〉はパイルバンカーのように手前のグリズベルの背中を貫つらぬくと、その分厚い骨と肉を喰くらうように臓器を破壊しながら突き進すすむ。突き抜ぬけた〈鎖〉は他ほかのグリズベルやレッサーデーモンたちも同時に貫いていった。血ち濡ぬれた〈鎖〉を真っすぐに固定。

　何十といった骸むくろを貫いた状態。その連なった魔族の骸たちは団子のようにも見える。

　魔族の死し骸がいで作る団子な十兄弟。このまま、肉団子を利用してやろう。

　ぐるぐると目が回るようなジャイアントスイングをイメージ。

　――〈鎖〉で大円を描えがくように肉団子たちを振り回まわした。

　近接や弓部隊の魔族たちと衝しよう突とつした〈鎖〉は彼かれらを四方八方へと吹ふき飛とばす。

　魔族たちで犇ひしめき合っていた空間を無む理り矢や理りこじ開けた。

　そこから、俺の独どく壇だん場じようと化す。目が回るぐらいに三百六十度振ふり回した〈鎖〉を消すと、貫かれていた数十の骸が一いつ斉せいに周りへと飛び散っていく。

　そのまま、魔槍杖をくるりと回転させ正眼に構え持った。

「糞くそ魔ま族ぞく！　掛かってこい!!」

　言葉は通じないだろうが、大声で挑ちよう発はつする。敵が槍の圏けん内ないに入るのを待った。

　挑発叫びに誘さそわれたか、判別はできないが、グリズベルの小隊が唸うなり声を上げて次々と円の中心の鎮ちん座ざしているような俺へと群がってくる。

　――グリズベルが魔槍杖の圏内に入った。

　間合いに入ればどんな物でも、悪・即そく・斬ざんだ。

　紅べに矛ほこが――グリズベルの胸を突き。

　紅斧刃が――グリズベルの胴体を薙ぎ払い。

　竜りゆう魔ま石せきが――グリズベルの急所を潰つぶす。

　魔槍杖と共に俺もステップを踏ふんで宙を舞まう。

　瞬時に三体のグリズベルを屠った。だが、まだまだ敵の数は多い。

　ゴルフスイングでもするかのように下から斜ななめ上うえへ魔槍杖を振り上あげる。

　弧こを描く軌き道どうの紅斧刃の斬り上げが敵の足から胴体を捉え斬り、切断。

　――俺の背中に迫せまった長ちよう剣けんの袈裟斬りには、柳やなぎの葉が舞うようにひらりと爪つま先さきを軸じくとした半回転の回かい避ひ行動で対処した。袈裟斬りをスムーズに避さけてから反はん撃げきの返し突きの〈刺突〉を、その長剣を揮ふるった相手の胴体に繰くり出した。

　グリズべルの胴体を紅矛と紅斧刃が深く穿うがった。

「ひぎゃぁぁぁぁぁ」

「なんだ、あの紫色と紅色の矛は！　魔ま槍そうか！　しかも先せん端たんが燃えているぞッ」

「おら、魔界へ帰りてぇぇ」

「おいらもだ、逃にげるぞッ、うあ、そっちは葉っぱ女が暴れている～！　気を付けろッ」

　魔族らしくない恐きよう怖ふが入り交じった苦く悶もんの声が周囲に伝でん染せんしていく。

　逃げるグリズベルたちの方角では、暴れている常闇の水精霊ヘルメの動きが見えた。

　ヘルメは囲まれると瞬時に身体を液体と化した直後――敵が振るう無数の三つ矛が液体を貫かん通つう。だが、水の精霊でもあるヘルメには物理攻撃は通じない。

　液体と化した彼女は、地面をぬめり動きながら、少しだけ液体の体を持ち上げる。その小波のような液体から人の親指サイズほどの氷ひよう礫れきを無数に放出する。

　数体のグリズベルの足へと、その雨あられと氷礫を喰らわせて、地面へと転てん倒とうさせた。

　そして、スライムのような液体状態のヘルメは地に倒れたグリズベルの口の中へ侵しん入にゆう――侵入を受けたグリズベルは苦悶の表情を浮かべている。ヘルメは相手を溺おぼれさせたのか、脳に侵入したのか、分からない。しかし、確実にグリズベルを死へと至らしめていた。

　死んだグリズベルの口から飛び出た液体ヘルメはゼロコンマ数秒もかからず人型へと変身。地面に着地したヘルメは睫まつ毛げが長い瞳を散大させる。

　そして、額に片手を回し、唇くちびるに反対の手から細い指を当てがうと、悩なやましく腰こしを捻ひねり尻を揺ゆらす。独特のポーズヘルメ立ちを取った。さらに、
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「アハハハハハッ、下等魔族ぅ、まずい血だけど閣下のために貰もらい受けましたよ！」

　恍こう惚こつの表情を浮かべては、そんなことを叫ぶヘルメ。

　戦場だが、この常闇の水精霊ヘルメは確実に際きわ立だつ存在となった。

　グリズベルたちは逃げ惑まどう。が、尻を狙うヘルメよりは、俺の方が組みやすいと思ったのか、立ち向かってくる魔族が居た。

　そこで〈鎖の因子左手の手首〉から鎖を放出。偽ぎ槍そうへ変化させる。

　左手にその鎖製の偽槍を握にぎり、右手に魔槍杖バルドークを持った。

　我が流りゆう・二槍流の誕生だ。早さつ速そく、近付くグリズベルの胸むな板いたへ疑ぎ似じ槍やりで〈刺突〉を放つ。

　最初はすんなりケーキに入刀するような手て応ごたえだったが、途中でつまる。

　これはしょうがない。鎖の先端テイアドロツプは紅矛よりも鋭するどいが、所しよ詮せんは即そく席せきイメージで作り上げた偽槍。先端以外は凹おう凸とつが激しく太い鉄棒みたいな感じだからな。

　そのタイミングで跳ちよう躍やく――ま、これはこれで――左から迫ったグリズベルの頭へ疑似槍を振り下げる――こういったように西瓜頭蓋割りには使える、か――。

　右から迫ったグリズベルの頭部を偽槍で横殴なぐる。

　こんな風に殴れば威い力りよくはあるし、フェイントに使えて役に立つ。

　右手に持った魔槍杖と交互に左手の疑似槍を振り回しては――。

　次々とグリズベルの肉につ塊かい彫ちよう刻こくを作り出していった。

「怯ひるむな！　こいつと葉っぱ女だけだぞッ」

「うおぉぉぉぉ」

　魔族の言葉は理解できる。小隊長クラスの魔族を視認した。

　こいつらは普ふ通つうにやるか。疑似槍を消した。いつもの風槍流の所作を取り構える。

　今度はレッサーデーモンたちだ。

　グリズベルの群れを一ひと呑のみした俺に、レッサーデーモンたちは円えん陣じんの囲いを強めた。

　俺を中心に圧力をかけて逃げ場ばをなくす陣形。

　戦争の定理でもある。数の論理ランチエスターの法則で押おし潰すつもりのようだ。

　だが、動きがバラバラな魔族にはそんなもの戦争知識はないのかもしれない。

　俺を討ち取とろうと三みつ又またの槍が前方、扇おうぎを描く軌道で四つの三又が迫ってくる。

　しかし、魔槍杖を正眼に構えた状態の俺は動かない。

　まだまだ、ぎりぎりで待つ――ここだ！

　腰を瞬しゆん間かん的てきに沈しずめた俺は三又の槍が伸びきったタイミングを見定めた。

　四つ三又の槍やり穂ほ先さきを魔槍杖の紅べに斧おのの刃やいばの一本で受け止める――。

　そして、紅斧刃を持ち上げ、頭上でクロスし合う四つの三又の槍を跳はね上げた。

　三又の槍を両手に持っていたレッサーデーモンたちは、当然、バランスを大きく崩くずすように上体が持ち上がり、胴体を晒さらす――チャンス。

　その隙すきを逃のがすわけもなく魔槍杖バルドークを左へと円を意識するように回転させながら後端の竜魔石へ魔力を込める。そう、竜魔石から隠し剣氷の爪の発動だ。

　氷の両手剣の幅を持った氷刃が一気に伸び、背後のレッサーデーモンの体を貫く。

　その貫いた感かん触しよくを、手元の柄えから感じ取った直後の、一足一刀の間合いから――。

　この魔槍杖の後端から伸びた幅が広い氷剣氷の爪を生かす抜き胴どうだ――と、右足を一歩前に踏み出しつつ、左から右へと百八十度の大きな半円を隠し剣氷の爪で描くように力強くその魔槍杖を振り抜いた。

　レッサーデーモンたちの胴体を捉えた幅はば広ひろの氷剣は、その胴体を見事輪切りにした。

　下半身だけとなったレッサーデーモンの胴体から、火山が爆発したように血が溢あふれ出した。俺にも大量に返り血が掛かるがそんなことは構わない。

　魔槍杖を振り回し狂きよう瀾らん怒ど濤とうの勢いでこの場を制圧する。

　レッサーデーモンを、三十から五十は殺やっただろうか。

　もっとか。気付けば……地面に大量の骸が転がり夥おびただしい量の血の池ができていた。

　そこで、魔槍の後端に生えた隠し剣氷の爪を消失させる。

　ヘルメは左の森へ移動したのか消えていた。

　かなり倒したと、一呼吸……置いた時、火か炎えん弾だんが飛ひ翔しようしてくるのが、視界に映る。

　――急だな。避けるのではなく火炎弾を撃うち返かえすように潰すか、と魔槍杖を揮う――穂ほ先さきの横にある紅斧刃が、迫ってきた火炎弾を捉えた。

　そのまま火炎弾を真っ二つに両断。

「――ほぅ、我わが火炎を斬るとは、人族にしてはやるようだ」

　そう話しながら近付いてくる魔族を凝ぎよう視し。

　目が暗く真しん鍮ちゆう色いろ。全身からハリネズミのような赤毛がぼうぼうと伸びている。

　右手には長剣を持ち、左手が肩かた口ぐちまで火炎が蛇へびのように渦うず巻まいていた。

　人型というより、猿系の頭部を持つから、斉せい天てん大たい聖せいの姿と似ている。

　こいつは、ここらを率いていたボスのようだ。

「魔族のマッカーヤとかいう奴やつか？」

「そうだ。我が、種族名である」

「マッカーヤの猿か。来いよ。多少は歯は応ごたえありそうだ」

　魔槍杖を回し右みぎ肩かたに置く。左手を伸ばして、手の内を晒した。

　そして、その左手の掌てのひらを返しては、ちょちょいっと指で手前に動かし誘う。

「人族風ふ情ぜいが、無礼なめたまねをっ！」

　別になめちゃいねぇよ。風槍流だ。

　マッカーヤは赤あか髪がみの毛けが逆立ち、吶とつ喊かんしてきた。

　だが、悪いが速そつ攻こうで終わらす――〈鎖〉を射出だ。

　狙いはマッカーヤの足。鎖は前まえ屈かがみ状態で突とつ撃げきしてくるマッカーヤの足を貫く。

　そのまま足を〈鎖〉で絡からめて転倒させた。

　マッカーヤは見事な勢いで地面と衝突キス。

「グァッ、な、なん――」

　マッカーヤは両手を使い起き上がろうとした。

　だが、その倒れたマッカーヤへ向け魔ま脚きやくで前進。間合いを潰す。

　猿なんぞにこれ以上口を開かせるつもりはない。

　見猿、聞か猿、言わ猿。

　日につ光こう東とう照しよう宮ぐうを思い出しながら、再度、魔槍杖バルドークの後端、石いし突づきの部位の竜魔石へ魔力を込めた。氷の両手剣サイズの隠し剣氷の爪を瞬またたく間まに生成。

　そのまま魔槍杖を下げて猿の眉み間けんへと隠し剣氷の爪を刺さし貫く。

　眉間を刺し貫かれた赤猿は、歌か舞ぶ伎き役者のように寄り目を作る。

　口から真っ赤な長い舌をだらりと出しては動きを止めた。

　赤猿は物言わぬ猿となり死んだ。

　その瞬しゆん間かん、周囲の魔族のすべてが泡あわを食って退いていく。

　まさに、総そう崩くずれ。聖都の壁かべの上の弓兵たちは大きな歓かん声せいを上げている。

「……呆あつ気けない幕切れ。ま、勝ったからいいか」

「ンン、にゃにゃっ」

　ん、黒豹ロロだ。前回と同様に捕とらえた獲え物ものを自じ慢まんするように帰ってきた。

　というか、一体、何なん匹びき殺したんだ？

　触しよく手しゆ骨剣の先には数十のグリズベルにレッサーデーモンの骸がぶら下がっていた。

　すげぇ、俺おれより倒した数が多いんじゃ……。

　触手の扱いは相変わらず器用だ。死体がぎゅうぎゅう詰づめになって焼き鳥でも焼くように詰め込んでいるし……。

「ロロ凄い……そして良く頑がん張ばってくれた。ありがとう。重そうな獲物は下ろしていいぞ」

「ンンン、にゃにゃぁ」

　黒猫ロロ触手を収しゆう斂れんさせて獲物を振り落おとす。

　そのまま体をぶるぶると震ふるわせて、返り血を吹き飛ばしてきた。

　……毎回だが、あんさんは犬かいッとツッコミを入れたくなる。

　というか、俺も返り血を浴びちゃったなぁ。生活魔法の水で落とすか。

　そこにヘルメが戻もどってきた。

「閣下ッ、左辺の敵を死し滅めつさせました」

「おう、少し見ていたが、壮そう絶ぜつな戦いだったな」

「はい、お尻しりちゃんを成敗です！」

　深くはツッコミを入れない。

「それじゃ、汚よごれを落とすか……」

「閣下、お待ちください。わたしが水となって閣下の全身を包つつめば汚れを落とすこともできます。そして、血を分ぶん離りさせて吸収も可能。吸収した血はその場で直接吸って頂くことも、わたしが閣下の目に戻り、そこから閣下の体内へ流すこともできます。さらにわたしの体内に血の保管も可能です」

　おお、そんなことが可能なのか。

「良いね。それは便利だ」

「はい」

「それじゃ早速、全身の血の汚れを吸収しちゃってよ。洗せん浄じようしてくれると助かる」

「畏かしこまりました」

　ヘルメは瞬時に液体化。その液体はぐにょりと持ち上がり宙を漂ただよった。

　そのまま丸みを帯びて水球体へ変化。すると、その水球が弾はじけ散った。

　俺の全身へとシャワーのように降りかかったヘルメの液体は、水すい膜まくを作る。

　髪かみから顔に鎧よろいまで外套の魔竜王のスケイルメイルの表面、身体のすべての表面をヘルメの水の膜が包んだ瞬間、全身の汚れが消えていた。瞬間的に綺き麗れいになった。

　水膜は薄うすいが……不思議だ。ま、これがヘルメなんだろうけど。

　掃除というか体の洗浄が終わると、俺の体のあちこちから水が浮き出でてきた。

　それら水分が目の前に集合。一つの水球を形成した。

　水球から足が生えて透すき通った色合いの蒼あお葉ばの胴体もできる。

　美しいヘルメが形作られ片膝を地面につけたポーズで現れた。

　一いつ瞬しゆんのコンマ何秒の時間だが、液体金属のようにも見える動き。

「速いな」

「はい。閣下、血を吸いますか？」

「あぁ、貰っとく」

「はい、ではっ――」

　と、ヘルメは少し体を浮かせながら俺に抱だきつき口付けしてきた。

　この口から吸えか？　お？　血が口の中に……ヘルメが注いできた。

　ヘルメの柔らかい身体を抱きしめる。

　そのまま小さい唇を堪たん能のうしながら血を飲み込んでいった。

　う～ん。エロいかも。だが、不思議と股こ間かんがたぎることはなかった。

　今は戦場だ。気が高ぶり勃ぼつ起きとかする変態カリイじゃない。

　そんなことを考えながら濃のう厚こうなキスを味わう。

　血がなくなると、ちゅぱっと卑ひ猥わいな音を立ててヘルメは離はなれていく。

「閣下……美味おいしかったですか？」

「満足した。また光魔ルシヴァルらしく、いつか頼むかも」

「はい。喜んでお任せください」

　ヘルメは黝色と蒼が混ざる綺麗な髪を靡かせて、妖よう艶えんな笑みを魅みせる。

「それじゃ、目に戻ってこい」

「ハイッ――」

「シュウヤ様～、シュウヤ様～」

　ヘルメが俺の目に戻ると、アウローラ姫ひめの声が届く。姫様は馬車から顔を出だして手を振っていた。姫様を乗せた馬車は、散々と殺しまくった俺がいうのも何だが……。

　無む惨ざんにも魔族の死体を踏み越こえてくる。

「姫様。大だい丈じよう夫ぶでしたか？」

「それはこちらの台詞せりふです。それより何があったのです？」

「マッカーヤという種族の赤あか猿ざる魔族を倒したら一斉に魔族たちが退のきました」

「凄い。凄いです。指揮官の魔族を倒したのですね！」

「姫、早くお戻りください！　魔族は退きましたが、ここは戦場。急ぎ、聖都の中に入りましょう」

　馬車から飛び出してきたエルメスさんは必死に語る。

「そ、そうですね。シュウヤ様も乗ってください」

「いいんですか？」

「当たり前です。〝英えい雄ゆう〟なのですから。さ、中へ。お父様が居る城に向かいましょう」

　英雄なんて柄じゃない。甘かん言げんだな……。

　美しい物には懲こりよ唐とう辛がら子し。クナショックが脳のう裏りを過よぎる。

「では、お言葉に甘あまえて……」

　眉まゆに唾つばをつけるように用心しようと思ったが、結局は美人さんに甘える俺であった。

　姫様を乗せた馬車は魔族の骸を轢ひきながら壁の城門に到とう着ちやく。馭者が、この馬車に乗るのは、第三王女であるアウローラ姫である、と、高らかに宣言している。

「公務からのお帰りだ。さっさと門を開けろっ」

　数十分、待たされると……城門が開いた。

　俺たちを乗せた馬車は門を潜くぐり聖都の中へと入っていく。

　城の中では、兵士たちが待ち構えていたが、皆みな笑えみを浮かべている。

　馭者がさっきと同様に叫ぶ。兵士たちは拍はく手しゆ喝かつ采さいをしてから左右に移動した。

　兵士たちが屯たむろしていた大通りを馬車は進んでいく。

　次し第だいに通りから兵士たちの姿が見えなくなると、街並みが見えてきた。

　身を乗り出す形で、馬車横の木き枠わくから顔を出す。外を見た――。

　馬車の揺れが少ない。整った石道が整備されている証しよう拠こだ。

　それにしても綺麗な街だ。これが聖都の街並み。

　城の外の森が繁しげっていた通りとは一変している。

　白い石いし畳だたみの道が一直線。両サイドの並木通り。

　両サイドに並ぶ建物群は、黄土色や白色の煉れん瓦が屋根を持つ石造りの家が多かった。

　この街並みに、思わずフィレンツェの情景を想起する。

　そして、街並みの向こうの通りの先に見えたのは白き巨きよ大だいな王城だった。







第七十二章「白亜の城」







　街かい道どうを行き交う人々は多い。そして、耳長のエルフは一人もいなかった。

　遠くから白色の城として見えていた城が間近に見えた。

　尖せん塔とうが左右均等に立ち並んでいる。純じゆん粋すいに美しい。白亜の城壁は優美な外観だ。

「シュウヤ様。聖都はどうですか？」

「綺麗で整っています。素晴らしい城と街並みです」

「そういって頂けると嬉うれしいです。わたしも自慢なのです。この美しい街と城が……」

　姫様は誇ほこらしげに語る。そうして、城門前に馬車が到着した。

　すると、馬車が城の門を潜った瞬間、不思議な感覚を身に味わった――何か、ぬめりがある膜のような物を突つき抜ける悪お寒かんめいた感覚を受けた……何だったんだ？

　そんな不思議な感想を持っていると、馬車は城の中で止まった。

「到着です。姫様。先に降ります」

　エルメスとクロエが先に降りていく。俺も降りて、最後に姫様が降りた。

「シュウヤ様。出で迎むかえの式がありますので、暫しばし付き合ってください。わたしの横を歩いてくださればいいので」

　姫様が小声でそう話してくれた。

「分かりました」

　姫様に返事をすると、赤あか絨じゆう毯たんに並び立つ兵士の先頭に居た者がラッパを口に当て吹く。

　ラッパの音が響き反対側の兵士たちが、

「第三王女アウローラ様の御お帰かえりでございます～」

「公務から御帰りでございますっ」

　大声と共に銅ど鑼らが鳴らされ赤絨毯の上を姫様が歩き出した。

　姫様の斜め後ろをついていく。場ば違ちがいな気持ちだ。

　絨毯の先では着き飾かざった衣装を身に纏まとう貴族たちが出迎えた。

「姫様。御ご公こう務む、お疲つかれであります」

「お疲れ様でございます」

「はい、レングリフ宰さい相しよう、ローガン辺へん境きよう伯はくフアン、サディア端たん麗れい公こうの皆みな様さま。無事に教皇様と会談を行い、神聖十字軍の派兵は決まりました。それに親書はお渡わたししましたよ」

「「おぉ」」

　貴族たちは喜びの反応を示す。

「それはそれは。では、殿でん下かにもご報告を。聖王座にてお待ちになっております」

「はい」

　姫様はお偉えらいさんたちへ会え釈しやくをしてから進む。俺も礼をして続いた。

　アーチ門を潜り城の中へと入る。

　すると、赤から豪ごう奢しやな雰ふん囲い気きのある緑の絨毯に変わった。

　その緑色の絨毯が敷しかれた煌きらびやかな通路を進むと、大広間に出る。

　大広間では、竪たて琴ごとのような音楽と笛の音が響く。

　天てん井じようにはどうやって作ったのか分からないが、巨きよ像ぞうたちが大おお袈げ裟さな仕草で語り合い、争い合っては慰なぐさめ合う。といったように、劇に登場する一場面を演出したような巨像たち、神像たちがあった。

　しかも、その神像たちは魔力を放っている。光神ルロディスか？　神界側セウロス側のできごとに何かあるんだろうか。それとも巨きよ人じんの話が伝わっているのかな。

　巨像の周囲には、銀色の巨大金具から剥むき出した形で煌こう々こうとした灯ひを照らすガラス珠だまが密集した光源もあった。ガラス珠は暁ぎよう闇あんなぞこの世に必要ないとでもいうように眩まぶしい光を放っている。そのガラス珠を魔察眼で凝視。ガラス珠から放射状に展開した魔線群が、眩まばゆい光を射すように天井へと突き抜けていた。特とく殊しゆな結界魔道具なのかもしれない。

　左右の壁には格調の高さを感じる色しき彩さいのモザイク壁へき画ががある。

　盾たての絵が描かれた紅白色の旗も綺麗に並んでいる。宗教画が刻まれた壁や特異な天てん井じよう魔道具に感心しながら大広間を歩くと幅広な階段が見えてきた。

　その階段の下には、空間を生かすように音楽隊が演奏する雛ひな壇だんもあった。

　ピエロの格好をした小さい男たちが踊おどっている。

　竪琴と笛の音源はここからか。俺を含ふくめた姫様一行が通りがかると、皆みな、演奏を止めてお辞じ儀ぎをしてくる。かまわず、幅はばの広い階段を上がり二階へ向かう。

　二階も広い。真っすぐ延びた廊ろう下かと左右に弧を描くように続いている円の廊下がある。

　円廊下の縁ふちには綺麗な紅白模様の垂れ幕が一階の大広間へと下りて風に靡いていた。

　この一階の大広間から続く階段と、天井に円を描いた鳶とびたちが舞うような二階の円廊下は荘そう厳ごんさが漂う。壁のシンメトリーを意識した凹おう凸とつの装そう飾しよくデザインといい、神聖な大聖堂の吹き抜けを連想させた。姫様たちは円の廊下ではなく天井が曲線状に展開した廊下を進む。

　廊下の先の部屋に向かうようだ。

　部屋の煉瓦色の両りよう扉とびらは開いている。その部屋の床ゆかは赤絨毯に変わっていた。

　絨毯の両サイドの黄土色縁上ボーダーを踏みしめて立つ重じゆう騎き士したちの姿も見える。

　各自、重そうな銀色ハルバードを持っていた。あそこは謁えつ見けんの間だな。

　毅き然ぜんとした姿の騎士たちの背後には貴族の人たちが群がっている。

　姫様はその謁見の部屋へと足を踏み入いれる。ざわざわと音を立てながら貴族たちの好こう奇きの視線が俺たちへ向けられていた。

　俺も足を踏み入れた時――また〝何か〟の膜のような物を通り抜けるというか、あぶくの塊かたまりが流れ出すような感覚を得た。その瞬間――警告音のような鈴すず音おとと銅鑼の音が鳴なり響ひびく。

　何事かと、周囲がざわめき立った。

「――第三次高度結界の反応音だッ！　王を守れッ、王宮内に魔族が侵入したぞッ！」

　何だ？　大声で叫さけびながら長剣の鋒ほこを俺へ向けてくる騎士風のイケメン金きん髪ぱつ男おとこ。

　この金髪の男は、鎖くさり帷子かたびらの上に黄土色の十字紋もん章しようが目立つ神官衣を着ていた。

　他の紅白色の兵士とは違ちがう国の軍人のようだ。

　ざわざわと騒さわぎ立たつ王宮。

　だが、そんな騒ぎよりも……今、この場で目に入ってくる映像の方が嬉しかった。

　赤絨毯の先には小さい壇だんがある。壇の上には王座があり、白はく髪はつで金の冠かんむりをかぶる王様らしき人が存在した。王様だよ王様。異世界の王道。

　凄すごい……座すわっている玉座といい着ている豪ごう華かな絹タブレットといい、まさに、中世にタイムスリップした感じだ。

　しかし、そんな余よ裕ゆうな態度で見学を続けていられる時間はないようだ。

　姫様や一いつ緒しよに入ってきたエルメスさんとクロエさんも周囲の反応に動どう揺ようしているのか、きょろきょろと頭と目を動かしていた。ハルバードを持った鎧よろい騎き士したちは、騒いでる多数の貴族たちを守るように赤絨毯の外を囲む。

　そして、黄土色の十字紋章が目立つ騎士たちが近付いてきた。

　先頭には、剣けん先さきを向けていたイケメンの金髪男がいる。

　その男の隣となりには騎士たちだけでなく、二人の司祭がいた。

　片方の司祭は緑色を基調とした地味な衣を着ている。

　もう一人は赤色を基調としたキラキラ模様が付いた豪華な法ほう衣えを身に纏っていた。

「これはクルード様、司祭と大司教に教会騎士を連れて、どういうことです？」

　姫様はあの黄色十字騎士をクルードと呼ぶ。

　様付けしているから、この国の騎士じゃないな。

「それはこちらの台詞ですよ。アウローラ姫。ターリウム王の御おん前まえに魔族を侵入させるとは……血迷ったのですか？　ひょっとして陛下を亡なき者ものとする反乱、謀む反ほんですか？」

　謀反？　そんなことがある訳がない。何をいっているんだ？

「父上を亡き者？　外国の方でも、許せません。ふざけないでください。そんなことは天地がひっくり返っても起こり得ません！　そして、だれが魔ま族ぞくですって？」

　姫様は珍めずらしく怒おこっていた。その姫様の怒いかりを助長させるように豪華な赤衣を纏う司祭風の男がニヤッと顔をいやらしく歪ゆがめながら一歩、前に出る。

　首には教会のお偉いさんが掛かけるような黄色十字のキラキラ刺し繍しゆうが入った前掛けを装着していた。ストールか？

「姫様。この度は使節団ご苦労様でした。しかし、魔族を伴ともなってのご登場とは……些いささか度が過ぎますな」

　その言葉に姫様より早く、エルメスさんが反応した。

「ゴルガン大司教！　ふざけるな！　どこに魔族がいるのだ？」

　護衛騎き士し団だん長らしい、荒あら々あらしい口調だ。大司教の初老の男は、皺しわに囲まれた細い双そう眸ぼうで、睨みを利かせながら俺を指差した。

「……その黒くろ髪かみ男おとこ。姫の後ろに居る灰色外套を着る男。その男がここに入った瞬間に魔族探知の結界が反応しました。高度結界なので上位魔族と推察できます。人族に変装しているクシャナーン系亜あ種しゆの可能性が高いかと……」

　あちゃぁ、やっぱり原因は俺か。

〈分泌吸の匂手フエロモンズタツチ〉は使ってはいないが、反応するのか。

　しかし、クシャナーンな訳がない。俺はクナじゃねぇ。

　その時、背中の頭ず巾きんで寝ねている黒猫ロロがもぞもぞっと動いた。

　う、今はまずい、そのまま寝ていてくれ。黒猫ロロは起きてこなかった。

　……良かった。今は可愛かわいい黒猫の姿だが、この状じよう況きようだと中傷の的になりかねない。

「そんなことは決してありません。このお方は、わたしと護衛騎き士し団だんを救ってくださった方。魔族の急きゆう襲しゆうから救ってくれたお方です。そして、西門を攻こう撃げきしていた魔族たちとその指揮官を倒たおしてくれた、偉い大だいな方。聖都を攻撃していた魔族たちを追おい払はらったのも、このお方なんですよ？　ゴルガン大司教様に教会騎士のクルード様は間ま違ちがっています」

　姫様は力強く反論した。周囲はその言葉に感かん嘆たんの声をあげる。

「……おやおや、魔族を庇かばうとは……まさか魔に感化されておいでか？」

　姫様の言葉を打ち消すように、嘲ちよう笑しようして話すイケメン騎士クルード。

「待ってください。わたしは護衛騎士団魔ま術じゆつ師し長ちようのクロエですが、謂いわれのないことなので、発言させてもらいます。魔に感化など、ありえません。姫様を含め、わたしとエルメスは対精神防具装備を身につけておりますので、感化など不可能です。それに、このお方は魔ま除よけのお香こうも効果がなく普通の人族です。魔族を多数討うったのも確かですし、ありえません」

　魔除けのお香？　そんなもの、何時いつの間に……あぁ、あのテント内か。

　ちゃっかりとクロエさんは俺のことを確かく認にんしていた……と。

　股こ間かんを高くしている時も確認していたのだろうか……いやだなぁ、恥はずかしい。

　イケメン騎士クルードは彼かの女じよの魔術師としての言葉を聞いても、意に介かいさないようだ。

「ふん、くだらん魔術師の戯ざれ言ごとだな。ごまかすのも大たい概がいにしてもらおうか。とにかく、その男は我々の結界に反応したのだ。庇いたてるのならば、たとえ、姫様の臣下であろうとも、教会騎士の十字軍として異い端たんの疑いを向けなければならないが？」

　金きん髪ぱつ騎士クルードは腕うでを振ふるい、長剣の切っ先をクロエへと向ける。

　エルメスさんはその動きに反応。腰から長剣を抜こうとした。

『至高たる閣下を侮ぶ辱じよくする、あの人族たちは許せません。わたしの水で皆みな殺ごろしに。いえ、生ぬるい、生意気な尻たちへ、千、万の氷礫を生やして、鑑かん賞しようしましょう』

　左目の中にいるヘルメが怒ど気きを放ち反応した。

『いや、まてまて、何があってもヘルメは外へ出ちゃ駄だ目めだぞ。今、ここで俺の目玉から水が飛び出ちゃ、余計に魔族だと思われる。指示を出すまで見ててくれ』

『はい……』

　ヘルメは残念そうに思念を出す。

　そんなやり取りをしていると、姫様が一歩踏み出した。

「貴方あなたたちではお話になりません。お父様？　わたしたちを信じてくださいますよね？」

　姫様は静観していた王様に訴うつたえている。

「う、うむ。アウローラ、よく帰ったな」

「ターリウス王。近付いてはいけません。結界に反応したのは確かなのですぞ？」

　赤衣を着る大司教がそう語り、王様を止めた。このままだと、姫様まで立場が悪くなる。

　しまったな。〈分泌吸の匂手フエロモンズタツチ〉を使用しなきゃ大丈夫だろうと、たかをくくっていた俺が悪い。ここは直に弁解した方が良いだろう。

　前に出るか。報ほう酬しゆうも別にいらねぇし、捕つかまったら自力で脱だつ獄ごくすればいい。

「あのぅ、すみません。疑っているところ悪いのですが……俺は魔族ではないですよ。姫様がお話をしてくださったように、魔族に襲しゆう撃げきを受けていた姫様たちに加勢しましたし、西門では派手に魔族およびその魔族を指揮する指揮官と戦いました。多数の兵士たちが、俺の戦う姿を城門上から見ているはずです」

　と、飄ひよう々ひようとした態度を取る。

「なんだと？　魔族が戯れ言を」

　教会騎士クルードは、鋼のような鋭い視線で俺を見る。

　この教会騎士、偉そうな態度を取るだけの実力はありそうだ。

　手や足に魔力を纏っていた。ま、雑魚ざこ兵士より強い程度だろうけど。

「……それでしたら、対魔族に効く物を俺にぶつけてください。それでなんともなければ信じてもらえますか？」

「ふん、ゴルゴン大司教。聖水を持っているだろう。あの魔族に掛かけてみろ」

「はい。では――」

　赤衣のゴルゴン大司教は懐ふところから瓶びんを取り出して、俺に投なげ掛けてきた。

　びちゃっと掛かる。水だな。頭から水が流れていく。ただの水だ。

　いつぞやのヴァンパイアハンターと同じ結果だ。

「な、反応がないだと……大司教、それは本当に聖水なのか？」

　教会騎士は狼ろう狽ばいして、大司教に話す。

「は、はい。これはわたしが直じかにスキルで作り上げた高度聖水です。普通の魔族でしたら瞬しゆん時じに皮ひ膚ふが溶とけて断だん末まつ魔まの悲鳴を上げているはず。高位魔族でも、皮膚は焼け赤くなる筈はずです。こ、この方は……人族」

　大司教は、ばつが悪そうに目を伏ふせる。

「なんだと!?　それは本当の聖水なのか？」

「本物です」

「使えない聖水だな」

　教会騎士は聖水が入った瓶を持つ大司教を睨にらみながら話していた。

「いかに宗教国家を代表とするクルード卿きようとて、聞き捨てなりませんな」

　教会騎士は宗教国家を代表する騎士か。

「何だと？」

「司教クラスが特殊スキルを用いて光神ルロディス様が愛したとされるアードの葉から何年もかけて抽ちゆう出しゆつした液体に聖鳥クンクルドの羽を混ぜ合成し……やっとの思いで完成する聖水なのですぞ！」

　大司教は顔を紅潮させて口角泡を飛ばすように激しく反論した。

「クルード様？　だから言ったでしょう？　彼かれは恩人であり、いくら教会騎士であろうとも、これ以上の侮辱は許せません」

　姫様が大司教側に付くようにイケメン野や郎ろうを責める。

「ええいッ煩うるさい。侮辱はどちらだ。わたしは宗教国家の教皇猊げい下かが選出した教会重騎士長なのだぞ!!　本国から正式に、このアーカムネリス聖王国へと派は遣けんされている神聖十字軍先せん遣けん隊たいを率いる身でもある。神聖教会、教皇騎士団に所属する、選ばれし教会重騎士なのだ！　その、わたしが、この男を魔族と認にん定ていする！　いいから、あやつを捕らえろ――」

　クルードの指示のもと、教会騎士の黄色十字の鎧を着た男たちが俺を囲い出した。

　ん～ここで俺が暴れてもな。今コイツらを皆殺しにしたら、完全に魔族扱あつかいだ。

　それに姫様たちにも迷めい惑わくがかかるだろうし、少しの間、我が慢まんして捕まるか。

「そんなことはさせませんッ、エルメス、クロエ！」

「「ハッ――」」

　姫様の発破を受けたエルメスは長ちよう剣けんを抜ぬき放ち構える。

　クロエは魔力操作を行いながら大おお杖つえを掲かかげた。その杖先に炎ほのおが灯ともる。

「おや、姫が抵てい抗こうですか？　国の根幹を成すの聖戦十字連合が揺らぎますね。そして、聖王国は神聖教会が存在する我ら宗教国家ヘスリファートと敵対したいと？」

　この生意気なイケメン黄色十字の騎士は派遣されたと話していた。

　イケメンだけに宗教国家ヘスリファートの外交大使を兼かねた重騎士？

　だとしたら、ヘスリファートでかなりの有力者。

　また背後に教皇の存在があり思おも惑わく通りに動く人形か。

　あるいは、教皇のライバル的な組織の実力者か、その組織の者だろう。

　だが、参ったな。素す直なおに捕まろうと思ったのに。

　姫様は俺を守るために人族同士の国で戦争でも始める気かよ。

　嬉しいけど、まずいだろ。ここは姫様には退いてもらった方が、俺には都合が良い。

　大司教の後ろで額に皺を寄せて黙だまっている王様の態度からしても……。

　アーカムネリス聖王国は宗教国家ヘスリファートと争いたくないのは分かる。

　だから、姫様に近付いてこそっと耳打ちする。

「……姫様。ここは退いてください。俺、捕まりますので」

「なぜそのようなことを？」

「このまま、外交関係が崩れてもいいんですか？　下手したら姫様だけでなくエルメスさんやクロエさんまで責任を取らされますよ」

「ですが……シュウヤ様には非はありません」

「いいんです。俺は所しよ詮せん外部の者、切り捨ててくださって構いません」

「恩人に、そんなことができるわけがないでしょう？」

　姫様は怒っている。眉を顰ひそめて俺を睨んだ。

　まぁ、人の好よい姫様だ。こんな反応をするのも頷うなずける。だが、状況が見えていない。

「……俺がここで暴れても良いんですか？　あの教会騎士もかなりの強さだと思われますが、所詮、俺の敵ではないです。当然、そんなことになったら姫様たちの国の兵士も俺に攻撃してくるでしょう？　俺は命いのち乞ごいをしてこないかぎり、すべてを潰つぶしますよ……姫様と一緒に過ごしてきた期間は短いですが、俺が話している言葉すべてを潰すに嘘うそがないことはお分かりになるはずです。戦えば、大だい惨さん事じになる……と。あと、姫様の部下である護衛騎士団のことも考えてください」

　俺は半ば脅きよう迫はくじみた言葉を姫様に告げた。

　姫様は泣きそうな顔を見せる。う、そんな顔を……可哀かわい想そうだが、仕方がないのだ。

「……そ、それは……分かりました」

　ほっ、分かってくれたか。

「エルメス、クロエ。退きなさい」

「え、は、はい」

「いいのですか？」

「退きなさいと、言っているのです」

「「ハッ――」」

　姫様のキツイ言にエルメスとクロエは武器を収めて姫様の後方へ下がった。

「――宜よろしい。下らん茶番はここまでだ。では、その魔族を捕まえろ」

　俺はその場で黄色十字の騎士たちに取とり押おさえられる。

　荷物が入って膨ふくらんでいる胸ベルトを押おう収しゆうされてしまうが、とにかく急ぎたい様子なのか、外がい套とうや鎧はそのままだった。

　頭巾の中で寝ている黒猫ロロにも気付いていない。

　勿もち論ろん、アイテムボックスである腕うで輪わも無事。抵抗はしていないので、そのまま何事もなく城を出て、牢ろう屋やがある場所まで誘ゆう導どうされていく。

　ま、明日の朝までだな。朝には脱獄しちゃおっと。




　牢屋に入れられて、数時間が経たつ。不思議だが尋じん問もんや拷ごう問もんといった物はない。

　というのも、俺が入っている牢ろう獄ごくに黄色十字の服を着る騎士たちは入れなかったからだ。

　紅白色の兵服を着る聖王国の兵士たちが宗教国家の教会騎士たちを止めて、俺を奪うばうように引き連れて牢屋部屋に移動していた。彼らは罵ののしり合いをしている。

「ここからはお前らの自由にはできない」

「我ら教会騎士に歯向かうのか？」

「そうだよ。ここはお前たちの国ではない、これ以上、英雄を中傷するのは止よしてくれ」

　聖王国の兵士と教会騎士たちはそう罵り合い、口くち喧げん嘩かを暫しばらく繰くり返かえしていた。

「何が英雄だ！　この件は本国に正式な通知をもって報告をする。長年の聖戦十字連合の関係に傷がついたことは確かだ。後こう悔かいしないようになッ」

　そんな捨すて台詞ぜりふを最後に、牢屋の中まで聞こえていた口喧嘩は聞こえなくなる。

　どうやら、言い争いは終わったようだ。

　最後の声はクルードだろう。あのイケメン教会騎士に違いない。

　だが、聖王国の兵士たちもやるじゃん。

　といっても、俺が牢屋部屋で過ごしているのは変わりないのだが……。

「にゃ」

　黒猫ロロが背中の頭巾から肩かたへ戻り、俺の顔を見る。

「ロロ、まだ寝てていいぞ。もう少しこの牢獄にいようと思う。朝になったら強ごう引いんにでも出るつもりだけど」

「ンンン、にゃ、にゃ」

　黒猫ロロは喉のど声ごえで返事をすると、肩から離れ鉄てつ格ごう子し近くに歩いていく。

　――あっ、黒猫ロロの奴やつ。

　格子の隙すき間まから外に出て行っちゃった。

「自由に行動してもいいが、朝には帰ってくるんだぞ？」

「にゃぁ」

　ちゃんと理解していると思うが、振り向むきもせずに黒猫ロロは外へ走り、その姿はすぐに見えなくなった。

　そうして、黒猫ロロが出ていってから数時間。

　日が傾かたむき夜になった。壁後ろ上にある小さい格子から、暗くなった外の様子が分かる。

　牢屋といえば、地下牢だけど、ここは城の敷しき地ち内ないにある牢屋小屋だ。

　この牢屋小屋に来る前に兵士たちを何人も見かけたし。

　兵士の寝ね泊とまりするであろう宿舎や屯とん所しよのような建物があった。

　脱だつ走そう対策にもなるので一石二鳥の配置だろう。

　固い寝しん台だいの上で、寝ね転ころびながらそんなことを考えていると、兵士たちとは違う足音が聞こえてきた。何だろう。鉄格子に手をかけて待っていると、

「……姫様にエルメスさんとクロエさんか」

「はい。シュウヤ様。こんなことになり、申し訳ありません……」

「シュウヤ殿どの、荷物は回収しておいた。牢屋の鍵かぎも外しておく。ご自由に外へ出られるはず」

　と、エルメスさんとクロエさんから格こう子し越ごしに胸ベルトを渡される。

　短たん剣けん類るいもすべて無事だ。胸ベルトを装着しながら、

「――ありがとう。でもこんなことして教会騎士たちが黙っていないと思いますが……大丈夫なんですか？」

「そうですね。他国の騎士とはいえ神聖教会はこの国でも一定の影えい響きよう力りよくを有します。そして、その教会騎士に見つかったら大変なことになりますね……ですので、わたしたちは、すぐにここから離れなければいけません」

　俺おれが逃にげたとわかったら、その責任は聖王国が被かぶると思われるが……。

　まぁ、ややこしいことになる政局が混乱すると思うから、姫様の厚こう意いに甘えて詳くわしくは聞かない。納なつ得とくした振りをしておく。

「……なるほど」

「シュウヤ殿。わたしも姫様と同様に恩人をこういった形で放ほう逐ちくするのは、すまないと思っている。苦く渋じゆうの決断なのだ……」

　エルメスさんは騎士らしく凛り々りしく頭を下げた。それに続くように姫様とクロエさんも頭を下げる。あれほど必死になって俺を姫様側の陣じん営えいに誘さそってきた人の台詞とは思えんな。

　ま、権力闘とう争そうなんてもんは、どう転ぶか分からんもんだしね……。

　利用されずに済んだと思えばマシというものか。

　政治世界の伏ふく魔ま殿でんはめんどくさいからな。

「……いやいや、構わないですよ。ついてきたのは俺の判断ですからね」

　姫様は顔を上げて胸に手を当てながら瞳ひとみを震ふるわせる。

「……海はいかなる川をも拒こばまず、といいますが、なんて度量が大きい人なのでしょう、シュウヤ様。本当にありがとう」

　姫様は海に例えてきた。ここまでいわれると、なんか照れるな。

　そして、細い手に持っていた袋ふくろを差し出してくる。

「これは報酬です。受け取ってください」

　貰もらった巾きん着ちやく袋ぶくろを受け取る。確認した。

　中には、大きな金貨と小さいクリスタルが入っていた。

　おっ、これは魔造家じゃないか。

「これは……あのマジックアイテムの？」

「はい。未使用の魔造家マジツクミニチユアハウスを急ぎ探しました。この間、わたしが使用していたアイテムよりも小さい物となります」

「おぉ、凄い。冒ぼう険けん者しやにとっては嬉しいアイテムです。ありがとう」

　これは嬉しい。実際使うか分からないが。

「良かった。喜んで頂いて。本当はもっともっと、お話をして……槍やり技わざも身近で拝見したかったです。そして、報酬をもっと差し上げたかったのですが申し訳ございません」

　いや、もう十分だろ。高級なマジックアイテムだ。ありがたく貰っておく。

　花多ければ実少なし、という言葉があるが、この姫様は当あて嵌はまらない。

　誠実な女性だ。

「……気にしないでください。報酬はこれで十分です。教会騎士たちにばれたら厄やつ介かいなことになりますから、もうこの辺りで姫様さまたちは帰られた方がいいでしょう。俺は姫様たちが去ってから数時間後に動きますから」

「……分かりました。シュウヤ様、どうかお元気で」

　そう言って、姫様たちは申し訳なさそうな表情を浮うかべて去っていく。

　朝方になるまで待ってから、牢屋の外へ出た。

　――黒猫ロロはどこいった？

「にゃ？」

　屋根の上にいたらしい。黒猫ロロ的に、『やっと出てきたニャ？』というように俺を見下ろしてから、早速、いつもの定位置肩を確保。

「んじゃ、ここから出るぞ」

　肩から休む黒猫ロロに話しかけてから〈夜目〉と〈隠身ハイド〉を発動。掌しよう握あく察さつを行い周囲の索さく敵てきをする。魔素を調べて確認――よし、大丈夫だ。

〈導想魔ま手しゆ〉を利用し、空を飛ぶように高く跳ちよう躍やくしていく。白亜の城じよう壁へきを通とおり越したその瞬しゆん間かん、膜まくのようなモノを通りぬけた感かん触しよくが全身を巡めぐる。

　悪寒が走ると言えば良いか……もしかして、これが結界なのだろうか。たぶん、そうだろうと……〈導想魔手〉を足場にしながら背後を見た。俺が立つ場所は空。

　城壁を越えた高度の高い空中だ。風が強い。前まえ髪がみが靡なびくように揺ゆれる中……。

　眼下の白亜の城を見ていった。魔ま法ほうの灯あかりや松明たいまつの灯りが、特別なライトアップを白亜の城にもたらしているようで、宝ほう塔とう玉殿のように美しく魅みせている。

　自然とこんな光景を作り出すとは……本当に綺き麗れいな城だな。白亜といえば姫ひめ路じ城じよう。別名白しら鷺さぎ城じようが有名だ。しかし、こっちの城の方がもっと白く巨大で美しい。

　この城の内部をもう少しゆっくりと拝見したかったが、俺にはやることがある。

　櫓塔に見張りの兵士も見えるし……と、きょろきょろと周囲を見回す。

　あっちの方角が、俺がこの都市に入ってきたところ……。

　こっちが東門。方向を決めてから宙を翔かけるように移動していく。

　どうせなら、少し見学を兼ねて街を見るか。と、考えてから、東門へ向かう。

〈導想魔手〉を使い高度を下げていく。宙に足場を作りながら、トンッ、トンッと、降りて赤屋根の上に着地した。あっ――足場がぐらぐらする。

　しかし、黒猫ロロは平気なようだ。肩から飛び降り屋根の上を歩いていく。

　俺は急いで不安定な屋根上を伝い走って地面へ飛び降りた。

　五点着地法とはいかないが地面に転がり着地。

　黒猫ロロは触しよく手しゆをうまい具合に扱う。

　三角跳とびを行いながら壁かべを伝って降りてきた。

　なにあれ、カッコイイ。俺も鎖くさりや〈導想魔手〉を使えばできそうだ。

　黒猫ロロは足元に戻もどってくると、小さい頭を俺の足へと擦すりつけてくる。

　そんな甘えた仕草が可愛い黒猫ロロを連れて路地裏を歩き出だす。

　まだ薄うす暗ぐらいから、路地裏は不気味な雰囲気だ。何か、地下を蠢うごめく怪かい物ぶつが影かげという陰から出てきそうな感じ……ここで〈隠身ハイド〉を解除。

　魔素には反応はない。心配はしていない。

　おっ、そんなことを考えていたら、魔素の反応あり……というか、酒場か。

　木き彫ぼりの看板にはバルムントの集つどいと書かれてある。

　その店の前では酔よっ払ぱらいたちがふらついていた。魔素の反応は店内と、この酔っぱらいたちからだ。ついでだ。中で一いつ杯ぱい飲んで情報を得るか。押し扉を開いて酒場の中へ入る。

　酒場の中は朝方だというのに、人で溢あふれていた。

　早速、顔を朱しゆ色いろに染めた娼しよう婦ふが話しかけてくるが、無視して前へ進む。

　酒場は奥おくに広い造りとなっている。

　テーブル席が縦に続き、左奥にはカウンター席があるのが見えた。

　ん？　カッカッカッと軽快な音。テーブルを叩たたく音が響く。

　手前のテーブルからの音だ。興味を持ったから覗のぞいた。

　音の正体はナイフ。ハンドナイフトリックの最中だった。

　――うあ、俺が見るなり、いきなり手にナイフが刺ささってトリックに失敗している。

　しかし、手慣れた動きで、すぐにポーションをかけて傷を塞ふさいでいた。

　トリックに失敗した人は残念そうな表情を浮かべながら向かいの席に座る男に金を払っている。成功か失敗かの賭かけごとか。危険な賭けよりも俺としては、あっち、別のテーブルで行われているゲームの方に興味が移った。

　中央のテーブル席ではカードゲームをやっている。

　札は木札で、絵え柄がらは中世のタロットカード的な絵が描かかれていた。

　ゲームはポーカーに似ているのかな。

　これはあれか？　脳内でゴッドギャンブラーといわれた漢おとこの出番か……。

　だれからもツッコミがないのにボケをかましても仕方がない。

　カードゲームに興じているテーブルから視線をそらした。奥を見る。

　そこではテーブルが端はしに退のき、空いたスペースで拳けん闘とう試合が行われていた。

　野や次じ馬うまも多い。酒を片手にどんちゃん騒ぎだ。

　ヘカトレイルにも拳闘はあったな。酒場では定番らしい。

　やはり俺もファイトクラブに入るか？　ピーカブースタイルで頭を振ってデンプシーロールからのガゼルパンチを意識しちゃうよ？　だが、鵜うの真ま似ねをする烏からす状態だからハートブレイクショット喰くらってダウンしちゃうかも。

　さて、ここで楽しみにふけるのも一興だが、やることを優先しますか。

　マスターが居るカウンター前に向かう。
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「酒をくれるか」

「あいよ、一杯、三銅貨だ」

　マスターはカウンターテーブルの上に酒を置いた。

　一大銅貨を渡して釣つりを貰い酒を飲む。酒は安酒。まずい麦ばく酒しゆだった。炭酸も抜け苦い。

　顰しかめっ面つらをしたくなるがあまり顔には出さず、マスターへ魔ま境きようの大森林について尋たずねた。

「マスター。魔境の大森林について知っていることはないか？」

「魔境の大森林か。名前の通りだ。魔族がひしめいているぜ？」

　そんな当たり前のことを聞いても……。

「それだけか？」

「アンタ、新参の冒険者だな？」

「そうだよ」

「だったら東部前線の【ソール砦とりで】にでも行け。あそこなら命知らずの冒険者が集まっている。たんまりと情報も聞けて魔族退治の仕事が豊富にあるだろうよ」

　マスターは木製のゴブレットを皮布で拭ふきながら説明してくれた。

「へぇ、そうかい。ありがとな」

　そこで話を切り上げる。ソール砦か。ゴブレットに入ったまずい酒を僅わずかに残して、酒場をあとにした。酔っぱらいが多い路地通りを抜けて、大通りに出る。

　さすがに昼とは違って静かだ。通りの両サイドにある店は閉まっている。

　今の時間帯はしょうがないか。魔道具の店とかあれば、水系の魔法書を調べたかったが。

　ま、今はヘルメが居る。必要ないか。だが、いつかは専門的な店には行こうと思う。

　通りを歩いていると、朝焼けの眩しい日の光が差してきた。涼すずしい風を頬ほおに感じながら、石いし畳だたみが続く静かな街並みを通り過ぎていく。そして、東門に到とう着ちやく。

　東門は閉まっていた。櫓やぐらのような高台の屯所の兵士に声をかけた。門を開けて貰う。

「旅の冒険者か？　前線の砦で魔族をいっぱい倒してくれよ！　がんばれ！」

　何故なぜか、兵士が励はげましてきた。砦へ向かう冒険者は多いらしい。

　適当に兵士へ笑え顔がおを向けると、閉じていた門が上がり開く。その東門を潜くぐって、聖都の外へ出た。魔族たちは居ない。東の前線へと続く土の街かい道どうは森林の中へと消えている。その道の様子は姫ひめ様さまたちの馬車に乗って聖都まで来た街道と変わらない。基本的にこの辺りの地形は森。魔境の大森林と地続きだから尚なおのことだ。

　そんな感想を胸に抱いだきながら街道を歩いていく。

『閣下、植物が豊富ですね、外へ出たいです』

『おう、いいぞ』

　常とこ闇やみの水みず精せい霊れいヘルメが左目からスパイラルしながら外に出る。

　ヘルメは瞬時に美しい女によ体たいとなって地面に現れると、道みち端ばたに咲さいている花々の場所へ走り寄り、蒼あお色いろの葉がウェーブを繰り返している細い腕を綺麗な花へと伸ばす。

　細い指先からちょろちょろとした水を出しては、撒まいていく。

　独特のポーズジヨジヨ立ちを取りながら、花を愛めでるヘルメ。

　彼女の姿は本当に美しい精霊だ。このまま、彼女を愛でながらまったりと進むのも良いか。

　上空や木々を伝い進む方が速いが、今回はパス。

　今は普ふ通つうに路地裏散歩道のように旅気分を味わいたい。魔族が出たら戦えばいい。

　そんな昼ひる行燈あんどん的てきな気分で常闇の水精霊ヘルメと散歩を楽しみながら、東へ続く道を歩いていく。だが、飽あきてきた。ヘルメを呼よび戻し、一度、上空から先を見るかと思った時。

　魔素の反応が後方から近付いてくるのが分かった。

「閣下、後ろから何かが来ます」

　分かっている。ヘルメも反応したらしい。速度は馬なみか？　速いな。

　振り返る。砦へ向かう馬車でも通るのかな？　と、気楽に見ていたら……。

　現れたのは、馬に乗った黄色十字を胸に宿す教会騎士たちだった。

　あいつらかよ。もしかして、わざわざ追い掛けてきたのか？

　先頭を駆かける神しん官かん衣いを着る騎士が俺の前で止まった。

　騎士は、水すい晶しようが中心に嵌はまっている銀ぎん盤ばんを持っている。水晶は赤く点てん滅めつしていた。

「居ました！　新しく出た反応もあります。追っていた反応たち。黒呪の探知魔道具グラセルヤにも強く反応しています」

「追い掛けて正解だったな」

　王宮で俺を捕まえるように指示していたクルードの姿もある。

「閣下を侮辱した奴やつ等らですね。ここは、わたしが――」

「ヘルメ、見学だ。少し考えがある」

「はいッ」

　ヘルメは片かた膝ひざで地面を突つけてから、頭を下げると素す早ばやく立ち上がり距きよ離りを取った。

「クルード隊長。やはりこいつは……」

「セニ・アルマイヤ、用心したまえ。こいつらは最上位魔族と推測する。聖王国の兵士たちの精神を操あやつった可能性もある」

　何だよ操るとは……思わずその言葉を聞いて苦く笑しようする。ここで周りの木々へと、ささっと〈鎖〉を打ち込み飛び移るように逃とう走そうすることも可能だ。しかし、少し拳こぶしで彼らと直接的に語り合うことにしよう。

　それにしても……あの騎き士しにぶら下がっているチカチカと光る魔道具……気になる。

　点滅が続いている水晶の銀盤は何だ？

　名前からして高級そうな魔道具だと思うが。

「ヘルメ、あの腰こしにぶら下がっている道具、解るか？」

　街道の端にいるヘルメに問いかけた。

「魔ま力りよくを感じます。不思議な道具ですね」

　ガクッ、

「見た目通りな反応だ」

「すみません」

「気にするな」

　あの点滅、どうやら俺とヘルメに反応をしているらしい。

　新種族、光魔ルシヴァルでも魔族扱いか？　俺の持つ強い闇やみ属ぞく性せいに反応しているとか？

　魔道具を凝ぎよう視しした。黄色十字の騎士たちは馬から降りてくる。リーダー格のクルードを中心に俺を囲い出した。黄色十字の衣服を着る騎士たちの数は八人。

　謁えつ見けんの間に居た時は三人ぐらいだったが、仲間をかき集めてきたようだ。

　魔察眼で彼らを確認……皆みな、体内で魔力操作を行っている。騎士たちは鎖くさり帷子かたびらの上に黄色十字の神官服を着けている。各自、長剣、メイス、円形の盾たてを持っている。

　推察するに、戦せん闘とう職業は魔法重騎士、神官僧そう侶りよ、武装神官辺りか。

　教会騎士と名乗っていたから、その名が戦闘職業なのかもしれない。

　やはり、光系の魔法を扱うのか？

「逃がさない。あの男を先にやれ、魔族だ！」

「このまま囲めッ」

　殺る気まんまんらしい。

「閣下――」

　ヘルメは右手に水玉を発生させていた。

「ヘルメ、我慢しとけ」

「はい……」

　ヘルメはお辞じ儀ぎをしてから、下半身を液体化させると宙に浮かぶ。

「ロロ、隠かくれていろ。俺が対処する。手出しは必要ない」

「にゃ」

　黒猫ロロも肩から飛び降りて離はなれていく。

　騎士たちは黒猫ロロが離れても気にしてはいないようだ。

　彼らは摺すり足あしで間合いを詰つめてきた。一回だけ、ダメ元で話をしてみるか。

「何度もいうが、俺は魔ま族ぞくじゃないよ。勘かん違ちがいしないでくれ」

「問答無用――」

　うへ、斬きり掛かってきやがった。話はなし掛けたってのに！

　急ぎ外套から右手と左手を出して迎げい撃げき体勢へ移行――右手に魔ま槍そう杖づえを召しよう喚かん。

　右足と左足の体重を左足一本へと集約するように左方向へと体たい躯くを半回転させる。

　袈け裟さ斬ぎりの刃やいばに纏まとう風を身に感じながら刃を避さけた。その袈裟斬りを振り下おろしてきた騎士の左ひだり脇わき腹ばら辺りへとカウンターの石いし突づきを喰らわせる！

「ぐえっ」

　斬りかかってきた騎士は呻うめき声ごえを発して、苦く悶もんの表情を浮かべたまま地面に沈しずむ。

　俺はすぐにバックステップで離れた。間合いを保ちながら魔槍杖を正眼に構える。

　カウンターだが死なないように優やさしく手加減はした……そんなことを考えていると、今度は左右の位置からメイスと長剣を持つ騎士が襲おそい掛かってきた。

　俺はくるり、ひらりと爪つま先さきを軸じくとした〝回転運動〟を駆く使し。

　躱かわし避けることに集中。囲まれないように気を付けながら移動を続けた。

　そして、メイスを使う騎士の横を取ることに成功。

　そのまま魔槍杖を斜ななめ下したへ向けて微び妙みような速度で振り払はらう。騎士の脛すねを〝浅く〟斬った。

「――うあっ」

　脛から血を撒き散ちらしながら転ぶ騎士。この地面に倒たおれた騎士へ追つい撃げきしとくか？

　と、『そんなことはさせるか』と息を荒あらくした他の騎士たちが俺を囲む。

　前と後の位置から刃を伸のばしてきた。それを逆に利用する――。

　正面の剣けん突つくを僅かに首を傾けて避けてから、爪先半回転を繰り出し、くるりと回りながら背後から突き出でた長剣の刃をギリギリの距離で、痛ッ――耳が切られたが、鋭するどい長剣を扱う騎士の背後を取ることに成功！

　そのまま突とつ剣けんを繰り出してきた騎士の真っすぐ伸びた腕の関節を捻ねじり切るイメージを意識しながら魔槍杖を利用して、その腕を極きわめる。

「ヒィァァァ」

　魔槍杖バルドークを使った変形腕うで絡がらみだ。さすがに痛いらしい。騎士らしくない悲鳴の声を上げて長剣を地面へ落とした。俺は関節を極きめた騎士の背中を掴つかみ、

「残念だったな？　回転避さけは〝身〟に染しみているんでね」

　と、背中越ごしに悲鳴を上げている騎士へ語りかける。

　そして、魔闘術でさらに彼の腕うでに力を込めてから――その悲鳴を上げている騎士を突き出した。その結果、前方から攻こう撃げきしてきた騎士と衝しよう突とつする。

「――ぐあ」

「あうちッ」

　頭から衝突した騎士たち。その頭部から星印が浮いたようにふらついて倒れていく。

　これで騎士たちの半数が戦闘不能に陥おちいった。

　最初の威い勢せいの良い勢いは消えている。それぞれに慌あわてふためく表情を浮かべて、距離は詰めてこなくなった。それじゃ、こちらから攻せめるか。

　ゆっくりとアキレス師し匠しよう直じき伝でんの風ふう槍やり流りゆうの歩法で間合いを詰めていく。

「なんなんだ、こいつはッ動きが奇き妙みようで速すぎる。お前ら、セニッ、この槍使いの動きを押おさえろ！　わたしが上位魔法の光魔法で仕留めてやる！」

「――はいッ」

「了りよう解かいです！」

「いきます！」

　騎士たちは、三人同時に突とつ貫かんしてくる。

「光神ルロディスよ。我わが魔力に呼応し――」

　距離を取ったクルードは詠えい唱しようを開始していた。

　突とつ撃げきしてきた騎士たちは直進的な動きなので分かりやすい。

　長剣やメイスを使った連れん携けい攻こう撃げきを駆使しながら俺との間合いを詰めてくる。

　垂直に下されるメイスを躱し、長剣の払いを避けながらの攻撃を放った騎士たちへ死なない程度の手加減攻撃を行う。優し気げに鳩尾みぞおちや足へ反撃の蹴けり技わざをプレゼントした。

　そんな風に騎士たち全員を地面に沈めた時、

「凄せい惨さんたる裁きの光である一ひと条すじの光を示し、罰ばつする光槍と成りて現れよ――」

　後方にいたクルードは詠唱を終えていた。覚えやすい詠唱文だ。

「〈光槍の罰シヤイニングランサー〉！」

　クルードは曲くせ者ものの空笑いといったようにニヤッと勝かち誇ほこった顔をする。

　そして、太い光槍を、目の前の醜みにくく嗤わらう顔を輝かがやかせるように生成した。

　光を帯びた槍の魔法を撃うち出してくる。その太い光の槍は、稲いな妻ずまのような速度で宙を進む。

　光条となって俺へ向かってきた。

「閣下ッ、上位魔法級で――」

　ヘルメの忠告通り――速い。避けようと動く――が、追つい尾びだと!?

　さらに魔槍杖の紅べに斧おの刃ばで身に迫せまる光槍を斬るか、ぶち当てようとしたが、スルリと魔槍杖の紅斧刃を避けると、防具のない右みぎ腕うでに光槍が迫る。

〈鎖〉を盾にッ、いや、間に合わない。振ふり払う腕に光槍が衝突した。

　――い、いてぇ。光槍の先せん端たんが食い込み血が散った。

　しかし、痛みは最初だけ。ちゅぽんっとプリンが床ゆかに落ちて崩くずれる間の抜けた音が響ひびく。光槍は右腕の中に吸い込まれた。

「――えっ？」

「えっ？」

　右手に痛みも衝しよう撃げきはない。腕に突き刺さらない？

　精霊ヘルメも驚おどろきの反応。同時に視界に赤い文字が浮かぶ。

　※エクストラスキル多重連れん鎖さ確かく認にん※

　※エクストラスキル光の授印の派生スキル条件が満たされました※

　※エクストラスキル鎖の因子の派生スキル条件が満たされました※

　※〈光条の鎖槍シヤインチエーンランス〉スキル獲かく得とく※

　おぉ、ラッキー、スキルを得た。

　あぁ……そういや、俺の種族、光と闇は吸収＆無効化があったな。

「凄すごいです。吸い込んじゃいました！」

　常闇の水精霊ヘルメは喜ぶ。全身の蒼色と黝あおぐろい葉っぱが振しん動どうするようにウェーブしては、水みず飛沫しぶきが発生していた。

「光の烈級魔法が、き、消えた!?　な、なじぇ？　あ、あ、まさか、聖王しゃま……」

　クルードはよっぽど驚いたのか、あわわわっと口元を震わせては、急激に乾かん燥そうし、角質が乱れたのか、口端に白い粉がふく。それはまさに、顔面チアノーゼ。

　周しゆう章しよう狼ろう狽ばいとはこのことか。

「ま、そういうわけだ。俺は魔族じゃない。ということを、身をもって知ってもらう」

　魔槍杖を消しながら、そう発言。そんな青目のクルード君に近付いていく。

「ひぃぁぁぁぁぁ、わ、わ、わたしはぁぁ、な、なんてことをぉぉぉ、こ、こここ、こ、こっちにこないでぇぇ、くだちゃい、ゆ、ゆるしゅてぇぇぇ」

　クルードは完全に気が触れたようだ。

　白はく髪はつ三さん千ぜん丈じようは誇こ張ちようだが、金きん髪ぱつが白髪へ変わるように青ざめた顔色を浮かべた彼かれは、及および腰ごしになり後退する。俺は右手に石のような拳を握にぎり、

「いやだね、一発ぶちこまないと気が済まない。ということで、お前の幻げん想そうをぶち壊――もとい、打ち挫くじく!!」

　脇を閉めて腰を捻ひねり右腕を勢い良く前へ伸ばしての――天てん誅ちゆう！

　イケメン顔に右ストレートギヤラクテイカマグナムを喰らわせてやった。

「ぶぶっ――」

　普通の拳により鼻が潰れ、体が一回転。

　クルードは地面とキスした状態で、気を失ってピクピクと全身を痙けい攣れんさせていた。

　魔闘術は纏っていないので、大だい丈じよう夫ぶだとは思う。

　手加減をしたから……死んではいないはず。これで騎士たちの全員が戦闘不能だ。

「はぁはぁ、た、隊長……皆、倒れたか……」

　足に傷を負った騎士は傷の痛みに耐たえるように息を切らしながら今の様子を見ていたらしい。この人、このままだと死ぬかも……。

　急ぎ傷口へ直接ポーションを振りかけてあげた。傷口は塞がる。

「閣下、お優しい……瓶びんを尻しりへ突き刺せばいいのに……」

　ヘルメの怖こわい言葉には、耳なし芳ほう一いち、いや、馬ば耳じ東とう風ふうのスタイルで気にしない。

「……ありがとうございます」

　助けた黄色十字の騎士は焦しよう燥そうした顔をみせながらもお礼を言ってきた。こいつらが俺を魔族と認にん定ていしようが別にどうでもいい。だが、誤解はとけたかな？

　しかし、俺は光魔ルシヴァルという種族。一応は魔族の血が入っているから、こいつらが追う理由は当然だ。

「当然のことをしたまで。だけど、もう俺のことを魔族だとか〝ふざけたこと〟を言わないでくださいね？　あの隊長さんにも、話をしておいてください。命を助けたのですから」

〝にこにこ〟と笑みを浮かべながら語る。

「は、はぃっ、勿もつ体たいなきお言葉であります……聖者様……」

　何だ？　聖者？　クルードも聖王とか言っていた。

　俺はそこで、馬の鞍くらに繋つながれていた魔道具に視線を送った。

「聖者？　それより質問があるんだけど、あの馬うまの鞍くらにある魔道具は何だ？」

「黒こく呪じゆの探知魔道具グラセルヤ。教皇庁八課対魔族殲滅機関デイスオルテが製作した貴重な代しろ物もの。対高位魔族用、追つい跡せき、隠いん蔽ぺいした魔族を探知するアイテムであります。その八課から直接借り入れた大切な魔道具なのです」

「ほぅ。あれ貰っていい？」

「だ、ダメ……い、いえ……どうぞ」

　騎士は嫌いやがっているけどくれるらしい。

　脅おどしているような感じだし、貰っても俺に反応しちゃうし目立つから止めておこう。

「嫌なら止めとくよ。俺は盗とう賊ぞくじゃないし冒険者だからな。それと、ここに幾いくつか回復ポーションを置いていく。そこの倒れている仲間を回復させればいい」

　そう告げてからアイテムボックスから幾つかポーションを取り、地面に置く。

「ありがとうございます」

「そして、もう、俺を追いかけてこないで下さいね」

　睨にらみを利きかせて、何度も見せているスマイルをプレゼントする。

「は、はい。つかぬことをお尋ねしますが……」

　騎士の一人は俺を凝視しながら語る。

「何だ？」

「先ほど、光の御み業わざを吸収しておいででした……神聖書アザヤ十六の節に有名な言葉があります。〝光の技を吸収する者、光の十字を胸に宿す。光の御み子こ、巫女みこ、聖女、聖者、聖王の証しよう拠ことなる者〟だと。貴方あなた様さまは聖者様か、光の御子様。聖王様の生まれ変わりなのでしょうか？」

　確かに光の授印の十字は胸にある。

　だが、俺が聖者？　ありえない。巫女とか聖王なんて柄がらじゃない。当然嘘うそをつく。

　彼は完全に俺のことを神でも見るような視線だから信じないと思うが……。

「……御子、聖者、聖王なんて知らない。俺には……」

　やることがある。

「それと、聖王国と俺は何にも関係がないからな？　一人で、俺の勝手な判断で牢ろう屋やを脱だつしたんだ」

「はい」

　宗教国家の教会騎士は頷うなずく。これで、アーカムネリス聖王国と宗教国家ヘスリファートが険悪な関係に向かうことはないと思いたい。アウローラ姫ひめたちも大丈夫だろう。

「勘違いして、お前たちの本国の宗教国家ヘスリファートに変な報告はするなよ。聖戦という対魔族戦線は大事なんだろう？」

「勿もち論ろんです、聖者様！」

　聖者じゃないが、ここは、その〝聖者〟の威い光こうを借りとこう。

　鷹おう揚ような態度を意識して頷く。

「さらばだ。ヘルメ戻ってこい」

「はい、閣下――」

　液体化したヘルメが左目にスパイラルしながら納まる。

　踵きびすを返して街道を歩く。〈鎖〉を樹木へ伸ばし空中を駆けるように街道を前進。

「ンンン、にゃおおおん」

　後ろから鈴すずのような喉のど声ごえを発しながら黒猫ロロが走ってくる。

　鎖を消し〈導想魔手〉を使い街道に着地した。

「すまん、先を急ぎすぎた」

　黒猫ロロは肩かたの定位置を確保。

「にゃっ」と短く鳴き、『進めニャ』というように街道へ触手を真まっ直すぐ伸ばす。

「はは、分かっているよ」

　そんな黒猫ロロを見て、少し笑いながら歩いていく。

　ついでにさっき取得したスキルを見るか。




　スキルステータス




　取得スキル：〈投とう擲てき〉：〈脳のう脊せき魔速〉：〈隠身ハイド〉：〈夜目〉：〈分泌吸の匂手フエロモンズタツチ〉：〈血鎖の饗きよう宴えん〉：〈刺突〉：〈瞑めい想そう〉：〈魔ま獣じゆう騎き乗じよう〉：〈生活魔法〉：〈導どう魔ま術じゆつ〉：〈魔闘術〉：〈導想魔手〉：〈仙せん魔ま術じゆつ〉：〈召喚術〉：〈古代魔法〉：〈紋もん章しよう魔ま法ほう〉：〈闇あん穿せん〉：〈闇あん穿せん・魔ま壊かい槍そう〉：〈言語魔法〉：〈光条の鎖槍シヤインチエーンランス〉new




　恒こう久きゆうスキル：〈真祖の力〉：〈天てん賦ぷの魔才〉：〈光闇の奔ほん流りゆう〉：〈吸魂〉：〈不死能力〉：〈暗者適応〉：〈血魔力〉：〈眷けん族ぞくの宗そう主しゆ〉：〈超ちよう脳のう魔ま軽けい・感覚〉：〈魔闘術の心得〉：〈導魔術の心得〉：〈槍組手〉：〈鎖の念導〉：〈紋もん章しよう魔ま造ぞう〉：〈水の即そく仗じよう〉：〈精せい霊れい使し役えき〉




　エクストラスキル：〈翻ほん訳やく即そく是ぜ〉：〈光の授印〉：〈鎖の因子〉：〈脳のう魔ま脊せき髄ずい革命〉




　新しい〈光条の鎖槍シヤインチエーンランス〉をチェック。





　※光条の鎖槍※

　※エクストラスキル〈光の授印〉による固有光属性スキル※

　※エクストラスキル〈鎖の因子〉の作用により追加効果※

　※エクストラスキル系特とく殊しゆ派生破突スキル※

　※特殊な光こう槍やり鎖くさりとなる※






　説明はこれだけか。タッチしても詳くわしく表示しない。早速、試ためすとしよう。

「ロロ、スキルを試すぞ」

　木の幹の中心へ狙ねらいを付け〈光条の鎖槍シヤインチエーンランス〉を発動。

　光槍が一いつ瞬しゆんで生成。宙を飛ひ翔しようしていく。後部からは光の尾おのような鎖も螺ら旋せん回転。

　光槍は、意識した方向へ狙い通り木の幹の中心に突き刺さっていた。

　追尾性能があるようだ。しかも、光槍の後部がイソギンチャクのように光の鎖が生えている――走りながらも試す。速度を維い持じしながら俺おれの前方に光の粒りゆう子しのようなモノが集結すると、一気に前方へと稲妻が走って見えた――おぉ、使えた。

　あの光った鎖は動かせるのか？　と、意識した瞬間、木の幹に刺さっていた光槍の後部の鎖が小さく螺旋を描き円状に分ぶん裂れつしていく。

　光槍が突き刺さっていた樹皮の周りに網あみが張ったような傷が生まれた。

　捕ほ縛ばく機能もあるのか？　捕縛というより網の攻撃か。こりゃ便利だ。

　牽けん制せい、襲しゆう撃げき用ように使える。〈鎖〉だけでなく遠えん距きよ離り攻こう撃げきの選せん択たく肢しが増えた。

　軽く試すのはこの辺にして、少し移動速度を速めよう。

「ロロ、位置を確かく認にんするから空へ上がるぞ。頭ず巾きんの中へ入るか？」

「ンン、にゃ」

　黒猫ロロは肩から頭巾の中へ潜る。可愛かわいい背中の重みを感じながら〈導想魔手〉と〈鎖〉を用いて空高く上った。宙に浮かぶ歪な魔力の手導想魔手の足場から……行き先を確認。地平線の遠くには微かすかにマハハイム山脈の一部が望遠できる。

　今は遠くを見ても仕方がない。手前の小さい蛇へびのような街道が先だ。

　そこには不自然に樹木がまったく生えていない地域があった。切り開いたような場所と分かる。そこの中央に砦らしき物も見えた。前線の砦とは、あそこだな。

〈導想魔手〉を使って降りながら背せ丈たけの高い太枝がある樹木へ狙いを付けて〈鎖〉を射出し、木々を伝い素早く街道沿いを進んでいく。










　数時間後。街道が消え野原が広がった先に、木製の壁に囲われた大きな砦が見えてきた。

　大きな砦の向こう側は、背丈の高い樹木が鬱うつ蒼そうとそびえ立つ大森林となっている。

　さらに砦へ近付くと、突とつ然ぜん、魔法の光が飛とび交かう。ここは戦場か。

　魔族と人が激戦を繰くり広ひろげている。

　グリズベル、レッサーデーモンに……見たことのない黒毛に覆おおわれた巨きよ大だいな眼球をメインにした存在感のあるモンスターが右後方に浮ういている。

　巨大な黒毛が包つつむ目玉というか眼球のモンスターは、宙にぷかぷかと浮きながら冒ぼう険けん者しやたちへ向けて、その巨大な瞳どう孔こうの中心から、緑の光こう弾だんを連続で撃ち放っていく。

　冒険者たちは大盾使いが中心となって守勢に回る。

　その内の何人かが緑の光弾を喰らっていた。その喰らった被ひ害がい者しやの足は緑に変色し、瞬しゆん時じに溶とけると地面と繋がり動けなくなっている。

　あの目玉型モンスターは黒毛眼球だな。

　ここが、前線の砦街ソールか……中々、激しいお出で迎むかえ。

　常闇の水精霊ヘルメと久しぶりに沸騎士君たちにも活かつ躍やくしてもらうかな。

『ヘルメ、左目から出ろ。各個撃げき破はだ』

『ハッ――』

　液体ヘルメは指示通り、目から飛び出した。水飛沫を発生させて飛ぶように落下。

「ロロ、暴れるぞ。戦っている人族たちには迷めい惑わくをかけるなよ？」

「にゃ、にゃおん」

「一いつ旦たん降りる」

　俺も太い枝から飛び降り、地に着地してから、

「にゃお」

　黒猫ロロは肩から飛び降りた直後に黒くろ豹ひようと化す。首元から黒触手が前方の地面に突き刺さると、一気にその触手を首元に収しゆう斂れんする反動を利用して前方へ直進。一瞬でグリズベルとの間合いを零ぜろとした黒猫ロロは、ヘルメの真似をするように……青毛のお尻に牙きばを立てていた。この間の戦いを見て影えい響きようを受けたのか？

　まぁいい。闇の獄骨騎ダークヘルボーンナイトも使う――指輪を触さわり召喚。

「赤沸騎士アドモス、今、これに、何なりとご命令を」

「黒沸騎士ゼメタス、見参」

「よっ、元気だった？」

「――ははッ。魔ま界かいにてゴード狩がりを楽しんでおりました」

「元気であります」

　ゴードが何か分からないが、魔ま獣じゆうかな？　しかし、相変わらずの重じゆう厚こうな声だ。

「早さつ速そく、指示を出だす。あそこで暴れている魔族たちの殲滅を狙う。因ちなみに、この場所は魔境の大森林の手前だ。お前たちの魔界と繋がる〝傷〟が大森林の先にあると言われている」

「な、なんとッ」

「あの森の先がセラの傷場……」

　驚きの声を発しながら顔を上げた二体の沸騎士。

　眼がん窩かに宿る炎ほのおのような双そう眸ぼうがより強まった気がした。

「驚いたか？」

「はっ」

「驚きましたぞ」

「それじゃ、あいつらを殲滅しようか？」

「畏かしこまりました。この黒沸騎士ゼメタス、闇骨の剣を揮ふるい、閣下の敵をすべて打うち払いましょうぞ！」

「承知！　この赤沸騎士アドモス。すべての敵を、盾で磨すり潰つぶしてみせまする！」

「おうよ。ただ、ここは魔界と人族の争いの場。見た目的に誤解を受ける可能性がある。何かあったらすぐに自分たちの判断で魔界に帰き還かんしていいからな」

「承知しましたぞ」

「お任せあれ！」

　黒沸騎士と赤沸騎士は威勢良く吠ほえる。

　そのまま盾を揃そろえてヘルメと黒猫ロロが戦っている場所へ前進を始めた。

　俺はそれを見ながら〈導想魔ま手しゆ〉と〈鎖くさり〉を発動。

　俺も気張るぜ――そんな思いで〈導想魔手〉を足場に使い、空中を跳はね飛ぶように翔かけながら右手に魔槍杖を召喚――鎖と〈導想魔手〉を消して魔槍杖の握りを強化した。

　そのまま慣性の重力を魔槍杖に乗せる勢いで狙いを付けたレッサーデーモンの頭へ紅斧刃を撃ち下ろす。レッサーデーモンは勿論、反応できない。

　――頭から股またまでを真っ二つ！　俺は片膝を地に突いて着地――若じやつ干かんの制動の隙すきがあるが仕方ない。紅べに斧おのの刃は地面にまで到とう達たつした。死し骸がいの断面から噴出した血が紅斧刃に当たり蒸発する。周りの魔族たちは血ち飛沫しぶきで視界が覆われたせいか、反撃を寄よ越こさない。

　突然な俺たちの急きゆう襲しゆうに驚いているようだ。と、すぐに見回す。

　……なるほど。こりゃ反撃どころじゃないな。

　ヘルメ＆沸騎士のコンビと黒猫ロロが大暴れしていた。

　ヘルメの放った鋭い氷槍がグリズベルの足に突き刺ささり動きを止めては、黒沸騎士ゼメタスが、その動きを止めたグリズベルの胴どう体たいに長ちよう剣けんを突き刺していた。

　さらには、そのゼメタスの背後からぬっと湧わき出るように現れた赤沸騎士アドモスがグリズベルの頭部へと止とどめのシールドバッシュを喰くらわせて頭ず蓋がいを破は壊かい。

　黒沸騎士の蒸じよう気き煙けむりを纏う鋼のような硬こう質しつさを持つ骨ほね鎧よろいが返り血に染まった。

　すげぇ。まさに〝地じ獄ごく騎き士しの連れん携けい技わざ〟。ヘルメともスムーズに連携しているし。

　そこに黒豹姿のロロディーヌがレッサーデーモンの脚あしへと触しよく手しゆ骨剣を伸ばし、突き刺しては足に巻き付ける。そのまま巻き付けた足を引っ張りレッサーデーモンを引きずり倒しながら、周りの魔族たちを巻き込むように戦場を走り回っていった。

　はは、引きずったレッサーデーモンが武器となった。

　周りの魔族たちと引きずられたレッサーデーモンが衝突を繰り返かえす。

　一方的に魔族たちを嬲なぶり殺す光景だ。

　他ほかで戦っている冒険者たちはあっけに取られていた。俺も負けていられない。

　目標は、あの後方の宙に鎮ちん座ざを続けている巨大な黒毛を身に纏うような眼球。

　まずは手前のグリズベル共からやろう。

　走りながら魔槍杖バルドークを斜めに揮う。扇おうぎ状じようの軌き道どうで紅斧刃が向かった先はグリズベルの胴体――そのまま脚まで一気に斬り下げる。飛び散った血飛沫が、薙刀なぎなたの刃の形に見えた。次に、覚えたてのスキル〈光条の鎖槍シヤインチエーンランス〉を放つ。

　スキルだから詠唱はない。魔ま法ほうめいた光槍は瞬時にグリズベルの頭を貫つらぬいた。その頭部を貫かれ倒れゆくグリズベルには一いち瞥べつも向けず、標的の黒毛眼球の下へ走る――。

　モンスターを次々と薙なぎ倒しながら直進してくる俺に気付いた黒毛眼球。

　巨大な瞳孔を機動要塞デススターが動くように俺へ向けてきた。

　そりゃ気付くよな。黒毛眼球はこれみよがしに緑の光弾を撃ち放ってくる。

　直進はしない。即そく座ざにそう判断。斜めに滑すべるようにダッシュ――光弾を躱す。

　緑の光弾は俺が走り通過した地面を穿ほじり穴を作った。追尾はないようだ。

　しかし、弾だん幕まくはドドドッと音が響くように連続で続く――瞳孔のような要塞は俺を追いかけるように回転しているから俺も走りは止められない。そんな時、レッサーデーモンが長槍を構えながら弾幕を避けて走っている俺を迎むかえ撃つように突とつ進しんしてきた。

　ちっ、このレッサーデーモン邪じや魔まだ。あ、でも、ちょうどいいや――走りながらの思い付きを即座に実行。〈鎖〉を射出してレッサーデーモンを突き刺す。その〈鎖〉で操作。

　レッサーデーモンの体をぐるぐる巻きにしてから引ひき摺ずる形で宙に動かした。

〈鎖〉で操作したレッサーデーモンの死体を緑の光弾にぶつけてみた。レッサーデーモンの死体は、鈍にぶい音を響かせて光弾がぶつかった個か所しよがどろどろに溶けていく。

　溶けるのは怖い。あの光弾は喰らいたくねぇ。

　だが魔族たちを射線の盾にして走れば……光弾は止まるか？

　そう考えてレッサーデーモンとグリズベルといった魔族モンスターを盾にしながら移動していく。しかし、あの黒毛眼球は魔族のことを仲間と思っていないようだ。

　仲間の魔族を殺しても平気らしい。緑の光弾の連射を止めないで撃ちまくっている。

　レッサーデーモンやグリズベルたちは緑の光弾に被ひ弾だん。体は無残にも焼けただれるように溶けて穴が拡大し、断だん末まつ魔まの悲鳴を上げて倒れていく。

　悲ひ惨さんだけどこいつらアホか。そういうことなら周りの魔族たちへ黒毛眼球ちゃんこと要塞君の射線を誘ゆう導どうしちゃおうか！

　レッサーデーモンとグリズベルを盾にするように移動を繰り返す。

　次々と魔族たちは黒毛眼球の光弾と衝突し、身体が貫かれ溶けていった。

　お陰かげで黒毛眼球の周りにはだれも居なくなった。

　良しッ。あ、だが、障害物が消えちゃったことになる。

　――案の定。光弾は止めどなく俺に向かってくるうぅ――隠れる場所がねぇぇぇ。

　――斜め横へ走り、飛翔してくる緑の光弾をタイミング良く避けていく。

　あの見た目が〝ぶよぶよ〟してそうな黒毛眼球へ直接的な紅斧刃を喰らわせたかったが……あきらめる。走りながら〈鎖〉を黒毛眼球へ目め掛がけて射出――続けて〈光条の鎖槍シヤインチエーンランス〉も放つ。銀線が宙に弧こを描えがくように進む。

　銀色の〈鎖〉のあとを一つの光条の線が空中を裂さくように追う光景は綺き麗れいだ。

　黒毛眼球の上部にその〈鎖〉が突き抜ぬけた直後。

　続けざまに輝く光槍も黒毛眼球の巨きよ大だい瞳どう孔こうに突き刺さる。

　その瞬しゆん間かん、突き刺さった光槍の後部に備わる鎖が蠢うごめくと、その後部からバナナの皮が捲めくれるように光槍は無数に分裂しながら急拡大。

　光槍だった〈光条の鎖槍シヤインチエーンランス〉は魚を捕とらえるような光を伴ともなう網となった。その光網は瞬またたく間まに黒毛眼球の表面を覆う。

　覆った光網はその表面に亀き裂れつのような網の傷を生み出すと、ぶよぶよした柔やわらかそうな内部へ瞬時に浸しん透とう――ぶよぶよした眼球に網の傷を刻むと、その黒毛眼球だった魔族は小さな肉にく片へんと化す。見事な具合にバラバラだ。

〈光条の鎖槍シヤインチエーンランス〉の光槍の一いち撃げきも強力だが……。

　この後部の鎖から光網へと変化する二連撃はもっと凶きよう悪あくだな。

　地面に羊よう羹かんのような肉片が大量に散らばっている。

　食べたら……本当に羊羹のような御お菓か子しの味だったりして。

　黒毛眼球が倒されると違ちがう箇か所しよで戦っていた魔族たちが個々に撤てつ退たいの判断をしているのか、それぞれ別々の方向へ撤てつ収しゆうしていった。

　アーカムネリス聖王国の聖都の城門を攻撃していた魔族は組織立った動きを示していたが、こいつらは違うようだ。

　指輪を触り沸騎士たちを魔界へ帰すと、ヘルメと黒猫ロロが走ってきた。

「ン、にゃにゃ～」

　黒猫ロロはまた自じ慢まんしたいらしい……。

　レッサーデーモンを大量に束ねた触手骨剣を見せてくる。

「ロロ、よくやった。毎回毎回、ご苦労だ」

「にゃ」

　黒猫ロロはその場で魔族の死骸を落とすと、いつものように体をぶるぶるっと震ふるわせて返り血を飛ばす。満足してから、内腹を舐なめて毛け繕づくろいを始めていた。

「閣下、魔族たちは撤退していきました」

　ヘルメはお腹なかを舐めている黒猫ロロの隣となりで片かた膝ひざを地面につけている。

「そうだな」

「閣下が倒した、あの眼球モンスターが指示を出していたのかもしれません」

「位置的にそうかもしれないが、意思疎そ通つうは取れていなかった。案外、単純に数が減ったから撤退したのかも」

「その可能性もありますね」

　歩きながら話をしていたが、一旦止まる。砦とりでの街に向かう前に、

「ヘルメ、ロロと俺に付着した血を取ってくれ」

「はっ――」

　液状になったヘルメは俺と黒猫ロロを液体で覆う。

　この液体が包む感覚は……少し気持ちいいかもしれない。

　黒猫ロロと俺の姿は一瞬で清せい掃そうを受けて綺麗になった。

　これで返り血がヘルメの体内にたっぷりとストックされたはず。

　常とこ闇やみの水みず精せい霊れいヘルメは液体から人型へ姿を変えていた。

「ヘルメ、血を頂ちよう戴だい」

「はい、喜んで」

　ヘルメとその場で血の受け渡しキスを行う。

　唇くちびるが離れたキスの終わりに、チュパンッと音がするほどの熱ねつ烈れつバージョン。

「――補給完かん了りよう。目に戻もどっていいぞ」

「はい――」

　ヘルメは瞬時に水に変化すると、螺旋回転しながら俺の左目に戻ってくる。

　さて、砦へ向かいますか。黒猫ロロを肩に乗せて砦の門の方向へと歩く。

　砦の門前には、生き残っていた冒険者たちが集まっている？

　騒さわぎと歓かん声せいが起きた。

「アイツだ！　見ねぇ顔だが、一人であの黒毛眼球のＢ＋＋のアービターを殺やるとは」

「びっくりだ。あの槍使い。いや、魔法を使用していた。魔ま槍そう使つかいか？　遠えん征せいしている戦せん姫きシュアネが率いる紐ひも付つきの大剣ベルトランと同クラスだったりしてな」

「Ａクラスか？　ありえるな」

　あの見た目がぶよぶよした黒毛眼球の魔族はアービターという名前だったのか。

「そこの槍使い～～助かったぞぉ。ありがとな～」

「あの圧あつ倒とう的てきな殺さつ戮りく劇げきを魅みせていたのは、新入りかぁ」

「しかし、使い魔が見当たらない。〝黒豹〟はどこだ？」

「肩に黒猫が居るが……あれがそうじゃないか？」

「黒豹に変化が可能な魔獣使いの能力を持つのか」

「そうだとしたら優ゆう秀しゆうな戦せん闘とう職業を持つ方だ」

「魔族を引き摺り走り回っていた黒豹はかっこよかったぞ」

「あぁ、あれは凄かった。黒豹というか獣けものを超こえた狩りをする動きは洗練されていたな。黒い女王の品を感じた」

「他にも水と闇やみの魔法を駆使する美人魔ま法ほう使つかいも居たように見えたが……」

「身体から黒と赤の煙を噴出している骨ほね兜かぶとをかぶった騎き士しもいたが、いなくなってしまったようだ」

　噂うわさの声というか分かりやすい声が周囲から聞こえてきた。

　砦に到とう着ちやくした初っぱなからここで活躍している冒険者たちへと、衝しよう撃げき的てきなインパクトを与あたえてしまったようだ。

　適当に愛あい想そ笑わらいを浮かべながら砦門の中へ歩いていく。最終防衛ラインのような逆さか茂も木ぎを越こえて門前に到着。門は閉まったままだ。

「おーい、開かないのか？」

「待ってくれ、今、開ける」

　砦の壁かべの上にいた人が声を出していた。少し間が空いてから門が開く。

　開いた門を潜くぐり中へと足を向けた。

　砦の中は木組みで作った家々が殆ほとんどか……道みち幅はばは普ふ通つう。十字路が多い。

　建物の数もそんなに多くはない印象。その中で冒険者ギルドと書かれた看板を発見。

　ギルドで情報を得るついでに何か依い頼らいを見るか。







第七十四章「魔境の大森林」







　ソール砦の冒険者ギルドの建物内に入ると、喧けん騒そうが止やむ。

　自然と視線が俺に集まった。砦前で派手に暴れたから当然か。

　黒猫ロロは注目を受けることが嫌なのか、疲つかれたのか、分からないが、外がい套とうにしまえる形の頭巾の中へと隠かくれるように潜った。

　背中に黒猫ロロの可愛い体重を感じながらギルドの内部を進む。

　ギルドの内部はフォルトナの街にあったギルドと同規模のようだ。

　床は木目調の板張り。受付台のある奥おくまでその板は続く。

　天てん井じようから射さす明かりは魔法の剣けんと丸い盾たてが光源だった。変わった明かりだ。時折、虹にじ色いろと眩まばゆい光の粒つぶを放射状に発している。その光源が、中央のホールを照らしていた。

　お馴な染じみの光景もある。冒険者たちが依頼を選ぶ時の表情は何処どこも一いつ緒しよだな。と、考えながら依頼紙を貼はるボードの前に移動。俺もボードを眺ながめていく。

　依頼、依頼……と、ほぼすべての依頼が魔境の大森林で行うモノばかりだ。

　ランクはＣ～Ａの魔族討とう伐ばつが多い。グリズベル、レッサーデーモン、マッカーヤ等の討伐依い頼らいが並ぶ。俺が倒たおした黒毛眼球の怪かい物ぶつアービターの名前もあった。ランクはＢ＋＋だ。

　グリズベルやレッサーデーモンの他にも色々居るようだ。

　カドプレパス、レグモグ、ハピアドといった見知らぬ名前のモンスター討伐依頼がＣランクとＢランクボードに貼り出されている。





　依頼内容：Ｂランク〝グリズベル〟討伐十匹ぴき

　討伐対象：グリズベル

　応おう募ぼ期間：無期限

　生息地域：魔境の大森林

　報ほう酬しゆう：金貨五枚

　討伐証しよう拠こ：青毛皮、蹄ひづめ、眼球、耳

　注意事じ項こう：馬の四し肢しを持ち素す早ばやい。だが接近戦を好む傾けい向こうがある。長剣や弓矢などを用いて攻こう撃げきしてくるだろう。角持ちの指揮官グレートグリズベルが側そばにいると難易度は跳ね上あがるので注意。

　備考：出現数が多いがＢとなる。毛皮、眼球、蹄、睾こう丸がん、等は素材買い取り。






　買い取り素材が多い。睾丸は回収したくないけど。

　次はレッサーデーモンかな。こいつも数が多いはず。





　依頼内容：Ｃランク〝レッサーデーモン〟討伐十匹

　討伐対象：レッサーデーモン

　応募期間：無期限

　生息地域：魔境の大森林

　報酬：銀貨五枚

　討伐証拠：角、三みツ又また槍やり、耳

　注意事項：接近戦を好む。集団で行動。

　備考：角、三ツ又槍、買い取り。






　次はあと一つ、無制限の依頼だけ選ぼうか。





　依頼内容：Ｂランク〝レグモグ〟五匹

　討伐対象：レグモグ

　応募期間：無期限

　生息地域：魔境の大森林

　報酬：金貨三枚

　討伐証拠：黒くろ爪つめ、角、鼻、毛皮、肉

　注意事項：鋭するどい爪による接近戦を好む。鼠ねずみを使し役えきし人を襲おそう。集団で行動し、暗いところを好む。鼻が特とく徴ちよう。臭においを嗅かぎ分わけ人族を見つけるようだ。奇き襲しゆうに注意。

　備考：一度に出現すると数が多いためＢとなる。見た目は動物タイプ。黒爪、角、鼻、毛皮、肉、素材買い取り。






　この四つの依頼を受けることにしよう。グリズベル討伐依頼の木札を二枚を持ち受付へ向かう――あ、地図だ。受付の上に角度が付いて天井の一部にまで魔境の地図のような絵が描かれてあった。砦の位置が手前に大きく描かれている。殆どが森という絵。

　討伐隊が進んだ位置だと思う場所には赤の×が印しるしてあった。×印がある場所は砦から少し離はなれた位置にもあったが、詳しよう細さいな地図ではないのか。

　と、感想を持ったところで、受うけ付つけ嬢じように木札とカードを提出した。

「この依頼をお願いします」

「はい。えっと、この数を一人で？」

「そうだ。問題があるか？」

　目を細めて受付嬢を見た。

「いえ。では、ここに手を」

　受付嬢は俺の視線に動じず淡たん々たんと処理をした。水すい晶しようが光り依頼はすぐに承しよう認にん。

　冒険者カードを返された。そのカードを仕し舞まう。少しこの魔境の大森林について聞くか。

　と、聞こうとした、その時――ギルドの扉とびらが蹴け飛とばされ乱暴に開く。

「――どこだ、さきほどの槍やり使つかい！」

　何だ？　大きい声こわ音ねに思わず反応。振ふり向むく。受付に背を向けた。

「ン、にゃ？」

　黒猫ロロも頭巾から顔を出す。

　ギルドの入り口には、ロングな桃もも色いろ髪がみが目立つ可か憐れんな女騎士がいた。

　右には色いろ黒ぐろ肌はだの肩に入いれ墨ずみが目立つ筋肉マッチョな大剣持ちの男。

　左には杖つえ持もちの白ローブを着る頬ほおがこけた痩そう躯くな男。

「今しがた、ここに来た槍使い、魔族による急襲を退けた槍使いは何処どこか？」

　女性騎士の力強い声が響ひびく。当然のようにギルド内部にいる冒険者たちの好こう奇きな視線は俺へ集中した。

「む、そこか――」

　偉えらそうな桃色髪の女は皆みなの視線に誘導される形で俺を一瞥する。

　彼かの女じよの髪かみ形がたはマリー・アントワネット的な雰ふん囲い気きを感じさせるロングロール。銀ぎん鎖くさり帷子かたびらの上に銀プレートを着込む。胸が膨ふくらんだ位置には小さく国の紋もん章しようであろう紅白色の剣が描かれている。腰こしには銀糸素材のスカートのようなタセット部位が下半身を守っていた。

　紋章入りの銀バックルが渋しぶい。幅はば広ひろの紺こん色いろのベルトには、金色の紐ひもが絡からまった柄が綺麗な戦闘用の長剣の柄が二本ぶら下がっていた。

　スマートで背丈が高く身長は百六十センチは超えているか？

　襞ひだのない銀マントを靡なびかせ歩く姿はモデルというか貴族然とした優ゆう雅がさを感じさせる。

　歩み寄る長い足には意い匠しようを施ほどこした銀グリーブを装着していた。銀ぎん尽づくしだ。

　碧あお色いろの瞳ひとみか。お偉いさんの女騎士かな？　小さい薄うす桃もも色いろの唇が動く。

「ソナタが、多くの魔族たちを屠ほふり、あのアービターを倒したそうだな？」

　薄うす化げ粧しようで香こう水すいが仄ほのかに匂におう。魅み力りよく的てきな美び貌ぼうの持ち主だ。

「えぇ、はい。そうですが、貴女あなたは？」
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「わたしは冒険者Ａランクのシュアネだ。クラン【魔ま境きよう殲せん滅めつ】のリーダーでもある」

「姫、ちゃんと名乗った方が……」

　姫？　すぐ後ろの痩やせた魔法使いがフォローしていた。

　なるほど、この美人な女性は騎士じゃなく、姫ひめ様さまか。桃色髪ということは、

「む、そうか？　わたしは、シュアネ・フィ・アーカムネリス。第一王女。そして、冒険者でもある。ここソール砦の駐ちゆう在ざい武官でもある者だ」

　やはり王女。名乗りからしてアウローラ姫の姉にあたる人か。

　そっくりな碧色の瞳と桃色髪だ。

「……シュアネ姫様でしたか、そんな高貴なお方が俺に用ですか？」

「用件をいう前に、ソナタの名を教えてくれないか？」

「これは申もうし遅おくれました。名はシュウヤ。姓せいはカガリ。冒険者ランクはＣです」

「なんと、シュウヤ殿どのはあれほどの戦果をあげて〝Ｃ〟なのか？」

　まぁ、ありきたりな反応だ。

「はい。これが証しよう拠こです」

「にゃにゃ」

　と、カードを見せると同時に黒猫ロロが肩に戻り鳴いてきた。

「確かに、シュウヤ殿だな。その肩にいる黒猫も魔族を倒し活躍したと、冒険者たちから聞いている。もう一人女と骨のような騎士がいたようだが……」

「何かの見み間ま違ちがいでは？　ロロは相棒であり使い魔ですから。それで、用件とは？」

「あぁ、その、なんだ。魔族殲せん滅めつのため、我わがクラン員へと――」

　何だ。勧かん誘ゆうかよ。誘さそい文句なんて最後まで言わせない。断ろう。

「お断りします。では――」

「なっ……」

　姫ひめは驚おどろいて口をぱくぱくさせていた。美人だけど……もう、こういった類たぐいのに関かかわるのは嫌いやだからな。冒険者カードをそそくさと仕舞い金魚のように口を開けた姫を迂う回かい。

　ギルドを堂々と歩いていく。

「待て――」

　姫の背後に居た大剣持ちが、そう叫さけびながら色黒の腕うでを広げて俺の前を塞ふさいだ。

「姫様の誘いを断るとは、どういう了りよう見けんだ？」

　大剣持ちは釣つり上がった目で俺を睨にらみ、そう話す。

　何なんだ、強ごう引いんに入れとでもいうのだろうか。

「それはこっちの台詞せりふだが、まさか、強制的に入れと？」

「いや、そうではないが、ここのソール砦の状じよう況きようを知った上で、姫様のクラン魔境殲滅の誘いを断るつもりなのか？」

　魔族に攻こう勢せいを受けている状況か？　そんなこと知ったことではないんだがな……。

「そうだよ」

「我らは十字軍を超えて、魔境における遠征を何度も繰り返し成功させているソール砦のトップクランだぞ？」

　トップクランか。魔境の大森林の全土における詳細な地図でもあるのかね？

　ま、そんな地図があったとして、クランに入ったら目的の場所に行けなくなってしまう。

　そんなことは本ほん末まつ転てん倒とうだ。〝サデュラの森〟の場所はエルメスさん曰いわく……。

　マハハイム山脈に近い南東の森といっていた。そうなると、森の深部を目指さなきゃ行けない。この人たちも強いし頼たよりとなるだろう。しかし、所しよ詮せんは人の範はん疇ちゆう。足あし手で纏まといになる可能性がある。だから、

「……すまんな。断るよ」

「ベルトラン。シュウヤ殿もそういっているのだ。退くぞ」

「は、はい。分かりました」

　姫様は残念そうに話してベルトランを止めていた。

　そのまま、その姫様ご一行には目をくれずに足早にギルドの外に出る。

　この砦には商店街的な物はないが、特とく徴ちよう的てきな店があった。

「津つ々つ浦うら々うら、どこでも魔道具屋のパイソングルーニーだよー。買ってけ～」

　パイソングルーニーが店の名か。長い兎うさぎ耳みみの種族。

　外に魔ま力りよくを出していない辺り、凄すご腕うでっぽい雰囲気はある。

　同じ種族のアゾーラを思い出した。渡りの美人商人さんか。

　この砦は冒険者がいっぱい居るからアイテム類は売れそうだな。

　黒猫ロロも興味深そうに商人さんを見ている。

　鼻をくんくんと動かしているので匂いを嗅ぎたいのかな？　だが、俺はその商店から宿屋の前を通り砦の入り口に向かった。

　結局、受付嬢から詳細な情報を聞けなかった。ま、東南を目指して進むのみ。

　宿も左にあるが……泊とまるつもりはない。魔境の大森林へ突っ込む。砦の外へ出た。

　さっき激戦を繰り広げていた魔族の死骸から素材を回収していた冒険者たちとすれ違う。

　すれ違う度に視線を向けてくる。俺が倒した魔族から素材を回収しなかったことを不思議に思ったのだろう。いいんだ。めぼしい素材はもうないだろうし、あったとしても今は目的を急ぐ。受けた依頼をこなせばいい。そう思ったところで森林へ向けて走っていく。

　魔境の大森林に突とつ入にゆうした。暗い……太陽の光がない。光源代わりに〈夜目〉を使う。

　鬱うつ蒼そうと繁しげる草場の大森林か。

　コケのような葉が一面に広がる場所から、焦こげ茶ちや色いろの巨大根が張る地面に変わったかと思うと、カンパニュラのような花々が咲さき乱みだれた場所に出る。環かん境きようが一定ではないようだ。

　今度は灌かん木ぼくが多くなってきた。足場が不安定で、歩き難にくい地面が続く。

　人が通る道は皆かい無む。背丈の高い樹木ばかりだ。

　だが、不思議とこの沢たく山さんある木々の内部から魔素を強く感じる。

　別個に生物が潜ひそむような気配があった。そして、また、反応を示す。

　何だ？　掌しよう握あく察さつに何かが反応したような気がしたが……。

　樹木の幹を注視しながら見つめるが、何にも起きない。

　不思議だ。しかし、ここは魔境の大森林。

　季節が変わるように、その時々で儚はかなく表情を変えながら俺おれを出迎える。

　そういうこともあるのだろうと思い首を傾かしげながらも〈導想魔手〉や〈鎖〉を使わずに、自らの足を動かす……だいぶ歩いた。もうこの辺でいいか。

　そこで、すぐ斜ななめ横の背丈の高い樹木の幹へと左手を掲かかげて〈鎖〉を射出――。

　その伸のびた〈鎖〉を手首に収斂させて幹の上に両足を突つける。

　魔境の大森林に生える樹木。幹も太いし背せ丈たけも本当に高い。上はまだまだ高そう。

〈鎖〉を突き刺しながら〈導想魔手〉を時々足場に利用。そのまま上を目指す。

　葉を突き抜けて太陽の陽ひ射ざしが強まったところで〈夜目〉を解除。日光を浴びながら高い場所から木々を伝うように移動を開始した。これはやはり楽だなぁ。楽しい。

　暫しばらくターザンか忍にん者じやにでもなったように木々を伝い移動した。

　木々の下、暗い地上には魔素の気配をいたるところに感じたが、木々の上で活動するモンスターはいないのか。未いまだに遭そう遇ぐうしない。スムーズに探たん索さくできる。

　たまたま、木々を伝うモンスターに出会っていないだけかも知れない。

　だから油断はしていないが……一応注意をしながら樹上の旅を楽しむ。

　猿さる、ムササビ、コウモリ、梟ふくろう、蛇へび、蟻あり、等、木の上で生活している動物と虫たちは地球の環境でも棲せい息そくしていたからな。このセラ異世界の大森林にはどれほどの未知のモンスターが待っているのやら……。

　そんな時、大樹から生える異常に太い枝を発見。横よこ幅はばが広い。

　その太い枝上に片膝を突きながら着地した――。

　立ち上がりながら、太い幹から上へ続く天を覆うほどの巨きよ樹じゆを眺めていく。

　砦の近辺にあった樹木より圧倒的に背丈が高く幹も太い。

　この大森林が旧ベファリッツ大だい帝てい国こくこと、エルフの帝国だったのはよく分かる。

　ラグレンに案内してもらったテラメイ王国があったエルフの領域より大きいだろう。

　……地面が薄うす暗ぐらくなるわけだ。ここはまだ太陽の光が届くが……。

　下の地面は光がほぼ遮しや断だんしているように見えるし――お？

　魔素の反応を樹木の下から感じた。下を覗のぞくと、青毛の馬魔族が列をなして歩いているのが見える。あれはグリズベルの集団……。

　彼かれらは樹木の上に居る俺の存在に気付いていない。奇襲はできる。だが、無視だ。

「ンン、にゃ？」

　肩かたに居た黒猫ロロが下を見る俺を見て疑問風に鳴く。

『あの魔族を殺るニャ？』といっている気がした。

「いや、今は探索を優先しよう。依頼の素材回収はいつでも可能だ」

「にゃぁ」

　黒猫ロロはそう鳴くと、欠伸あくびをしながら頭ず巾きんの中へ戻っていく。

「敵が来たら、起こすからな？」

「ンンン」

　喉のど声ごえだけの返事。まったくいいご身分な猫ねこ殿との様さまだ。

　顔に白粉おしろいを塗ぬって馬ば鹿か猫ねこの殿様にしちゃうぞ？

　そんなアホみたいなことを考えながら木々を伝い移動を再開。

　エルメスさんの噂うわさ話ばなしとクロエさんから聞いた古書の内容を思い出しながら周囲に注意を向ける。丘おか、大きい大樹、泉だったけか。

　森に丘は盛り上がっている地形だろうし、近付けば一発で分かると思う。

　それらを探すため周囲を探索しながらマハハイム山脈に突き当あたるぐらいの勢いで一直線に森を進んだ。深夜になった。ここらで休むとしようか。

　大樹の横上に生える太枝にまた着地。この枝上で休きゆう憩けいだ。

　姫様に貰もらった魔造家を初めて使う。クリスタルを触さわり「展開」と口にした瞬間――ボンッと効果音が響く。そして、豪ごう華かな幕付きテントが目の前に出現。

　早速、布扉を潜り中を覗いてみた。アウローラ姫様が使用した魔造家とは違うが十分だ。

　ベッドの数が一つ少ないぐらいだ。いいね。ベッド以外に寝ねられる空間があるのもいい。さてと、横になる前に……魔造家から出た。沸騎士たちに見張りを頼たのもう。

　指ゆび輪わ魔ま道どう具ぐ、闇の獄骨騎ダークヘルボーンナイトを起動する。

　指輪から黒と赤の糸のようなものが発生。太枝の上に糸が付着。枝だが、糸が付着した箇所は沸ふつ騰とうするような音を響かせる。煙が濛もう々もうと昇のぼったところで沸騎士たちが出現した。

「閣下、黒沸騎士ゼメタスでございます」

「閣下、赤沸騎士アドモスでございます」

　骸がい骨こつ状じようの顔かお兜かぶとに二対の赤瞳が二つ。片膝をついた沸騎士たちが登場した。

「よ！　さっきも呼んだ手前、申し訳ないが。お前たちを呼んだのはここで見張りをして貰うためだ」

「閣下、私どもは閣下の尖せん兵ぺいですぞ！　遠えん慮りよなぞ必要ないです！」

「そうですぞ！　我らにとって閣下の存在は唯ゆい一いつ無む二に！　至高の存在でありまする！　見張り番でも何でも閣下のご命令ならば喜んで吶とつ喊かんしますぞ――なぁゼメタスよ！」

「おう！　アドモス」

　重じゆう厚こうな声で熱く語り出だす沸騎士たち……さて、このまま彼らの熱い会話を聞くのも面おも白しろいが、もう一度魔ま界かい側の〝傷場〟のことを聞いておこう。確か、魔界側の傷場も争いの場になっていると聞いたが。

「……突とつ然ぜんだが、傷場とは魔界セブドラと、ここ地上セラが繋つながるモノだよな？　前に聞いたが、もう一度教えてくれ」

「はい。魔界セブドラでは傷を巡めぐって常に争いが起きています。魔界において勢力があるグループが傷場を占せん領りようすることが多いですが、一定の協定を結ぶ場合もあります」

「協定？」

「はい。セラ進出を優先するため複数の魔族たちが争あらそわずに連合協定を結ぶ場合があるのです。中には融ゆう通ずうの利きかない魔族もおりますので纏まとまりはありませんが」

　纏まりがないのは、ある種、魔族らしいといえるかもしれない。

「へぇ、俺が遭遇して敵対した魔族たちも連合していたのかな？」

「そのはずですぞ」

「お前たちもこの間戦った魔族たちだな。グリズベルというケンタウロスのような下半身が馬の魔族と、レッサーデーモンという羊と人が合体したような頭部を持つ魔族」

「グリズベル！　狩かり魔まの神ボーフーンに連なる眷けん族ぞくであります」

「または、それに近い立場を持つ魔族たちかと推察できます」

　やはり知っていたのか。狩魔の神ボーフーン。その名前は神の絵巻で見たことがある。

　見た目的には弓を持つケンタウロスのような姿に近かった。

「丸い黒毛眼球のアービター。俺が倒した緑光線を出す魔族。こいつは？」

「魔眼の悪神デサロビアの眷族かと。狂きよう暴ぼうだが知能がないと聞いたことがあります」

　なるほど、黒毛眼球が問答無用に他の魔族を攻撃していたのも頷うなずける。

　質問はここまでにするか。別に疲れたわけじゃないが……。

　魔造家の中で休むとしよう。精神的にリフレッシュしないとな。

「それじゃ、少し休憩する。ここは樹木の上だけど見張りを頼むよ」

「ハッ――」

「お任せあれ！」

　気合の声に頷いて応こたえると、常闇の水精霊が視界に現れた。

『閣下、わたしを使ってくださらないのですね……』

『見張りだろ？　必要ない』

『分かりました』

　ヘルメは視界から消えた。俺は黒猫ロロと一緒に魔造家の中へ入る。

　休憩を行った……ひさしぶりに眠ねむりにつく。

　……

　………

　………………

　目の前にラグレン、師し匠しよう、ラビさんが居る。これは夢か。

「……詳くわしく言うと、俺とラビだな。ハイム山の清水とハーブ系の草。それに幾つかの秘密果実の食材と一緒に加熱した液体を、エルフとの取引で手に入れた〝魔法の壺つぼ瓶びん〟に浸つけて作り上げた特別な酒だ。今日は狩かりついでにその材料が幾つか手に入ったんだ」

　と、ラグレンはにんまりと笑う。顔はどことなくほんのりと赤い。

　懐なつかしい……ラグレンはいつも厳しい顔していたが、今はどこ吹ふく風かぜと、超が付くほどのゴキゲンな表情だ。酒を旨うまそうに飲んでいる。そこに訝いぶかしむ声が響く。

「ら～ぐ～れ～ん？」

　女性らしい語ご尾びが伸びた訝る声はラビさんだった。そう、ラビさんだ。

「あっ……ラビ――、はは、お前も一緒にどうだ？」

　ゴキゲンだったラグレンは目をぱちくりさせながら答えていた。面白い。

　額には汗あせが垂れている。酒による熱気の汗かと思ったが、今や冷ひや汗にも見えてきた。

「もう！　アキレス爺じいにシュウヤさんまで……次はわたしも最初から交ぜて下さい！」

　この時は驚いたな。

「わ、分かった」

「ラビは強いからのう」

　ラビさんも酒好きだったとこの時に初めて知った。

「あっ、ラグレン、飲み過ぎに注意よ？　お酒の材料が手に入って嬉うれしいのは分かるけど。この散らかしたの、ちゃんと、朝までに片付けるように！」

　ラビさんはそう話した後――ラグレンが注いで飲もうとしていたゴブレットを細い手で強引に奪うばい一気にごくごくと豪ごう快かいに飲み始める。

　ラビさん、意外に強引だった。皆、この時は飲みに飲みまくった。そして、ラビさんはおつまみのソラ豆みたいな食材と乾かわいた細長い肉を台所から持ってきてくれた。

　そして、酔よったのかラグレンは何か歌い出す。

「われらぁぁ、神しん獣じゆうぅぅ守りぃぃ♪　最後の一族ぅぅ♪」

　この時は驚いたが、一族に伝わる歌だったんだ。しかし、懐かしい声だ。





栄えい華が極きわめしドワーフは去ってしまう

我ら悲しき角生え我ら散り花を咲かす

栄華極めし暁あかつきの帝国ゴルディクスは塵ちりと化す

我ら我ら世界に散りゆく

栄華極めし忘れ生きてゆく生きてゆく






　歌詞に何か意味でもあるんだろうか。

　バスとバリトンを掛かけ合あわせたような重低音な声質で謳われて、アキレス師匠もラビさんも一緒になって謳っていたなぁ……懐かしい。

　そして、本当に、どこか懐かしい曲調だった。

　あの時は酔っていたが、思い出すと、ちゃんとした歌になっていることが分かる。

　壮そう大だいなファンタジー系叙じよ事じ詩しの序曲のような歌から微び妙みように演歌のように変化していくのが、また面白い。ゴルディーバ族に伝わる歌。

　そういえば、ギターとか欲ほしいとか思ったな。

　即そつ興きようで合わせられるのに！　とか考えていた。

　すると、頬のざらつきで夢から覚めた。

「ンン、にゃぁ～」

　黒猫ロロだ。俺の頬を舐めていた。

　まったく、「腹でも減ったのか？」と聞くと、黒猫ロロは頭を傾げて、「にゃ～」と、片前足でポンッと俺の顎あご先さきを突いてくる。遊びたいだけかな。

「にゃ～」

　黒猫ロロに構わず、もう少し寝るか……懐かしい夢が見たい。




　そのあとは二日掛かって、マハハイム山脈の麓ふもとに到着。大きい山々……。

　バルドーク山が可愛かわいく見えてくる。この山脈を越えた先の先には、ゴルディーバの里、師匠たちが住む高原地帯があるはず。

　師匠の家から見ていた山々の反対側に来ているということか。不思議だ。

　観光の気分でもう一度上から見るか。

〈導想魔ま手しゆ〉を足場に〈鎖くさり〉も使いスムーズに素早く空へ駆け上がる。

〈鎖〉を使わないでも空には素早く上がれる。が、〈導想魔手〉の訓練だ。

　よーし。背丈の高い樹木を踏ふみ越えた。標高の高いマハハイム山脈の下腹部ぐらいの高さまで進んだところで足場を安定させる。そこから俯ふ瞰かんした。

　マハハイム山脈が世界の壁のように脈々と続いている。

　これは凄すごいなぁ。山の上方を見ると、のっぺらぼうの頭部を持つ長方形の鏡のような胴どう体たいを持つ不思議な人型モンスターと、ドラゴン系の巨きよ大だいな姿を持つモンスターがうようよと飛ひ翔しようしている……あれは怖こわい。というか、こっちに来ないよな……。

　この山際で高度を高く保つのは止めた方がいいかもしれない。

　そこでマハハイム山脈の見学を止めた。左の方に延々と続く魔境の大森林を見る。

　現在の位置はソール砦から真南のはず。だから、この山脈沿いに東へ行けば南東の方角にはなるだろう。しかし、東の森も絨じゆう毯たんのように遥はるか遠くまで続いている。

　空と溶け合うような森。〝サデュラの森〟が何処にあるかは分からない。

　ま、このまましらみ潰つぶしで東へ向かいますか。宙から降りていく。

　背丈の高い樹木へ〈鎖〉を撃うち込む。東へ向けて移動を再開した。

　今度は視界をあちこちへ向けながらジグザグに移動を意識。

　ヘルメと沸騎士に黒猫ロロにも手伝って貰うことも考えたが、遠えん距きよ離り通信ができるわけでもないし俺だけの方が速い。すると、また休憩に使えそうな枝を見つけた。

　だが、何かが違ちがう？　何だろう。今、一いつ瞬しゆん、幹の樹皮が蠢しゆん動どうした？

　樹木と皮が一瞬動いて見えたぞ……気になる。枝に着地して調べよう。

　太い幹へ近付いていく――え？　――うはッ　コワッ、目？　複数の目だ。

　樹皮の樹皮の間のひび割れた昏くらい箇か所しよ。そこに人族の目らしきモノが蠢うごめいていた。

　しかも、その複数の目が一いつ斉せいに見つめてくる……。

「小サキモノ、気付イタ、我ラニ、気付イタ……」

　樹皮の化物はそんな言葉を響かせると、突然に動き出す。目玉を持つ樹皮たちは、その樹木からメキメキと音を立てて皮が捲めくれるように剥はげていった。

　え？　樹の中身がない？　生命体としての証である年輪を刻む形成層の樹の中身がない。

　ごっそりと白アリに食われたように、内部はガランドウだ。

　樹皮だけを残して何かの道具で身だけをくり貫ぬいたような空洞に見える。

　すると、捲れた樹皮が一つに纏まり塊かたまりとなった。

　そして、脚あしらしきモノも生える。巨大な人型の化物に変化を遂げた。

　体長は三メートルぐらいか？　太枝が軋きしむ。重そうな胴体を支える根っこ状の四つ脚が支えている形……胴体には口のような横に裂けた唇くちびるらしき樹皮もあった。

　その唇らしき樹皮が、メキッと割れる音を立て奇き妙みように動く。

「小サキモノ、オマエ、マ族、チガウ。ナニ者ダ？」

　木のモンスターが喋しやべった。樹皮と樹皮の間にある目玉が忙せわしなくぎょろぎょろと動き続けていてキモイ。しかし、何者と呼ばれてもな。お前こそ何者だよっ！　と、強くはいわずに我が慢まんした。

「……俺は人族と似たルシヴァルという種族だ」

「ジン族？　ルシヴァ？　シラヌ、シラヌ名ダ……小サキモノ、ルシヴァ、ウマイノカ？　マ族、ウマイゾ」

　あきれた。魔族は捕食対象なのかよ。

「俺はウマクないぞ。魔族とは、青毛のグリズベルとか食うのか？」

「ソウダ。アカイ、メ、ウマイ。ウマ脚、タマタマ、ウマイ……他ほかノ、マ族モ、クウ。ツノツノ、ノ、アソコ、ウマイ」

　タマタマ……どうやら、グリズベルで間違いないようだ。どうりで、樹木の上にはモンスターがいないわけだ。こいつらが樹木に近付く魔族を食っていたのだろう……。

「お前は何者だ？」

「我ラハ……トレント族ダ。ソンナコトヨリ、腹ヘッタ、腹ガヘッタ。オマエ、マズクナイカモ、食ッテ、食ッテ良イカ？」

　トレント族か。しかし、まだ、食う気かよ。戦うか？

『閣下、わたしの魔ま法ほうで凍らせ水で沈めますか？』

　常とこ闇やみの水みず精せい霊れいヘルメが視界に登場。少し頬を膨らませているので怒おこっているらしい。

『いや、まだ戦わなくていい。今はネゴシエーションを試したい』

『分かりました』

　しかし、トレント族というがこいつらも魔族と同じような物なのか？

　まぁ、聞いてみるか。

「俺は不味まずいぞ。それに只ただで食われる訳にはいかない。それに、お前らを逆に食ってしまうかもよ？」

「我ラヲ、食ウダトッ、ブボボボボボ……」

　瞬しゆん時じに太い胴体から枝らしきモノが複数生えて、横や縦に伸びては縮みを繰くり返かえした。

「――なんだ？」

「小サキモノ、オモシロイ、オモシロイ。イマハ、食ワナイデオク」

　笑ったリアクションかよ。少し、びびってしまった。

　しかも、俺を食わないでおくか。ん、待てよ……。

　魔族が捕食対象なら、食事を用意したら何か情報が得られるかも？

「俺を食わないでおくか。なら、魔族の死体を持ってきたら食うか？」

「オォォ、マ族、マ族、モッテキタラ、食ベルゾ」

「良し、俺が魔族の死体を持ってきたら、この地域について知っていることを聞かせてくれ」

「ブボボボボボ……ワカッタ、ワカッタ。ヤクソク、ヤクソク。マ族、ハヤク、ハヤク」

「――ンン、にゃにゃ」

　変な笑い声で、黒猫ロロが起きた。外套の頭巾から俺の肩へ移動してきた。

「ソノ、ケモノ、マ族カ？」

「いや、こいつは俺の使い魔だ。食い物じゃない」

「にゃ」

「フンッ、……マギラワシイ。ハヤク、マ族、ホシイゾ」

　それじゃ魔族を殺って持ってくるか。

「分かった。ロロ、降りて狩りだ。行くぞ」

「にゃお」

　そう言い残して、太い枝から飛び降りる。空中で〈導想魔手〉を展開。

　下降しながら足場を何回も作り、衝しよう撃げきを吸収しながら下降していく。

　最後に斜め前方の地面へと〈鎖〉を伸ばし刺す。その〈鎖〉を手首に収しゆう斂れんさせ、反動で華麗に着地した。魔素の気配は近い。〈隠身ハイド〉を行いながら魔素の反応があった場所に早歩きで向かう。居た居た……足音も聞こえる。軍馬の蹄が小枝や落ち葉を踏み砕くような音。青い毛を生やすグリズベルたちだ。少なくとも二十匹以上の集団で移動している。

　先回りして急きゆう襲しゆうしよう。

「ヘルメ出ろ」

『はい、閣下』

　左目から液体化したヘルメが出る。地に片かた膝ひざを突けた。

「ロロとヘルメは背後からこの音の集団をつけろ。俺が先回りして急襲する。頃ころ合あいを見てロロとヘルメは、その背後からグリズベルたちを襲え」

「ン、にゃお」

「閣下との挟きよう撃げきですね。素す晴ばらしい作戦！　ロロ様、行きましょう」

　黒猫ロロとヘルメは迂回しながら移動していく。俺も即そく座ざに行動を開始した。

　前まえ屈かがみの姿勢で〈隠身ハイド〉を継続……魔族たちを窺うかがいながら闇やみに紛まぎれて走っていく。前方に、俺がぶら下がることが可能な大きい太枝を発見した。あれは使えそうだ。左手から〈鎖〉を射出し〈鎖〉を枝に巻き付ける。そして、左手首にその〈鎖〉を収斂させながら太枝に移動した。

〈鎖〉を垂らし太枝にぶら下がる。逆さま視点になりながら、空中で〈導想魔手〉を起動。

　その〈導想魔手〉で太枝を掴つかむ。逆さまの状態を維い持じしたまま〈鎖〉を消去。魔力の腕で太枝を掴んでいるので下には落ちない。再び〈鎖〉を射出――その〈鎖〉の先せん端たんを輪状に変化させて、太枝に引っ掛けて、太枝にコイルでも巻くように〈鎖〉をぐるぐると絡ませてから下へと〈鎖〉を垂らす。

　暗くら闇やみに乗じて外がい套とうで覆おおう今の俺の姿は……端はたから見たら大きい蝙蝠こうもりに見えるかもしれない。そう、黒マントが似合う有名なヒーローのように。

　笑えみを浮うかべながら真下を通るグリズベルを待ち構える。

　きた、きた。先頭をいくグリズベルの頭、首に狙ねらいをつける。

　真下を通った。今だ――枝に巻き付けた〈鎖〉は太い枝の端はしを擦って削けずりながら狙い通りに下へ向かう。〈鎖〉の輪状となっている先端を歩いているグリズベルの首へ引っ掻けると、一気に〈鎖〉を収斂する。背丈の高い枝上へグリズベルを引っ張りあげた。

　俺も同時に魔ま槍そう杖づえを右手に召しよう喚かん。地面へと急降下――。

　グリズベルは首を押さえ苦しみながら空中で暴れる。

　だが、鎖にぶら下がったまま動かなくなった。

　俺は左手から鎖が伸びていくのを感じながら魔槍杖を握にぎった右手を横に伸ばし、紅べに斧おの刃ばを横に水平に寝かせた状態で着地していた。

　右足もその魔槍に沿うように膝ひざを横に伸ばした体勢だ。

　――始まりよければ終わりよし。

　魔族たちは突然な俺の襲しゆう撃げきに慌てたのか対処が遅れる。

　枝上で動かなくなったグリズベルに対して他のグリズベルたちは助けようとしているのか、口々に何かを叫んではケンタウロスらしい馬脚を使った跳ちよう躍やくを繰り返していた。

　そんなグリズベルたちへ向けて魔ま脚きやくで地面を蹴けり、瞬またたく間まに間合いを詰つめる。

　魔槍杖を右から左へ振るう――宙に紅色の扇おうぎ状じようの線が生まれ出る紅斧刃の一閃だ。

　一閃を喰くらったグリズベルは輪切りとなった。

　今度は左から右へ返す紅斧刃で、逆側へと魔槍杖を振るった。

　二匹ひき、三匹、と、電光石火の薙なぎ払はらいで先頭集団を切り刻む。

　次々とグリズベルたちを屠っていった。

　同時にグリズベル軍団の背後から黒猫ロロとヘルメの攻こう撃げきが始まる。

　挟撃を受けた形となった魔族たち。彼らはろくな反撃もできない。

　ヘルメが左手を振りグリズベルたちの頭部を暗黒雲で覆い視界を奪った。

　そして、暗闇を取ろうと頭に手を当て混乱しているグリズベルの頭ず蓋がい目め掛がけて黒猫ロロが触しよく手しゆ骨ほね剣けんを伸ばし、その頭蓋を貫き倒たおす。

　俺も前進しながら一いつ旦たん〈鎖〉を消去。

　再度出現させてから、〈鎖〉を変化させる。

　イメージは太い三さん節せつ棍こん。

「Don't think feel」

　そう、有名な「ブルース・リー」の言葉だ。『考えるな、感じろ』という気き概がいでヌンチャクのように三つの棒が連なる槍棒を瞬く間に完成させた。

　その間にも、片手の魔槍杖でグリズベルの筋肉胸を突く。

　怯ませたところへ俺はそのグリズベルへ向けて跳躍――。

　左手に握った偽の三節棍鎖を真正面から振ふり下おろした。

　捻ひねり曲がった鉄棒と化した〈鎖〉がグリズベルの頭蓋を凹ませると、勢いよく四つの血ち塗まみれた眼球が外へ飛び散った。他のグリズベルが着地際の隙すきを見て、襲おそい掛かってくる。

　しかし、俺の扱あつかう三節棍鎖の方が射程は長い――。

　蛇だ矛ぼうのようにくねり伸びた〈鎖〉製の三節棍の先端が、正面から鬼気めいた表情を浮かべて突っ込んでくるグリズベルの分厚い胸と衝しよう突とつした。

「ぐぉぉ」

　と、くぐもった声を出すグリズベルは胸を押おさえて動きを止める。

　そのタイミングで右手に握る魔槍杖を消去。続いて、三節棍鎖をその場で改良した。

　イメージ通り、三の節が蛇のように蠢きグリズベルの首へと巻き付く。

　太い首に三節棍鎖が巻き付いたところで、その三節棍を引っ張り、一気にグリズベルの首を絞しめ上げ太首を千切り取った。即座に三節棍の〈鎖〉を手元に引き込みつつ、その三節棍の見た目の〈鎖〉を、普ふ通つうの鉄のような見た目の槍やりの姿へと作り変える。

　即興イメージで作り上げた〈鎖〉製の槍の先端は、元々の〈鎖〉のティアドロップだ。

　その鋭するどい先端テイアドロツプを持つ鉄のような槍で突くフェイントを数回――。

　行ってから〈刺突〉を繰り出す――。

　グリズベルは、フェイントに戸惑い、反応が遅れた。

〈鎖〉製の槍がグリズベルの頭蓋を突き抜ぬける。良し。これで、粗あら方かた倒したか？

　突き刺さした〈鎖〉製の槍を握り手から消去――。

　そこに、ヘルメが魔法を撃ち放っている華麗な場面が視界に映った。

「アハハハハッ、お尻しり、お尻、お尻ぃぃぃ」

　ヘルメは笑いながら氷ひよう礫れきをグリズベルの青毛の尻に放ち倒すと、足から水みず飛沫しぶきを発生させて華麗に木々へ跳躍を繰り返す――三角跳とびのような機動。

　宙で身を捻りながら右手から氷剣を出し、近付いたグリズベルの首を刈っていた。

　刈った首を蒼あお色いろが綺き麗れいな長い足の底で踏みつけては俺に尻を見せるように、この間とはまた違う独特ポーズジヨジヨ立ちを繰り出している。

「動きが鈍すぎますっ――」

　恍こう惚こつとした表情を浮かべたヘルメはそう叫ぶと、グリズベルの頭を足先から発生させた水で圧殺するかのように踏みつぶし、独特のポーズヘルメ立ちを取りながら、氷剣を消しては右手に氷の靄もやを作り、自分の周囲を氷の円で囲む。

　円の内部には蒼と黝あおぐろい二色のグラデーションで光る細かいルーン文字が回転しながら動いていた。

「ふふふっ」

　彼かの女じよは笑いながら、全身から水飛沫を発生させ、氷の円を維持しては脅えているグリズベルに近寄っていく。氷の円にグリズベルが触れた瞬しゆん間かん、

「ぎゃぁぁっぁ」

　分厚い段だら模様が血色に染まり、胸むな元もとが半分切断されていた。あれは攻防一体の氷円か。

　俺も負けずと狩りながら前進。

　ヘルメ、黒猫ロロの挟撃により、グリズベルは逃にげる余よ裕ゆうもなく狩かられていく。

　こうして、さして時間は掛からずに魔族たちを全ぜん滅めつさせた。

　二十匹は軽く超えるぐらい殺ったかな。

「にゃにゃ～お」

　黒猫ロロが『一仕事を終えたにゃ～』というように鳴きながら走り戻もどってくる。

「閣下――たくさん倒しました！　見ていてくれましたか？」

　常闇の水ヘルメも独特な動きで腕を振りながら戻ってくる。張りのあるＦカップのグラマーさを天に示すかのように、綺麗な蒼葉が包つつむ双そう丘きゆうが素晴らしく揺ゆれていた。

「……見ていたぞ、ヘルメはあんな軌き道どうでも動けるんだな。ロロも良かったぞ」

「閣下……嬉しい。身が震える思いです」

　本当に全身の黝葉と蒼葉を震ふるわせているが、指摘はしなかった。

「ロロ、死体運ぶから突き刺して運んでくれるか？」

「ンン、にゃ」

　黒猫ロロは了りよう解かいしたようで、触しよく手しゆ剣けんを地面に転がる骸むくろに突き刺していく。

「ヘルメ、目に戻ってこい」

「はいっ」

　左目にヘルメを戻し、死し骸がいをトレントへ運ぶ前に、依い頼らいの証しよう拠こである耳の剥ぎ取りを行う。

　黒猫ロロの触手にぶら下がってる死骸からも耳を切り取り、回収完かん了りよう。

　俺も死骸へ向けて〈鎖〉を射出。いくつかの死骸に絡ませて持つ。

〈導想魔手〉も使い、樹木化物の前へと、魔族の死骸を大量に運んだ。

「オォォ、マ族。マ族ダ。オマエ、ヤクソク、マモッタ。クウゾォォ、オレサマ、アタマ、マルカジリ」

　トレントは喜びの声を発すると、青毛のグリズベルの死骸を食い始めた。

　腹の口のような部位を広げると、死骸を吸い飲み込んでいく。

　不思議だが、咀そ嚼しやくする音も立てずに、死骸は無くなる。

「タマタマ、クサイ、チンミ、マンゾク、マンゾク。……ヤクソク、ヲ、マモロウ。ナニガ、シリタイ？」

　タマタマの部分は馬ば耳じ東とう風ふうだ。聞き流す。

「〝サデュラの森〟は何処どこにあるか知っているか？　丘、泉、大樹の三つが同時にある場所でもあるようだ」

「サデュラノ森？　ソノ名ハ、シラナイ。ダガ、オカ、イズミ、タイジュ、シッテイル。我ラガ、入レナイ、場所ダ。ココカラ、ヒガシ、ズットヒガシ、アル」

　丘、泉、大樹。おぉぉ、知っていた。東か。

　エルメスさんは噂うわさで南東と話していたが、間違いではなかったということだな。

「トレント族は入れないのか。何かの魔法か結界の作用なのか？」

「マホウ。トウメイナ、壁かべガ、アルノダ。我ラ、トレント族ヤ、マ族モ、ハイレナイ、ハイレナイ。根モ、ハイレナカッタ、アソコ、ウマいの、アルのカ？」

　ほぅ、地中もダメで魔族も入れない強力な魔法結界みたいのがあるわけか。

　場所も分かったし。とりあえず礼をしとこう。

「いや、知らない。東にあるんだな。トレント族よ。ありがとう」

「ブボボボボボッ、小サキモノヨ、我ラ、ヤクソクマモル。腹イッパイ、腹イッパイ。ネムク、ネムク、ナッタ。我ラ、ネル。サラバ――」

　そう話すと、樹皮と樹皮の間にある目玉が小刻みに動き出す。人型だった木の化物は一つの塊に戻ると、空洞の幹の中に吸い込まれる。見た目的には普通の樹木に戻っていた。大きい幹は変わらず樹皮も普通の太い樹木。魔素もあまり反応しない。最初に樹木から感じた不思議な魔素は、この樹木の中にいたトレント族だったのかもしれないな。

　別にどっちでもいいけど。さて、東に向かうとしますか。

　樹木を蹴って〈鎖〉を使う――〈導想魔手〉も発動。魔ま力りよくの腕うでを足場に利用しながら素す早ばやく木々を蹴って前進。天然のアスレチックで遊ぶように移動を楽しむ。

　途と中ちゆうで、〈導想魔手〉も〈鎖〉も使うのを止めたりした。

　長い蔦つたを掴んで勢いよく樹木を蹴り飛翔するように駆けていく。東へと直進した。

　そろそろホルカーバムを出てから十日ぐらい経った頃ころか。

　大商会との約束の期日までは、あと二十日ぐらいある。

　闇ギルド【梟ふくろうの牙きば】の動静も気になるな。

　支部を潰した俺の情報も少なからず渡っているはず……。

　ま、それはここで用事を済ませて、帰ってからか。







第七十五章「闇ギルド【梟ふくろうの牙】とサデュラの葉」







　ここはとある都市の中にある豪華な屋敷の一室。

　部屋内に怒号が響ひびいていた。その声の主は見事な二重顎を持ち恰かつ幅ぷくもある。

　そして、その恰幅がある男へと、机つくえ越ごしに立っていた片耳の男が頭を下げていた。

　恰幅のある男は、頭を下げている片耳の男へ向けて苛いら立だちを顕あらわにしている。

　青い目を鋭くさせながら白しら髪がが混ざる金きん髪ぱつを揺らしつつ口を動かした。

「これは痛手だぞ。大損害だ。ホルカーバムの支部が全滅とは……今までの計画が台無しだ。ビル！　これはお前の責任か？」

「エリボル様。すみません。わたしの責任です。部下が不ふ甲が斐いなく申し訳なく思います。しかし、わたし自身も青天の霹へき靂れきでした」

　恰幅のある男をエリボルと呼ぶ片耳の男。

「その原因を作った〝槍使い〟とは、一対何者なのだ？　消息は掴めているのか？」

　エリボルは冷静な口調に戻そうとしているが、その話す言葉の端々に憤りが滲にじんでいることはハッキリと伝わっていた。

「……それが、槍使いの若男と黒き獣けもの、としか……。盗とう賊ぞくギルドが情報を握っているのは確かなのですが、色々とデマや異なる情報が錯さく綜そうしていまして……正確な消息は掴めていません」

「盗賊ギルドのハイエナめが！　金はふんだくるくせに役に立たんな。しかし、あの二人を殺せるほどの使い手が相手となると、他の闇ギルドからの刺客か」

「はい。その可能性が高いかと」

　片耳の男ビルは神しん妙みような顔付きでエリボルへと答えている。

　エリボルはその言葉を聞くと、苦虫を噛み潰したような表情を浮かべて、饅まん頭じゆうのような拳こぶしを作り政務机を叩たたく。

「――気に食わん。まったくもって気に食わん。その刺客、槍使いを探して殺せ。わしに損失を被かぶせた責任を取らせるのだ」

　エリボルはビルに命令口調で話す。

「はい」

「だが、他にやることがある。ホルカーバムの件……橋の建設はどうなっている？　あのシツコイ女は始末しなければならん」

「小うるさい商人ですね」

　ビルは渋しぶい表情を崩さずに頷く。

「そうだ。建設を許可したあの馬ば鹿か領主にも自分がどういう立場か分からせるか……だが、まぁ、こうなってはホルカーバムを一時捨て置くことも考えねばならん……今はペルネーテの守りを優先させなきゃならんだろう」

　エリボルは思案気な表情を浮かべながら、自分の二重顎の肉を触さわりつつ髭ひげを撫でる仕草をしている。目元が醜みにくく歪ゆがんでいた。

「閣下、王都の件はどうするのですか？」

「人材的にキャンセルだ。他の闇ギルドが黙だまってない。今はペルネーテの縄張りだけが我々の命綱だ。〝裏協定ガ・ペ〟による金を生むブツの販売ルートだけは絶対に死守しろ」

　片耳の男ビルは、またも頭を下げて頷く。

「はい。我々も準備を整えております。しかし、最悪の想定も考えておかなければなりません。縄張りの維持が困難となれば、自ずと〝裏協定〟は破られることに繋つながるかと……」

「うむ……協定が破られればこの国だけでなく、あの外国の魚人共と争うことになるかもしれん。魚人共の弱点を握ってはいるから保険はあるが……。それよりビル。赤の指令はもう出だしたのだろう？」

　ビルは隣となりの部屋に続く木製の取っ手が付いた扉とびらへ視線を向ける。

「はい。もう既に【梟の牙】の全幹部が会議室に集結しています」

「なら、いつも通り【梟の牙われら】としての務めを全まつとうしろ。わしは海軍運輸会議に出席する。今後の生き残りをかけて、貴族共にも根回しをしなければならん、我わが娘も利用しているのだからな」

「……ご心中は察しております」

　ビルは畏かしこまりエリボルへ頭を下げてから、すぐに頭を上げると身を翻し、エリボルを残して隣にあった会議室の扉を開けて入っていく。

　会議室には奇妙な面子メンツが勢揃いしていた。

　ビルは彫りの深い目ま蓋ぶたを膨ふくらませ、奇妙な面子を見定めるようにゆっくりと見回してから上座の椅子に座すわる。額には一本の太い剣筋の傷きず痕あとが額当てのように走り、右みぎ頬ほおには火傷の痕が生々しく残る。まさに武者顔だ。

　その全体像から、いかにも〝歴戦の強者〟といった威厳を醸し出していた。

　そのビルが口を開く。

「赤の指令でお前らが呼ばれたことは、もう知っての通りだ。我らが主あるじ、エリボル・マカバイン様はお怒いかりだ。これは緊きん急きゆう幹部会となる」

「ビル総長？　オゼ兄とジェーンが殺されたって話は本当なのか？　そして、ホルカーバムの組織がほぼ全滅？」

　焦るように発言した総そう髪はつな髪かみ型がたの若い男。その喋る唇の端には小さな傷痕があった。

　ビルはその問いに沈黙。間を空けてからビル総長は隣の長髪の眼帯男へと〝お前が喋れ〟とでもいうように顔を向けてクイッと顎を上げる。

　眼帯の男はビル総長へ頭を傾かたむけてから喋り出す。

「……ベック。その通りだ。ホルカーバム領主の下に潜もぐり込ませている密偵より知らせがあった。生き残りにも話を聞いて戦場にあった死体も確かく認にんしたそうだ」

「な、なんだと……あ、兄貴が」

　ベックと呼ばれた唇に小さな傷を持つ男は顔を歪めながら椅子に深々と座る。

「――なんてこった！」

　野太い大声を発したのは大おお柄がらの、全身を毛が覆う獣人系の種族。

　すると、隣に座る人物が耳を塞ぐ仕草をしながら、

「……うるさいなァ、しかし、あの二人と兵士たちが殺されるなんてな？　それで、殺った組織の名前は？」

　かすれた声で眼帯男へと訊たずねていた。彼かれの素顔は分からない。

　不気味な闇色の頭ず巾きんをかぶり、細い鋭い目だけを露出している。

　口くち許もとは闇のベールが覆い背中には二本の剣けんの柄つかを覗かせていた。

　忍にん者じやのような闇装束の衣ころもが妙に似合う人物であった。

「……組織かどうかはまだ不明だ。しかし、我らと本格的に争っていた【ガイアの天てん秤びん】は全滅したと判断できる。幹部と兵士は全滅。団長のミアは死体が見つからなかったが……たぶん焼失したと思われる。事務所が焼け焦げの廃はい墟きよとなっていることが確認された。他にも〝凄すご腕うでの槍使い〟が領主に接せつ触しよくしていたらしい。戦争があった通りの現場にも、その槍使いと黒い獣が居たようだ。情報が錯綜しているので、これは定かではない」

「槍使いに黒き獣……」

　口に傷痕のあるベックは椅子に座りながら思案気な表情を浮かべて呟いていた。

「――セーヴァ！　不自然過ぎるわ。そのガイアの天秤は協定破りの血長耳によって、かなりのメンバーが死んだはず。そんな弱りきったガイアの天秤に、あのオゼたちが殺られたというの？」

　眼帯の男をセーヴァと呼ぶ女。頭からは縦長の兎うさぎ耳みみが生えている。そして、スラリとした長い足を自じ慢まんするかのように、机の上にその足を伸のばしていた。さらに自らの苛立ちを示すように、足の踵かかとで、何度も机を叩いている。

　眼帯のセーヴァは、態度が悪い兎女を見ても指摘はせず。

　静かに首を縦に動かし頷うなずいてから答えた。

「……確かにそうだ。ガイアの天秤が単独で我らの支部を潰したとは考え難にくい。しかし、複数の盗賊ギルドが情報を拡散している状じよう況きようだ。不明な点も多くてな。俺おれが予想するに、【ガイアの天秤】が他の闇ギルドと協定、或あるいは、傘さん下かに加わっての総力戦が行われたか、もしくは、何処どこかの刺客である謎の手て練だれ〝槍使いと黒き獣〟の仕業かもしれないな」

「槍使いは分かるけど、さすがに獣はないでしょう？　魔ま法ほう召しよう喚かん師しか、獣使い、調教師、モンスターテイマーに殺られたというの？」

　兎耳の女は疑問の言葉と共に、踵で机を叩く。

「レネ、足をおろせ、今は幹部会だ。ちゃんとしろ」

　椅子に深々と座っていた唇に小さな傷痕のある男ベックが、レネと呼ばれる兎女をたしなめた。レネはベックを一いち瞥べつが、頭に生える兎耳をピクピクッと反応させる。

「はい、はい」

　仏頂面を浮かべながら、足元に立て掛けてある長弓を白い羽毛が生える腕で押さえながら支え杖づえのように使い、めんどくさそうに姿勢を正す。

　その際に胸元から綺麗な銅製ペンダントを覗かせていた。

　セーヴァと呼ばれた眼帯男は片目を細くして、姿勢を正したレネに語りかける。

「……レネ、黒き獣を見たと報告がある。なにより死体に不自然な牙穴や喉のどが噛かみ切られた傷痕があったらしい。獣の類たぐいだろう」

　セーヴァの発言が終わると、レネではなく毛が覆う大男が、

「ぶっぼらあああぁぁァァッ！　獣だろうが、なんだろうが……」

　吠ほえるように答えると、重そうな腕を机に振り下ろす。

「――俺がオゼや仲間の仇かたきを殺やってやる！」

　どすんっと音が響く。長机は頑がん丈じようそうな作りだったが、彼が叩いたところは拳型に凹んでいた。拳を振り上あげた大柄男だが、頭部を含ふくめて全身がボウボウとした長い毛で覆われているからまったくもって、その表情が分からない。だが、その乱暴な態度と言葉の熱気だけは周りにしっかりと伝わっていた。

「……ピーリ、机を壊すなよ？　それに、さっきからウルセェし、センシバル族は単純コレな上に馬鹿だからな……」

　隣に座る口元を闇ベールで隠す男は不気味なかすれ声を上げて、センシバルという種族のピーリを馬鹿にする。

「あぁ？　――モラビ！　うるせぇぞ……この、闇のもやしやろう」

　ピーリはのろのろと頭部を屈めて、隣に座っている闇に身を包む男モラビへ茶色の毛が覆う顔を近付けた。ボウボウな長い毛が臭そうな鼻息で持ち上がる。

　興奮して息が荒あらくなり、今にもかんしゃくを起こしそうであった。

「――そこまでだ。くだらんことで喧嘩をするな。分かったな？」

　片耳のビル総長が大声で命令し、二人を諌いさめる。

「分かった」

「あぁ」

　ピーリは臭そうな息を吐はきながら椅子に座り直す。モラビも不満そうな表情を浮かべたが、予定調和のようにすんなりと、ボスである総長の言葉に従った。

「ところで総長。わたし、あのドンパチ激しい【セナアプア】に唯一の家族である妹を残して、わざわざここに来ているのよ？　もっとちゃんと説明して欲ほしいのだけど」

　不満気な表情を浮かべる兎女のレネが、腕を広げるジェスチャーをしながら、総長のビルへ説明を促す。ビルは平然としながら口を開く。

「そうだな。レネと、ベック、モラビ、ピーリにはペルネーテの縄張りをしっかりと守って貰もらいたい。知っての通りペルネーテには他の闇ギルドが多数存在している。今回、我らの幹部二名の死亡とホルカーバム支部全滅の知らせは、盗賊ギルド共によって各地へと拡散しているだろう。当然の如くペルネーテに現存している各、闇ギルドにも伝わっているはずだ……その余波は必ず起こる。だから、これから何が始まるかは……想像できるな？」

　ビル総長の語り掛けた言葉に、隻眼のセーヴァが疑問風に割りこむ。

「それではホルカーバムの件はあきめるのですか？」

　ビル総長は、セーヴァの問いに即そく答とうした。

「その件だが、セーヴァ、お前には単独でフィラ・エリザードの暗殺を頼たのみたい。ついでにホルカーバムの領主であるマクフォル伯はく爵しやくにも忠告しておけ。〝意見をコロコロと変えるのはエリボル様がお怒りである〟とな。支部は使えないので危険な任務となるだろうが、セーヴァなら大だい丈じよう夫ぶだろう」

「分かりました」

　と、眼帯男のセーヴァは簡潔に頷き頭を下げる。

「えっと、サポートなしの単独任務？　いけるの？　商人といっても、そう何度も脅きよう迫はくを重ねていたらさすがに護衛とか雇うでしょ？」

　兎耳のレネは茶色の瞳ひとみを大きくして、華きや奢しやそうに見える体を動かしては、手についている羽毛を揺らし、そう質問した。

　レネの心配そうな表情を見たビルは少し笑ってセーヴァを見る。

「……そうだな。その辺りは副長のセーヴァだ。巧うまく殺るだろう」

「はい。お任せを――レネ。心配せずとも部下の始末は俺がつける。〝始末屋〟としての暗殺の腕は知っているだろう？」

　長髪の眼帯男セーヴァは精せい悍かんな顔に余裕たっぷりの笑みを浮かべてから、レネに問いかけていた。

「――そうね。セーヴァがそういうなら、別にいいけど」

　レネは眼帯男の顔を見上げると、納なつ得とくした表情を浮かべながら腕を左右へ泳がせて答えている。そのタイミングでベックが急に立ち上がった。

「――ちょっと待ってくれ」

　眉み間けんに皺しわを作り、鋭かった目付きをさらにギラつかせて、怒りの表情を顕わにしている。

　傷痕が目立つ唇を動かす。

「俺はホルカーバムの真相を追いたい。知っていると思うが、俺とオゼは義兄弟。だから、オゼの兄貴を殺った奴やつを、このまま野放しにはできねぇ。だから、俺が追うのは自然な流れだと思うが？」

　ビル総長はベックの鋭い刺すような視線を受けても、静かに頷いただけで、傷だらけの顔をベックに向けていた。どっしりと視線を合わせて重じゆう厚こうに答える。

「あぁ、確かに――だが、今回は駄だ目めだ。お前はヘカトレイルで仕事をしていただろう？　だからホルカーバムの情報は疎うといはず。それに、今はペルネーテの縄張りを優先する大事な時だ。合成魔薬クリスタル・メスの販はん売ばい網もうは俺たちが守らなきゃならない」

　ベックは威厳あるビルの言葉を聞いても、動じずに傷がある唇くちびるを動かす。

「――いや、納得がいかねぇ！　その、謎な槍使いと黒き獣。もしかしたら、俺は知っているかもしれない」

　声を荒らげて、皆みなに訴えるように語るベック。

「――なんだと？」

「ぬ？」

「へぇ」

　その場にいた幹部全員がベックに注目。

「この間、ヘカトレイルで魔ま竜りゆう王おう退治があったのは、皆も知っていると思う。グリフォン隊の英えい雄ゆうと竜たちを殲せん滅めつした冒ぼう険けん者しやたちの話だ。その中に黒くろ猫ねこを連れた槍使いが居たんだ。冒険者クランの間じゃ、そいつを巡めぐってちょっとした争そう奪だつ戦せんがあったと聞く。それに裏で色々な噂が飛び交ってた覚えがある」

　ベックの語る言葉にもっとも早く反応したのは、この場で唯一の女幹部レネだった。

　柔やわらかいファーのような毛が生えた腕を振りながら、紅色の口が動く。

「その冒険者が、我らの仲間を殺った謎の槍使いだというの？　まさかねぇ……」

　ビル総長もレネに同調するように頭を縦に振る。

「ありえんだろう。それほどの冒険者が、わざわざ我々の争いに介入するか？」

「だが、オゼの兄貴は俺たちの中でも一、二を争う強さだったはずだ。ペルネーテの武術街出身で、闘とう技ぎ経験もある。八剣神王三位、四剣のレーヴェ・クゼガイル、タンダールの武神寺では、八剣神王八位、導どう魔まのゲルコズマー・ミランダから教えを受けていた兄貴だ。両方とも破門はされたが、飛剣二刀流、王級を超える腕前であり、あの〝青銀〟だぞ？」

　ベックは切実に訴えるように、皆に話すが……総長は静かに反論する。

「ふむ。その実力を見越して、あの都市を二人に任せたのだがな……まぁ、だからこそ、他ほかの闇ギルドによる刺客の可能性が高いだろう。我らには敵が多い……協定を破り我らと戦争となった血長耳。合成魔ま薬やく絡がらみで、タンダールにて小競り合いを起こしている影かげ翼よく旅団。ペルネーテの厄やつ介かいな種【月の残骸】の〝閃せん脚きやく〟、〝鮮血の死神〟、〝影かげ弓ゆみ〟の三幹部。教会崩れの巣窟【夕闇の目】の〝狂きよう騎き士し〟。我らの縄張り【歓楽街】を奪うばった【覇は紅こうの舞】の〝惨ざん殺さつ姉妹〟」

　ビル総長はそこで一旦、間を空けて、話を続ける。

「……そして、これは協定があるのであまり考えたくないが、海光都市の魚人たちが率いる【海王ホーネット】。コイツらはいわずとも分かっていると思うが、優ゆう秀しゆうな魔調合師料理人を抱えた合成魔薬クリスタル・メスのお膝元だ。大陸の売場を確保しようと、魚人自ら商売に乗り出す可能性も考えられる。さらに、他の中小闇ギルドも多数あるからな」

「他の闇ギルドか……確かに」

　唇の傷痕が目立つ幹部ベックは、総長の言葉に納得したのか、首を深く縦に振って呟くと、椅子に深々と座る。

「ベックは納得したようね。総長、さっきもいったけど、縄張りを守るとして、今、ここの都市がどういう状況なのか、もう少し説明をしてくれると助かるのだけど」

　レネはさっさと話をしなさいよ。という風に、高飛車な表情を浮かべている。

　ビル総長は冷静にレネとベックを見据えた後、口を動かした。

「そうだな、説明をしとこうか。迷宮都市ペルネーテの権益争いを起こしている煩うるさい闇ギルドの有名どころは、【月の残骸】【夕闇の目】【黒の手て袋ぶくろ】【覇紅の舞】。現時点ではペルネーテにある各、有力な縄張りを我ら【梟の牙】が占めている。それは【賭博街】【食しよく味み街がい】【開放市場街】【港倉庫街】の四つのシマだ」

「その四つを守るのね」

　レネの言葉に同意するように頷くビル。

「そうだ。特に合成魔薬クリスタル・メスを仕入れて保管する港の倉庫に、その主な販売ルートがある賭博街が最も優先されるべきだろう」

　ビル総長が重い口調でそう語ると、闇やみ衣ころもに身を包むモラビがかすれ声を発した。

「それじゃ賭博街は俺が見ておこう。闇の結界を賭博街の一部に張っておく。他の闇ギルドが使う侵しん入にゆう方法はだいたい分かるんでね。ただ〝教会崩れ〟が怖こわいが……」

　モラビは口元を隠しているので、表情の判断が難しい。だが、そう話すモラビの目には怯えの色が若じやつ干かん見てとれた。

「分かった。闇属性のお前じゃ光属性は天敵だ。狂騎士にはピーリを当てよう。モラビとピーリには賭博街を守ってもらう。レネとベックは港倉庫街を優先。解放市場街と食味街は後回しでいい」

「分かったわ」

「了解した」

「おう」

「……」

　皆、納得顔で頷き、了承。

　その中で、モラビだけが、闇やみのベールが包む口をもごもごと動かして、かすれ声で質問する。

「縄張りを守るのは了解した。だが、王都グロムハイムへの進出計画はどうするんだ？」

　ビル総長は視線だけで殺しそうな厳しい表情を浮かべる。

「エリボル様は中止と仰おつしやった。本来ならば王都グロムハイムも押さえたいところだったが、あそこは王都なだけあって王国側も煩い上に白はく鯨げいの血長耳が牛耳っているからな」

【白鯨の血長耳】という言葉に、恨みのこもった声でレネが話し出す。

「あいつらね……塔とう烈れつ都市セナアプアに本拠を構えているベファリッツ大だい帝てい国こくの生き残り、元特とく殊しゆ部隊や元軍人共の集まり、糞くそエルフ集団。白鯨の血長耳」

「そうだ。そいつらが協定を破らずにいてくれたら、話は違ちがっていたのだが……」

　ベックは傷がある唇を指で弄いじりながら、レネと総長に同意するように話に加わった。

「血長耳は確かに強い……俺が仕事していたヘカトレイルの裏社会でも幅を利きかせているのが血長耳だ。あいつらは裏の戦争請負人として各国の闇紛争に駆り出されるぐらいに優秀と聞く。戦争の裏実働部隊とも噂されているぐらいだからな？　ヘカトレイルじゃ他にも月の残骸や宵闇の鈴すずといった勢力が存在するが、血長耳に圧あつ倒とうされているのが現状だ。そして、エルフの癖に人族のオセベリア王国の機関【白の九大騎士ホワイトナイン】とべったりなのが特とく徴ちようだ」

　ベックは血長耳と直にやりあったことがあるのか、真しん剣けんな顔つきで話していた。

　兎女レネは目を細め、両りよう腕うでを左右に広げるリアクションを取りながら唇を動かす。

「ベックを馬鹿にするつもりはないけど、うちはヘカトレイルの比じゃないわよ？　セナアプアでは何度も何度も、苦く汁じゆうを飲まされ続けていた。妹がいなきゃ、わたしは死んでいたし……血長耳の盟主である、あの女エルフは〝化物〟よ。それに比べて、その月の残骸とか？　宵闇の鈴なんて、こっちじゃ話も聞いたことがない。小こ粒つぶすぎるわね。白鯨の血長耳に比べたら赤子同然よ」

　ビル総長はレネの言葉に深く静かに一回頷くと、目付きを鋭くした。

「……まぁ、幸いにも、その裏切りの血長耳だが、我らが本拠がある迷宮都市ペルネーテには進出していない。それはエリボル様が海軍大臣、ペルネーテの行政長官、ホワイトナイン、等のオセベリア王国の貴族、大貴族たちとコネクションを持っているからだろう。さっきも言ってたように血長耳はオセベリア王国と繋つながっているという噂があるからな。ま、今は血長耳のことは置いておいて、他の闇ギルドの襲しゆう撃げきに備えるべきだろう」

　皆を納得させるように凄すごみを増した声で話した総長の言葉に、皆、決意した表情を見せる。

「えぇ、そうね」

「分かった」

「あぁ」

「了解」

　片耳のビル総長は皆の言葉に頷いてから、眼帯男セーヴァへ顔を向ける。

「それから何度も話したように、セーヴァには単独でホルカーバムに向かってもらうことになる。無事にフィラ・エリザードの暗殺が成功したら、オゼやジェーンの真相も追ってくれ。多少なら現地の盗賊ギルドと揉めても構わない。ま、副長のお前のことだ。信しん頼らいしている。始末屋としての腕を久々に見せて貰おう」

「はい。お任せを」

　ビル総長は続けた。

「それじゃ、皆、解ったな？　時間は幾いくら掛かかってもかまわん。我ら【梟の牙】はエリボル様の牙だ。エリボル様の為ために動く。――各自に栄光あれ！　〝我らは腹の空すかせた梟〟、〝殺れることを殺れ〟」

「「〝腹を空かせば、梟が飛ぶ〟」」

　幹部全員、ビルの言葉に合わせ暗号のような言葉を言い合い部屋から出ていく。







　俺はサデュラの森を探す為、十日、ひたすら木々を伝い東へ向かっていた。

　大商会との会合の日までは後、十一日。日数的に引き返す頃ころ合あいだ。

　ここでソール砦とりでに一いつ旦たん戻もどるか、と思った時。やっと〝サデュラの森〟らしき光景が目に入ってくる。本当にあった。魔ま境きようの大森林とはまったく異なる地形だ。

　森林から切り離されているといってもいいだろう。ここの周りにだけ樹木がない。

　野原が広がって、その野原の上を透明な膜まくがドームバリアのように覆おおっていた。

　完全に大森林から逸いつ脱だつしている。特殊なところだと分かる。

　中心にポツンと盛り上がった丘おかの地形上に一際大きい樹木が聳そびえ立っていた。

　丘だ。なだらかな坂下にある窪くぼみには小さな泉もある。

　周囲には埃とは違う銀粉のようなキラキラとした粒りゆう子しが宙を舞っていて神々しかった。

　だが、この透明な壁は入れるのかな？　おそるおそる、触れてみる。

　透明な膜へ――指を伸ばす。お？　すんなり指が抜ぬけた。通れた。

　透明な膜に指から腕を通して、スルリと、体の全部を侵入させる。

　結局、黒猫ロロも俺の肩かたに乗りながら無事に通とおり抜けることができた。

　ラッキー。透明な壁は俺と黒猫ロロには効かないようだ。

「ンン、にゃにゃ」

　黒猫ロロは肩から飛び降りて、泉に走っていく。

「あっ、ロロ。俺はあの丘上にある大樹のとこいってるからな。遠いとこいくなよ～」

「にゃあ」

　俺は黒猫ロロの走る後ろ姿を見ながら、大樹がある丘上へ小走りで向かう。

　なだらかな丘を上り、大樹に近付けば近付く程ほど……それは大きい樹木と判断できた。

　この樹木【魔境の大森林】の中でも一番大きいんじゃないか？

　地面が見えない程の、巨きよ大だいな根。縦幅も大きく横への広がりも凄い。

　遠くにある本体の大樹はバオバブを軽く超こえていると思う、屋や久く杉すぎが可愛かわいく感じる。

　まさに世界樹という印象だ。巨大な根の一つ一つが小山のようだ。

　この根っこ、俺の身長を超えている……栗皮色の大きい根を掻かい潜くぐり、大樹の幹がある場所へ歩いていく。お？　急に魔素の気配が増えた？

「だれだ――何奴だ？」

　そんな嗄かれ声が響く。大樹の幹下からふらっと浮うくように、白はく皙せきの顔色をした長い顎あご髭ひげを生やす老人が現れた。耳が長いから老齢なエルフか。
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　手には長い木杖を持ち、白い貫頭衣を羽織っている。

　この老エルフの周りを子こ精せい霊れいのデボンチッチたちが踊りながら飛んでいた。

「仙人エルフ？」

　そう呟きながら、老齢なエルフに近付いていく。

「お主は、この聖域に入れたのか……」

　仙人じいさんはそんなことを口にしたが……聖域？　ここはそう呼ばれているのか？

「聖域ですか？　ここは〝サデュラの森〟では？」

「そうだ」

「やはりここが！　その透明な壁のような膜は通り抜けました」

「おぉぉ、やはり通り抜けたか。わしがここを守るようになってから〝初めて〟だ。しかも、エルフではなく人族とは……」

　老エルフは灰色の目を大きくさせて驚おどろいている。

「初めて？」

「そうだ。大だい破は壊かいの後、この地は神々の結界がある。ここはお主のいう通り。聖なる地〝サデュラの森〟である。お主は結界が誕生してから、初めての訪問者となる」

　俺が初めて……光栄に感じる。やはり、あの透明な膜が結界か。

「恐縮です。それであなたは？」

「わしは罪深き古代エルフの生き残り。植物の神サデュラと大地の神ガイアに罰ばつせられてこの地の守護者となった罪エルフだ。この神々が祝福した地を延々と守るように厳命されている。ホレッ――」

　急に老エルフは白の貫頭衣を下から捲って体を見せる。

　そんな趣味はねぇぇ。何やってんだ、このエロじじぃ――。

　ぬおっ、え!?　うは、心臓がない。胸に巨大な穴が空いている。

　それどころか、下半身が松の樹木で片足がない。あそこが、翠みどりの葉。

「そ、その体は。しかも、心臓がない？」

「うむ。植物神サデュラと大地神ガイアに延命処置を施された〝罰せられた結果〟だ」

「神がそんなことを？」

「そうだ。わしは罪エルフ。かのベファリッツ大帝国の生き残り。この大森林に大破壊という災いを齎もたらし、この世界に小さき傷を発生させてしまった。わしは、魔ま界かいを隣接させてしまった罪深きエルフの首しゆ謀ぼう者しやであるのだ……」

　老エルフは目を細めながら自分の過去を話し、貫頭衣を元に戻した。

　なるほど、神様も結構、エゲツナイことをするね。だけど、そんな話は俺には関係ない。

　枯れたホルカーの大樹を復活させるために、この葉っぱを貰わないと。

「……そうでしたか。俺は、この大樹に生える葉っぱが欲しくて、ここに来たのですが、一枚、頂いても宜よろしいですか？」

「自由に持っていくがよい」

　おぉ、あっさり。でも、仙人爺じいさん的にいいんだろうか？

「本当にいいのですか？」

　門番と対決とかよくあるけど。

「あぁ、そもそも、この聖域に入れる者は神が認めた証しよう拠こ。植物の神サデュラと大地の神ガイアが認めないと〝結界〟が弾はじく。だから構わんよ。一枚とはいわずに何枚でも大樹から葉を持っていくがいい。神が認めた男よ」

　へぇ、それじゃ、お言葉に甘あまえて……。

「分かりました。では――」

　素す直なおにありがとうの思いを乗せて仙人爺さんへ頭を下げる。

　大樹に足を向けた。大樹は幹が太く横に生える枝も多い。魔察眼で見ると、サデュラの大樹の太い幹から魔ま力りよくの光が溢れ出て漏もれていた。子精霊の数は多い。

　デボンチッチの歌声が響く、響く……踊おどる子精霊を手で退どかしてから長い枝から生える緑あお々あおと元気一いつ杯ぱいに広がる大きい葉っぱを幾つか選択してからもぎ取った。

　取り出した葉っぱからも魔力が間欠泉のように溢れ出る。太陽のように光を放っていた。

　眩まぶしい魔力の光を放つ葉っぱを十枚程度取り、アイテムボックスの中へ入れた。

　これでやっと、ホルカーの大樹を復活する品が揃ったことになる。

　最後にあの仙人爺さんに挨あい拶さつして、ここを出るか。

「……無事に取りました。俺は帰ります」

「そうか。去らばだ」

　抑揚がないあっさりした口調。俺はその場で老エルフへ軽く頭を下げた。

　踵きびすを返し走るように丘を下っていく。

　黒猫ロロは岸から泉へ向けて鼻口を付着させるように水を飲んでいた。

「ロロ、帰るぞ――」

「にゃ」

　鼻を濡らした黒猫ロロは紅い瞳を輝かがやかせながら、走ってくる。

　俺たちは泉から離はなれ野原を駆けて円外の透明な膜まく壁へきに到とう達たつ。

　結界の膜壁に手を伸ばし全身を通す。その結界をすり抜けてから聖域と呼ばれていた〝サデュラの森〟を出ることができた。さて、急いで二十四面体トラペゾヘドロンを使い、ホルカーバムに帰りたいとこだが……。

　まだソール砦で受けた依い頼らいが残っているから、帰き還かんはしない。

　そして、グリズベルの討とう伐ばつ証しよう拠こはある。

　残っているのはレッサーデーモン十匹ぴきとレグモグ五匹の依頼だ。

　標的を探しながらソール砦に戻もどるとしよう。ソール砦があった位置から推察すると……。

　今、俺が居るサデュラの森が存在する大森林の位置は南東。

　東の方向にはまだまだ大森林が続いている。あの先には一体何があるんだろう。

　石の遺い跡せきらしきモノが見えているが……。

　南の方向はマハハイム山脈にぶつかるはずだ。さて、冒険心がくすぐられるが……。

　来た道を戻るとするか……北西を目指しながら討伐依頼をこなすとしよう。

　背せ丈たけの高い樹木へ〈鎖くさり〉を撃うち込んだ――木々を伝うように移動を開始。

　移動を続けて……間もなく魔素の反応を感じた。早さつ速そく、地に降りて木こ陰かげから確認。

　肩に三みつ又またの槍やりを担ぐレッサーデーモンの群れが歩いていた。

　一匹、二匹、三匹……十匹か。良し。ちょうどいい、あいつらを急きゆう襲しゆうしよう。

「ロロ、殺るぞ。背後から急襲を頼む。俺は側面からいく」

「ン、にゃ」

『――閣下、わたしも貢献したいです』

　水みず飛沫しぶきを足元から出す演出を披露しながら、視界に登場する常とこ闇やみの水精霊ヘルメ。

『今回は大丈夫だ。また次回』

『そ、そうですか……』

　ヘルメは元気のない姿で視界から消えた。

〝ごめんな〟と念じながら、俺は行動に移す。

　スキルだから無む詠えい唱しようで放てる〈光条の鎖槍シヤインチエーンランス〉を発動。

　人の腕うでの大きさぐらいの光槍が目の前で発生。

　その光槍は宙を裂さくような光条の線となって、狙ねらった箇か所しよへ飛ひ翔しよう。

　――ついでだ。もう一度〈光条の鎖槍シヤインチエーンランス〉を意識。

　スキルを連発できるか試ためす。

〈光条の鎖槍シヤインチエーンランス〉を連続で発動だ！

　宙を一つ、二つ、三つ、四つ、五つと、連続で光槍が飛翔する。

　レッサーデーモンの頭や胴どう体たいを貫つらぬいていった。

　貫かん通つうした光槍は虚こ空くうのかなたへと消える。だが、レッサーデーモンの体に突つき刺ささった光槍は違う。その光槍は後方部が分ぶん裂れつした。光を帯びた網へと変化していく。

　その光る網はレッサーデーモンの体を瞬しゆん時じに覆った。光る網目に覆われたレッサーデーモンの体は一気に網目状に切断された。

　四体のレッサーデーモンはバラバラの肉にく片へんと化す。対闇属性には極きわめて有効。

　だが、〈光条の鎖槍シヤインチエーンランス〉の連射は五回目までか。

　しかも最後に放った光槍は、狙った位置から少し外れた。

　連発すると多少のズレが発生するようだ。しかし、ズレたのは僅わずか。レッサーデーモンの頭部と胴体は孔あなが空いて周りに光網の傷を作ったことには変わらない。穿うがつ吶とつ喊かん力りよくも単発の場合とそう変わらない。ただ、一体のレッサーデーモンはバラバラに切り刻まれず光網に捕らわれた状態で死んでいる。

　属性の弱点や喰くらった相手の光属性の抵てい抗こう値ちにも個性があるようだ。

　だから、弱点を突いたとしても必ずクリティカルな攻こう撃げきになるとは限らないんだろう。

　と、認にん識しきしたところで残りのレッサーたちの背後から黒くろ豹ひようの姿をしたロロディーヌが颯さつ爽そうと登場するところが見えた。触しよく手しゆ骨ほね剣けんを前から左右に小刻みに伸ばし、レッサーデーモンたちを牽けん制せいしている。ロロディーヌはその牽制しているレッサーデーモンの攻撃するスタイルを観察しているのか、次し第だいにレッサーデーモンの攻撃のタイミングを測ったように後あと脚あしと前足を動かし始めていた。そして、四し肢しにタイミング良く力を入れて左右へ素す早ばやく移動を繰くり返かえすステップで、レッサーデーモンの繰り出す三又の突槍の攻撃を絶ぜつ妙みようなタイミングで器用に避さけていく。美しさのある黒豹機動を魅みせる中、さらに魅せた。

　前進しながら、両前足の鋭するどい爪つめをレッサーデーモンの足に衝しよう突とつさせ、その足を斬きる。

　さらに木々の幹を蹴けり上がり、三角跳びの要領で跳はねる――。

　宙に弧こを描えがくしなやかな黒毛の胴体を見せたままレッサーデーモンへ体を衝突させる勢いで襲い掛かり、見事に首に喰らい付く黒豹ロロディーヌ。

　その喉元を鋭い牙きばで引き裂き血ち飛沫しぶきを浴びたロロディーヌ。

　着地際も、隙すきがなく体たい躯くを伸ばしつつ前方を駆けていく。

　――凄い。格闘能力がそれなりに高いレッサーデーモンを動きだけで圧倒――。

　さらに首元から伸ばした触手を地面に突き刺しては収しゆう斂れんさせ、前進せず後脚の力を使い後退するというフェイントのような動きも見せた。

　そのフェイントを生かすように、他のレッサーデーモンの首へと飛び掛かり、またもや喉笛を噛み切ってから、素早く距きよ離りの離れたレッサーデーモンの足へと触手骨剣を伸ばし絡ませる。そして、絡ませたレッサーデーモンを引っ張るように宙へと持ち上げた。

　その触手で持ち上げたレッサーデーモンを、他のレッサーデーモンへ投げつけて、衝突させる。見事に衝突した二体のレッサーデーモン。

　互いに持っていた三又の槍が体に突き刺さっていた。その二匹のレッサーデーモンは苦く悶もんの表情を浮かべて草花の上を転がっていく――。

　だが、そこに、ロロディーヌへと迫せまった三又の槍が見えた。三又の槍が投とう擲てきされていた。俺は急ぎ〈鎖〉でフォローしようとした。

　しかし、ロロディーヌは「――ガルルルゥ」と、必要ないといった獣けもの声ごえでアピールしてきた。その直後、その力強い声を発したロロディーヌは、自らの意思を示すように、その場で華麗な宙返りを魅せた。後脚が煌きらめく。そう、後脚の爪が伸びていた。

　その後脚を伸ばした宙返りは、オーバーヘッドキックにも見える。そうして、身に迫った三又の槍を後脚の爪で見事に跳ね返していた。凄い、器用な黒豹ロロディーヌ。

　そして、〈投擲〉攻撃した三又の槍が、まさか自分たちに跳ね返るとは考えていなかった二対のレッサーデーモンたち。体勢を大きく崩くずす。そこに、狙い澄ましたかのような直進した触手骨剣が二つの羊に似た頭部を捉とらえ穿うがった。

　結局、俺はスキル〈光条の鎖槍シヤインチエーンランス〉を使っただけ。

　残ったレッサーデーモンたちは黒豹ロロが倒たおしてくれた。俺は回収係だな。

　古竜の短たん剣けんでレッサーデーモンの頭に生えた角の根本をほじくり出だす。

　素材の角を回収しながら〈光条の鎖槍シヤインチエーンランス〉のスキルについて考えていった。光槍スキルの連続使用は五回のみ。連続使用の最後だけ、若干、追つい尾び性能が落ちていた。

　連発後は再度使用可能までクールタイムがある。

　だが、めちゃくちゃ使える。爆ばく発はつはしないから多大な戦果は期待できない。

　が、個人や少人数相手なら圧あつ倒とう的てきな速度と威い力りよくだ。

　魔力の減りもスキルだから魔ま法ほうほどは消費しない。

　お？　やっと、使えるようになった。

　クールタイムは二十秒～三十秒ちょいぐらいか？

　使えば使うほど、クールタイムをなくせるタイプだったら良いんだけど。

　詠唱が必要な魔法系よりは使えるか。いや、俺の場合は違うか。この間、覚えた恒こう久きゆうスキル〈水の即仗〉のお陰かげで〝水の属性魔法〟は無詠唱で発動できる。

　水系のみだが、言語と紋もん章しよう魔法は、今後強力な武器となるだろう。

　古代魔法もまだまだ試作段階だが、戦略兵器級の活かつ躍やくも予想できる。

　どちらにせよ、飛び道具の種類が増えたのは良いことだ。

〈投擲〉、〈鎖〉、〈光条の鎖槍シヤインチエーンランス〉。

　これだけあれば色々と細かな場面で対処できる。

　集団戦で瞬時に三つ同時に使えば、かなり凶きよう悪あくな手段だ。

　そんな考えごとをしながら、レッサーデーモンの死体から角のほじくりを終えた。

　袋に纏めた素材をアイテムボックスの中へ入れていく。

　最後の依頼は鼠ねずみ型がたのレグモグという名前のモンスターだけだ。

「ロロ、行くぞ」

「にゃ」

　黒猫の姿に戻っていたロロディーヌ。

　子こ猫ねこ姿すがたの可愛いロロディーヌを頭ず巾きんの中へ回収してから背丈の高い樹木へ〈鎖〉を射出。

　手首の〈鎖の因子〉のマークへと一気に収斂する反動で体を移動する。

　いつものように幹に着地。素早く片足でその幹を蹴る――。

　視界には違う樹木が映る。さぁて、レグモグ探しの移動を開始だ。

　一応、ソール砦がある北西の方角へ向かうとしようか。







第七十六章「鼠と猿退治と謎の二人組」







　暫しばらく、魔境の大森林の木々を伝いながら移動を続けた。

　レッサーデーモンとグリズベルばかりだ。こいつらは無視してターザンのように移動を繰り返す。数時間後――魔素を感じると、やっとお目当てのモンスターを発見した。

　レグモグ鼠男ネズミ人間だ……大樹の枝上から様子を窺うかがう。

　もしかして、遭そう遇ぐう確率は低いのか？　レアなのか？　依頼の文にはそんなことは書いてなかったから、たまたまか。そのレグモグの数は五匹。

　彼かれらの足元には苔こけを覆い尽くすように子鼠の群れが蠢うごめいている。

　子鼠たちの上に細足を乗せては、その子鼠をスキー板のように利用しながら地上をスイスイと滑すべるように移動を繰り返していた。面おも白しろい。

　動きを止めて帽ぼう子しをかぶったような毛並みの頭部を左右へ動かして、きょろきょろと見回している。その際にレグモグの顔を凝ぎよう視しした。

　反り上がった赤細い目。だが、目め尻じりがだらりと下がっている。

　テング猿のような赤鼻を持つ。鼻の下は長細い髭ひげ。

　口からは「ネズミ男」のような鋭い前歯が飛び出ていた。

「……あの鼠を狩かるぞ、俺おれが先に、背後から仕掛けるからロロは遊撃な？」

「にゃお、にゃ」

　黒猫ロロは『了りよう解かいにゃ』と言うように鳴くと枝から跳ちよう躍やくした。

　尻尾しつぽを細枝に巻き付けて、小さい身体をくるっと回転させながら鼠軍団の後方へ舞い降りていく。可愛い動作。俺は大樹に手をかけて、前方のレグモグたちの様子を窺った。

　灌かん木ぼくを磨すり潰つぶす勢いで蠢く小さい鼠たち……あの小さい鼠が感覚を共有した索さく敵てきの要員で斥せつ候こうの役割とかあったら嫌いやだな……ま、考えすぎか。すると、『閣下？』と、小さい姿のヘルメが視界に登場。

『ヘルメも殺りたいのか？』

『はい』

『分かった、出ろ』

　左目に宿る精霊ヘルメ。左目からスパイラルしながら飛び出す。一いつ瞬しゆんで女によ体たい化かしたヘルメは片かた膝ひざを枝上にあてながら出現。

「ヘルメもロロと同じように自由に遊撃で」

「畏かしこまりました」

　ヘルメはすぐに身体をにゅるりと液体化させると、水飛沫を周りに飛ばす勢いでスパイラル回転しながら地面へと降下していく。

　俺は心ここ地ちよい水飛沫を顔に感じながら外がい套とうを広げた。右みぎ腕うでを真横へ伸のばし魔ま槍そう杖づえを召しよう喚かん。

　その際、魔槍杖の先せん端たんの紅べに矛ほこが太枝と衝突し、枝が焦げた。

　が、気にせずに〈隠身ハイド〉を使用。

　そのまま、神秘たる腐ふ海かいへ潜もぐるように枝上から一歩踏ふみ出す。

〈導想魔ま手しゆ〉を発動――宙に魔力の手の足場を作りながら湿った空気が満ちる地面に降り立った。前傾姿勢で子鼠率いるレグモグたちの後方から近付いていく。

　そして、小さい鼠たちがいる範はん囲いに足を踏み入いれた瞬しゆん間かん。

　前方にいたレグモグたちが警鐘を鳴らすように騒さわぎ立て、一いつ斉せいに俺の方を振ふり返ってきた――うはっ、〈隠身ハイド〉が看破された、鼠たちが気付いている。

　思った通りだった。子鼠と感覚を共有していたらしい。嫌な予想が的中、子鼠が索敵要員の代わりとはな。鼠モンスターことレグモグたちは「ぎゃぎゃー」と叫さけんでは赤目を光らせて黒い光沢が輝く爪が生えた指で、俺を指す。

　すると、命令を受けたのか地面を這はう小さい鼠集団が異常な速度で地を這いずり足元へ迫ってきた――こなくそっ！　魔槍杖を振り下げるように払はらい、近付く鼠たちを紅べに斧おの刃ばで燃やすように打ち払っていく。

　だが、小さい上に数が多い。鎖か光槍を試そうかと迷っていた時――。

「閣下ッ」

　ヘルメの声が耳じ朶だを叩たたくと同時に俺はバックステップで距離を取った。

　俺がいた一帯の地面から闇色の靄もやと共に魔ま法ほう陣じんが浮かび上がる。その魔法陣はフッと消えると、地面から竹が急激に生えたように、闇色の杭くい刃ばが無数に地面から伸びた。

　小さい鼠集団は闇の杭刃に貫かれ宙に持ち上がり串くし刺ざしにされる。小さい鼠の集団は悲鳴に近い声を出しては逃にげるように距離を取った。

「ありがと、ヘルメ」

「ハイッ、閣下の前で差し出がましいですが、反応して、動いてしまいました」

　一匹残っていた子鼠を踏み潰しながら、

「――気にしないでいい。残りの鼠共を屠ほふってこい」

「ハッ――」

　ヘルメは足もとから水飛沫を発生させて飛ぶように高く跳躍。

　宙で身を捻ひねりながら左右へ伸びた両手には闇と氷の靄を漂ただよわせていた。

　彼かの女じよは逆さまになりながらも笑えみを浮かべて、左右の闇と氷の掌てのひらから魔法を撃ち放つ。

　レグモグたちの頭部に闇色の雲が出現した直後、鋭い氷ひよう礫れきがその闇やみ雲くもごと頭部を貫く。

　魔法を放ち華麗に着地したヘルメは接近戦に切きり替かえた。

　混乱したレグモグへ速やかに近付きながら氷剣を袈け裟さ斬ぎりに振るい落とす。

　肩かた口ぐちから胸にかけてぱっくりと斬り捨てた。迸ほとばしった血がシャワーのように噴き出しては、ヘルメの身体から放出が続く水飛沫と衝突する。

　視界を失ったレグモグたちはヘルメの踊るような氷ひよう刃じん剣けん術じゆつによってざっくりと斬られて無残にも倒れていく。魔法の攻撃を受けずに最後まで残っていたレグモグには、黒豹姿のロロディーヌが襲おそい掛かっていた。その動きは追い込み猟の如く。

　レグモグの足へ触手骨剣を突き刺し動きを止めてから飛び掛かり、押おし倒しながら首を噛かみ切る。「ガルルゥッ」と唸る獣声を出しながら喉のどを食べるように殺していた。

　レグモグはモンスターだが、少し可哀想に見えるから不思議だ。

　俺が殺した方が良かっただろうと思わせるぐらいに……南な無む。

　すべてのレグモグが倒れると子鼠たちは親を失った悲しみからかキーキー鳴き声を立て地中に潜り、影の中へ悲壮な声と共に消えていった。

　さて回収しようか。こいつらの回収の品は爪……死し骸がいに近寄ると、ぷ～んとした臭においが鼻をつく。異臭が漂う臭いネズミ男の腕から手の指を見ていく。

　特異な形と言える汚い三本指の先には黒い巨きよ爪つめが伸びていた。汚く歪いびつだが、こぶりで何処どことなく可愛い三本指だ。そんな感想を抱いだきながら……爪を古こ竜りゆうの短剣で剥がしていく。

　肉の買い取りも書いてあったけど、どこの部分なんだろ……。

　黒猫ロロが食っていた喉の部分とかかな？

　分からないから諦あきらめる。依頼の三匹分、それに二匹分を余計に回収。

「ヘルメ、死んでいるレグモグから血を回収してきて」

　臭いけど血は血だ。

「畏かしこまりました」

　指示を受けたヘルメは液体となると、レグモグの死骸に覆いかぶさった。

　その瞬間、死骸の表面から色いろ艶つやが消失。

　血や水分が一気に失われ、みるみるうちに乾かん燥そうしていく。

　眼がん窩かに残るのは萎しぼんだ眼球のみ。薄うすく残った顔の皮には樹皮の表面のように亀き裂れつが入り、カサカサの皺しわだらけの死に顔となった。血を吸い取ったヘルメは瞬時に目の前で女体化。耳元が少し可愛らしく変形した。あの辺りは服装と同じく自由に弄れるようだ。

「――完かん了りようしました。血を移しますか？」

　そう聞いてくるヘルメの姿は本当に美しい。レグモグのまだ残っていた生命力を吸ったお陰か、常闇の水精霊ヘルメの本質を表すような闇と水と血と魔力が合わさったコントラストを感じさせるオーラ魔力を全身に纏わせていた。

「今は急ぐ。目に戻ってから血を少し放出してくれればいい」

「はい」

　瞬時に液体となったヘルメは放物線を宙に描いて俺の左の目の中へと飛び込んでくる。

　目の奥おくにじわっと血が染み渡る感覚があった。前にも体感したが不思議だ。

『まだ血は貯まっておりますから、いつでも仰ってください』

　あれ？　視界に映る小さい姿のヘルメは、何故なぜか注射器を片手に持っている姿だ。

　今さっき見せていた精霊然とした姿じゃない。

『その姿はなんだ？』

『閣下の望む姿が投とう影えいされているだけです』

　む、そういえば、俺、看護師さんが好きだ。

『それで、血は一体どれほど貯め込むことができる？』

『分かりません。沢たく山さんとしか』

　曖昧だが、しょうがないか。精霊だし。

　ヘルメはニコニコと笑みを浮かべながら注射器をフリフリと可愛らしく振り回まわしている。

　おっぱいさんの揺ゆれ具合もいいけど、視界を埋めるようなドアップはさすがに目障りだ。

『分かった。もう視界から消えていいぞ』

『はい……』

　看護師さん衣装が似合うヘルメさんは残念そうな表情を浮かべて消えていく。さて、

「ロロ、ソール砦で依頼を完了させる。戻るぞ」

　黒猫ロロは地面に転がるレグモグの死骸から血を舐なめていた。

「ンン、にゃ」

　黒猫ロロは耳をぴくぴくと動かしてから、俺の声に反応。

　血を舐めるのを止めて喉声を発しながら走って戻ってくる。

　そのまま肩に飛び乗り頭巾へ潜り丸まった。んじゃ出発だ。

　いつものように左手首の〈鎖の因子〉マークから〈鎖〉を射出。

　手首から伸びた〈鎖〉は背丈の高い樹木に突き刺さる。

　すぐさまその伸びた〈鎖〉を左手首の〈鎖の因子〉のマークの中へと引き込みながら「ターザン」のように移動を開始した。〈導想魔手〉も使いながら樹木を伝い高速移動していく。北西方角へ一直線だ。モンスターは倒さず進む予定。

　サデュラの森に到とう着ちやくした時よりは速く戻れるはず。

　神が棲すむような魔境の大森林よ。頼たのむぞ――と、心の中で旅の無事を祈いのる。

　移動して三日ほど経った時。魔ま素そが集団で反応。興味を覚えた。

　移動を取り止め大樹の枝上に着地。そこから下を覗のぞいて見た。

　それは赤茶猿の魔族が率いる軍団規模の魔族集団だった。

　すげぇ数……魔族の兵が蟻ありの行列のように続いている。

　こんな軍勢と十字軍含ふくめ冒ぼう険けん者しやたちは戦っているのか……。

　まぁ今の俺には関係ない。移動を再開だ。暫く大樹の上を高速移動し続けた。

　数度、地上の魔族軍団から探知を受けたが、俺は高速移動中だから逃げることができた。

　まぁ、樹木には魔族を捕食する樹木生命体トレント族も存在しているからな。

　そんな時――何時いつもの軍団の中に一際大きい魔素の反応があった。

　また枝に膝ひざから着地――反応を示す魔族は遠いところにいるから魔力を目に留める。

　視線だけで射殺せるぐらいに集中……魔力を豊富に持つ魔族を凝視した。

　その魔族の頭には左右からヘラジカのような大角が生えていた。

　顔はのっぺらぼう？　ん、いや、微び妙みように違うか。不思議なマークを額に刻んでいた。

　口が裂けて上半身は縦に長く骨が厚い人型。手長鬼のように長い腕が四本。

　下半身には馬や鹿のような長い脚あしが六つもあった。

　グリズベルに近い亜あ種しゆか？　何千という魔族が犇ひしめく中でボスのように君臨している。

　凄く強そうだ。あんなボスのような存在が居るからアーカムネリス聖王国や宗教国家ヘスリファートの討とう伐ばつ十字軍が全ぜん滅めつしたんだな。

　しかし、壮観たる魔族の大軍だが……この大森林の中では小さく感じるから不思議。

　さて……高みの見物はここまでにして移動を再開だ。

　ボス級の魔族とは戦いたくないし、魔族集団は徹底して無視――。

　ひたすら背丈の高い樹木を伝って目的のソール砦を目指した。




　五日後――いつものように大量に魔素の反応を感じる。

　今回は少し違ちがった。その魔素の数が減っている？

「にゃ」

「起きたか？」

　外套の内側から外に出ている頭巾の中で休んでいた黒猫ロロの声が響ひびく。

「ロロは寝ねていていいぞ」

「にゃ～」

『閣下、気になりますね』

『あぁ』

　ヘルメに同意しながら枝を伝う。一つの大きな太い枝を発見――。

　その太い枝に〈導想魔手〉の魔力の腕でぶら下がりなら下降した。

〈隠身ハイド〉を使用しながら観察をしようか。

　そこでは二人組の人族と似た者たちが魔族の集団を屠っているところだった。

　魔族は霧のような体を持ち、魔族特有の鋼はがね鎧よろいと外套を羽織っている。

　装備は魔力が宿っているので高級品だろう。

　しかし、身体が透けている霧とは……幽霊？

　体の内部には骨や血管のような青白いモノを覗かせている。とにかく異質な魔族集団だ。

　その異質な魔族集団に向けて人族の一人が腕を砂のように変化させると、その砂を弾丸めいたモノに変化させ射出していく。

　魔族の鎧を着た部分は砂の弾丸を弾いているが、砂を喰らった霧の体は動きが鈍くなっていた。対決しているのは人族だと思ったが違うのかな。すると、今度は盗とう賊ぞくめいた姿の相方が全身から魔力を纏まとった砂を放出しながら、

「砂神セプトーンよ、荒ぶる意思を示せ、双そう蛇じや神しんジェシアルバを……」

　呪じゆ文もんを紡ぐ。

「砂神セプトーンよ、荒ぶる意思を示せ、双蛇神ジェシスクグスを……」

　続いて同じように盗賊姿の相方と思おぼしき金きん髪ぱつの整った顔を持つ男が、全身から魔力砂を放出しながら似たような呪文を紡ぐ。

　その呪文の質から高度なモノだと推測。聞いたことのない言語だが理解はできる。

『閣下、魔力の質はかなり高いです。感覚から烈級から王級と判断しました』

　ヘルメが感心しながら教えてくれた。

　その高度な魔法を紡ぐ盗賊めいた者が放った魔力砂は大蛇のようなモノに変質。

　その砂でできた大蛇たちは荒ぶる意思が宿っているかのように、霧状の魔族たちを一ひと呑のみにした。凄すごい奴やつらだ……無名の冒険者か？　いや、魔族同士の内輪揉めか？

　そんな疑問を持つと、

「ん、そこに隠かくれているのはだれだ！」

　と、声が共通語と聞いたことのない言語で響く。俺たちのことだ。

〈隠身ハイド〉を看破された。こりゃ関わっちゃいけない奴らだ。

　逃げとこう――。

　当たり前だが、戦っていた者たちは消耗していただろうし、俺の高速機動についてこられるわけもなく。無事に逃げることができた。

　そんな調子で二日間――休きゆう憩けいを交えながらひたすら魔境の大森林を北西へ進む。

　すると、掌しよう握あく察さつにいつもと違う反応があった。この大きさと動きからして人族？

　さっきとは違う質だ。集団同士入り乱れている。魔族の魔素も多数ある。

　大規模な戦いだろうと想像できた。人族がいるということは、そろそろ砦とりでが近いかな。

　魔素の数が多い。念のため確かく認にんしようか。反応があった場所へ急ぐ――。

　木々を抜けた場所が見えてきた。やはり争いの最中だった。

　攻こう撃げき魔ま法ほうの灯あかりが宙を飛び交い、暗い森林の中をあかあかと灯ともす。

　茂った葉の間から針のような光が幾いくつも漏れていた。

　そういえば、初めてソール砦に来たときも激戦中だった。

　魔族の数が多い。冒険者たちは劣れつ勢せいか。

　魔族たちはレッサーデーモン、グリズベル、レグモグといったモンスターが大半。

　指揮官らしき存在も居た。腕から火か炎えん魔法を放っている赤毛猿のマッカーヤ。

　強い魔族は彼だけか。俺が旅をしてきた最中に見た強大な魔素を放出していた、あの、のっぺらぼう的な頭部と巨大ヘラジカ角を持つボス魔族はここには居ない。勿もち論ろん、霧状の体を持つ魔族も、その魔族をあっさりと屠った謎の二人組も居ない。

　おっ、冒険者側には見知った顔が居た。近くには色黒のマッチョな大剣持ちの男も居る。

　マッチョ男は前線へ飛び出して段びらの大剣を縦横無尽に振り回す。

　角張った肩かたを振るい大剣をスムーズに振り下おろしている。まさに怪力無む双そう。

　魔闘術を扱あつかう技術も高い。足裏に何かの加護を得ているように魔力が漂っている。

　凄まじい腕前と分かる。戦場で一人異彩を放っていた。

　活躍している色黒戦士の背後には痩やせた体格の魔法使いも居る。

　マッチョ戦士と同じように姫ひめの側に居た、姫の補佐か参謀のような魔法使い。

　その痩そう躯くな魔法使いが詠唱の言葉を結ぶ。風の魔法を発動していた。

　風魔法は、ブーメランの形をした燕つばめが飛ぶような空気の刃となると素早く飛翔。

　魔察眼だとただの光刃だが。活躍している色黒戦士に反はん撃げきしようと突とつ進しんした軽騎兵のグリズベルや三又の槍を〈投擲〉しようしていたレッサーデーモンたちを、その風魔法の刃が切り刻んでいく。飛び出している色黒戦士の援護射撃か。ということは……。

　キョロキョロと視線を巡らせる――居た。戦せん姫きと呼ばれていた女性。

　名前はシュアネ。桃もも色いろ髪がみの縦ロール、銀マントに銀ぎん鎖くさり帷子かたびらと銀プレート。

　左右の手に握られた二本の長ちよう剣けんを扱うのが上手い。

　薙なぎ払いから袈裟斬りでレッサーデーモンを屠り、今度は違うレッサーデーモンを下から上へと掬すくうようなカチ上げ斬りで宙へ浮かせては、長剣を横に一閃。レッサーの身体を空中で十文字のように分裂させる。引き裂くように倒していた。

　コワッ、挽ひき肉にするような殺し方だな……ま、人のことは言えないけど。

　もうすぐ砦だから俺も彼らの活動を手伝うか。あの姫ひめ様さまたちの周りは大だい丈じよう夫ぶと判断して、被害が大きいところ……背丈の高い樹木から生える高枝の俯ふ瞰かん位置から戦場を見回していく。冒険者側が押されている場所を探す。あった。やはり指揮官の赤猿か。

　また、赤猿の火炎魔法により一人燃やされた。

　冒険者たちがあの魔族一人に苦戦を強いられている。

　左手から蛇のような火炎魔法が放たれて冒険者たちを火ひ炙あぶりだ。

　さらに魔ま脚きやくと見られる素早い身のこなしで冒険者たちに間合いを掴ませない動き。

　右手に持った長剣も扱いが上手うまい。斬り返しや突き返しによって、次々と冒険者たちを長剣で斬り伏せていた。長剣というか魔ま剣けんか。炎ほのおを纏った魔剣。

　あの赤猿魔族。武器は剣で棒じゃないが本当に斉せい天てん大たい聖せいみたいじゃん。

　結構素早い動きだ。聖都付近で戦った同じ種族のマッカーヤを倒した時を思い出す。

　最初に〈鎖〉でアイツの脚を封じたのは大正解だった。

「ロロ、戦に交ざる。ヘルメは我が慢まん」

「にゃ」

『はい』

　今回は急襲だ。脚を封じることもない。魔槍杖を右手に召喚。高枝から飛び降りる。

〈導想魔手〉を足元に展開――〈鎖〉を伸ばしつつ赤毛猿目め掛がけて空中を翔かけていく。

　瞬時に赤毛猿の頭上に移動した。そこで空中の足場となる〈導想魔手〉を消去し――慣性機動に移る。視界に映るは赤毛猿の頭部。

　左から火炎魔法を発している赤毛猿マッカーヤの頭上へ急降下――。

「きゃぁ――」

「燃えろっ、燃えろォォッ!!　ヒャッ――」

　冒険者の悲鳴。その冒険者を救う形で、紅斧刃が赤毛猿の頭を捉えた。

　叫んで嗤わらっている赤毛猿の脳天へ紅斧刃を生やしてやった。

　魔槍杖バルドークの紅べに斧おの刃ばは重力に逆らうことなく赤毛猿の頭から縦に真っ二つ。

　俺が地面に着地するのと同時に両断された肉につ塊かいから血が迸ほとばしる。指揮官を倒すと、その場の敵、味方の動きが止まった。突とつ然ぜんの闖ちん入にゆう者しやに驚おどろいたようだ。

　その僅かな間に、黒猫ロロが飛び出していく。

　黒猫ロロがむくむくっと黒豹へと姿を変化させながら跳躍。宙に浮ういた体勢から二つの触手を左右同時に伸ばしていた。

　その触手骨剣は左に居たグリズベルと右に居たレッサーデーモンの胴体へ深々と突き刺さる。そして、刺さった触手は掃そう除じ機きのコンセントを引き込むように黒豹のロロディーヌの首元に収斂された。

　当然、グリズベルとレッサーデーモンは宙に居る黒豹のロロディーヌへと一気に引き寄せられた。

　グリズベルとレッサーデーモンは黒豹のロロディーヌの目前で激しく衝突。

　其それ々ぞれが持っていた武器同士が体に刺さり合い死んでいる。

　黒豹のロロディーヌは二体同時に魔族を屠った後も隙を見せない。

　猫型らしく四肢をくねらせ着地すると、転がるように他ほかの獲え物ものに飛び掛かかっていく――。

　グリズベルに対しては、四肢から生えた爪で引っ掻くように倒しては喉笛を食い破る。

　レッサーデーモンには触手骨剣を喰らわせ、手前に引き寄せてから首元に飛とび掛かる。

　上下の顎あごから生えた鋭い牙で迎え撃つようにカウンター気味に喉元を噛み切っていた。

　斬って噛み付いて貫く。凄まじい黒くろ豹ひよう無む双そう――。

　俺も神しん獣じゆうロロディーヌに負けじと、周囲を見渡す。

　弓に矢をつがえて構えるグリズベルを発見！

　魔脚で地面を強く蹴り標的のアーチャーグリズベルへ向かう。

　魔槍杖の紅べに色いろの矛を地面に突き刺し、棒ぼう高たか跳とびをするようにジャンプ。

　柄つかの握にぎり手を離さずに標的へ両足を伸ばす――ドロップキックをグリズベルの胴体に喰らわせた。弓持ちグリズベルの胸にドロップキックの古竜グリーブの足型が刻まれると、グリズベルの胴体が後ろへひん曲がり、背骨はひしゃげて千切れて飛ぶ。

　血と臓物が付着した背骨の一部が下半身に残るが、上半身は消えていた。

　その下半身のみとなったグリズベルは当然、死んでいる。もう周りに敵はいない。

　俺は受け身をとって着地後に立ち上がりながら魔槍杖を正眼に戻し周りを窺う。

　モンスターというか魔族の数が減り、完全に流れが変わった。

　冒険者たちも奮闘している。

　一人一人が一騎当千というように、周囲は冒険者たちの怒号の行き交う戦場へ変わった。

　やがて、戦いの流れが決まったように静かになっていく。

　最後まで逃げずに粘って戦っていた一角グリズベルが屈強な冒険者に倒されると、周りにいた冒険者たちから勝かち鬨どきの声が上がった。良し。冒険者たちが勝ったようだ。

　魔族の死体が無数に散らばってる。

「ロロ、行くぞ」

「にゃ」

　黒豹の姿のロロディーヌは殺した獲物を自じ慢まんしようとしていたが……。

　俺は顎をクイッと動かして、こいッと指示を出すと、すぐに触手を収斂。

　獲物を放置して、姿を小さい黒猫の姿に戻もどすと肩の上に跳んできた。

「いいこだ」

「にゃ」

　砦へ戻ろう。勝鬨をあげて喜んでいる冒険者たちに背を向けて去ろうとした。

「待ってくださいっ」

　ん？　冒険者たちから少し離はなれたところで、声をかけられた。

「どうした？」

　女の冒険者か？　戦士風の姿をしている。

「さっきはありがとうございました。マッカーヤの炎を喰らう前に助けて頂きました」

　あぁ、そういえば助ける形だった。火炎魔法が直ちよく撃げきしそうな瞬間のタイミングだったからこそ、魔法に集中していた指揮官のマッカーヤを簡単に殺せたのもある。

「あの時か。大丈夫か？」

「はい。少し火傷やけどを負いました」

　女戦士をよく見ると、手足に傷が見えた。薬でも渡わたしとくか。

　アイテムボックスからポーションを取り出す。

「これで傷を治ち療りようできるから」

　ポーションを投げて渡し、俺はすぐに立ち去る。

「あっ――お待ちください」

　女戦士はポーションを受け取り、俺を呼び止めた。

「そうだぞ。――そこの槍やり使つかいッ」

　ん、いつの間にか、あの戦姫の声が響いていた。振り返る。

「どこへ行くのだ？」

　やはり、桃色髪の姫様が居た。シュアネ姫様だ。騎き士しか剣士然とした姿は凛々しい。

　ポーションを飲もうとしていた女戦士を押し退けて近付いてくる。

「いや、砦に帰って報ほう酬しゆうを貰もらうとこだが？」

「……そうか。シュウヤ殿どの、少し待ってもらおう。さっき見ていたぞ。マッカーヤを討ち取っていたな」

　見ていたか。なら仕方ない。

「確かに俺が殺った」

「流星のような登場であったな……そんなことよりわたしからも礼を言う。危険なマッカーヤを討ち取ってくれてありがとう。後ろにいる傷を負ったコニーは違うクランだが、知り合いなのだ」

　なるほど。コニーさんか。女性を助けられて良かった。小さなジャスティス的に。

「助けられて良かったよ。んでは、それだけかな？」

「まてまて、そんな急がなくてもいいだろう？」

「俺はさっさとギルドに行きたいのだが……」

「少し、待ってくれ。シュウヤ殿と話がしたい……」

　姫様はすがるように俺を見る。う、美人にそんな顔されると、少し……話を聞くか。

「分かった。それで？」

　鼻の下を伸ばしながら聞く。

「では、その……何度も誘さそうようで悪いが、やはりわたしのクランに入って欲ほしい。シュウヤ殿の言い値で雇おう。不満があれば、わたしが従うこともやぶさかではない」

　また、勧誘それか。すると、戦姫の背後から色黒マッチョ戦士と白ローブを着た魔法使いが揃ってこっちに近付いて来るのが見えた。

「姫ッ、勝手にそのような約束をされては困ります」

　白ローブの魔法使いは誘い文句が聞こえていたらしい。

「タリャド煩うるさいぞ。このシュウヤ殿が我わがクランに入れば魔ま境きようなどいくらでも切り取れるというものだ」

「しかし――」

　タリャドという魔法使いと姫様が言い合いを始める。今がチャンスと見て、

「姫様。悪いがクランには入るつもりはないですから、では――」

　挨あい拶さつを投げかけてから踵きびすを返す。

　その場を足早に去る。背後から姫様の声が響くが、無視。

　美人さんの頼みは正直、くらっとなる。頷うなずきたくなったけど我慢。

　いつの日か、魔境の切り取りへの協力に来るかもしれないが……。

　いや、無理か。ペルネーテにも行きたいし今は目的を優先する。

　アーカムネリス聖王国の行く末がどうなるのか、暗あん澹たんたる気持ちになるが……。ふと、あの巨きよ剣けんを扱っていた凄すご腕うで冒ぼう険けん者しやのことが脳のう裏りに浮かぶ。

　きっと、凄腕の修しゆ羅ら的てきなあいつなら姫を守り、この魔境で魔族共を屠り続けて活躍するだろうとイメージが湧く。そんな妄想をしながら森を走り続けること数時間。

　大きい巨きよ樹じゆの木立を抜ぬけ魔境の大森林を脱することができた。

　篝かがり火びの明かりでライトアップしたようなソール砦が見える。

　森林独特の鬱うつ々うつとした空気からの解放だ。やっと到着だよ。

　さっさと冒険者ギルドで精算だな。ホルカーが俺を呼んでいる。







第七十七章「黒猫との約束成就」







　ソール砦に到着。俺は報酬を貰いに冒険者ギルドに向かった。

　今日は夏の一日。明日は魔鋼都市ホルカーバムのベルガット本部の屋敷で、大商会の幹部を紹しよう介かいして貰う日でもある。日数的にギルドの依い頼らいを受けといて良かった。ここはホルカーバムの北。時差もないし、ちょうど明日だ。

　そんなことを考えながら、ギルドで依頼達成の報告を済ませる。依頼は四つ。

　報酬を貰い金貨の袋ふくろをすべてアイテムボックスへ放ほうり込んでおく。そして、受うけ付つけ嬢じようと適当に会話を続けてから受付をあとにした。ギルドカードを見ながら依頼を選ぶ冒険者パーティたちの声を聴きながらギルドの外に出る。





　名前：シュウヤ・カガリ

　年齢：22

　称号：竜の殲せん滅めつ者たち

　種族：人族

　職業：冒険者Ｃランク

　所属：なし

　戦せん闘とう職業：槍やり武ぶ奏そう：鎖くさり使つかい

　達成依頼：十六






　依頼達成数が十六回。

　三十になったらＢランクに挑戦だ。さて、ホルカーバムに戻るとして……。

　ゲートを使うところを見せびらかすのはまずい。基本的に他人にはあまり見せない方がいいだろう。人通りが少ないところ……砦の外へ出るか。きょろきょろと辺りを窺ってから、砦の門を多数の冒険者たちと一いつ緒しよに潜る。俺はソロ活動している冒険者のフリをして森の中へ向かった。掌握察で周囲を確認……背後にも魔素の気配はない。

　そのタイミングで肩に居る黒猫ロロに顔を向ける。

「ここら辺りでいいだろう。戻るか。ロロ、上手いこと枯れた大樹が復活したら、契約の約束を果たせるかもしれない」

「にゃにゃぁん」

　黒猫ロロは肩に乗りながら、甘あまえた声を出だす。楽しみらしい。

「はは、そうだよな」

　笑いながら、その場でトラペゾヘドロンの二十四面体を取り出す。

　ゲートの三番目の記号を……あ、三番目は教会の地下にあった鏡だった。

　宿屋にあるのは一番目。二十四面体をくるりと掌で回して、一番目を真上にしてから、その一面の謎記号を指でなぞり入力。ゲートが起動――ん？　あれ、やっぱ間違えた？

　だが、ここ俺の部屋だよな。だれかが部屋に居る。侵しん入にゆう者しやか？

　赤あか髪がみで細身の侵入者。背中を向けている。

　一応、旅に出るまえに受付には留守にするからと部屋のことをお願いしていたが……。

　だれだろ……まぁいい。泥棒なら中へ入ってとっちめてやろう。

「ゲートを潜ったら臨戦態勢な？　ヘルメは目の中で待機。いつでも外へ飛び出せる準備をしておけ」

『はい』

「にゃ」

　外套を開きゲートを抜けて鏡から出る。ホルカーバムの高級宿。俺が泊まっていた部屋に戻ってきた。すぐに魔槍杖バルドークを右の手に召喚。

　黒猫ロロは俺おれの肩から離れて部屋の左側を歩く。赤色の髪の侵入者はベッドの向こう側だ。まだ、背中を見せた状態。おっ？　赤髪の侵入者はビクッと体を反応させた。

　鏡の光に気が付いたようだ。赤髪は腕うでを動かしながら、こちらを振り向むく。

　――え？　フランか？　ソバカス顔。Ｂランクの女冒険者フランだ。

　しかし、彼女のトレードマークといえる左肩に乗せていた〝透明な鷹たか〟がいない。

　その代わりに透明の眼球が集まった左腕を魔ま法ほうでも撃つようにこちらへと向けて掌を翳かざしている。なんだ？　透明な掌には穴？　透明な掌のど真ん中には渦うずを巻く丸まる孔あながある。

　その周りには生きた人の眼球のような物が複数、蠢いていた。

　キモいな、あの孔からビーム砲でも放出する気か？

　それとも透明な腕を鉄人のようにロケットパンチでも飛ばすのか？

　スキルによる呪い眼球による怪光線系か？

　記憶を吸い取るとか脳を冒す精神尋じん問もん系けいか？

　……普ふ通つうの右腕が握っている片手半剣の剣けん先さきも俺へ向けている。

　何かの流派を感じさせる独特の構えだ。

　そんな構えとは裏腹にフランの表情から焦りを感じさせた。

『閣下、あの左手は要注意です。魔力が強く漂っています』

　ヘルメから忠告を受けた。

『あぁ、見れば分かる』

　とりあえず、話しかけてみる。

「……フラン、俺の部屋で何を調べていたんだ？」

「どこから現れた？」

　フランは俺の質問には答えず、逆に質問してきやがった。

　敵意は感じないが、その態度は悪い。おしおきだ。しかけてやろう。

「質問しているのは俺だが？　何故、俺の部屋に居る？　その透明な腕と剣といい、俺に殺されても文句はいえない状じよう況きようなんだが――」

　そう発言すると共にフランの足元を魔ま槍そう杖づえで薙ぎ払う。

「くっ、待て――」

　フランは即そく座ざに反応。

　右手の片手半剣を床ゆかに突つき立てると、その片手半剣を支えにヒョイッと身体を宙に浮かせて、俺の薙ぎ払った魔槍杖をあっさり長剣で弾はじき躱かわした。

　そのまま、すとん、と両足で着地を行いながら、突き刺さしていた片手半剣を引き抜き背中の鞘さやへと素す早ばやく納めた。左手の透明腕も同時に隠す。
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　魔槍杖バルドークの払はらいを簡単に躱しやがった。軽快な動きには一切の無む駄だがない。

　今の片手半剣をしまう所作から分かる。凄腕だ。

　……前の護衛依頼の襲しゆう撃げき時じ、彼女は実力を見せずに俺を観察していたに違いない。

　だが、反撃してこない様子から彼女は戦う意思はないと判断。

　ネゴシエーションを試ためす。

「……なら、俺の質問に答えてもらおうか？」

「分かった。この部屋に侵入したのは、勿論、シュウヤの行方を探すためだ」

　フランの表情は依然として、硬いままだ。

「ほう……だが、何のためだ？」

「シュウヤに用があったのだ」

　口角が上がり笑みが浮かぶ。彼女はごまかそうとしている……。

　瞳ひとみの僅わずかな動き、頬の動きが不自然だ。ここは左肩に居たはずの透明な鷹のことでも話題に出して、突っついてみるか？　その前に、まずは普通に聞く。

「フラン、正直にすべてのことを話してくれないか？」

「何をだ？」

　長らく尾行していたのも、きっと彼女だろう。ぶっちゃけて、カマしてみるか。

「全部だよ。随分と前から俺を尾行していたな？　それに、今は居ないが、君は左肩に〝透明な鷹〟を留めて居ただろう」

「な！　やはり、気付いていたのか……」

　フランは鳶とび色いろの瞳を散大させて、眉まゆを上げて目を見開く。口も僅かに開いていた。

　驚きの感情を顔色が示す。やっぱりヘカトレイルからの尾行者は彼かの女じよか。

「そうだよ。全部話をしてくれないと、逃がすつもりはないよ？　ロロッ」

「にゃ、……ガルルゥッ」

　黒猫ロロは姿を黒くろ豹ひようと化して、ベッドの上に乗る。牙きばを剥むき出して威嚇した。黒豹姿のロロディーヌはフランの側面からいつでも襲える体勢となる。

「ひぃ、わ、わかった。全部話そう。君たちと争うつもりはない」

　彼女の下瞼が強張り口がひきつる。恐きよう怖ふの表情だ。

「それじゃ、所属から、あ、二重スパイとかも全部」

　さらに、カマをかけてみた。

「な!?　え、え、なんでそこまで……シュウヤはナニモノなのだ……」

　眉がまた上がり、鳶色の瞳どう孔こうが収縮して揺れる。俺の言葉に嵌まった。ビンゴらしい。ハッタリ成功。ま、大たい概がいの予想はつくが。

「いいから、話せよ」

　脅すような口調で喋しやべった。

「は、はい。わたしは冒険者でもあって盗賊ギルド【幽ゆう魔まの門】の一員でもある。そして、白鯨の血長耳と白の九大騎士ホワイトナインの密偵でもあるのだ」

　うは、三重スパイかよ。冒険者の身分を合わせれば四重とか。

　やっぱり、ただのＢランク冒険者ではなかった。

　しかも、白の九大騎士ホワイトナインとは国の機関じゃないか。

「その三重スパイであるフランが、いや、名前も怪しいな？　お前は俺の情報収集をしていたと？」

「そうだ……」

「最初はだれから依頼を受けた？」

「……」

　沈黙しちゃった。少し脅すか。わざわざ、俺の情報をプレゼントしているみたいで嫌いやだけど見せようか。一応、ごまかしの詠えい唱しようをして……。

「なるほど、それじゃ罰ばつを与えなきゃな。光神ルロディスよ。我が裁き光である一ひと条すじの光を示し、罰する光槍を現したまえ――シャインチェーンランス！」

　――〈光条の鎖槍シヤインチエーンランス〉を発動。

　クルードの顔を思い出しながらの、嘘うそ詠えい唱しように合わせてのスキル発動だ。

　コントロールされた稲いな妻ずまめいた光槍がフランが右手に握る片手半剣の剣身と衝しよう突とつ――。

「くっ――」

　ぶつかった光槍から発生した光の網あみが、光を帯びた蜘蛛の巣のようにフランが握る片手半剣を包つつむと、彼女の背後の後方の壁かべに運ぶ。フランは剣を握る手を離すしかなくなった。

　蜘蛛の巣に囚われたような片手半剣は壁と勢い良く衝突――壁に縫い付けられた姿となった。そのまま剣は真新しいオブジェとなった。こんな剣のアートもいいかもしれない。

　あ、しまった。この壁、部屋の修理代は俺につくのか……少し反省。

　フランは右手を震ふるわせながら俺を睨む。

「光、の魔法まで……」

　さすがに、いきなりの魔法めいたスキルには面食らったようだ。

「そんな表情を浮かべていられる立場か？　フランが無断で俺の部屋に侵入したことには、変わりないんだぞ。殺さないだけマシというものだろう。そして、全部話すといったんだ。黙るのを許したつもりはない」

　俺はドＳ的な冷たい表情を意識しつつ話してから、笑い顔アルカイツクスマイルを繰くり出す。

『閣下、彼女のお尻しりを……』

　左目に住む危ないドＳな彼女が反応してしまうが、危険な脳内会話はシャットアウト。

「……分かった。最初は白鯨の血長耳だ。そのヘカトレイル支部の幹部であるクリドススから直接依頼を受けたことから始まる。内容は、冒険者シュウヤの懐ふところに潜もぐり込み情報を探れ、そして、血長耳に悪あく影えい響きようがあるなら殺せ。と指示を受けた」

　諦めたように渋しぶ々しぶとフランは語る。侯爵シャルドネではなく、白鯨の血長耳のクリドススか。一度ヘカトレイルで会っている。

　闇やみギルドから勧誘を受けた時だ。俺は興味がないとか話して断ったけど……。

　クリドスス。あの性悪そうなエルフ女め、悪影響がありそうなら俺を殺せとは……。

　そんな指示出すなよな、まったくいい迷めい惑わくだ。

「……そっか。あいつが依頼を出したのか。他の幽魔の門やホワイトナインといった組織は俺と関係する？」

「その二つは特にない。謎の槍使いとだけ報告してあるだけだ。白鯨の血長耳の方には……何回か〝リノ〟を使い連絡を行った。その内容も必要か？」

「当たり前だ！」

　少し語気を荒あらくした。

「分かった。護衛依頼中に盗賊の襲撃をシュウヤが撃退。襲おそってきた奴やつ等らの正体は【梟ふくろうの牙】。さらにホルカーバムにおける闇ギルド同士の抗争が激化。ガイアの天秤と【梟の牙】が全面衝突。両方の幹部が全滅し兵士たちが大量に死んだと。それに関するできごとを調べていくと、シュウヤのことに結び付いた。そして、ここの宿屋から姿を消した、と」

　なるほど……【梟の牙】の幹部を俺が殺ったことは確証を得ていないんだな。フランの顔付きはあまり変わらない。不自然さもないし、嘘うそではないと判断。俺が倒たおしたとある程度予想はついていると思うが、指摘はしなかった。

「……なるほど。分かった。それがすべてだな？」

「あぁ、全部だ」

「で、その左腕はなんだ？　フランは人族ではないのか？」

「わたしは半身が人族であり半身が幽鬼族。生まれながらにして左半身の一部が幽鬼化している。そして、透明な鷹の名はリノ。スキルで使い魔まだ。定時連絡や偵てい察さつに役立つ」

　へぇ、幽鬼族と人族のハーフなのか。左半身の一部が幽鬼化とは、面おも白しろい。

　あの透明な鷹リノはスキル。

　偵察や情報を伝達するにはぴったりなスキルといえる。

「ハーフか。どうりで左手を覆い隠していた訳だ。そのリノという名の透明な鷹、今はどうしている？」

「定時連絡で幽魔の門の拠点へ送ってある」

　ふむふむ。聞きたいことはある程度聞いたかな。

「それで、血長耳の幹部クリドススから受けた指示通り、俺を殺すか？」

「いや、とんでもない。シュウヤが見逃してくれるなら、この件からは退かせてもらう」

「そういうことか。ロロ、もう自由にしていいぞ。フランも緊張を解いてくれて構わない」

「にゃ」

　黒猫ロロは元の子こ猫ねこ姿すがたに戻り、俺の肩上に戻ってくる。

「分かった……」

　フランはそこで、へなへなっと床に太ふと股ももとお尻をつけてへたり込む。

　女の子らしい少し可愛かわいい仕草だった。切せつ羽ぱ詰つまって緊張していたらしい。

「それと、俺の情報を気軽に流さないでくれよ？　あ、フランにとっては仕事か。それじゃやっぱり適当に普通の冒ぼう険けん者しや、〝謎の槍使い〟とだけ流してくれ。それから、あからさまに俺をつけまわすのはなし。白鯨の血長耳の方にも、こんな感じで情報を流してくれる？」

「了りよう解かいした」

「嘘をついて俺の違ちがう情報を流したら伝つてを使って、フランの情報をすべての盗とう賊ぞくギルドに流したあと、必ず、フランを探し追い掛けるから」

「……了承した。約束しよう」

　こうはいったが、別にフランの命を取るつもりはない。情報も、本当に俺のいう通りに彼女が流すのかは分からない。が、嘘をついたとしても彼女は美人だ。許す。それに彼女は優ゆう秀しゆうな密偵だ。後々、役に立つかもしれない。

「それじゃ俺は用事があるから、またな？」

　フランを宿の部屋に置いて外に出る。司祭へ集めてきた依頼品を渡す。そして、冒険者ギルドか司祭の家へ向かうとしますか……。

　と、その前に、高級宿の玄関前に止まる。厩きゆう舎しやのポポブムの様子を覗のぞいた。プボプボといっている。久しぶりだったけど、ポポブムは元気だった。

「ンンンン、にゃ」

　早さつ速そく、黒猫ロロが喉のど声ごえを発しながら、ポポブムの後頭部に乗り出す。

「今はポポブムには乗らないぞ？」

　黒猫ロロの首根っこを掴つかみ俺の肩へと戻す。

　軽くポポブムの肌はだを撫でてから厩舎を出た。宿の敷地から大通りに出て歩く。

　枯れたホルカー大樹が中央にある、多数の冒険者や商人たちが行き交う広場に出た。

　マリン司祭が住む家を確認。一見すると襤褸ぼろ屋やのように見えるが中身は立派な神殿だ。

　そこへ向かいながら卵料理が美味うまかった『プルプルホーン』の店はないかなぁーと、探す……が、「チュリンパちゃん」とかいう名前の黄色の鳥モンスターを使し役えきするエルフの料理人は見当たらない。どうやら広場から移動したようだ。

　知っていると思うが、卵料理のお土産をマリン司祭にプレゼントしたかった。

　移動販売車風の馬車だったしな。仕方ない。シェフは美人だった。

　……いつか再会したいな。さて、マリン・ペラダス司祭に会うとするか――。

　土産は本命が、ちゃんとあるしな。と、考えながら神殿の中へ足を踏ふみ入いれる。

　司祭は箒ほうきを持ち掃除を行っていた。

　相変わらず中央に鎮ちん座ざしている盆栽風の祭さい壇だんは天てん井じようから光が射さして美しい。

「よっ、マリン司祭」

　軽い口調で背中から声をかける。

「あっ、シュウヤさん！　帰ってきたんですね。ということは……」

　振ふり返ったマリン司祭は一気に破顔する。

「そうだよ。依頼の品、全部集めてきたからな」

「おおおぉぉぉぉっ!!　本当ですか。この短い期間に……凄すごすぎます！　さすがはシュウヤさんです」

　司祭は飛び跳はねるように興奮した様子。大仏のような耳みみ朶たぶを揺ゆらし、走り寄ってくる。

　膨ふくらんだ胸も揺れていた。意外に胸あるんだ。

　たぽたぽな、ゆるい襤褸ローブ服を着ているので分からなかった。

「興奮しているところ悪いが、冒険者ギルドに一緒に来てくれないか？　依頼を受けているからな。そこで素材を受け取ってくれ」

「はいはい。すぐに行きますともッ」

　司祭と一緒に小走りでギルドへ向かった。ギルドの手続きはすんなり終了。

　長らく掛かった依頼はこれで達成だ。アイテムボックスから提出した二つの素材は司祭の手に渡っていた。

「これで、ついに念願がかない復活できます！　今すぐにホルカー大樹のもとへ行きましょう！」

「あぁ、行こう」

「にゃにゃ～ん」

　俺はギルドカードを見る暇もなく……喜びを全身で表している司祭と一緒に十字路のホルカーバム大樹のある広場へと移動した。

　黒猫ロロもスキップをするように四し肢しを踏んでいる。

　尻尾しつぽもピンと縦に筆のように立っていた。テンションが高いようだ。

　玄げん樹じゆの光こう酒しゆ珠たまが手に入るかもと思っているんだろう。

　水神様も話をしていたし、たぶん大だい丈じよう夫ぶだ。期待しておこう。

　何か、俺もだんだんとテンションが上がってきた。わくわくしてくる。

　司祭は大樹の前に立つと、ハーハーフーフーと腕を左右に広げては深呼吸をして、準備運動を行っていた。そして、アクレシスの清水が入った魔ま法ほう瓶びんとサデュラの葉を掲げ持つ。

　枯れたホルカーの大樹へと、それはまさに神へ捧げるようなポーズだ。青い皮ひ膚ふが引き締まり司祭の頬骨あたりが少し張って見える。そんな司祭の手から魔力が迸る。

　司祭独自のスキルか？　お？

　スキルの効果か分からんが、突然、サデュラの葉とアクレシスの清水が入った魔法瓶が光を発しながら司祭の手から離れ宙へと浮かぶ。

　その浮かんだ魔法瓶からアクレシスの清水が漏れた。

　しかし、漏れたアクレシスの光を帯びた清水は、慣性で下には落ちない。

　その清水はふわふわと無重力状態のように丸くなって浮いている。やがて、魔法瓶の中に入っていた清水はすべて排出されたのか、空となった魔法瓶だけが地面へと力なく落下。

　落ちた魔法瓶の金属めいた乾いた音が、鐘のように響く。その音が合図だったのか、宙に浮かぶ二つの素材が光を帯びた。それは互いを慈しむ愛の輝かがやき、何か想いや意志めいたものを伴っているようにも感じる。同時に司祭は祈いのりのポーズを取りながら、

「……大地の神ガイアと植物の神サデュラよ。我が魔力を糧に力を示し現れよ。……今、ここに、眷けん族ぞくである樹木の精せい霊れいホルカーは、水と葉の〈潮流雨エキユレイター〉に乗り再生を果たす」

　その詠唱のような言葉を紡いだ瞬しゆん間かん――宙に浮いているアクレシスの清水とサデュラの葉が、司祭の言葉を待っていたように反応し、重なり混ざり合う。

　えもいわれぬモノへと変化するように蠢うごめく神々しい二つの素材は、陰かげと陽の円を描えがくと太極図のような図形となって一つの大きな翠色に輝く球体になった。

　そのみずみずしい生命の輝きを示すような眩まぶしい翠色の球体が、大樹へ向けて拡散する。

　濃のう厚こうな翠光雨がホルカーの枯れた大樹へ一気に降り注ぐ。萎びた樹皮の中へと翠の液体が染み込み、消えてゆくと……その枯れた樹木の表面から強烈な白燐光を放ち始めた。

　――眩しい。まるで、爆ばく発はつ？

　化学反応でいうテルミット反応みたいな光。

　そんな眩しい光と共に枯れた大樹の根本や樹皮の間から蒸気が噴き出るように新たに魔素が生まれ出ては、古い樹皮が蠢き捲めくれていく。

　捲れた樹皮の代わりに新たに現れたのは竜りゆう鱗りんのような樹皮たち。真新しい樹皮がうねり増殖し、幹の根本から生え変わるかのように大樹の幹を作り変えては樹木が伸のびていく。

　新しい太い幹となり太い枝となって、生まれ変わろうとホルカーの大樹を形作っていった。枝からは次々と瑞みず々みずしい翠の葉っぱが音を立てるように生まれ出る。

『凄い……』

　常とこ闇やみの水精霊ヘルメもそう呟いた。確かにすげぇ……。

　黒猫ロロも俺の肩かたから離れ、再生しているホルカーの大樹へ近付き、間近から、その様子を見つめていた。

　ホルカーの大樹が再生していく光景は圧あつ倒とう的てきな存在感を示す。

　息を呑のむ。大自然の神秘たる計り知れない力。

　人を畏い怖ふさせる荒々しく脈を打つような樹の動きは、天に与えられた命の数を強ごう引いんに増やすように、天然の暴威さも兼かね備えた生命としての『生き抜いてやる』という強い本質を映し出しているように見える。

　何ヶ月と掛かかる植物の成長を一いつ瞬しゆんで遂げていく映像がリアルタイムで流れる光景。

　……凄すぎる。前にも神殿で一度、体験があるぞ……。

　水神アクレシス様が登場した時だ。荘そう厳ごんな雰ふん囲い気き、神々しい神気と言えばいいのか。

　身が引き締まる。清いプレッシャー。

　まさに「自然は神の生きた服装」というカーライルの言葉を思い出させる。

　神が齎した奇跡。とんでもない光景に、十字路を通っていた一般の人々がそれぞれ足を止めて、再生を果たそうと奮闘しているホルカーの大樹を見つめていた。

　やがて葉っぱが生え揃いホルカーの大樹が再生を終える。

　最後に枝先の幾いくつかある蕾から綺き麗れいな花が咲き始めた。

　おぉぉ……感動する。本当に綺麗な花だ。

　白く輝き薄うすく透き通る花弁。

　もしかして、これが、司祭の話に登場していた……ホルカーの聖花という奴やつか？

　大樹からは魔素が溢れ続けてぽこぽこと音が鳴るように、デボンチッチ、子精霊たちも姿を現していた。風が靡く漣さざなみのような小さい音量。デボンチッチの合唱が響ひびき出す。

　そして、ロロディーヌに鈴すずの首輪をくれたお爺じいさんのデボンチッチの幻げん影えいがホルカーの大樹の背後に映る。注連しめ縄なわが特とく徴ちようの爺さんだ。

　俺が手を上げると、お爺さんデボンチッチは微笑ほほえむ。

　そしてホルカーの中に沁み込むように儚はかなく消失した。

　……もしかして、デボンチッチではなく枯れて再生を果たしたホルカーの大樹に宿る精霊さんだったのか？

　その爺さんが加わったお陰かどうか、の判断はできないが、再生を果たしたホルカーの大樹から不思議な淡あわい白燐光が発せられた。

　光条の線と成り四方八方へと伸びていく。

　やがて、その光条たちは二つに収縮して光の玉となった。

　何だろう？　光球？　二つの光の玉は薄い光が灯ともる霧となり、上半身だけがうっすらと人の姿へ変わる。下半身は蜃しん気き楼ろうのように薄いヴェールのようなものが包んでいた。

　その薄い霧状の上半身たちは、男と女。とだけ判別できた。

『――定命なる者よ。我は嬉うれしいぞ。眷族を復活させてくれるとは……』

『――定命なる者よ。我も嬉しい。良くぞ、眷けん族ぞくを復活させてくださいました』

　脳内に男と女の声が響く。宙に浮うかぶ男と女たちのリップシンクも合うし、この人らが話しかけてきたのかな？　念話だが、口も動いている。

　やはり、神様か？

『――そうだ。我は大地の神ガイアだ』

『――そうよ。我は植物の神サデュラです』

　神様。不思議なことに、周りには神々の降臨が見えていないらしい。マリン司祭は再生を果たした立派なホルカーの大樹を見て、法ほう悦えつに打ち震えたように感涙している。

　野や次じ馬うま的てきな通りがかりの者は、再生したホルカーの大樹をただ見つめているだけだった。

『閣下、恐縮ですが、この神々しさは……』

『そうだ。神様だ』

　ヘルメは神を視ているらしい。

　黒猫ロロも感じ取っているようだ。

　じっと、黒猫ロロの視線は二つの光を帯びる神様たちを見つめていた。

『――定命なる者よ。我たちは遠くからソナタの行動を見守っていた。遠く離はなれた地に向かい、我が眷族のために働いた功績に報いよう』

　清らかな女性の声だ。

『――定命なる者よ。ソナタの献身に報いようぞ。願いは何だ？』

　今度は猛たけ々だけしい男の太い声。サデュラ様とガイア様が願いを聞いてくれるらしい。

　ついに、この時が来た。約束を果たす時だ。

　俺の願いは一つ。玄げん樹じゆの光こう酒しゆ珠たま。

　か、知ち慧えの方ほう樹じゆ。このどちらかが欲しい。

『――何と、それをどこで知ったのだ？』

『――玄樹の光酒珠ですか……』

　薄い光が包む大地の神ガイア様の頭部。その顔の輪郭は少しだけ分かる。

　ガイア様が隣となりのサデュラ様を見つめているのが見て取れた。

　植物の神サデュラ様はガイア様と視線を合わせると、恥はずかしいのか、頬の部分の光が強くなっている。結構、人族のようなところがあるな。

『聞いていることに答えよ』

『答えなさい』

　スミマセン。神しん獣じゆうの契約時に聞いたのです。

　その玄樹の光酒珠を、俺じゃなく、そこの黒猫、ロロディーヌへ授けてやってください。

『――ソナタでなく、黒猫だと？』

『――あの黒猫、姿は違いますが……どこか懐なつかしい雰囲気を感じます。我たちを視し認にんしていますよ？』

　二人の神は、顔を見上げて自分たちを見つめている黒猫ロロの姿を確かく認にんしているようだった。

『――なるほど、遠き昔に我らの加護を受けた者が、あの黒猫と似た黒こく獣じゆうの近くに居たようだな』

『――はい。そのようです』

　サデュラとガイアの神たちは頷き合って、そんな言葉を響かせる。

　遠き昔か……もしかして、ロロディーヌが契約時に見せて聞かせてくれた、あの、黒き環ザララープでの戦いの頃ころか？

　黒猫ロロデイーヌがまだ神獣ローゼスという名前だった頃の話かもしれない。

『――ほぅ。随分と昔のことを知っておるのだな』

『――黒き環ザララープ。魔軍夜行のことですか？』

　黒き環ザララープとは何でしょうか。世界中にあるようですが……。

『黒き環ザララープは我ら神々が認知する前から存在する〝原初の異物〟ですね』

　サデュラ様の声は美しい……聞いているだけで胸が高鳴る。だが、原初の異物？

『ふふ――ガイアが嫉妬しますよ？』

『むむ、定命な男が神を……』

『ガイア、この者は……』

『分かっている』

　すみません、原初の異物とは？

『我たちが存在する神界ができる前から、この世界セラに存在する物』

　ますます謎だな。黒き環ザララープ自体が、そういう物謎の物体なんだろうけど。

『――その通りです。黒き環ザララープが齎すモノは謎ばかり』

　……神にも正体が分からない物がなんで存在するんだろう。

『――定命の者よ。黒き環ザララープは最初からそこに在あった。ただそれだけのこと。この問いに関しては、我ら神界セウロスに住む、どの神々も正確な答えなどは知らないし解らないだろう』

　謎か。モンスターを大量に吐はき出す、あれは災いの元じゃないのかな？

　神様的に放っておいていいのだろうか。

『――フハハ、構わんのだ。ソナタは面白きことをいう。放っておくもなにも、あれは神とてどうにもできん。我らは完璧ではないのだ。神とて感情があり哲学が存在する。本質は定命の者たちと変わらんのだ。そして、地上に影響を及ぼせる範はん囲いなどたかが知れている。そして、黒き環ザララープは魔軍夜行災いも齎すが、同時に幸さちも齎すものなのだ』

　災いは分かるが、幸ですか？

『――そうだ。我らが見知らぬ次元界に住まう者たちとの交流が行われる。それは、この世界に変化を齎す場合があるのだ。他ほかにも遥はるか過去になるが、我らの加護を受けた者たちが、黒き環ザララープと黒き環ザララープを結び、遠くの地へ移動する道具として利用していた』

　あぁ、ローゼスもそれらしきことを教えてくれた。

　納なつ得とくしました。話は逸れましたが、玄樹の光酒珠は貰えますか？

『――ふむ。そうだな。良いだろう。サデュラ。いいな？　我らの眷族を救ってくれた者の願いだ。那な由ゆ多たの昔、以来か？』

『――はい、優やさしくしてくださいね……』

　ん？　なんか、二人の神様が見つめ合い……ちゅっちゅし始めた。

　え、え、と……何、ちちくりあってんの？

『――アァァァァン、ガイアッアン、フフッ、激しい……』

『――ハハハ、サデュラッ、久しぶりだからな。ハッスルするぞ』

　うひゃ、喘あえぎ声がでけぇぇぇ。ハッスル……。

　幸いにも下半身が見えないので、何をやっているか分からないけどさ。

　その瞬間。二つの光はイチャイチャするように重なり合い、螺ら旋せんの渦となってホルカーの大樹の中へ突とつ入にゆうしていく。連なった一対の光が侵入したホルカーの大樹は、幹の根本が女性の形へ変化。そして、妊娠したように幹の樹皮が膨れ上がった。

「こ、これは、祝福が行われているのですか……」

　感涙していたマリン司祭は突とつ然ぜんに蠢くホルカーの大樹に驚おどろいているようだ。

　大樹のリアルな作りに、頬が若じやつ干かん、ひきつっている。

『定命な者よ。できたぞ。暫しばし間のあと、枝先にある葉が特別な花と化すだろう。その中身が〝玄樹の光酒珠〟となる物だ。その黒猫へ飲ませるがいい』

　大地の神ガイア様の言葉がそう響く。そして、重なり合った二つの光が、再生したホルカーの大樹から飛び出す。二つの光は愛を感じさせるように、宙で螺旋する。

『――それにしても、久しぶりでしたね、ガイア？』

『――うむ。サデュラよ。良かったぞ』

　そんな会話が脳内で響いている最中。

　大地の神ガイア様が話していた通りに、妊娠したような丸く膨らんだ部分が蠢き、ぐにょりぐにょりと不気味な音を立てながら幹から新しい枝先へ移動してゆく。

　そして、先せん端たんに行き着いた膨らみは葉っぱを飲み込むように変形。

　先端はホオズキのように膨れた花はな袋ぶくろとなっていた。

　これが……玄樹の光酒珠なのか。黒猫ロロの首くび飾かざりの形と似ている……。

「ロロ、待ってろ」

「にゃ」

　玄樹の光酒珠が入った花袋ホオズキを手に取る。

　液体が入った花袋はズッシリとした重さ。

　中身の液体は神々しく黄色い光を放ち、満ち満ちと入っている。

　酒のような香かおりが鼻孔を通り、匂においだけで清々しい気持ちにさせた。

　匂いも首輪を授かった時と似ていた。

　重さに少し緊張を覚えたが、慎重に花袋ホオズキを運ぶ。

　その玄樹の光酒珠を黒猫ロロに飲ませるために、俺は膝ひざを地につけ黒猫ロロの口元側へ置いてやった。黒猫ロロは無言で花袋ホオズキの中へ小顔を突っ込み、黄色い光を飲んでいく。ぺろぺろと舌を使い、ごくごくと音を立てて、すべてを飲み干した。空になった花袋ホオズキは霧のように消える。

　――その刹せつ那な。黒猫ロロが独特の鳴き声を上げて変化を遂げていった。

　一瞬で、むくむくと姿を大きくし、黒猫から豹サイズ、馬獅子サイズを超こえて、魔ま獣じゆうを超えた神獣の体長十メートルサイズへと急成長した。

　豹のようなしなやかさと獅子の力強い筋肉が合わさった巨きよ大だいな姿で、凛り々りしくもあり凄くカッコ良い……。

「こ、これは……」

　マリン司祭も驚きの声をあげる。突然に巨大な獣の出現を見て、悲鳴を上げては逃げ出だす人が続出した。しかし、ロロ……何度でも思うが、すげぇな。

　本当に真の姿を取り戻したのか。

　頭部も先端が細くて奥おく行ゆきのある獣顔。

　だが、流線を意識した作りで頗すこぶる渋しぶい。

　長い白しろ髭ひげはキュート。紅色の光彩に黒い瞳は猫系。

　鼻も少し縦に長細い形に進化している。

　そして、胸むな元もとから生えたふさふさな黒毛と黒くろ触しよく手しゆたち。

　獅子と黒馬に黒豹が合わさったような黒毛たちから飛び出す形の黒触手の数も増えている。首筋から伸びた六本の黒触手。立派な胴どう体たいと力強そうな四肢。長い尻尾だ。

　鞭むちや槍やりめいた攻こう撃げきに使えそうな長さ。

　一瞬、地下で初めて見た彫像の姿を思い出したが……あの時の姿とは違う。

　今の姿はより洗練されスタイリッシュさがある。

「ロロ、元に戻もどったか？」

「にゃお、にゃにゃおん」

　猫声は変わらず――おおッ、太い触手が俺おれの頬に触れた。

『力』『嬉しい』『遊ぼう』『大好き』『力』『増えた』

　様々な気持ちを伝えてくる。

「そかそか、声や心は前とそう変わらないようだ……」

　ローゼス、見ているか？　お前との……。

「……俺は、お前との約束は守ったぞ!!」

　感慨深くなり、自然と叫さけぶように声を上げた。涙が一滴、頬を伝い流れていく。

「にゃお」

　そこにガイアの神様の声が響く。

『――定命なる者よ。満足したか？』

　はい。ありがとうございました。

『――それは、よかった。む――』

　急にガイアの神様の顔が険しくなった。

『――ガイアも気付いたようね。ここの地下に汚よごれがあるわ』

　植物の神サデュラ様が、再生を果たしたホルカーの大樹の下、地面を見て、そう話していた。

『――しかし、我らはもう戻らなくては』

『――そうね』

　植物の神サデュラ様が、ガイア様に寄り添うと、俺を見つめてくる。

『定命なる者よ。ソナタにまたお願いするようで悪いのだけど、この地に存在する〝汚れ〟を討うち払ってはくれまいか？』

　ん？　どういうことだ？

　神様なんだから、自分たちでちょちょいのちょいと、打ち払えばいいのに。

『――何度もいうようで悪いのですが、我らとて万能でないのよ。すべてを見通すわけではないのです』

『――そうだ。さっきいった通り我らとて、神と称してはいるが地上セラに関われる時間は少ない』

　なるほど、ま、玄樹の光酒珠をくれたし。

　役に立ってやるさ。それで、その〝汚れ〟とはなんです？

『――魔界セブドラに関する物だろう。魔界に存在する神々を祀まつる物と推測する。悪しき者たちの仕業だ。このホルカーの大樹を枯らしめた原因だろう。サデュラがいうように……この反応は地下からだ――これを授けるので、汚れを討ち払はらってほしい』

『――頼たのみましたよ。我らの聖域が復活したので、悪しき者の汚れは弱まっていますが、注意が必要です』

　すると、ホルカーの大樹から一枚の樹皮が飛んでくる。

『――その〝木片〟は我らの力の一部が入った物だ。それを持てば、汚れに反応してソナタたちを導くだろう』

『ソナタが頼たよりなのです。我らは力を使いました。暫しばらくはこの地に降臨できません』

『――そろそろか。神界セウロスへの道が狭まる。去らばだ』

『――ソナタの功績は決して……忘れませぬゆえ、頼みましたよ』

　その言葉と共に二つの神のような清々しさを持つ気配が消えた。この木片か。

　落ちてきた木片を拾うと、司祭と視線が合う。司祭は真しん剣けんな顔付きに変わっていた。

「――シュウヤさん。わたしは神々に献身を誉ほめられました。良くぞ悪しき者たちから、このホルカーの大樹を救ってくださいましたね。今後も頼みますと……」

　神様たちは、司祭にも言葉を授けていたらしい。

「そうか、良かったな」

　司祭は、本当に嬉しそうだ。まだ目がうるうるとしている。

「……はい。でも、シュウヤさんも凄いですね。祝福が得られたようですし、さっき使い魔が飲んでいたのは、前に話されていた玄樹の光酒珠ですか？」

「そうだよ。やはり、マリン司祭が話していた通り、祝福が得られた。君の依い頼らいをこなして、大正解だったということだ。ありがとう。俺と出会ってくれて」

　俺の言葉に司祭は満面の笑えみを浮かべる。

「はいっ、良かったです。ホルカーの大樹も復活し、わたしは幸せです」

「そうだな。復活できてよかったよ。ロロも真の姿を取り戻したし。でも、神様が消える前に最後の仕事を任された」

「仕事？」

「地下に〝汚れ〟があるらしい。この木片を使い、その汚れを討ち払えと頼まれた」

　貰もらった欠片かけらを見せる。

「そ、それは――」

「――ンン、にゃ」

　元の大きさになった黒猫ロロが肩へ戻っていた。

　マリン司祭はまた驚き、話しかけていた言葉を引っ込める。

「ロロッ」

「――また、小さくなられたのですね」

　マリン司祭は目をぱちぱちさせて、呟いていた。そうらしい。

　いつの間にか小さな黒猫の姿に戻っていたようだ。

「姿、元に戻っちゃったのか？」

「ンン、にゃ？　――にゃぉん」

　黒猫は『まぁ、見てニャ』といわんばかりに、俺の肩から飛び降りて、地に降り立つと、むくむくっと姿を大きくする。

　さっきと同じく、巨大な獅子というか巨大幻獣というか凄まじい神獣と化した。

　逃にげていなかった少数の人々から、一いつ斉せいにおぉっと歓かん声せいが沸く。

「おぉ、シュウヤさんの使い魔が……」

「フンッ、にゃお――」

　どや顔を決めた巨大な神獣ロロディーヌ。という感じだろうか。

　フンッという、鼻息もちょっとした風になる……。

　逆三角形の頭部だから、巨きよ大だい獅子、巨大黒くろ豹ひようにも、巨大黒馬にも、見えなくもない。

　そして、大きさは自由自在にコントロールできるようだ。さすが神獣。

「ロロ、小さな姿へ戻っていいぞ」

「にゃ」

　すげぇ、瞬しゆん時じに小さくなる。

「姿を変えることができるのですか。素す晴ばらしい使い魔ですね」

「あぁ、自じ慢まんの相棒さ」

「にゃぁ」

　黒猫ロロは『そうだにゃん』というように俺の肩を足でポンッと叩たたく。

　その時、

「――どこだぁぁぁっ」

　何処どこかで聞いたことのある声が響いた。







第七十八章「汚けがれ」







　その聞いたことのある声は……ここの領主であるマクフォル伯はく爵しやくだ。

　左に副官のビミャル。右には、俺と対決した派手な帽ぼう子しをかぶる中年の大おお柄がら騎き士し。

　騎士の背後には赤あか翅ばねのエンブレムを胸に付けた部下兵士たちも引き連れていた。

「……マクフォル様。どうしたんです？」

「ああ、シュウヤではないかっ！　どうしたではなぁい。ホルカーの大樹が再生を果たし、突然、巨きよ大だい魔ま獣じゆうが出現したとか緊きん急きゆう報告を聞いて、すっとんできたのだ」

　黒猫ロロの巨大化に驚いて逃げた人たちが通報したのかな？　肩の黒猫に〝変身するなよ〟と無言で視線を送りつけてから、領主へ向けて誤ご魔ま化かすように、

「……巨大魔獣？　かき消えたように姿を消しましたが……それより、司祭からの依頼はちゃんと果たしましたよ。この通りホルカーの大樹は復活しましたから」

　領主は再生したホルカーの大樹を見つめる。

「そ、そのようだ……しかし、本当に復活するとは。瑞々しく素晴らしい大樹である」

「えぇ、本当に」

　領主の隣に居る副官のような女性も同意している。

「シュウヤ、お前は有言実行の男であるのだな。カッコイイぞ……僕は今、猛烈に感動している。さすがは僕の友だ！」

「いえいえ、仕事をこなしただけですから」

「潔い。それより魔獣は……巨大な魔獣が出現したと聞いたのだが、どこにいるのだ？」

「さぁ、一瞬にして消えたので、あっちに巨大な影が見えたような……」

　俺は白々しく、視線と人差し指を反対の方向へ向ける。

　司祭は俺と黒猫ロロへ視線を泳がせるが、唇くちびるでへの字を作ると、黙だまっていた。

「何!?　東か。分かった！　ビミャルッ」

「はい、マクフォル様」

「東へ向かうぞ。この都市に害を成すならば倒たおすのだ。そして、捕まえれば僕が持つ魔ま法ほう具ぐでコレクションにできる。僕の家、いや、ぼ、いや、我らの都市の守護聖せい獣じゆうにできるかもしれんぞ！」

　興奮した口調の領主マクフォル。

「「おぉぉっ！」」

　副官ビミャルと兵士たちは領主の言葉に喜んでいる。

　しかし、そんな魔道具があるのかよ。

　そういえば、領主の家には色々なコレクションがあった。

　領主たち御一行は、土つち煙けむりが立ち昇のぼる勢いで走り去っていく。

　そこで、笑えみを浮かべながらマリン司祭を見る。

「ふぅ、行った行った。黙っていてくれてありがと」

「いえ、それよりも〝汚れ〟を討つと仰おつしやっていましたが……」

「そうだ。この神が残した木片が〝汚れ〟の場所へ案内してくれるらしい」

　すると、ホルカーの木片がぶるぶる震ふるえて反応を示した。

　掌てのひらの上で方位磁石のように木片は回転。矢印が示すように方向を差す。

　木片は先端が緑色に光り点てん滅めつしながら西の方角を示している。

「……木片が動いた。それじゃ、ちょいと〝汚れ〟を倒してくる」

「待ってください。そんな簡単にお散歩でもするように話をしていますが、大丈夫なのですか？」

　心配性のマリンだ。だが、その表情を見ていると、愛しく思えてくる。

「……大だい丈じよう夫ぶ」

「そうですか、なら、わたしも行きたいです」

　そんなこと言ってもな。司祭は戦えないだろうし、ここで待っていてもらった方がいい。

　それに報ほう酬しゆうのことも話しておく。

「司祭はダメだよ。ここでホルカーの大樹を守らなければいけない。それに依い頼らい報酬のホルカーの聖花だっけ？　俺おれ貰もらってないよ？」

　と、にこやかさを意識して語った。

「う、そ、そうですね。では、わたしはホルカーの聖花を加工して、お待ちしています」

　司祭は渋しぶ々しぶ、了りよう解かいしたようだ。

「おう、じゃ」

　俺は木片が反応を示す地点へ走り出す。走っていると肩の黒猫ロロが跳ちよう躍やく。

　その黒猫ロロが地面に降り立った瞬間――むくむくと中型サイズの豹型へ変身。そこからさらに成長を遂げる。

　巨大黒豹とサラブレットの馬型と獅し子しが合わさった形。

　馬を基本とした神獣ロロディーヌとなる。いいねぇ。

　いつもの戦闘態勢黒豹型より身体が大きい。思わず止まって凝ぎよう視し。

　俺の行動に合わせて相棒も走るのを止めたが、その俺に新しい体を見せびらかすように動き始めた。頭部も流れるように先が長い逆三角形。顔には少し黒猫ロロの面影が残っている。神獣の姿とはまた少し違ちがうが……。

　当然、黒豹の姿より、身体から生えている黒毛は前よりも艶つややか。

　ふっくらとして黒毛でも分かるぐらいに胸むな板いたも厚く四肢の筋肉も凛り々りしく猛たけ々だけしい。

　……別の猛獣にも見えた。ピンと伸びた長い尻尾は傘の持ち手のように可愛らしく曲がっている。先っぽを少し震わせているので信しん頼らいの証かな。

　その全体像から、項こう羽うの騅すい、曹そう操そうの絶ぜつ影えい、呂りよ布ふの赤せき兎と馬ば、前まえ田だ慶けい次じの松まつ風かぜ。

　ラオウの黒こく王おう号ごう。そんな名将、猛将、強者たちが乗った愛馬たち……。

　実際に目で見たわけじゃないが、そんな名馬たちを超えた雰囲気を醸し出していた。

　ロロディーヌの首回りから伸びている六本の触手が、また、カッコヨイ。

　馬と獅子と黒豹を合わせた猛獣が凛々しく長い胴体を生かすように走る姿を見つめていたら、首筋から生えていた二本の触手がスルスルッと俺に伸びてくる。触手は腰こしへ回り胴体に巻き付くと、強引に、馬の大きさとなった背中の上に運び乗せてきた。

「にゃにゃ」

　なるほど、わたしの背中に乗っていけか。さらに触手が手綱のように目の前に来た。

　これで操縦しろ？　その触手を持った瞬間、手綱のような二つの触手の先端が俺の首筋にピタッとくっついた――おぉぉぉ、なるほど。こりゃすごい。

　ロロディーヌと意識を共有したような感覚が全身を駆かけると同時に駆け抜ぬけていく。

　さらに、




　※神しん獣じゆう騎き乗じよう※恒こう久きゆうスキル獲かく得とく

　※人馬一体※恒久スキル獲得

　※〈魔ま獣じゆう騎乗〉と〈神獣騎乗〉と〈人馬一体〉が融合します※

　※神獣止水・翔しよう※恒久スキル獲得




　わぉ、凄すごい！　スキルも獲得。そんなこともできるのか。スキルの理解に頭が追い付かない。とにかく、そんなことより――速いのだ。

　馬並みの大きさになった黒猫もとい、馬の黒獅子は速い。

　速いが乗っている俺を振ふり落とさないように触手が身体をしっかりと支えてくれるし、鞍くらと鐙あぶみの必要性を感じさせない程ほどの、股またから感じる不思議なフィット感。

　ロロディーヌは地を縫うように走る。

　しかも、人を寸前で避さけて、人混みを上手うまく躱かわしている。

　混雑していた西門をあっという間に通とおり抜けていた。

　黒馬と黒獅子と黒豹が合わさったような姿の神獣ロロディーヌはそこで速度を緩ゆるめると、ゆったりと歩き出す。ロロディーヌはまさに神獣だな。

　凄く速いし安定している。馬の全速力である襲しゆう歩ほやポポブムの速度は完全に超えていた。

　大型バイクにロケットエンジンでも付けたかのような加速性能に、超絶のブレーキ機能を付け加えた感覚。

『素晴らしい速さですね、ロロ様』

『あぁ、本当に凄い』

　ヘルメと一いつ緒しよにロロディーヌに感心していると、西門から外に出たところで、ホルカーの木片が示す方向は、西の方角である左から上の北へ変わる――北か。

　そう意識した瞬間、すでに馬獅子型のロロディーヌは頭を北へ向けて進んでいた。

　手綱となっている触手を動かさなくても、俺の気持ちが通じている。

　西門の外そと壁かべに沿うように北へ駆ける。

　やがて、左手の方向に枯れ木が多い雑木林と墓場エリアが見えてきた。

　墓地手前まで進むと、木片に反応している緑の点滅が一段と濃くなる。

　グイン、グインと木片レーダーが小刻みに震えて反応。

　どうやら、ここら辺に地下へ行けるところがあるらしい。

　枯れた木々には大きな鴉からすたちが止まり、俺を監視するかのように睨にらんでくる。

　都市外れにある墓地か……いかにも〝汚れ〟の雰囲気がある場所だ。

　俺は鞍あん馬ばの競技を行うように足を上げ、くるりと回りながら馬獅子型黒猫ロロデイーヌから飛び降りた。地上なのに鬱めいた雰囲気のある墓の地面を、体操競技の着地で言えば百点満点の姿勢で踏ふみしめる。枯れた枝に留まる大きな鴉たちが大おお袈げ裟さなポーズで降りた俺に驚いたのか、逃げるように一斉に飛び立った。

　猫ねこの姿に戻っていた黒猫ロロが逃げる鴉を追い掛けたが、途と中ちゆうで諦めて俺の肩上に戻ってくる。そんな最中にも魔察眼や掌しよう握あく察さつも忘れない。

　枯れ木が落ちている地中を探し……お？　また、木片の緑がまた明るく反応。

　ブルルッと、より木片の震えが強くなる――あった。

　地中の穴を塞ぐように長板が敷しかれてある。

　板で封ふう鎖さされてるが、これは地中へと続く穴だ。

　入り口の一つだろう。長板の蓋を、魔ま槍そう杖づえで叩いて強引に壊こわす。

　壊した板下には縦穴が見えた。穴の先は暗いので〈夜目〉を発動。

　底がすぐそこに見えた。穴の深さはそれほどでもない。

「降りるぞ。ヘルメも一応、飛び出る準備な」

「にゃ」

『はい』

　――穴へ飛び降りる。土底へ着地した。両足の裏から土の感かん触しよくの衝しよう撃げきはあまりない。

　周りを確認。五メートルぐらいの高さか。少し臭くさい湿った風が吹ふき抜ける。

　風があるということは、他にも穴が多数あるのだろう。

　左右は土壁が前後に続く洞どう窟くつだ。木片の反応は依然として前方からだ。

　用心しながら洞窟を前へ歩く。横よこ幅はばは人が二人同時に進めるぐらいの広さ……。

　お？　マークだ。土壁には血で書かれた何かのシンボルマークがあった。

　それ以外は普ふ通つうの土回廊かな？

　でも、この壁……土というか堅い岩のような感じだ。

　堅い岩盤をピッケルか何かで掘り進めて作ったらしい。

　天然ではなく人工的と思われる洞窟内部だ。鉱山の名残かな？

　魔鋼都市ホルカーバムは、鋼だけじゃなく良質な石材が採れることで古来から有名だ。この都市に来る前には頭だけの石像群遺い跡せきがあったしな。

　と、考えながら洞窟の内部、内部へと、ホルカーの木片が緑で示す地点へ向かう。

　ん？　魔素の反応があり。

『ヘルメ、視界を貸せ』

『はいっ』

　視界に現れる小さい姿のヘルメを掴つかむ。精せい霊れいの目を発動。

『ァ……』

　視界から消えたヘルメのあえぎ声はだいぶ小さくなった。

　彼かの女じよなりに頑がん張ばっているらしい。

　魔素が反応した辺りから、のそのそと動くモノを捉とらえた。

　温度センサーが示す形は暗いままだ。

　すると、示しあわせたように、堅い壁や地面から手がわらわらと無数に生え出す。

　現れた汚い手は爪つめが剥がれているが、構わずに周りの土をほじくり出している。

　やがて、土が大きく抉えぐられると、そこから片側が潰つぶれた人の顔が見え、腐った内臓剥むき出しの胴体が飛び出してきた。

「ウゴォォォォ」

「オヴェアァァァ」

　呻うめき声ごえ、それは蠢うごめく死体。リビングデッド。ゾンビだ。

　大量のゾンビが現れ始めた。ゾンビたちは体に蛆うじが湧いている腐った死体。

　そんな状態で堅い地面をほじくっているから、指先がぐちゃぐちゃに変形していた。

　うめき声もうるさい。口元も血みどろで臭そうな息を吐きそう。

　動きは遅おそい。こっちに近付いてきた。噛まれたら感染とかあるのか？

　ゾンビ化とかありそうで怖こわい。だから遠えん距きよ離り戦せんだ。

　元警官のようにカウボーイハットをかぶりたくなるな。

　マグナムの代わりに〈光条の鎖槍シヤインチエーンランス〉だ。即そく座ざにスキルを発動。

　――〈光条の鎖槍シヤインチエーンランス〉、〈光条の鎖槍シヤインチエーンランス〉、〈光条の鎖槍シヤインチエーンランス〉、〈光条の鎖槍シヤインチエーンランス〉。

　続けて、五回連続でスキルを発動した。一気に五匹ひきのゾンビの頭部を光槍で撃うち抜く。

　ゾンビは光槍に貫つらぬかれると、体が痺しびれるような反応を示したあと、青白い燐りん光こうエフェクトを放ってから焼失。頭から青い塵ちりとなり全身が消えていった。カッコイイ消え方だ。

　ま、当然のように光が弱点か。

　黒猫ロロも中型サイズの黒豹の姿へと変身。首元から六本の触手骨こつ剣けんを伸のばすと、ガトリングガンのように何回も連続で触手から突とつ出しゆつした骨剣をゾンビにぶち当てていく。

　ゾンビたちはあっという間に穴だらけとなった。

　黒触手の先端から突出している骨剣の色が白から銀色のように輝かがやいている？

　前より鋭くなって骨ほね刃ばが長くなっているような……。

　だけど、首や胴体が穴だらけとなっているゾンビは死なない。

「ロロ、頭が弱点だ。何回も頭を刺せ」

「ンン、にゃ」

　黒猫ロロは指示通り、頭部をピンポイントで狙ねらい、ゾンビを確実に仕留めていく。光槍を撃ち出すスキルはまだ使用不可だ。だから〈鎖〉を使用。

　左手から射出した〈鎖〉――。真っすぐ伸びた銀線の先端テイアドロツプがゾンビの頭部を貫き、背後のゾンビの首や頭をも貫いていった。

〈鎖〉を操作してはゾンビたちの足を狙い潰して進行を遅らせる。しかし、依然として……ゾンビ共がわらわらと、壁や地面から生み出されてくる。

　まさにゾンビ映画のようにシツコイ。ロメロ作品が好きだったけれどもリアルに襲われるのは勘弁だ。少しずつだが、数を減らして、殲せん滅めつさせながら進む。

　そういえば、この世界に来たばっかりの頃――地下深い穴に落ちて――こんな風にゾンビ共を屠ほふったこともあったな。白く光る天道虫の光を思い出す。

「ヌォォ――」

〈鎖〉を銃に見立てながら射出して昔を懐なつかしんでいたら、後方からも不気味な声が反響。後ろからも、わらわらと湧き出してきやがった。

　前と後。前門の虎とらゾンビと後門の竜りゆうゾンビ。という感じか？

「ンン、にゃ、にゃぁ」

　そんな無理やりな語呂合わせを考えていると、全部普通のゾンビだろというツッコミではなく『わたしに任せろにゃっ』といったように黒豹姿のロロディーヌが俺の前へ出る。

　お？　何かやるのか？

「ガルルゥゥッ！」

　珍めずらしく喉のど声ごえを張り上げるような唸うなり声を上げた。

　その瞬しゆん間かん――豹の口が大きく開かれた。火か炎えんブレスが撃ち放たれるッ――うひゃぁ！　驚いた。音も凄いが、この洞窟大丈夫か？

　急激に酸素が失われて、一酸化炭素中毒とか……そんな不安になるほどの威い力りよく。

『――こ、これは……ロロ様、凄い。上位魔ま法ほうの、烈級、いや、王級ぐらいの威力がある壮そう絶ぜつな火炎魔法です』

　ヘルメの言う通り。

　黒豹姿のロロディーヌの真後ろからでも熱風を感じたというか、熱い風が全身を駆け抜ける。

　おっ、前方の天てん井じようから何かが抜けたような喧やかましい音が響ひびいた。

　俺たちが降りてきた穴と同じように塞ふさいでいた板をロロディーヌの吹いた火炎が吹き飛ばしたようだ。墓場の外から見ていたら、墓場の地面から突然にマグマが噴き出して見えたかもしれない。ま、穴があるなら一酸化炭素中毒は大丈夫か。

　ここの洞窟、俺が入ってきた穴のような出入り口が多数あるようだ。

　そして、洞窟の奥にまで黒豹姿のロロディーヌが吹いた火炎ブレスは届いたようだ。

　前方に湧いていたゾンビたちは綺き麗れいさっぱり塵となって消えていた。

　プチプチと物が燻いぶされる音を鳴り響き、壁が熱で溶とけてねっとりと変形している。

「……凄いぞ、ロロ先生。お前は火炎使いロロか！」

「にゃお」

　どや顔だ。だが、今回はどや顔を許そう。

「ロロ偉えらいぞ。ただ、今後は使いどころを気を付けてな？」

「ンン、にゃっ」

　黒豹ロロは『了解にゃ』といった返事をすると、背後からゾンビの声が響いてきた。後ろのゾンビは無視。

　俺と相棒のロロディーヌは木片が反応する洞窟奥へ進んでいった。

　くねくねした洞窟を抜けると、広いエリアに出る。

『閣下、この辺りは狭間ヴエイルが薄うすいです。セブドラ、セウロスに住まう神々の力に影えい響きようされやすい〝特とく殊しゆ場ば〟であります。気を付けてください』

　そんなエリアがあるのか。広い地下エリアの中央には篝かがり火びが焚たかれているのか明るくなっている。〈夜目〉を解除。真ん中へと歩みを進めていく。

〝汚れ〟とやらは、この灯あかりか？

　魔素の反応もあるし、木片の反応はもうＭＡＸ状態だ。

　ぶるぶると震える木片が全部、緑色に変色を遂げていた。

　魔素の反応も濃いし、異臭が漂ただよう……近寄ると全貌が見えてきた。

　うへぇ……なんだありゃ……もしや、これ全部が死んだ女性たち？

　死体の塊かたまりかよ。女性の死体が人形のように重なり死し骸がいの塊に……形は樹木か？

〝歪いびつな死骸樹木〟の全体からゆらゆらと禍まが々まがしいどす黒い煙けむりオーラが立ち昇っていた。

　うへぇ……気持ち悪い。これ、ホルカーの大樹に似せて作られている？

　死体の寄せ集めで、オブジェなんて作るなよ。

　どの死体も左乳房がなく心臓がくり貫かれ、頭部はあるが目や脳も同様にくり貫かれている。何故なぜか、死体の頭部には縫われた黒い斑はん線せんが幾いくつも存在しているし……。

　事実は小説より奇なり。

　そこに、死体が積み重なった場所から、ガサッ、ガザッと、何かを潰す音が響く。

　強い魔素反応も感じた。

「……アナタは誰ですか？」

「神域が著しく衰えている。コヤツが我らの神域を侵した者か？」

　声が二つ。死体で作った禍々しい大樹を模したオブジェの陰かげから声が響く。

　そして、ゆらゆらと揺ゆれている陰いん鬱うつの極みといった黒こく煙えんの中から、黒い貫かん頭とう衣いを着る人物が二人、ぬっと現れた。

「お前たちこそ、だれだ？　ここは何だ？」

　現れた怪しい姿の二人へと質問をした。

「ふっ、ワザワザ神域に来ておいてそんな質問ですか？　ま、良いでしょう。特別に教えて差し上げます。ここは古いにしえからあるホルカーバムの地下街アンダーシテイー。犯罪者、不治の病人、死者たちの楽園、故郷。葬儀屋や殺人者が死体を捨てゆく場所であり、我らが神域」

「何だそりゃ、お前は何だ？」

　地下があるのは分かってはいたが……。

「……わたしは〝十層地じ獄ごくの王トトグディウス様〟の下僕。【血印の使徒】のサザイメンスという者です」

　見た目通り、十層地獄の王を信奉する邪教の奴やつ等らか。

「……女の死体を集めたのはお前か？」

「えぇ、勿もち論ろん、この死体たちは大事な生け贄にえですよ。わたしを含ふくめて、【血印の使徒】のメンバーたちが必死の思いで集めてきました。ここはトトグディウス様の神域でもあり、ホルカーの大樹が放つ神域力を吸い取る血印臓樹ガドセルがある場所です」

　ご丁てい寧ねいに全部話してくれた。女を生け贄か。

　メリッサの左胸を奪うばったのもこいつらだな。

　彼女はトトグディウスの血印の使徒に襲われたと話していた。

　流りゆう暢ちように語る男の隣となりにいた男が貫頭衣のフードを脱ぐ。

　人族の男。その目はゾンビのように血走り黄色く濁っていた。

　顔には傷のような豊ほう麗れい線せんがあり、頬ほおが痩こけている。

「サザイメンス。お前はいつも律りち儀ぎだな。今から死ぬ奴やつに、説明は不要だろう？」

「エガラス。異教徒といえど、ここで死ねば御み霊たまはトトグディウス様のお力に変わるのですよ？　だとしたら真しん摯しに説明してあげねば」

「そうかい。教義に忠実なのはいいが、もう仕し舞まいにしろ。こいつはタイミング的に、神域を侵し血印臓樹ガドセルを弱めた元凶だと思われる。死んでもらうぞ」

　血印とは結界か。脆もろくなったのは、ホルカーの大樹が復活したお陰なんだと思うが。

　こいつらはたぶん、ホルカーの大樹が再生したことに気付いていないらしい。

　そして、神が語っていた〝汚れ〟とは、コイツらが語る血印の結界のことだな。

「分かりました。では、仕舞いにしますよ。贄の時間にしましょう」

　流暢に語る男もフードを取り頭部を晒さらした。こいつの目も虹こう彩さいが血走り黄色く濁っている。しかし、その顔はまだ若く青年だ。

　二人の男は貫頭衣を纏まとった状態で、ゆっくりと歩いて近寄ってくる。

「生け贄か、まったく、気持ち悪い。イカレた新興宗教かよ。禍々しいオブジェだし」

　俺は外がい套とうを左右に裂さくように広げて、両手を使いジェスチャーしながら語る。

　右手に魔槍杖を用意しながら、馬ば鹿かにしてやった。

「何ですと！　トトグディウス様を愚ぐ弄ろうするとは許せませんね。やはり異教徒は異教徒ですか……」

「はいはい、異教徒、異教徒」

　俺は半笑いでこいつらを見る。

「チッ、余よ裕ゆうこきやがって、その斧おの槍やりといい、お前は冒ぼう険けん者しやか？」

「……さぁな？　それよりも俺は憤ふん慨がいしている。お前らはいったい何人の貴重なる美人さんの命を奪ったんだ？」

　男たちの背後にある禍々しいオブジェを見ながら呟く。

「何人？　さぁ、数えてませんからねぇ。ですが、トドグディウス様の御み霊たまになれたのですから、彼女たちは幸せな者たちですよ」

「はぁ？　何が幸せだよ。人のことはいえないが、このサイコ野や郎ろうめ、てめぇらのような邪教、世紀末思考な宗教家にはお似合いの最期を用意してやる」

「異教徒が生意気な口ですね。その口ごと、全身を切り刻んで肉にく片へんを金かな袋ぶくろに放ほうり込み、糞くそを入れて、糞漬けにして、糞くそ塗まみれにしてあげます。さぁ、地獄の鐘が鳴りましたよっ！」

「……」

　流暢に喋る男と無口な男は揃って不気味な笑みを浮うかべると、貫頭衣の中から両りよう腕うでを出だして襲おそいかかってきた。その両手には変な形の剣を持っている。シックルとかいう剣か？

　だが、そんな剣なんて関係ない！　俺が相手をするまでもない。

「ロロ、全部、燃やしちゃえ――汚物は消毒だァァァ」

「にゃごっアァ――ガルルゥ！」

　また、指向性を持った激烈な火炎ブレスが吹き荒れる。

　走ってくる男たちは、向かい風を受けるように火炎に巻き込まれた。

「ギャ、ボオォォオオオォォォ」

「アァァァ――」

　トドグディウスの邪教徒たちは断だん末まつ魔まの絶叫をあげながら、炭化。

　大樹のような死体オブジェにも炎ほのおは広がり、勢い良く燃えていく。

　すご、さすがは上位魔法に分類されるぐらいの威力はあるな……。

『……怖い。わたしも喰くらったら蒸発しちゃいそうです……』

『俺おれも他人ひと事ごとではないような気がするが、ヘルメも姿を現して戦う時は気を付けるんだな』

『はい』

　その瞬間、木片の震えがピタリと止まった。

　緑色の点滅も死体オブジェと反応し薄く変化。最終的に無数の死体で構成した禍々しい大樹を模かたどったオブジェが燃えカスとなって完全に焼失すると同時に、ガイア様とサデュラ様から貰った木片が示していた緑色の反応も消える。

「これで、この都市の汚よごれが消えたか。ロロ、戻もどるぞ」

「にゃ」

　空洞の奥おくにはまだ暗い穴が続いている。先は洞窟というか迷宮のようだ。

　ま、用は済んだので戻ることにする。

　ゲートを使えばすぐだ。二十四面体トラペゾヘドロンを取り出す。

　一番目をなぞりゲートを起動させた。いつものように灰色の光が包つつむ環わが出現。

　俺が泊まっていた部屋が映る。身体が臭くなっているかもしれないが、いいや――。

　ゲートを潜くぐる。ふぅ……高級宿に戻ることができた。一ひと先まず、司祭のとこに戻るか。

　すぐに部屋を出て、宿屋を後にした。

　厩舎前を通りポポブムには乗らずに黒猫ロロを馬獅子サイズへ変化させる。

　黒馬と黒獅子に黒豹のようなロロディーヌの背に飛び乗って跨またがると大通りに出た。

　十字路がある広場を通ると、人ひと集だかりができている。住人、旅人、みな再生されたホルカーの大樹の見学をしているようだ。中には、ちゃっかりと路上販売をしている人もいるし。

　前にも移動販売馬車の『プルプルホーン』という名前の店があったが、ここは新しい観光名所になるかもしれない。ホルカーの大樹に生えていた透明な花はもうなくなっている。

　司祭はちゃんと回収したらしい。そのまま、人混みの十字路の広場を抜けて、襤褸屋敷の神しん殿でん前まえに到とう着ちやく。黒馬と似た騎き乗じよう型がたのロロディーヌから降りた。

　ロロディーヌはすぐに小さくなり黒猫の姿となると、俺の足元からついてくる。

　襤褸屋敷の扉とびらを開けて、神殿の中へ入っていく。司祭は祭さい壇だん前まえで俺たちが来るのを待っていたのか、入ってきた俺の姿を見るなり、走り寄ってきた。

「あ、シュウヤさん！　大だい丈じよう夫ぶだったのですね」

「おう。当たり前だ。汚れとやらを討うち払はらってきたぞ。血印の使徒と組織名を名乗る奴に襲われたが、ホルカーの大樹に似せた禍々しい死体のオブジェがあったから、襲ってきた奴らもろとも燃やして処分しといた」

「そのような物が……」

　マリン司祭は目を見開き、口に手を当てて小さく呟いた。

「あぁ、殺した血印の使徒たちだが……魔ま界かいの十層地獄の王トトグディウスへ生け贄を捧げるとか言っていたよ」

　マリン司祭は珍しく怒おこった表情を見せる。

「……そうですか。血印の使徒。そいつらが父や母の仇かたき。悪しき者たちの正体ですね」

「たぶんな。汚れの反応は完全に消失したので大丈夫と思うが、すべてのメンバーを殺したわけじゃない。だから今後は注意が必要かも」

「分かりました。ホルカーの大樹はわたしが守ります」

　喋るマリン司祭の目は力強い。ここは街のど真ん中。任せても大丈夫だろう。

　それに、ソサリーという宇宙の知的生命体を思わせる種族だ。実はめちゃくちゃ強いのかもしれない。だが、一応は、

「……あぁ、護衛とか雇った方がいいかもな。まぁ任せた」

「はい。では、御約束した報酬をお渡わたしします」

　マリン司祭はポーションが入ったような小さい陶器の瓶びんを三つと、文字が書いてある高級な羊皮紙を渡してきた。

「この三つの瓶は〝ホルカーの聖花〟から作った貴重な回復薬。〝聖花の透とう水すい珠じゆ〟が入っています。そして、この羊皮紙が、この屋敷の権利書となるものです。それと〝わたし〟の体も、もう準備はできていますの……うふ」

　えっと……体は、それはないから。マリン司祭は顔を紅くして、内股でもじもじとしている。可愛かわいいかもしれない。薬は貰もらうとして、一いつ瞬しゆん、未知との遭そう遇ぐう。「フィフス・エレメント」的な司祭との未来を想像したが……ゾワッとしたコスモを背筋に感じたので止よしておこう。家と宇宙人の嫁さんを持った未来ルートの世界線はあるかもしれないが、今は、丁寧に、はっきりと断る。

「……ごめん。司祭の体は要らないから。この、三つの瓶だけ貰っとくよ。権利書もマリン司祭が持っていた方がいい」

　権利書を返す。

「でも、約束を……」

「いや、折角、ホルカーの大樹が復活したんだ。これから信徒が増えると思うし、ここを拠点にして、しっかりと司祭のマリンが、このホルカーの大樹を守らなきゃな？」

　マリン司祭は俺の言葉に、納なつ得とくするように頷うなずいていた。

「はい……そうですよね。守ります」

　この三つの瓶。万病に効く超回復薬？　とか、前に話していたから少し確かく認にん。

「この三つの薬は、本当に万病に効くの？」

「はい。あ、いや、すべてではないのです。細かくは聖典によると〝生まれもった病〟や〝神かみ咎とが〟には効かぬとあります」

　へぇ、それ以外なら治せるんだ。それでもその話が本当なら凄い。取っておこう。

　アイテムボックスの中へ入れておく。

「分かった。これはありがたく受け取っておく。それじゃ、俺は帰るよ。これからも色々あると思うが、頑張って、じゃ」

「ン、にゃにゃ」

　黒猫ロロも『バイバイにゃ』的な感じに鳴く。

「はい。シュウヤさんとロロちゃんに〝ホルカーの精霊〟の祝福がありますように――さようならです」

　残念そうに俺を見つめる司祭とはそこで別れる。神殿をあとにして、騎乗型ロロディーヌに跨り乗りながら、再生したばかりの緑々しいホルカーの大樹がある広場をゆっくりと進んでいく。ホルカーの大樹か。感慨深い……な。

　俺、歴史に残るようなことをしたということだろう？

　大樹から生える葉を見ながら茄な子す紺こんの夜空を見上げる。

　二つの月と星々の明かりも、このホルカーの大樹を祝福しているように感じた。

　さて、明日は朝一にベルガットの事務所に向かうとして……。

　宿に戻って、久々に愛しいメリッサでも呼ぶか。

　高級宿に戻った俺は早さつ速そくメリッサを指名した。

「まったく、驚おどろきましたよ。久々に指名を受けたと思ったら、再生は不可能といわれていた枯れたホルカー大樹の復活を成し遂げるなんて」

「……はは、俺に不可能という文字は存在しないのだ」

　旨うまい飯を食いながらのメリッサとの会話は楽しい。

「ふふ、もうっ、わざと変な顔を作って……シュウヤさんらしいですね。それに、巨きよ大だい魔ま獣じゆうが出現したという噂うわさは本当なのですか？」

　巨大魔獣については黒猫ロロが変身したといえば信じてくれるかな？

　ま、これについては、黙っておこう。

「巨大魔獣？　さぁな。黒い影は現れて去っていったけど」

　メリッサは俺の誤魔化すような言葉に納得してないのか、ジッと見つめてくる。

「怪しい……」

「まぁ、いいじゃないか。それより、明日だよ明日。ベルガットのボスであるディノさんと約束した、大商会の幹部さんを紹しよう介かいしてくれる件」

「はい。それについては準備は整っています。明日の朝には大商会の方が事務所に来る予定です」

「おぉ、楽しみだ。俺も朝になったら向かうよ」

「はい。あ、明日の朝ベルガットまで、ご案内しますか？」

　メリッサは若じやつ干かん、頬を紅く染めて言ってきた。

「いや、場所は分かってるが、あ、やっぱり、頼たのもうかな」

「良かった……」

　頬を染めちゃってサインを送るとは、可愛い女だ。

「それじゃ、部屋に行こうか」

「はい」

「ンンン、にゃ」

　黒猫ロロは空気を読んだのか、何か文句をいうように独りで離はなれていく。

　何か、悪いな、ロロ。あとで入念にブラッシングから、毛玉ができやすいわけじゃないがコーミングをしてグルーミングを手伝ってやろう。

『閣下、わたしも外に……』

　ヘルメも気を使ってくれるらしい。

『いや、視界に現れなきゃ、そのままでいい。でも、途中で話しかけるなよ？』

『はい……ですが、いつかわたしにも下のお世話を』

『分かってるさ、今度な』

　ヘルメと念話をしてからメリッサと恋こい人びと握にぎり。互いに笑えみを浮かべてから黙だまって歩く。

　部屋に着くなり、そよ風のような感触が肌はだに優やさしく触れる。

　そう、メリッサだ。抱だき付いてきたメリッサ。

「シュウヤさん……」

　上目遣いだ。びいどろのようにきらきらと光る瞳ひとみたち。

　チャームポイントの上うわ唇くちびる。下唇より少し大きいのは変わらない。

　その口が半開くと、彼女は俺の唇を見る。キスを求めた切ない表情だ。

　その願いをかなえるように、自らの唇を彼女の上唇に重ねていった。

　メリッサのさやさやと揺れる金きん髪ぱつが視界を撫でていく。

　俺は熱風となったように彼女を熱く抱擁。

　互いに天恵の慈じ雨うを楽しむが如く風呂にも入った。数時間後……。

　白い絖ぬめのような美しい肌のメリッサに覆いかぶさるように、金髪を撫でながら、その匂においを荒々しく味わう。

「あ、髪かみの匂い……」

　メリッサは背中を震ふるわせながら、俺を顔を見ようと振り向こうとした。

　しかし、そんな彼女を俺は、雄としての力を示すように、肩けん甲こう骨こつの溝が悩ましい背中に舌を這わせながら、自らの腰を彼女の臀でん部ぶへと激しく打ち突つけて押おさえる。

　メリッサは背中をくねらせ「アンッ、アァァ」と悩ましい吼ほえるような声を発すると、背中さえも斑まだらに火照った直後、全身を顫ふるわせていた。




　そうして、二ラウンド目が過ぎ……。

　休きゆう憩けい中ちゆう、ふと、メリッサの裸体を見て思い出す。
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〝聖花の透水珠〟。司祭から貰った、超回復薬。三つしかない、貴重な薬。

　これをメリッサに飲ませたら、もしかしたら……片房が元に戻るかもしれない。

　そこで、アイテムボックスを操作して聖花の透水珠を一瓶取り出す。

「シュウヤさん？　それは？」

「あぁ、突とつ然ぜんに済まんな。これを飲んでみてくれるか？」

　薬が入った瓶を渡す。

「これ、何かの薬ですか？」

「うん。まぁ、騙だまされたと思って飲んでみてよ」

「では――」

　ゴクッとメリッサは一瓶を飲み干した。

　その瞬間――メリッサの裸体が黄金色に光り輝く。

　輝いていた裸体がドクンッと振しん動どうするように波を打って倒たおれた。

　一瞬、お爺じいちゃんデボンチッチが見えた気がしたが、気のせいだろう。

「――お、おいっ、メリッサ？」

　急ぎ、メリッサを抱える。

「は、はい……」

　メリッサは目を開けて起き上がる。おぉぉ……やった。

　凄い、傷が消えて胸が元通りに戻っていた。本当に薬が効いたよ。

　改めて、凄い薬なんだと実感する。ものは試しと軽く考えていたが体の欠損にも効くとは……奇跡の範はん疇ちゆうだな。

「え、え、え？」

　メリッサは動どう揺ようしながらも、自分の胸を見て、手で新しい乳房を触っている。

「治って、元に戻っているっ――」

　メリッサはそこで大おお粒つぶの涙を零こぼし泣き出してしまった。

「……本当に良かった。綺麗に元通りだ」

「こ、これは……シュウヤさん、これは奇跡ですか？」

「そうだ、そう思ってくれていい。とにかく、体はなんともないんだな？」

「――はいっ、なんだか体が凄く軽いです。肌も、全身の肌も若くなったように感じます……凄い、このお薬は……」

　メリッサは自分の裸体を触さわり調べていた。

　そして、唾つばを飲み込んだのか喉がゴクッと鳴っている。

「もしかして、今、わたしが飲んだお薬は、神級の回復魔ま法ほうと同じ効果のお薬だったと？　伝説の神聖回復薬エリクサーですか？」

　エリクサーという代しろ物ものがあるんだ。

「いや、違ちがうと思う。〝聖花の透水珠〟という薬だ」

「そうですか、でも、凄すごい薬です！　一度、回復魔法で傷口を塞ぐと欠損回復は不可能に近いと、烈級や王級の回復魔法でも欠損は治らないといわれて久しいのですが……貴重で大切なお薬を、本当にわたしが飲んで良かったのですか？」

　メリッサだから、あげたんだよ。とは、面と向かっては言えなかった。

　やることやっといて、何だけど。

「……そうだよ」

「ありがとう。でも、こんなことされちゃうと、せっかく出世したのに仕事を辞めて、シュウヤさんに何処どこまでもついて行きたくなっちゃいます……うう、本当にありがとう……」

　メリッサはぽろぽろと涙の粒を頬に零す。

「泣くなって、仕事は辞めないでいいよ。折角、出世して忙いそがしくなってきたんだ。俺も、もうじきここを離れるかも知れないしな……それに、今、こうやって夜の相手お世話をしてくれてるだろう？」

　と、彼女の涙を止めさせるために、おっぱい聖人と化していく――。

「どう？　ここ、ここなんて気持ちいいだろぉ。ほら、次はどうしてほしい？」

「あんっ、も、もう。えっちですね。でも、今夜は頑張っちゃいます、次は、わたしがしてあげるんだからっ」

　そんなこんなで、結局、また二ラウンドをこなした。

　彼女は頑張ると張り切っていたが、結局、先にダウン。

　今は、気持ち良さそうに寝ねている。

　幸せそうな顔だ。さて、俺も明日に備えて、少し寝ますか。寝返りを打つ。

　天井の模様は前と変わらず……今日はどんな夢を見るやら……。

　魔ま境きようの大森林を旅していたように、また、ゴルディーバの里で過ごした頃ころの夢かな？

　エアーズロックのような巨きよ大だいな岩の上にあった里。

　北にはマハハイム山脈が広がり、南も標高の高い山々に、今、俺が居るオセベリア平原が小さく見えていたっけ……絶景だったな。夕日は綺麗だった。

　そんな里の崖下には、茸きのこを栽培し、肉とか保管していた貯蔵庫もあった。

　ラビさんとレファが作ったお菓子や料理の味を思い出しながら……目を瞑つぶっていく。







第七十九章「一角の誓いと遊覧飛行」







　鶏の鳴き声が響く朝。黒猫ロロを肩かたに乗せメリッサと同伴するデート形でベルガットの本拠地に到着。事務所の前には一台の〝特殊な馬車〟が停まっていた。

　……この棺かん桶おけのような長方形の特殊馬車、前に一度見たことがあるぞ。

　ヘカトレイルの奴隷市場に停まっていた特殊馬車だ。

　馬車の横側にユニコーンのマークが描かかれてあるのも同じ。

　もしかしてあの場で取引を行っていた奴隷商人が大商会の幹部なのか？

　まさかねぇ……と疑問に思いながらも特とく徴ちようある馬車を横目にベルガットの建物内へ入っていく。この間、案内してくれた豪ごう華かな部屋の前までメリッサは付いてきてくれた。

「シュウヤさん、わたしはここまでです。交渉、頑張ってくださいね」

　彼女は形式ばった仕事の挨あい拶さつをしてから、片目を瞑りウィンクをしては踵きびすを返し離れていく。片目を瞑った時は可愛らしい顔だったが、去り際は仕事モードの表情。

　さすがに仕事場では露骨な馴れ馴れしい態度は取らない。さて、この扉の先で、面接だ。

「ロロ、頭ず巾きんの中へ潜ってろ」

「にゃ」

　軽く返事をする黒猫ロロ。肩から、外套に付属する背中頭巾の中へ潜っていく。

　もう中で待っていたりするのかな？　いざ、向かわん。

　面接試験を受けるような心持ちで取っ手を捻ひねり扉を開け部屋へ入った。

　あれ、まだ居ないや。部屋にはベルガットのボスであるディノ・ヒルデコアさんが居るだけだった。まだ大商会の幹部さんは来ていない。

「シュウヤ様、今、ご紹介しますので、そこの席にお座りになって少々お待ちを」

　ディノさんから丁寧な言葉で挨拶された。彼かの女じよはそのまま慇いん懃ぎんな形式ばったお辞じ儀ぎをすると、部屋後方の茶色の扉の取っ手を掴んで、引いて開けてから部屋の外に出た。

　少し間が空いてから、茶色の扉が開かれた。

　ディノさんと一いつ緒しよに派手な衣装を着た商人が部屋に入ってくる。

　その商人の背後には、顔の片側に銀仮面を装着した女ダークエルフが居た。

　やはり見たことがある。

　洗練した衣装に鋭するどい眼光を持つ奴隷商人と、あのダークエルフも……。

　彼かれは奴隷商を兼かねた大商会の幹部でもあったということか。

　その貴族めいた奴隷商はディノさんと部屋の入り口で楽しげに会話を始めている。

　視線を向けていると、奴隷商人の隣の女ダークエルフが俺に視線を返してきた。

　互いに視線を交え観察を始める。

　銀色の髪と銀彩色の瞳。銀彩の周りに少し赤みがある。綺麗な目だ。

　耳も横に長くエルフ系。耳みみ飾かざりもある。

　青白い肌は繊細なイメージを思い起こさせる色合いだ。

　首には大きな黒色の首輪を装着している。綺麗な鎖さ骨こつも見える。

　しかし、防ぼう御ぎよが心配になるほど肌を露出した際どい防具。だが、それがいい。

　形の良い巨乳と、両肩を守る紫むらさき色いろと白を基調とした金筋が入ったブラジャー系の高級革かわ鎧よろい。

　所謂いわゆる〝ビキニアーマー〟と似た、俺が大好きなおっぱいを強調した防具だ。

　括くびれが目立つ腰には黒帯が織り込まれた高級そうな革ベルトを装着している。

　そのベルトの中央には銀色のバックル。

　ベルトの横には、長ちよう剣けん類るいの他に小さい道具類が入った袋が見える。

　キュッとした身が締まった腰こしは魅み力りよく的てきだ。

　尻しりはまぁまぁの大きさ。パンツというか水着物を穿はいている。丸見えだよ。
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　白のハイレグパンツが鑑かん賞しようし放題ときたもんだ……思わず、注視してしまう。

　いかん、いかん。気を取り直し装備を見ていく。

　あくまでも装備をだ……。

　腰から太ふと股ももにかけてはガーターベルトのような黒革帯がセクシーに巻かれ、二つの長剣を腰から太股にかけてぶら下げている。

　陸上選手のような引き締まった長い足を持ち、スラリと立つ。

　そんな、そそる長い足を引き立たせるかのように、足先から太股近くまである赤革のロングブーツを履いていた。スタイルが良い。ハイレグ気味な装備が非常に似合っている。

　そんな綺麗なダークエルフさんは、やはり、魔ま察さつ眼がんが使えるようだ。

『目に魔力を宿していますね。あの銀仮面の下にも〝特別な〟魔力の気配を感じます』

　ヘルメがそう指摘した。確かに、仮面の下に微び量りような魔力がある。

　その仮面自体も銀と金が織りなす美しい装そう飾しよくだ。

『金色と黒色と銀色で彩られた蝶ちよう々ちよの装飾が施された仮面の下か？』

『はい。銀色の髪の彼女と似合いますね』

　確かに。女ダークエルフと俺が互いを見つめていると、大商会の幹部とディノさんが会話を終えて、俺が座すわっている場所へと近付いてくる。

　この場合、俺も立ち上がって愛あい想そ笑わらいした方がいいんだろうか？

　まぁ、立っておこう。

「――シュウヤ様。こちらが【デュアルベル大商会】の幹部組織【一角の誓い】のケラガン・キャネラス様です。では、お互いにその席へお座りください」

　ディノさんから、そう紹介される。座る前に俺も名乗る。

「初めまして、ケラガン・キャネラス様。俺は冒険者Ｃランク。シュウヤ・カガリという者です」

「これはご丁寧に、わたしは一いつ介かいの商人でありますから〝様付け〟はなしでいいですよ。今回はディノさんから、お話を伺っております。ケラガンという者です。なんでも〝地下オークション〟に参加をしたいとのことで」

　丁寧な口調で軽く頭を下げ席に座る、ケラガン氏。

　隣に居た女ダークエルフは立ったままだ。俺も同時に向かいの席に座る。

　この間の鋭い視線を見せながらの横おう柄へいな態度とはだいぶ違う。

　あの時は奴隷商人同士の会話だったせいもあるか。

「……はい。その通りです」

　俺は簡潔に述べた。

「分かりました。では、シュウヤ様。失礼ですが、参加確認のために〝例の金貨〟を見せてくださいますか？　ディノさんから聞いていると思いますが、何分、わたし共は商人ですので実際に〝この目〟で、見てみないと……」

　大白金貨か。どうしても見せなきゃダメなのか？

　そんな疑問顔でディノさんへ視線を動かすと、彼女は黙って頷いていた。

　仕方ない。見せてやるか。その場で腕うで輪わを触り「オープン」と呟き、ピッポッパッと指で華麗にタッチング操作をして、アイテムボックスから大白金貨を取り出した。

　将棋の駒を挟むように人差し指と中指に、その金貨を挟みながら、机に金貨を置く。

「これで、良いですか？」

　ケラガンは机に置いた大白金貨を触り調べていく。一通り観察を終えた彼は納得したように大きく頷いた。俺をチラッと一いち瞥べつしてから慎重に大白金貨を机に戻した。

　俺はすぐにその大白金貨をアイテムボックスの中に仕舞う。

「確かに……正真正銘、大白金貨です。これは〝決まり〟ですな。シュウヤ様を喜んで〝地下オークション〟へご案内しましょう。地下オークションには、この隣の女ダークエルフも出品予定ですよ。今、彼女を各地での商取引の現場を連れ回して〝色々〟なことを学ばせている最中でして。シュウヤ様がご参加された際には、この特別で特殊なダークエルフを〝是ぜ非ひ〟ともに高い値段で落札して欲ほしいものです」

　やった。出席できるみたいだ。お望み通り、この別べつ嬪ぴんさんの女ダークエルフを買ってやろう。俺には〈筆頭従者長〉を生み出せる力がある。できれば優ゆう秀しゆうな女性がいいしな。

「そうですね。美しいですし……」

　女ダークエルフは俺のエロ心を見み抜ぬいたように銀彩の瞳でジロリと鋭く睨む。

「ははは、そうでしょう、そうでしょう……楽しみですな。シュウヤ様のような一流どころの冒険者様とは今後とも仲良くしたいところです。そのようなアイテムボックスをお持ちですと、まだまだ、ご予算がありそうですし……」

　俺はまだＣランクなのに、ヨイショが上手いねぇ。ま、少しは乗せられておこう。

「多少はありますけどね、あ、俺のことも〝様〟はいらないですよ」

　金ならあるよ？　的なニュアンスで喋しやべった瞬しゆん間かん、ケラガンの柔らかい目が、鋭い視線へ変わり俺の全身を捉とらえた。すぐに商人らしい笑え顔がおに変わったが……。

　いいねぇ、金の匂いを嗅かぎとる修羅場を潜った商人だ。独特なオーラを感じる。

「……分かりました。地下オークションでは奴隷競売の第一部と高級アイテムの競売の第二部がありますが、何か狙ねらっている物でもあるのですかな？」

　狙っている物か、高級戦せん闘とう奴隷が本命ともいえるが、未知のアイテムも見てみたい。

「いえ、特には……強いていえば、特別な戦闘奴隷を買おうと考えているだけですね。高級アイテムはどのような物がでるのか、俺には分からないですし、その場で買うかどうか決める予定です」

「なるほど、なるほど。では、第二部について少々お話しさせてもらいます。例年通りですと〝冷蔵庫〟や〝魔通貝〟などに始まり、時空属性だけに反応する特とく殊しゆな鋼板、魔界に連なる武具、防具、古代アーゼン朝の未知なるアイテム、神の黄金環、呪じゆ霊れい装そう、〝魔王の大楽譜二十一〟などの曰いわく付き魔道具が出品します」

　冷蔵庫はそのまんまだけど……魔通貝とは何だ？　その名前からイメージするに、無線や電話みたいなモノ？　便利な使える物なら値段次し第だいで買っちゃうかも。

　魔王の大楽譜二十一は呪いを受けそうだから却下だな。

「……へぇ、そのような物が出品されるのですね」

「えぇ、迷宮都市からは本当に色々な摩ま訶か不思議な物が出ますからね。宝箱、モンスターから希少素材、迷宮自体から産出する物。エトセトラ」

「なるほど。楽しみになりました」

　ケラガンは俺の言葉に頷きながら、懐ふところから布を取り出していた。

「はい、本当に……では〝地下オークション〟に参加するとして、シュウヤさんにお渡しする物があります。この〝見印〟を受け取ってください」

　渡されたのは、ユニコーンの絵え柄がら刺し繍しゆうが綺き麗れいな丸形の布。

「その見印があれば、わたしの家でもあるキャネラス家の敷地に入れます。〝地下オークション〟は冬の季節最後の日。年末に行われますので、お忘れにならないようお願いします。夏の季節からはペルネーテの商館か屋敷にいることが多いので、当日前までには、必ず迷宮都市ペルネーテにある、わたしの屋敷を訪ねてきてください」

　ペルネーテの屋敷は自分で見つけろと？

「……屋敷と地下オークションが行われる場所とは何処なのですか？」

「わたしの家は迷宮都市第三の円卓通りの北側にある貴族街の西にあります。その見印と同じマークの大きな紋もん章しようが玄関にあります。そして、ユニコーンの銅像が庭に存在します。非常に目立ちますので、すぐにお分かりになるかと。そして、地下オークションが行われる場所は〝毎年〟競売場が変わるので現時点ではわたしも知らないのです」

　場所が毎回違うのか。

「なるほど、分かりました」

「それでは、わたしは商売の手続きがあるので、帰らせてもらいます」

　大商会幹部のケラガンはそそくさと立ち上がりディノさんと軽く何かを話し合ったあと、ダークエルフを引き連れ部屋を出ていく。俺はそこで笑みを意識した。この布が目印か。

　これで〝地下オークション〟とやらに参加できる。なくさないようにアイテムボックスの中へと入れておこう。布をしまうと、まだ同じ部屋に居たディノさんと簡単な会話をしてから部屋を出た。ここを出る前にメリッサと話すか。

　彼女の姿を探しながら、近くにあった廊ろう下かや他の部屋を覗のぞいていく。

　お、居た。同僚らしき人たちも周りに居る。

　羊皮紙の巻物や書類が積み重なり、インクの匂いが充満している部屋だ。

　完全に仕事部屋だ。メリッサたちは机を挟んで真しん剣けんな表情を浮かべて難しそうに話し込んでいるが、呼んで大丈夫だろうか……いいや、呼んじゃえ。

「メリッサ？」

「あ、シュウヤさん！」

　彼女は顔を赤くしながらも、同僚に一言二言話をしてから小走りにやってくる。

　同僚たちの何人かは『彼氏かしら？』、『へぇ、黒くろ髪かみの人なのね』とか話をして、こっちを見つめてくる。

「――無事に終わりましたか？　あ、こっちに行きましょう」

「うん。あっ、分かった」

　同僚の視線を避さけるようにメリッサが誘ゆう導どうした。部屋の出入り口から廊下に出る。

「幹部との話し合いは成功した。だから暫しばらくしたら、この都市を出ることになる」

「そ、そうですよね……居なくなっちゃうんですね……」

　メリッサは憂いの表情を浮うかべて、涙ぐんでしまった。

「済まんな」

「いえ、そんなこと……シュウヤさんは冒ぼう険けん者しやですから。わたしは〝妻〟でも〝彼女〟でもないですし……そんな困った女にはなりませんからね？　それに迷宮都市ペルネーテは少し距きよ離りがありますけど、隣りん接せつした都市ですし。殆ほとんど活動していませんが、わたしどもの支部もあるはずです」

　妻でも彼女でもないか。都合の良い女アピール？　体の関係はあるけど、そこまで追いかけて迷めい惑わくはかけませんよ？　という感じか？　そうじゃなく、単に俺が、彼女の掌てのひらの上で踊おどっていただけかも知れないけど。だが、そんなことはどうでもいい。俺も楽しかったし、彼女は大人だ。情報を得るための盗とう賊ぞくギルドのメンバーらしい態度ともいえる。

　でも、別れるのが辛つらいらしく、悲しげな表情を浮かべていた。

　情を感じるし素す直なおに可愛い。

「……なら、最後というわけじゃなさそうだ」

「はいっ」

　健けな気げに強がるメリッサ。可愛い視線だ。

　その愛しい視線に体が自然と動く。軽くハグした。その耳元で、

「メリッサ。これからも仕事がんばれよ。それと情報をありがとな？」

「はいっ、シュウヤさんこそ、お体を大事になさってください」

　メリッサをぎゅっと抱き締め、互いに爽さわやかな笑みを浮かべながら離れ別れた。

　彼女の匂いは忘れない……ベルガットの本拠地から外へ出る。

　ディノさんとの契約は、実際に俺おれが〝地下オークション〟に出席するまで続くようだ。

　肝心の〝地下オークション〟の開催日は冬。今は夏になったばかり。まだまだ先だな。

　それまで何をしよう。まずは……近い内にホルカーバムを出るとして、ここで最後に一つか二つ依い頼らいをこなしてから迷宮都市ペルネーテへ向かうとしますか。

　冒険者ギルドで依頼でも見よう。そんなことを考えながら路地を進む。

　すると、頭巾の中で寝ていた黒猫ロロが起きた。

　俺の肩に移りながら後こう脚きやくで、俺の肩を蹴けって地面に降り立つ。

　後脚の足あし爪づめが肩に引っ掛かり痛かったが、気にしない。

　地面に降りた黒猫ロロは身震いすると、子こ猫ねこの姿から馬のような姿へ変身する。

「ンン」

　喉のど声ごえを出だした騎き乗じよう型がたのロロディーヌ。

　首回りから伸のばした黒くろ触しよく手しゆを俺の腰回りへ巻き付かせてくる。

　また、背中の上へ運んでくれた。ここに騎乗しろか。

　お望み通りに足を広げてロロディーヌのふさふさした黒毛の上に跨った。

　股下からは力強い筋肉を感じる。俺を乗せて一走りしたいようだ。

「いいぞ。自由に走って」

「にゃにゃお」

　声は猫声に近いが、俺に『掴まってろにゃ』的な感じで馬のように鳴く。

　後脚が地面を捉えると一気に加速した。Ｇが凄い。

　このまま大通りに向かうかと思ったら違った。

　ロロディーヌは首の両サイドから左右へ二つずつの四つの触手を伸ばす。

　――んお？　何をするんだ？

　左右に伸びた四つの触手は重なり二つの太い触手に変化すると、地面に突き刺ささっていた。

　そして、その二つの太い触手をゴムのように螺ら旋せん状じように巻いたロロディーヌ。

　触手を自らの体に引っ張りつつ背後へと移動。

「ガルゥゥ」

　移動を続けているロロディーヌは獣らしい唸うなり声ごえを上げると、さらに後ろへと移動していく。

　左右に伸びた太い触手の捻ねじりが強まった。これは要するに巨大パチンコか？

　ロロディーヌ自らパチンコ玉となって、自らを飛ばすようだ。

　触手は、本当に捻れたゴム紐ひものようにしなる音を立てていた……。

　そして、ロロディーヌが左右に伸びた触手を離した瞬間――。

　うひゃぁぁぁぁ、風が一気に身体を吹ふき抜ける。

　俺を乗せた状態の黒馬神しん獣じゆうといえるロロディーヌが勢い良く空へ飛び上がっていた。

　――空を飛ぶロロディーヌ。すると、首元から二つのゴム紐のようになっていた四つの触手たちが、消えるように縮小しながら首元に一瞬で収しゆう斂れん。

　触手が消えたと思ったら、今度はロロディーヌの胴どう体たいの左と右から同時に横広い黒触手が生まれて出る。それはグライダー翼のような変化を遂げた。

　真新しい黒翼は風を捉えて揚よう力りよくを生みだす。滑空した――。

　斜ななめに雲を突き抜けて飛んでいく。黒翼は蝙蝠と鷹の羽を合わせたような大きさ。

　揚力を得て飛んでいるんだろうけど……翼からは微細な魔力も放っている。魔法を自然と使っているのか？　端はたから見たらグリフォンとかに見えるのかな？

「お前はこんなこともできたんだな……」

　跨りながら尊敬の意思を込めてロロディーヌの後頭部を摩さする。

　鬣たてがみのような黒毛は柔やわらかい。癖になる。

「ンン、にゃにゃあ」

　飛びながら機き嫌げん良く鳴いている。ヘルメが視界の端で躍りながら登場。

『――ロロ様。凄い、空を飛んでいます。閣下が空を移動していた時よりも速さを感じます。凄い景観です。風の精せい霊れいさんはいつもこんな景観を楽しんでいるんでしょうか』

　さあな。ヘルメのような意識ある形を保った精霊も、そうはいないと思うが。

『一度、外に出て体感してみたいです』

『分かった。俺の腰に掴まっていろ。気を付けろよ』

『――はいっ』

　ヘルメは俺の左目から液体状態のまま飛び出てくる。風で液体はバラバラにはならない。

　瞬しゆん時じに俺の真後ろで人型ヘルメとして現れた。彼女は俺の腰に黝色の細い両りよう腕うでを回して柔らかいおっぱいを背中に押し付けてくる。彼女は密着しながら姿を現していた。

　風に負けないで素す早ばやく体を固体化できるようだ。さすがは精霊。

「ヘルメ、大だい丈じよう夫ぶか？」

「は、はい。風が気持ちいいです」

　そのまま遊覧飛行を皆みなで楽しむ。魔鋼都市ホルカーバムの上をぐるぐると旋回。

　やはり空からの光景はいいな。前世で好きだった曲が脳内で響ひびく……。

　スマホが欲しくなる。色んな曲を聞きながら景色を撮さつ影えいして空を飛びたい。

　マジックアイテムを使った録音機械とかないのだろうか……。

　やがて、この楽しい遊覧飛行にロロディーヌは飽きたのか、真下のホルカーバムの港付近へと下降していく。小しよう翼よく羽うや黒色の触手を地面に伸ばしている。

　それらを緩かん衝しよう材ざいやクッションのように使いながら四し肢しの裏で優しく着地していた。

　港で作業していた船夫たちは突然な空からの闖ちん入にゆう者しやの俺たちに驚いている。

　そりゃ驚くのも無理はない。周囲の視線が気になるが、ロロディーヌから飛び降りた。

　この近辺には冒険者ギルドがあったはず。ついでだ。依頼を探そう。

「冒険者ギルドへ行くぞ」

「はい」

　隣を一緒に歩く常とこ闇やみの水精霊ヘルメは、皮ひ膚ふの一部でもある葉っぱのような部分をウェーブして靡なびかせると、人族たちが普ふ段だん着るような洋服の色合いへ変化させた。

「にゃ」

　ヘルメの変身を見ていた黒猫ロロが小さな声で鳴く。今は黒猫の姿だ。

　さっきまでは巨大な黒馬か、巨大な獅子か、巨大な黒くろ豹ひようの姿だった。幻げん想そう的てきだから例えるのが難しい。ま、神獣だから当然か。と思った時、そのロロディーヌは子猫姿へと戻もどっていた。そして、いつものように肩に乗ってくる。軽い体重が愛しい。

　俺たちは冒険者ギルドの中へ入り、依頼が貼ってあるボードの前へ進む。

　最後に石切り場でハーピー狩がりでもしようかな？

　と思ったが、気になる依頼を見つけた。





　依頼主：商店街組合・理事、フィラ・エリザード

　依頼内容：Ｃランク以上を求む。用心棒、護衛

　応おう募ぼ期間：依頼を受けた日から三十日程度

　討とう伐ばつ対象：盗賊、刺客

　生息地域：なし

　報ほう酬しゆう：一日、銀貨二枚。刺客を討ち取れば金貨六枚

　討とう伐ばつ証しよう拠こ：なし

　注意事じ項こう：刺客が襲おそってきます。わたしを守ってください。

　備考：大通り沿いの商店街の【鍛冶雑貨エリザードの店】でお待ちしています。刺客を討ち取ってくれれば、この依頼は一いつ旦たん終了となります。報酬の金貨六枚は、刺客を討ち取った方限定です。






「この依頼なんてどうだろう」

「ンン、にゃ」

「用心棒をするんですか？」

　隣で一緒に依頼ボードを見るヘルメが質問してきた。

「そうだ。守ってくださいと書いてあるし、守ってやろうじゃないか。ヘルメも俺の目となって協力してくれ」

「はい、閣下の目となり水となります」

　んじゃ、この依頼を受けよ。依頼が貼ってあるボード下には木札が大量に入った箱がある。そこから一枚の木札を拝借、受付へ持っていく。受うけ付つけ嬢じように冒険者カードと木札を提出した。水すい晶しように手を乗っけると、依頼はすぐに受理。

「こちらがカードでございます」

　色黒の受付嬢から冒険者カードを受け取る。そのカードを見ながらギルドの外に出た。





　名前：シュウヤ・カガリ

　年齢：22

　称号：竜りゆうの殲せん滅めつ者しやたち

　種族：人族

　職業：冒険者Ｃランク

　所属：なし

　戦せん闘とう職業：槍やり武ぶ奏そう：鎖使い

　達成依頼：十七






　目的の場所、商店街に行こうか。俺が泊まっているホテルがある大通りだ。

「ロロ、行くぞ」

「にゃお」

　黒猫ロロは馬に近い姿へと変身した。その胸むな元もとが獅子から生える黒毛にも見える黒馬っぽい神獣ロロディーヌの上に跨った。

「ヘルメも目に戻れ」

「はい」

　彼女は瞬時に液体化。いつものように左目へ飛び込んでくる。

　そして、騎乗型ロロディーヌは指示を出す間もなく走り出す。

　走る、走る。四肢を躍やく動どうさせて走る――港前を一いつ瞬しゆんで通り抜け大通りを突っ走った。

　再生したホルカー大樹の前を通り過ぎ、あっという間に商店街へ到とう着ちやく。

　空も速いが陸も速い。商店街に到着するとロロディーヌは、俺が何処に向かうのか〝分かっている〟らしく、ゆったりとしたペースとなって商店街を進む。お、発見。

　鍛冶かじ雑貨エリザードの店。鋼鉄の棍こん棒ぼうのような物が看板だ。

　店の前で黒馬の姿をしたロロディーヌが足を止めた。

　早さつ速そく、軽やかに降りて店の中へ入っていく。店内は名前通りといった印象だ。

　長剣、槍、盾たて、鎧、といった鍛冶製品に加えてフライパン、鍋、スプーン系のお玉、金物の多くが並ぶ。そういった商品が陳列した棚を見ながら奥おくへ向かった。

　レジらしき魔道具が見えた場所に店員が居たから話しかける。

「用心棒の依頼を受けたんだが」

「いらっしゃいませ。はい。では此方こちらへ」

　店員はぺこりと頭を下げて挨拶。横にあった扉とびらの中へと腕うでを伸ばしている。

「この部屋には依頼を受けた方々が集まっています。どうぞ」

　扉の先の廊下を進む。そして、縦長の応接間のような部屋に案内してくれた。

　そこには店員が話をしたように複数の冒険者たちが居る。

　天てん井じようや左右の壁かべに、デザイン製の高い魔法の小さいランプがたくさん並ぶ。

　部屋の奥には無む垢くの机があった。左奥には扉も見える。

　冒険者たちは強そうな面構えの良いメンバーが多い。俺が部屋に入ると、冒険者たちが厳しい視線を向けてくる。俺も当然、どんな奴やつらが居るのか魔察眼で観察していった。

　一人、二人と確かく認にん。普ふ通つうだな……おっと……中々、強そうな冒険者を発見。

　一番はこいつか、アジア系の長ちよう髪はつの眼帯男。眼帯男は部屋奥の扉や机がある場所を見つめていた。彼は拳けん法ぽう家かのように足や手に魔力を集めているし、肩かた幅はばの大きさから筋肉が発達していると推測できた。腰には長剣を差しているので、あれがメイン武器か？

　違う冒険者へと視線を移す。他ほかにも二人、魔闘術を纏まとう優れた者たちが居た。

　一人はどんぐり頭のもじゃもじゃ毛。

　天然パーマ的な髪を押おさえるように細絹のバンダナを頭に巻いている。

　まん丸顔の鼻には傷があり、鼻毛が伸びて横よこ幅はばも大きい。腰には四角い凹おう凸とつが付いた鋼鉄製のメイスを差してある。いかにも蛮ばん族ぞく系けいの柄がらが悪そうな男。

　もう一人は布ぬの帽ぼう子しをかぶり彫りが深い顔を持つ男。上半身を露わにした薄うす着ぎの様子から黒人系で躯く幹かんな体格を持つと分かる。腰には巻き布に差した長短のある二本のカトラス系の武器をぶら下げていた。他の冒険者たちにも魔闘術を纏う者はいるが……今、視線を向けた三人の域には達していないと判断。

　依頼の紙にはＣランク以上の冒険者と記してあったから、それなりの経験者が集まっている印象だ。そう観察しながら分析を続けていると、左奥にあった扉が開く。

　扉から現れたのは美人な人族女性。その美人女性を守るように屈強そうな武装した男たちも現れる。武装した男たちは女性の背後に立ち並ぶ。

　美人な女性は胡桃くるみ色の髪。少し焼けたような浅黒い肌を持つ女性だ。

　瞳ひとみは碧へき眼がんで、眉まゆはテンプレートな細眉。鼻筋も美しさを表現するように高い。

　衣装はストレッチブラウス系で肩かた口ぐちにスリットが入った上等な絹服を着ていた。

　その美人さんの小さい唇くちびるが動く。

「……皆みな様さま、今回は用心棒の依頼を受けて頂き、真まことに、ありがとうございます。わたしの名前は依頼人のフィラ・エリザード。ここの店のオーナーです。皆様方には今回の仕事を本格的に行う前に、この依頼に関する経緯をご説明いたします」

　名前はフィラ・エリザードか。美人の彼女は胸に手を当ててお辞儀をしていた。

「事の始めは、わたしがホルカーバムの南に橋の建設を推し進めるために領主を説得したことから始まります……」

　そこで、ゴホンと咳せきを一回し、間を空ける。

「領主から正式に許可を得て、ドワーフの石材組合と商組合が連合して、橋建設の工事に着手して、最初は順調に工事が進みましたが……途と中ちゆうから謎の事故が多発……しまいには工員が何者かに殺されてしまったのです。この事件により、工事は中止となりました」

　フィラさんは頭を左右に振ふり残念そうな表情を浮かべた。

「さらに商店街組合の仲間たちが闇やみの組織から脅おどしを受け、わたしの店にも狼ろう藉ぜき者ものが増えて嫌がらせがありました。でも、そんな嫌がらせには負けたくありません。ですから領主と衛兵隊に連絡をしました。ところが、『見回りの兵士を増やす』としか、回答を得られませんでした。実に頼たよりない……そして、この地域一帯を支配していた闇ギルド、ガイアの天秤という組織に守ってくれるよう強くお願いしました。猫獣人アンムルの方と黒髪の女性は快く承諾してくれたのですが……最近、その闇ギルドからも一向に連絡がこないのです……幸い資金は豊富にあったので、今までなんとか……優秀な弟と一緒にこの店を必死に守ってきたのですが……」

　そこで、フィラさんは細眉をこめかみに集め、怒いかりを我が慢まんするように話す。

「その、わたしの弟が殺されてしまったのです。商取引のために馬車で移動中のことでした。その帰り道で、何者かに襲しゆう撃げきを受けて……弟は亡くなりました……本来ならば、わたしが乗る筈はずだった馬車……次があるとしたら、わたしが狙われることでしょう。ですから、急きゆう遽きよ、冒険者の方にこういった護衛依頼を出したのです」

　辛つらそうに喋るフィラさんだが、悲しみというより、店を守るという意識の方が強いようだ。だが、まぁ納なつ得とくした。橋の建設を巡めぐっての陰いん謀ぼうに巻き込まれたんだな。

　すると、冒険者の一人が声を発した。

「その刺客とやらは、どこの組織か分かっているのか？」

「いえ、それがまったく……今、話をしたように、前まではガイアの天秤という闇ギルドに用心棒代は払はらっていたのですが、今はまったく音沙汰がない状態ですし、そういった関係は疎いので、分からないのです」

　その言葉で、ざわつく冒険者たち。

「【梟ふくろうの牙きば】の支部が潰つぶれた件と繋つながるのか？」

「いや、どうだろうか。いまさら、この都市に来るとは思えんぞ」

「商組合だから、鉄の生産で有名なララーブイン辺りの商会が絡んでいるんじゃねぇか？」

「ララーブインなら、湖の都市ルルザックも鉄が採れるだろ？」

「ルルザックは陸路となるし、遠い上に戦争の痕が酷ひどいらしいじゃないか」

　ガイアの天秤はこの辺が縄張りだったのか。そして、音沙汰がないのは当たり前。

　今はもうその闇ギルドは存在しないのだから。と、なると……。

　刺客とやらは梟の牙の残党か？　違ちがう都市にいた新手か？

　それとも冒険者たちが話す通り、別の商会経由か？　まったく関係ない闇ギルドかな？

「では、わたしは事務作業がありますので、裏手の屋敷に戻ります。護衛や用心棒のやり方は冒険者の各自のやり方にお任せします」

　フィラさんはそう述べると踵を返す。入ってきた扉から用心棒を引き連れ戻っていった。

　大半の冒険者はフィラさんのあとを付いていく。

　肩の上に香こう箱ばこスタイルで休んでいた黒猫ロロの鼻を触ってから、俺もその列に加わり裏手の屋敷へ向かう。

「ン、にゃ～」

　何故か……フック気味の猫パンチを頬ほおに受けた。







第八十章「梟の牙とホルカーの内部情報」







　大きい作業場の鍛冶場があり、職人らしいカッコイイ作業服を着たドワーフや人族が鍛冶製品を作っているのが目に入ってきた。

　トンテンカントンテンカンと金属を加工している音が響く。金かな床とこにのった熱を帯びた赤鉄をハンマーで叩いて形を整えている作業を行っている職人が多い。

　鉄鍋に何か薬品を塗ぬっている職人も居る。汗あせを流す彼らの顔は充実していて、手や顔は油で汚よごれてはいるが、男のカッコよさを感じさせる人たちでもあった。

　作業に感心しながらフィラさんが入った裏手の屋敷に俺も向かう。

　屋敷は商人の家らしく、玄関の入り口から商品の在庫らしき物品が散乱している。

　あまり綺麗とはいえないな。廊下の先にあった大広間も散らかっていた。

　しかし、ここは大広間と分かる。普段は客を招く場所だろう。

　テーブルクロスが敷かれた円いテーブルが幾つもある。荷物を片付ければパーティ会場としても使えそう。と部屋の観察を続けていると、依頼主のフィラさんは俺たち冒険者たちへ顔を向けて、手を叩いた。注目する。

「わたしは奥の部屋にある寝しん室しつを兼かねた仕事部屋に戻ります。ここは散らかっていますが自由に使ってくださいな。あと、今日の夕食だけですが、皆さんに高級な食事を店側から用意させるので、お楽しみに」

「おぉ」

「美人商人は違うねぇ」

「今日は食事抜きだったからありがたい……」

　喜びや安心の歓かん声せいが冒険者たちから沸いた。その冒険者たちの反応にフィラさんは満足そうに微笑むと、小さく頷うなずいてから身を翻した。二人の護衛を伴い奥の部屋へ歩いていく。

　フィラさんは背中を見せてお尻を悩なやましく揺ゆらしながら歩いている。通路の左右には配膳室のような小部屋があった。

　彼かの女じよはその配膳室を見ずに短い廊下を歩いて突つき当たりの部屋の中へ入る。

　結局、信しん頼らいの置ける護衛は一いつ緒しよに連れた二人だけか。

　広場に残った同業者に視線を巡らせた。

　槍、盾、剣けん、などの得物を手に携えた者たちが椅子に座っていたり、壁に寄りかかっていたりと……皆、小規模なグループで纏まっていた。

　一部のグループは周りの様子を窺っている？　視線が鋭するどい。

　俺が観察をしていると、黒猫ロロは暇になったのを感じ取ったのか頭ず巾きんの中へ潜もぐった。背中の可愛かわいらしい感かん触しよくから丸くなるのが分かる。眠るようだ。俺も暇だが……。

　依頼の仕事はもう始まっている。

　ここはプロらしくフィラさんが居る奥の部屋でも覗いて調べよう。

　今後、何があるか分からないからな……。

　背中から可愛い体重を感じながら廊下を歩いて配膳室を確認。

　小部屋を見てから突き当たりの部屋に向かう。

　扉を開けてフィラさんの部屋に入った。いい匂においだ。中央に大きいベッドがある。

　その横には書類が積み重なった机もあった。

　床にも高そうな羊皮紙が散らばり積み重なっている。

　その一角で、何かの作業をしているフィラさんの背中が見えた。何をしているんだ？　と、横から覗いたら、綺麗な指爪を小さなブラシで磨いていた。おしゃれか。

　近付こうとしたが、ベッド近くのマッチョな護衛が俺を止めてくる。

「ここまでだ。フィラ様は仕事中である」

「ここは我々が守る。出ていって貰もらおう」

　タンクトップ系の薄着が似合うマッチョな彼かれらの胸元には、黒い丸痣のような刺青いれずみがある。

　奴隷かもしれない。彼らの黒い双そう眸ぼうは俺に恨みでもあるかのように鋭い。

　部屋は確認したからここは退いておく。睨にらみ付けてくる護衛たちへ向けて、挨あい拶さつでもするように腕を左右へ泳がせながら口を動かす。

「……そっか。了りよう解かい」

　そんな調子で話をしてから、踵きびすを返し依頼主の部屋から出て、廊下の壁を指でなぞりながら大広間に戻る。冒険者たちが屯たむろしている様子を見ながら……木のバーカウンターに肘を乗せて体重をかけた。寄り掛かりながら待機を続ける。襲撃はないので、暇な時は暫く続く。

　夕方が過ぎて夜になりかけると、店のスタッフや侍女らしい人たちが集結した。

　侍女長のような人物が指示を飛ばすとテキパキと作業を始める。

　冒険者たちが集合しているこの部屋の掃そう除じをするようだ。

　掃除が一通り終わると、部屋の中央に大きな机が並んでいく。

　その机の上に料理を盛った皿が置かれる。次々と料理が運ばれてきた。丁てい寧ねいな配膳だ。

　どうやら立食パーティをするつもりらしい。食の匂いが漂ただようと、もぞもぞと背中が動く。

　寝ていた黒猫ロロが起きた。肩かたの上に戻ってくると、

「ンンン、にゃぁ～、にゃお？」

　欠伸あくびしながら、前まえ足あしを伸ばして『食事かにゃ？』とかいっている感じだ。

　小鼻もくんくんっと動かしている。

「はは、食いしん坊のロロさんの出番だな？　魚か肉か美味おいしそうな料理があったら、食わせてやるよ」

「にゃお、にゃ」

　黒猫ロロは嬉うれしそうに鳴いてから、小さい頭を俺の頬に擦り付けてきた。

　黒猫ロロが嬉しそうに甘あまえてくる間にも、机の上には肉と新鮮野菜の料理が置かれていく。大鳥のロースト物、ピロシキのような料理。クワルクフレツシユチーズ、ぶどう酒もあった。鳥系の高級料理は前にも一度見たことある。

　こんな高級な料理を冒険者におれたちご馳ち走そうしてくれるのか。

　フィラ・エリザードさんは太っ腹な商人だ。フィラさんは食事の配膳が終わると、皆に向けて話があるようで頭を下げてから挨拶を始める。

「冒険者の皆様。この食事は細やかなお礼のつもりです。ですから、しっかりと頼たのみましたよ」

　彼女はそう気持ちをはっきりと語ると、護衛を連れて奥の部屋に移動した。

　冒険者たちは歓声を上げながら豪勢な食事を食べていく。

　俺もなみなみとぶどう酒が入った酒杯さかずきを口へ運んだ。

　続いて、ローストチキンやら、レタスに青葉の野菜、マッシュポテト風味の野菜やらを皿の上に盛り、ナイフとフォークで色々な食材を口へ運び食べていった。

　勿もち論ろん、黒猫ロロにも、牛ヒレのような焼き肉や俺と同じローストチキンをたっぷりと食べさせてやる。

「にゃにゃお！」

「あんまり食べ過ぎるなよ？」

　黒猫ロロはまだ食べ足りないようで催促してくる。

　神獣へと成長したから食事の量が増えたのか？　大量にあげたが、そのすべてを平らげた……俺の分もあげよう。そんな調子で、がやがやと食事タイムが続いた。

　なんか食ってばかりだと用心棒という感じがしない。

　食事を終えた冒険者たちは、ソロの参加者とクランで参加した者が分かれて別々にグループを作り、同じ部屋内で休みだす。俺は酒を出しているバーカウンターに移動。

　そこで暇を潰す……ここの酒はさっきのぶどう酒と違って酸味が濃いワイン系で、味はまぁまぁといったところ。だが、あの高級宿に比べたらワインの味は劣る。

　しまったなぁ……舌があの高級宿の料理の味を覚えてしまったらしい。

　今後は高級な店で飲み食いするのはできるだけ控えることにしよう。

　と、ごくごくっと木製ゴブレットで酒を飲んでいると、頭のもじゃもじゃ毛が目立つ太った冒険者に話しかけられた。

「よう？　さっきから良い感じに酒を飲んでるが、依頼なのを忘れてないかい？」

　太った男の腰こしにある鋼鉄のメイスが揺れている。あれで殴なぐられたら痛そうだ……。

「……あぁ？　俺は大丈夫。まったく酔わない体質なんだ」

　多少は気分が良くなる程度だからな。それにしても、こいつ……。

　最初に目を付けた、魔ま闘とう術じゆつの扱あつかいが中々良い冒険者の一人だったはず。

　頭にバンダナのようなものを巻いているが意味がない。

　ちりちりロン毛のもじゃもじゃ毛が飛び出している。

「そうかそうか、お前、酒が強いんだな？　まぁ、平気ならいいんだ。俺も一いつ杯ぱいやろうと思ってたとこだし、な？」

　あんたも飲むのかよ。ま、俺はこれを最後に自重しよう。

「あまり飲み過ぎるなよ？　俺はこれで最後にするさ」

「おう」

　恰かつ幅ぷくの良い男はニカッと笑う。汚い歯を見せて酒を飲み始めた。

　俺は残り酒を一気に飲み干してから、その場を離はなれる。

　冒険者たちが休んでいる大広間の片隅にお邪じや魔ました。なんとなく隅っこが好きなんだ。

　しかし、依頼主は食事を用意してくれはしたが寝ね床どこは別らしい。

　冒険者の人数が多いからこれは仕方がないか。

　ここで、俺が魔道具の魔造家を使ってテントを出したら目立つだろうし。

　今日は床ゆかで我慢しよう。その床に尻しりを当てしゃがむ……そうして時間は過ぎてゆく。

　その日の深夜――。

　んお？　何か、匂う。お香こうとは違う煙けむりがこの空間に充満している。

　それにしては騒さわぎがない……おかしい。あ、近くにいた冒険者は眠っている。

　この煙の効果か分からないが、冒険者たちの殆どが眠ねむりに入っているようだ。

　大広間だけじゃなく屋敷内部も静まり返り、淡あわいランプの灯あかりが机の上にポツポツと灯ともるだけの静寂が空間を支配していた。

　この匂いといい、こりゃ、何かあるか？　〈夜目〉を発動。

『閣下、精霊の目を使いますか？』

『あぁ、使う』

　視界に現れたヘルメをキャッチする。

　いつものヘルメの抑えた喘あえぎ声を無視。

　暗視効果と赤外線効果サーモグラフイーで、周囲を確認していく。

　さらに、掌しよう握あく察さつや魔察眼を周囲に向けて気を配っていた。

　すると、掌握察に反応がある。

　一人、いや二人動いている……ん？　そいつらの周りで、寝静まった冒険者たちの魔素が消えていく。冒険者たちを殺してるのか？　刺客か？

「ロロ」

　小声で黒猫ロロに知らせる。

　黒猫ロロはもう既に足元で戦闘態勢へ移行していた。

　中型サイズの黒豹だ。建物内部戦を想定した体形ともいえる。

　その黒豹姿は立派で凛々しい。だが、巨きよ大だいな黒馬や黒獅子に巨大黒くろ豹ひようの姿を近くで見ていたお陰かげで、小さく見えた。

　その黒豹ロロディーヌは紅い目が光り、牙を剥く。そして、首元から六本の触手を宙に漂わせていた。良し、ロロは準備万全か。

　敵と思われる動いている反応は、三つ。

　その内二つの魔素反応は、フィラさんが寝ているはずの奥の部屋へ移動している。

　もう一つの反応は……この大広間で寝ている冒険者たちを次々と殺し回っているようだ。

　……手際が良い。寝ているとはいえ冒険者たちを暗くら闇やみに乗じて音も立てずに、次々と暗殺していくとは……掌握察や精霊の目がなきゃ、俺も分からなかったかもな。

　いやいや、そんな感心している場合じゃない。依頼を優先だ。

　寝ている大広間の冒険者たちには悪いが、彼らとの仲間意識はない。

　そもそも、俺は人族じゃない。この稼業じゃ弱さのツケは自己責任。

　命を守る側が守られる側になってしまうのはプロらしくない。

　それに、敵は他にも居る可能性がある。

　依頼人を守ることを優先する。そう考えつつ掌握察を行う。

　依頼人の部屋に向かった。

「ロロ、ついてこい」

　僅わずかにランプの明かりがある大広間から奥の部屋へ急いだ。

　黒猫ロロは俺の後ろからついてくる。奥の扉は閉じられていた。

　その扉をそっと押し開けて中へ入る。

　開けた途端、扉が何かにぶつかった。すぐ下に死体が二つ。

　フィラさんを守っていた筈のマッチョな護衛たちだ。一人は背中から斬きられ、もう一人が頭をかち割られて死んでいた。遅かったかな？　そこに、

「きゃあああ――」

　フィラさんの悲鳴が聞こえたので中に突とつ入にゆうした。依頼人は寝ていなかったようだ。

　ベッドと壁の間にネグリジェを着た姿で、胸に枕を抱え持ち震ふるえて立っている。

　震えているフィラさんは、口に布マスク的なモノを装着していた。

　あの口元を塞ふさいでいる美容のマスクのお陰か。睡眠作用のお香を吸わずに済んだらしい。

　おしゃれさんだからな。そのフィラさんを追い詰つめようとしている二人組が居た。

　太った男は鋼鉄メイスに付着した血を振り払っている。

　その隣となりには帽子を被かぶる色黒でがっしりとした躯幹を持つ男が、血の滴るカトラス系の武器を楽しそうに振って撫でていた。

　酒を飲んでいたときに挨拶してきた陽気な奴と、色黒男。

　眠りの香を嗅がないためか、二人の口元には布が巻かれている。

「お前らが刺客か」

　俺はフィラさんの無事を確認しながら刺客の二人を睨む。

「まぁな。チッ、起きているのかよ」

　ちりちり頭の太った男はつまらなそうに俺おれを一いち瞥べつしてから唾つばを飛ばしている。

「おかしいですな。寝ている筈では？　それに、その黒き獣は何ですか？」

　色黒の躯幹な男は黒豹ロロを見ては疑問風に聞いてくる。

　そんな言葉は無視して、掌握察で周囲を確認。フィラさんはベッドの右隅。

　この二人の男は敵として……もう一人いる。

　さっき大広間で眠っている冒ぼう険けん者しやたちを殺しまくっていたと思われる敵。

　その敵の反応が、この部屋に近付いて来るのが分かる。

　大広間で寝ていた冒険者たちを殺すのを中断したようだ。こっちを優先してきたか？

　このままだと挟はさまれる。あれ……扉の前で止まった？

　まだ、この部屋には入ってこない？　隠かくれているのか？　何故なぜだ。

　俺が状じよう況きようを分析していると、肥えた男がフィラさんを胡う乱ろんな目でジロリと見ては、脂あぶらぎった顔で嗤わらう。

「……フィラさんとやら、食事、美味おいしかったぞ。あとで、フィラさんも食べてあげるからな？　このバルバン様がたっぷりと可愛がってやるぜぇぇ、沢たく山さん、つついてやるさぁ、へへへ、その柔らかそうな足腰が立たなくなるまでなァァ――」

　キモ、メイスを肩に置いて、腰こし振ふってやがる。だが、刺客にしては少し馬ば鹿かな気がする。

　部屋の入り口で隠れている奴が本命に違いない。まぁ、今は先にこのエロ馬鹿を沈めるか。

「――にゃにゃっ、シャァァア」

　先に黒豹ロロが反応。壁へ跳ちよう躍やくして三角跳とびを行いフィラさんの目の前に立つ。

　武器を持つ二人の男に立ちはだかった。俺も動く――短たん剣けんを二人の男に〈投とう擲てき〉。

　しかし、肥えた男はその体形に似合わない反応を示した。

　メイスを使って、俺が〈投擲〉した牽けん制せいの短剣を防ぐ。同じように色黒な男もカトラスで、俺が放った短剣を弾はじいていた。構わずに魔ま槍そう杖づえを右手に召しよう喚かん。柄えを短く持ち前進しながら前へ跳躍――狙ねらいは帽子をかぶる色黒男の頭。くるりと左回転しながら魔槍杖を左から右下へ打ち下ろす――鈍にぶい金属音が響く。色黒男は両手に握にぎるカトラスを頭上でクロスして紅べに斧おの刃ばから守っていた――やるじゃん。だが効いている。

　色黒の男は魔槍杖俺の攻こう撃げきを防いだかに見えたが、魔槍杖バルドークの穂ほ先さきの横にある紅斧刃の一撃は重かったようだ。カトラスごと両手が下がる。

　握り手が痺れたのか顔を歪ゆがめては二本のカトラスを床へ落とした。

　その隙すきに間合いを詰めながら近近距きよ離り戦せんに移行。

　槍組手の技わざの一つ〝左背破〟を繰くり出だした。

　最初に左肩を色黒頭にぶつける。次に背中の肩けん甲こう骨こつを色黒男の胸に喰くらわせた。

　その流れるような二連打撃で色黒男は吹き飛ぶ。背後の壁に背中から衝しよう突とつ。色黒男は失神し倒たおれた。ガタイの良い躯幹を持つ男だったが、頭の衝しよう撃げきには弱かった。

　まずは一人。もう一人のエロ馬鹿。もといバルバンと名乗っていた肥えた男は黒猫ロロの姿に怯おびえたらしい。死体が転がる扉の近くに後退していた。

「フィラさん、大丈夫？」

　敵は少し離れたので無事か確かめた。

「えぇ、だっだいじょうぶ」

　フィラさんは唇を震わせながら枕を強く抱だき締めて答えている。

「な、なんだお前はっ、あいつの話とちげぇぞ!?　こんな獣に、凄すご腕うでな槍使いがいるなんてっ！　お――なっ」

　バルバンが取り乱して話している最中。突とつ如じよ、バルバンは喋るのを止めた。喋しやべっていた口から血が吐はき出される。彼の胸元からは鋭い刃やいばが飛び出ていた。胸から突き出でた刃はバルバンの胸を、もう一度、どころか、二回も貫き、どぶっという音と共に血が胸から溢あふれ出た。

「な、じぇっ？　ぐぇっ」

　バルバンは鋼鉄メイスを床に落とす。自分の胸に剣の刃が生えているのを見て不思議そうな表情と声を発しながら床に倒れた。その倒れたバルバンの死体の向こうに現れたのは、紺こん色いろの袖が長い衣装を着た長髪の隻眼男。背後で反応があった男じゃないのか？

　敵だと思っていたが味方の冒険者だったのか？

　いや、この状況じゃだれが味方か判別できない。こいつは要注意だろ。

　隻眼男は一本の長ちよう剣けんを手に持ち、床に倒れている肥えたバルバンの死体の背中を何回も執拗に突き刺さしていた。腰振り男バルバン、無む惨ざんなり。

　アジア風の隻眼の男は突き刺すのに満足したのか、片目をギョロリと動かし――俺と黒猫ロロへ向けて殺気と魔ま力りよくを籠めた刺すような視線を送ってくる。

　何だ？　一瞬だけど殺気を強く感じた。

『閣下、この男、魔力を目に溜めています。要注意です』

　左目に住んでいる精せい霊れいヘルメが忠告してくれた。あぁ、分かっている。しかし、隻眼男は長剣をしまい、何事もなかったように話し出した。

「フィラさん、大だい丈じよう夫ぶでしたか？　どうやらこいつが首しゆ謀ぼう者しやのようですね」

「えぇ、そうみたい。危なかったわ」

　怪しいが……隻眼男は話を続けた。

「まさか、冒険者の中に紛れこんでるとは、立てますか？」

　隻眼男は何気ない素そ振ぶりで俺の横をすり抜ぬけようとした時、袖長の隠れた手首部分から不自然なカチッとした音を響かせた。すると隻眼男の掌てのひらに魔力が集中し、手首から掌へ輪刃暗器が移動しながら出現した。掌にゴム紐ひもで誘ゆう導どう移動したのか輪刃暗器が握られている。その輪りん刃ば暗あん器きを僅かな手首のスナップでフィラさんへ向けて〈投擲〉していた。

　彼女の額に回転した輪刃が当たると思われたその刹那――。

〈脳脊魔速切り札〉を久々に発動。

　速度が倍加された俺は、フィラさんへ投擲された輪刃暗器を魔槍杖で弾く。

　弾かれた輪刃暗器は、一つが壁に突き刺さり、もう一つが地面に刺さった。

　隻眼の男の右手には次の輪刃暗器が握られ、また投げるモーションに移っている。

　動きも速いが、俺も切り札脳脊魔速を発動中だ――三秒経過。

　そして、こいつには少し用がある。殺さずに仕留める。魔槍杖を消去。

　魔闘術の魔力を込めた拳で隻眼男の腹ふく渠きよを打ち、彼の右みぎ腕うでの長い紺色の袖を掴つかみその腕を巻き込むように、逆さまへ折り曲げた。続いて魔力を込めた足刀を右足へ喰らわせる。バットを折るように隻眼男の足骨を折った。

　次に膝ひざ頭がしらを下腹部に衝突させてから裏拳を肩口にぶつけてのけ反らせる。

　さらに頭突きをするように隻眼男に向けて背中を晒さらしながら片足を鞭むちのように運び、足裏を彼の顔面に衝突させた。足がツリそうになったが、そこで二十秒が過ぎ〈脳脊魔速切り札〉は止まる。

「ぐぉ!?」

　隻眼男は壁に衝突。崩くずれるように倒れた。普通の人族では〈脳脊魔速〉の速度には中々追いつけないはず。彼は何が起きたのか分からなかっただろう。

　きっと、気付いたら腹を殴られ手足を折られていた、と認にん識しきしている筈だ。

「グ……今、チャクラムを投げたはずだ……」

　隻眼男は地面にうずくまり、もがきながら聞き取れないぐらいのくぐもり声で愚痴をこぼしていた。痛みによる叫さけび声ごえを出さないのは訓練を受けた組織員だからだろう。

　だが、こいつはもう抵てい抗こうできない。そこで、フィラさんへ顔を向ける。

　彼女はあまりのできごとに壁に背を預けて尻しり餅もち。

　失禁したらしく、アンモニア臭がほのかに匂っていた。

「フィラさん、大丈夫ですか？　怪け我がはありませんか？」

「はっ、はいぃ、こわかった――」







[image: ]







　フィラさんを抱え起こしてあげた。

「ぐ、何だっ、降りろっ！」

　お？　焦った隻眼男の声が響ひびく。何だ黒豹ロロか。

　隻眼男の顔に黒豹姿のロロディーヌが乗っかり、足裏の肉球を顔面へ押し当てていた。

「ロロ、そのまま押さえとけ」

　フィラさんを離し、その床に這いつくばる隻眼男に横から近付く。

「まずはアンタの名前を聞こうか」

「ふざけるな！　俺が話すわけないだろう……さっさと殺せ」

「フィラさん、あんたを狙った相手、誰だか知りたいよね？」

「えぇ、知りたいわ……」

「それじゃ、ここから先は見ないほうがいい。それに――」

　フィラさんの薄うすいネグリジェに裸の線が見える。

　わざと視線を追わせ、尿で濡ぬれた股こ間かんが露わになっているのを暗に示した。

「きゃっ……は、はい。任せるわ……」

　彼女は顔を紅くして股間を手で隠しながら部屋を後にした。

「さて、隻眼君の名前を教えて貰おうか」

「さあな？」

　痛みを表に出さないこの隻眼君は、簡単に口を割るとは思えない。だから、ちょいと、強ごう引いんに人族では味わえない恐きよう怖ふを味わって貰いますか。血を頂きま～す。

　と、口を広げてわざと八重歯から牙を伸のばす。

　ヴァンパイアとしての力を持つ光魔ルシヴァルの一いつ端たんを味わって貰うか。

　ガブッと、隻眼の男の首筋に喰らい付いた。

　突とつ然ぜんに血を吸われたことで、隻眼男は、驚きよう愕がくの表情を浮かべていた。

「ひっひぃぃ」

　瞳どう孔こうが収縮し散大を繰り返かえし、悲鳴な声を出す。

　黒猫ロロも参加するように、姿を少し大きく変身。

「ガルルルゥッ！」

　唸うなり声を上げ六本の触しよく手しゆを宙に漂わせては、隻眼男の顔へと触手を近付ける。

　にょきっと白銀色の骨剣を触手から出し、その鋭い先せん端たんが隻眼男の頬をつつく。

　隻眼男の頬から血が流れた。ゆらゆらと、触手は不気味な動きを繰り返す。

「話す気になったか？　見ての通り俺と黒猫は普通ではない。拷ごう問もんの方法もお前の知らないやり方が沢山あるぞ？」

　片方の瞳と、俺は視線を交わらせる。隻眼の男は怯えた表情を浮かべ、怪我をしていない片手と片足を使い、逃にげるように後退した。

「おっ、おまえは何者だ……人族ではないのか？」

　そんな当たり前のことを。普通の人族ならあの地下世界で死んでいる。

「そんなことより〝今〟すべてを話した方が楽に死ねるぞ？　それとも、特とく殊しゆな拷問で、もっと苦しんでから死ぬか？」

　ニカッと鋭い歯を見せ嗤う。アルカイックスマイル。牙からは血が滴り落ちていた。

「わ、分かった。話すから、どうか話すから普通に殺ってくれ。苦しませずに殺ってくれ……俺の名は、セーヴァ・ガイラル」

　観念したのか、顔を俯うつむかせながら名乗っている。はは、あっさり堕おちた。

　さすがに、訓練された暗殺者も俺みたいな人外な化物野や郎ろうの拷問など味わいたくないようだ。ま、内実は〈吸魂〉スキルが作用したんだろう。

〈魅了の魔眼〉のスキルもある瞳の力かな。

「……今回の暗殺はだれの命令だ？　そして、お前は何処どこの闇ギルドだ？」

「命令を下したのはビル総長。エリボル・マカバイン様の配下でもある。俺は闇ギルド【梟の牙】の副長だ」

　こいつがあの【梟の牙】の幹部。しかも副長か。

「そのエリボル・マカバインとやらは、何処にいる？」

「エリボル様は普ふ段だん我々には顔を見せないが、迷宮都市ペルネーテにある豪邸に住んでる」

「ビル総長は？」

「闇ギルドのボスだ。ビル総長はエリボル様の忠実な配下だ」

　なるほど。ビルじゃなく、エリボルとやらが黒幕か。

「そのエリボルとやらの表向き職業はなんだ？」

「エリボル様を知らないのか？　通称〝白しろ狸だぬき〟。南マハハイムの最王手の海運ギルドマカバイン大商会の会長だ。八はち頭とう輝きの一人で在あらせられる」

　白狸に八頭輝？　あ～闇ギルドのコミュニティなんたらか。

　思い出した。メリッサや侯爵のシャルドネが話していた。それに海運業者か。

「……なぜ、フィラ・エリザードを暗殺しようと？」

「それはホルカーバムの領主マクフォルが我らの指示を無視して、何らかの理由でフィラに籠ろう絡らくを受けた。単に説得に負けたのか、体を武器に懐かい柔じゆうを受けたか。とにかくマクフォルが橋の建設に許可を出してしまったことから始まる。これに怒おこったエリボル様は王都グロムハイムの高級官僚貴族たちや海軍大臣であるラングリード侯爵に根回しを行った。そして、ホルカーバムの領主へ圧力をかけ、我ら子飼いの闇ギルドを使い、橋の建設を中止に追い込んだのだ」

　そんなネチッコイことしていたのかよ。

「だからか、中途半端なところで橋の工事が終わっていたのは……」

「そうだ……橋ができればペルネーテ、ベンラック、ホルカーバムの陸運ルートが確立され、フィラたちの商売はより繁はん盛じようするが、打撃を受けるのが海運業をメインにしておられるエリボル・マカバイン様だからな……幹部のオゼとジェーンにフィラを殺すよう指令が出ていたのだが……そのオゼとジェーンは殺された。そして、魔鋼都市ホルカーバムの支部が壊滅するという報告もあり、緊きん急きゆう幹部会が行われる運びとなった」

　なるほど。オゼとジェーンは俺が殺した。だから未然に防いでいたことになるのか。

「……その幹部会で新たに指示が下されて、このホルカーバムに来ることになった俺は、冒険者崩れを二人雇い、フィラが乗る馬車を襲おそったのだが……馬車に乗っていたのは弟で標的のフィラではなかった」

「失敗したと」

「そうだ。弟のベン・エリザードを殺したが、フィラ・エリザードの暗殺は失敗に終わる。だが、弟が死んでも諦めずフィラが冒険者ギルドに護衛を依い頼らいしたのを知った我々は、それを逆に利用しようと考えて暗殺を企くわだてた。そうして冒険者側としてフィラ邸に潜入し当初の目もく論ろ見み通りに暗殺の行動に出たが……失敗。そして、今がある」

　隻眼のセーヴァはそう語った後、溜ため息いきを吐つく。

「セーヴァ、お前が暗殺に失敗したとなると、今後の梟の牙はどうでる？」

「俺が成功しようとしまいと魔鋼都市ホルカーバムからは一いつ旦たん、手を引かざるをえないだろう。今後は、本格的に攻こう勢せいをかけてくると思われる他ほかの闇やみギルドに対たい抗こうしなければならない。迷宮都市ペルネーテは梟の牙にとって本拠地だからな」

　他の闇ギルドか。メリッサが話していたことを思い出す。

「ペルネーテが本拠地。闇ギルド同士の縄張り争いは激しいのか？」

「激しいなんてもんじゃない。毎日が戦争だ。特に、賭博街、港の倉庫は大事な売り場であり収入源の肝きもだからな。ボスは縄張りの守りを固めるに違いない」

　こいつの話が本当だと、ホルカーバムには当分の間、手を出してこないな。

　しかし、ボスであるエリボル・マカバインは、マフィアと社長を合わせたような感じだ。

　表と裏の顔を持つ方が商売はやりやすいのはどこの世界も同じか。

「……エリボル・マカバインは結構な大物？」

「当然だ。さっきも言った通り、大商人であり豪邸に住んでいる」

　しかし、血を吸い従順になったせいか、こいつはペラペラと話す。

〈吸魂〉の催眠効果は抜群だ。

「……豪邸か。貴族のような暮らしなのか？」

「そうだ。実際、大貴族並みだろう。グロムハイムからセナアプアまでの海運業を牛耳り、奴隷商人も複数抱え〝裏協定ガ・ペ〟により合成魔薬クリスタル・メスの販はん売ばい網もうの一部を受け持つ。それに、配下に闇ギルドを持ち各地に勢力を広げられているのだからな」

　裏協定ガ・ペ？　合成魔薬クリスタル・メス？

「そんな魔薬なんてやってるのかよ」

「あぁ、莫大な利益を生むからな。我々の船を使えば販売網は大きくなる」

「裏協定ガ・ペとは？」

「【海光都市ガゼルジャン】と迷宮都市ペルネーテの頭文字をとった協定名だ」

　海光都市ガゼルジャンの名前は初めて聞いた。想像するに……ハイム川から外洋に出た先にある、島か海沿いの都市だとは思うが。

「……その協定内容とは？」

「第一に、闇ギルドでもあり海光都市を支配する魚人海賊【海王ホーネット】とオセべリア王国の商船も含む包括的不可侵条約。第二に、ガゼルジャンで作られた合成魔薬クリスタル・メスを南マハハイムの我らの勢力下にある市場で売りさばいた上で、その金の一部を分け合う。第三に、海光都市で捕まえた違法奴隷を南マハハイム各都市で我々が売ること。これが協定内容だ」

　へぇ、思ってたより、大事そうな協定だな。

「梟ふくろうの牙きばの組織の規模はライバルと比べてどの程度なんだ？」

「迷宮都市ペルネーテに限っては他の闇ギルドよりも多くの縄張りを確保している。さらに他の都市地域でも勢力を伸ばしていた……ところだった」

　メリッサが語っていた話と符合する。梟の牙とは、数ある闇ギルドの中でも大きい方の闇ギルド。ハイム川から海を越こえた都市まで繋つながっているとは……船とか何隻持っているんだろう。船……あ、そうか。だから、あそこで俺たちを襲ってきたんだな。

「エリボルは自分の海運業のためにホルカーバムやヘカトレイルの街かい道どうを荒らしていたんだな？」

「あぁ、そうだ。陸路を盗とう賊ぞくが襲えば、定期船や商船の利用が増える」

　俺たちを襲った理由が分かる。こいつら梟の牙の親玉が居る大商会にとって、ハイム川を使った運搬業――主に密輸だろうけど――が主な収入源ということだ。

　陸路を襲えば、荷物を失うのが怖こわい金持ちや商会は海上利用を選択するからな。

　納なつ得とくしながら闇ギルドのことを聞いていく。

「……他の幹部のメンバーは？」

「総長ビル・ソクード、暗あん弓きゆうのレネ、飛剣のベック、闇やみ剣けんモラビ、牛剣ピーリ。そして、死んだ青銀のオゼと双そう鞭べんのジェーン。この二人は、槍使いお前が殺ったのか？」

　全部で八人の幹部が居たわけだな。セーヴァは怯えた目を浮かべて俺を見つめている。

「そうだ。それより、ここの領主のマクフォル伯はく爵しやくはお前たちとも繋がってるのか？」

　隻眼のセーヴァは片かた眉まゆを落とし当たり前というように話す。

「領主のマクフォルか。繋がってるもなにも、最初はエリボル様が推薦した人物だ。今、領主配下の〝赤あか翅はね傭よう兵へい団だん〟もエリボル様が紹しよう介かいした者たちである」

　だから、あの領主の警備はザルだったのか。

「そもそも三年前のホルカーバム前領主が王国へ楯たて突ついたとされる事変も、元々はエリボル様が仕掛けた陰いん謀ぼうなんだがな。表向きは権力争いだが……用意周到に裏で計算して実行したものだ。その仕事を実行したのは俺だ。しかし、現領主であるマクフォル伯爵は、エリボル様への恩を忘れたようで、最近は指示を無視することも増えている」

　あの友になった領主君。噂うわさ通りに闇ギルドと浅い繋がりを持っていた。

　マクフォルのことだから調子の良いことを聞かされて話に乗ったんだろう。

「……そういうことか。お前は領主マクフォルとは顔見知りか？」

「あぁ、一度だけ、エリボル様のパーティで会っている。この暗殺が成功したら、再度教育のために面会をする予定だった」

　また、マクフォルを脅すか、意のままに操ろうとしていたのか。

「それじゃお前たちの大ボス、エリボルが住む迷宮都市ペルネーテの屋敷の詳しよう細さいと、闇ギルド梟の牙の縄張りというか拠点を教えてもらおうか」

「あぁ」

　セーヴァ・ガイラルはすべてを諦めているのか、淡たん々たんと話していく。

　エリボルの大屋敷は迷宮都市ペルネーテの北側にある貴族街の東端にあるらしい。

　玄関口にマカバイン大商会の家紋が施された目立つ門があるとか。

　デザインは〝梟と木〟。見たらすぐに分かるようだ。

　他に類を見ないほどの数の結界石が敷しき地ち内ないに設置されて、雇っている冒険者崩れの数は最低でも五十は常駐しているらしい。

　場合によっては超こえている場合もあると聞かされた。

　優ゆう秀しゆうな魔ま術じゆつ師しも数人確保しており、守りは万全。

　兵の質は落ちるが王族なみの警護だと。

　梟の牙の縄張りは、食味街、開放市場街、賭博街、歓楽街、港倉庫街と主な拠点の位置と、その梟の牙の拠点で使う合言葉を聞き出す。

「待った。歓楽街は【覇は紅こうの舞】に奪われているのを忘れていた」

「覇紅の舞？」

「そうだ。そこの〝惨殺姉妹〟の二人組をメインとする傭兵集団のような奴らに奪われた」

　怖そうな名前だ。だがまぁ、地図はないので大おお雑ざつ把ぱに、把は握あく。

「これで、すべてだ……」

　最後の言葉を聞いてから、視線を巡らし部屋の周囲を確かく認にん。他に、視線はない。

　セーヴァは死を悟さとったのか、黙して目を瞑つぶる。潔い。ペラペラと喋ったからな。

　闇ギルド員の心持ちなぞ、知らないが。

　そのセーヴァの首筋に、また噛かみ付きを行う。血を吸い、魂を吸い取った。セーヴァの体は一いつ瞬しゆんで干からびる。着ていた服と武具チヤクラムが地に落ちた。

〈投擲〉したまま転がっている短剣を回収してからフィラさんを呼ぶ。

　彼かの女じよに今得た情報をそのまま語ってあげた。







第八十一章「雲海を進む空の旅」







　フィラさんはセーヴァの死体が不自然に消えていることに最初は戸惑っていた。

　だが、俺が冷静にセーヴァから聞いた情報を彼女の瞳ひとみを見つめながら……丁てい寧ねいに説明していくと落ち着きを取とり戻もどす。

　その時、気を失っていた色黒男が目を覚ました。

　セーヴァと同じように、この色黒な彼かれにも尋じん問もんをしようかと思ったら、尋問をするまでもなく色黒男は簡単に喋り出す。

　躯幹逞たくましい体に似合わない焦しよう燥そう顔がおで怯えながら話していた。

〝隻眼のセーヴァに大金で雇われただけだ〟

〝闇ギルドのメンバーではない〟

　もう用はないので、処分はフィラさんに一任。

　雇われただけと言い張る色黒男を大広間に連れていくと、フィラさんが何をいうでもなく……眠りから覚めていた生き残りの冒険者たちによって、その色黒男は嬲なぶり殺しにあっていた。ま、当然の結果といえる。裏切り者だ。冒険者仲間を殺した奴を許す訳がない。

　フィラさんはその異様な光景に顔が青ざめ暫しばし唖あ然ぜんとしていた。

　大広間は只でさえ血だらけだったのに、嬲り殺しの現場だ。

　この状況じゃ仕方ない……っと、思っていたら、意外にも、すぐに気を取り直したようにフィラさんの目に強さが戻っていた。

「……依い頼らいはこれで終了させてもらいます。報ほう酬しゆうは一日分をちゃんと用意しますので、死体を片付けてからギルドへ向かいましょう」

　依頼人のフィラさんが〝死体を片付ける〟と涼すずしい顔で語っていた。

　裏稼業が似合うかもしれない。実は……考えすぎか。

　そうして、殺された冒険者の遺体は簡易的だが丁寧に扱い、遺体安置所に運び弔とむらいを行う。

　朝までに広間の掃そう除じを終えると、目に隈くまを作っていたフィラさんと冒険者たちと一いつ緒しよに依頼報酬を貰もらうためにギルドへ向かう。フィラさんは受うけ付つけ嬢じようへ依頼完かん了りようの木札を提出。

　ギルドはそんなに混んでいなかったのでスムーズに手続きが進む。

　ついてきた冒険者たちも報酬を貰っていた。

　皆みな、納得顔でギルドから離れていく。

　俺も報酬を貰いギルドを出ると、依頼主のフィラさんが側そばにきた。

「シュウヤさん。この度たびのお仕事はお見事でした。貴方あなたは命の恩人です。本当にありがとうございました――」

　フィラさんは命が救われたことを実感しているのか、丁寧に頭を下げてくる。

　俺も丁寧に応じよう。

「仕事をこなしただけですから気にしないでください」

「……はい」

　フィラさんは俺の目を見つめてくる。

　弟さんのことを話そうとしたが、止めておく。無難に話す。

「……これからも仕事が忙しいと思われますが、頑がん張ばってください」

「そうですね。仕事と店を頑張ります。しかし梟の牙の脅きよう威いはまだ残っています。暫しばらくは魔鋼と鉄の素材を他の商会へ回して、わたしは休業という形で隠れて過ごす予定です。ですが、領主には橋建設の再開を訴え続けますけどね。この都市のためにもなるんですから」

　フィラ・エリザードは女商人らしい強したたかな表情をみせる。

　橋の建設、友でもある領主のマクフォルか。

　その伝を使って、橋だけに橋はし渡わたしできるかもしれない。

　だが、橋の建設に協力するつもりはない。

　闇ギルドと繋がりがある以上、めんどうごとになるのは明白。

　伯爵とはもう関かかわることはないだろう。

「そうですね。では、ここで失礼します」

「あっ、待ってください。お礼を〝ちゃんと〟したいです」

　フィラさんの赤い唇くちびるが悩なやましく動く。何か、本能的なざわめきを感じさせた。彼女は微び笑しようをたたえた熱ねつ烈れつな情を感じさせる瞳で俺を見つめてくる。思わず、鼻の下が伸びる。

「……お礼ですか」

「はい、わたしの屋敷、部屋にいらして……」

　フィラさんは俺に抱きついてきた。寝ねていないのに、元気だ。

　いや、寝てないからこそのこの素す直なおな行動か。

　綺き麗れいな女性だし、胸もある。だが、断る。メリッサを抱いたばかりだ。

「すまん……」

　俺はそう断り、彼女の細い肩かたを退けた。

「それじゃフィラさん、元気で」

「……はい。愛しい飄ひよう逸いつな方。ごきげんよう……また、何処どこかで」

　フィラさんは唇をすぼめて悲しげな表情を浮かべているが、自制。美人なフィラさんと別れた。

　屋敷を出ると黒猫ロロはすぐに馬を超えた馬獅子型の幅はばを持った姿へ変身。

　今回の変身は、騎き乗じよう型がたより少し大きめだ。

　不思議なフィット感をまた味わうとしますか――さっと馬獅子型の背中へ跳躍。

　柔やわらかい黒毛の上に跨り乗り込んだ。少し散歩しよう。

　馬でいう速歩トロツトペースで通りを抜ける。

　緑豊かなホルカーの大樹がある広場に出た。

　南の港へ向かう通り沿いを通る。その際に、魔ま法ほう具ぐ店てんが視界に入る。

　水属性の魔法書が欲しかったんだ。並歩にペースを落として見ていく……が、売っていない。魔道具店を少し覗のぞいてみたが……どこも店の規模が小さい。

　売り物も魔宝石が付いた杖つえばかりで、魔法書は火と風しか売っていなかった。

　ここの都市は鍛冶屋や金物屋ばかりか。魔法具店はそれなりに需要があると思うのだけど……まぁいいか。迷宮都市ペルネーテならさすがにあるだろう。

　冬には地下オークションもある。その時に散財しよう……家とか拠点も欲ほしいし。

　大白金貨でどこまで買えるか分からないが。

　そんなことを考えていると海場特有の磯の香かおりが漂ただよってきた。

　港だ。海鳥のような鳥も飛んでいる。

　このハイム川、海に繋がっているからか匂においも海のようだ。

　通り道をロロディーヌに任せっきりにして、思わず鼻唄を歌いたくなるぐらいのペースで進んでいく。冒険者ギルドがある通りまでまた来てしまった。

　散歩はここでお仕し舞まいだ。

　……戻ろう。手綱触手を動かして、砂利が多い角を曲がり大通りを戻る。

「ロロ、散歩はここでおしまい。高級宿へ戻ろう」

「にゃ」

　黒獅子か黒馬か。あるいは黒豹か。そんな凛々しい黒色の獣けものたちと似ている神しん獣じゆうロロディーヌは四し肢しを伸ばし力強く疾走を始めた。ゆったりペースは何処どこ吹ふく風。

　あっという間にホルカーの大樹を通りすぐに高級宿のホテル前に到とう着ちやく。

　急停止したロロディーヌから回転するように降りた。

　俺が降りると馬獅子の姿から姿を小さくした黒猫ロロが隣に来た。

　一緒にホテル・アランドゥの敷地内を歩き、ホテルの自室へ向かう。

　部屋に戻ると、早さつ速そく、隅に置いてあるパレデスの鏡を回収。

『ここを出るのですか？』

　アイテムボックスに鏡を入れて部屋を片付けていると、視界にヘルメが小さい姿で登場しながら訊いてきた。

『そうだよ。迷宮都市ペルネーテへ向かう』

『この都市よりもたくさんの種族が居そうですね』

『そうだな。迷宮都市、楽しみだ』

『はい！』

　ヘルメはくるりと回転。お辞じ儀ぎを見せてスパッと視界から消える。

　泊まっていた豪ごう華か部屋を出て受付まで歩いていく。

　まだ泊まれる日数があるが、チェックアウトを済ませて外に出た。修理代の請求はない。

　良かった。さて、ポポブムをどうするか……ポポブムの鳴き声が脳のう裏りに響く中……。

　厩舎へ向かう。預けておいたポポブムへと、軽かろやかな身のこなしで、久々に乗り込んだ。

　プボップボッと元気よく鼻息を鳴らすポポブム。

　黒猫ロロはポポブムを見ると、いつものようにポポブムの後頭部へと跳躍。

　どでんと、親分気どりで居座りながら数本の触手でよしよしとポポブムの首筋を撫でていた。そこに、厩舎で見かけたことのある野の良ら猫ねこの集団が現れる。

　野良猫たちは黒猫ロロへお別れの挨あい拶さつをするように鳴き声を揃そろえて響かせてきた。

　尻尾しつぽが稲いな妻ずまのような特とく徴ちよう的てきな形をした雄猫が、一際大きい低声で黒猫ロロへ向けて鳴いている。黒猫ロロは見向きもしないが、知り合いかな。

　猫は猫同士の不思議な関係でもあるのだろう。そのままポポブムを進めてホテルを出る。

「久々に乗ったのはいいが……移動はロロの方が速いし、どうしようか」

「ンン、にゃ？」

『そうかにゃ？』とかいっている？　触手で感情を伝えてきたわけじゃない。

「売っちゃうか。馬屋にでもいってみる」

「にゃ」

　半年にも満たない間だと思うが、こいつにはお世話になった。

　可愛げのあるポポブムと別れるのは寂しいが……。

　ずっと厩舎に放置しているよりは、だれかの役に立つ方がポポブムこいつにとってはマシだろう。師し匠しようの言葉が脳裏によぎる。

　ポポブム最後の乗り心ごこ地ちを楽しみながら大通りを進む。

　西門近くにあった馬屋を目指した。

　ホルカー大樹の四辻広場を通り過ぎて馬の看板の店に到着。馬喰ばくろうの商人に話しかける。

「すみません。この魔ま獣じゆう買い取りできますか？」

「おう。いいぞ……どれ、魔獣ポポブムのムート種だな。艶つやも良いし元気も良さそうだ。金貨三枚で買い取ろう」

　知らなかった。ムート種という魔獣なのか。

　値段は金貨三枚。相場が分からないが、多た寡かは問わないので売っちゃおう。

「分かった。売ろう」

　そう話し、ポポブムから降りて商人から金貨を受け取った。

「ありがとう。確かに渡したぞ」

　馬商人はそういうと、ポポブムの手綱を持ち厩舎の中へ誘導していく。

　遠くから、プボップボッ、と声が聞こえてきた。

「にゃあ、にゃ」

　黒猫ロロも別れの挨拶をしているようだ。

　でも、なんか、ポポブムから呼ばれている気が……少し切なくなる。

　元気でな。ポポブムとその新しい乗り手にも幸運を舞い降りることを祈ろう。

「……ロロ、乗るぞ」

　黒猫ロロは俺おれの小さい呟き声を聞くと、即そく座ざに変身。

　その姿は、黒豹、黒獅子、黒馬、グリフォン、巨きよ大だいシベリアンハスキーと、例えようがないが……まぁ神獣だ。凛々しい姿を鑑かん賞しようしていると、紅い目を光らせながら、触手を俺の腰こしに絡ませて強引に背中の上に乗せてくれた。

「ッと――いきなりだな」

「にゃにゃお」

　俺を背中に乗せると、そんな元気の良い鳴き声を発した馬獅子型ロロディーヌ。

　走り出だし、西門から飛び出す形で硬い石道を走る。

　四肢を躍やく動どうさせて整備された街道をロロディーヌは駆けた。

　ポポブムとの別れを忘れさせてくれるように走ってくれる。

　前方を進んでいた馬車や歩いている旅人をいとも簡単に追い抜いた。

　振ふり返ると魔鋼都市ホルカーバムの姿がだんだんと小さくなっていく。

　やがて……見えなくなった。メリッサ、去らばだ。

　前を見て、土の街道に切り替わった道を突つき進すすむ。

　速い、速い。気持ちいい――疾走するスポーツバイクよりも速度が出ている。

　背を屈めても、向かい風が少しキツイ。口元を覆おおう布とか兜かぶとが必要かも。

　遠出用に、今度いい感じの麻布を買っとくか。

　と、速度を緩めてくれと言おうと思った瞬しゆん間かん、速度が遅くなる。

『遊ぶ』『遅く』『緩く』『遊ぶ』

　首筋に繋がった触手からロロディーヌの気持ちが伝わってくる。

　走りたい遊びたいが、『緩くしたニャ？』ということかな。

　運動感覚の共有。喋らずとも俺の僅わずかな感覚がロロディーヌには伝わっていた。

「さすが、以心伝心。人馬一体を超えた〈神獣止水・翔しよう〉スキルのお陰かげだ」

　馬を撫でるように、頭の後ろを撫でてやる。

「ンン、にゃ」

　はは、姿は大きくなっても、声が猫のままなのは慣れない。さて……。

「そろそろ、空飛ぶか？」

「にゃお」

　俺の言葉を聞くと、馬獅子型黒猫ロロデイーヌはすぐに行動に移す。

　街道を走っていたが、土道を外れて、繁しげった草原を抜け、駆け出していく。

　駆けている途と中ちゆうで、さらに姿を一段階大きくした。グリフォン級の大きさ。

　巨きよ大だい獅子か巨大黒くろ豹ひようか。巨大神しん獣じゆうと化したロロディーヌ。

　道のない草原を力強い四肢で突っ走る――。

　そして、左右の方向に触手を射出。それぞれ離はなれた地面に骨ほね剣けんを固定。

　巨大なロロディーヌはその触手を伸ばしたまま無視して走り続けると、伸びていた四本の触手は一気に捻れてゴムのように絡からみ合ったまま引き伸ばされていく。

　ロロディーヌの黒触手は伸びる伸びる……巨大な神獣だから引っ張る姿もカッコイイ。

「にゃごぁ――」

　巨大黒神獣は気合声を発して体たい躯くの四肢に力を入れると、黒触手の引っ張る力を増した。

　触手を限界まで引っ張った巨大ロロディーヌは一旦動きを止める。

　そして、ゆっくりと横回転しながら後方を振り向むくと……。

　パチンコ玉を飛ばすように黒触手を離した。左右の黒触手が離れた反動は凄すごまじい――。

　巨大ロロディーヌの身体が弾はじかれて空へと直進。

　ギューンッとパチンコの玉、もとい、ロケット砲弾のように飛ひ翔しようする。

　――加速が止まらない。凄い。風の勢いで体が後ろに持っていかれそうになるが、触手が俺の背中を押おして支えてくれた。

　そして、俺は胸の前にある触手手綱を戦せん闘とう機きの操そう縦じゆう桿かんに見立てた。

　触手手綱の操縦桿を強く握にぎり空を翔けていく。

　そのタイミングでロロディーヌは胴どう体たいの横から生えていた触手を黒色の翼へ形を変えていった。鷹のような初しよ列れつ風かぜ切きりの羽を持った立派な黒翼だ。

　風に乗り滑空しては、優やさしく羽ばたいていく。

　下には魔鋼都市ホルカーバムらしき家々が見えた。

「――このまま、ハイム川沿いを西南へ向かおう」

「にゃ」

　ゆったりとしたペースになった。

　このロロディーヌの飛翔している姿を遠くから見たらどんな風に見えるんだろう。

　想像だが……グリフォンかペガサスかな？　それとも竜りゆうかな。

　頭部は馬と豹と獅子のような感じだしなぁ。

　ま、無難なところでグリフォンだろうか。基本、四肢のある黒き獣だからな。

　さて、久々に確認するか。




　ステータス




　名前：シュウヤ・カガリ

　年齢：22

　称号：水神ノ超ちよう仗じよう者しや

　種族：光魔ルシヴァル

　戦闘職業：魔ま槍そう闇やみ士し：鎖くさり使つかい

　筋力20.8敏捷21.9体力19.9魔ま力りよく25.4器用19.9精神26.2運11.2

　状態：高揚




　スキルステータス




　取得スキル：〈投とう擲てき〉：〈脳脊魔速〉：〈隠身ハイド〉：〈夜目〉：〈分泌吸の匂手フエロモンズタツチ〉：〈血鎖の饗きよう宴えん〉：〈刺突〉：〈瞑めい想そう〉：〈生活魔法〉：〈導どう魔ま術じゆつ〉：〈魔闘術〉：〈導想魔ま手しゆ〉：〈仙せん魔ま術じゆつ〉：〈召しよう喚かん術じゆつ〉：〈古代魔法〉：〈紋もん章しよう魔法〉：〈闇あん穿せん〉：〈闇穿・魔壊槍〉：〈言語魔法〉：〈光条の鎖槍シヤインチエーンランス〉




　恒こう久きゆうスキル：〈真祖の力〉：〈天てん賦ぷの魔才〉：〈光闇の奔ほん流りゆう〉：〈吸魂〉：〈不死能力〉：〈暗者適合〉：〈血魔力〉：〈眷けん族ぞくの宗そう主しゆ〉：〈超ちよう脳のう魔ま軽けい・感覚〉：〈魔闘術の心得〉：〈導魔術の心得〉：〈槍組手〉：〈鎖の念導〉：〈紋もん章しよう魔ま造ぞう〉：〈水の即そく仗じよう〉：〈精せい霊れい使し役えき〉：〈神獣止水・翔〉new




　エクストラスキル：〈翻ほん訳やく即そく是ぜ〉：〈光の授印〉：〈鎖の因子〉：〈脳のう魔ま脊せき髄ずい革命〉




　ステータスは平均に伸のびている。

　覚えたての〈神獣止水・翔〉をタッチした。




　※〈神獣止水・翔〉※

　※契約した神獣と感覚をある程度共有。運動性能が飛躍的に向上※

　※騎乗すればするほど、神獣の経験が溜まり成長を促す※




　騎乗すればするほどか、良いね。そこでステータス画面を消す。

　雲が漂う空を眺ながめていく。穏やかな風が気持ちいい。

　二度目の空だけど、この感覚は好きだ。何度でも飛びたい。

　清々しい気分。遥はるか彼方の下に流れるハイム川。

　大河の曲がりくねった水の流れが、蛇へびか竜のように見えていた。

　ラグレンと一緒に旅をしてきたような隘あい路ろはない。

　平らな馬ば鈴れい薯しよ畑の畦あぜが見えた。

　豆まめ粒つぶのような家屋。森がドワーフたちの髭ひげや髪かみに見えてくる。

　そして、黒翼がはためき速度が加速。思わず、握っている触しよく手しゆ手綱へ力を込めた。

「ンン、にゃ？　にゃ～」

『不安？』『大だい丈じよう夫ぶ』『加速』『楽しい』『遊ぶ』

　ロロディーヌの心が伝わる。

「大丈夫だよ。少し遊んでもいいぞ」

「にゃ――」

　ロロディーヌは溌はつ剌らつとした鳴き声を空に響ひびかせる。

　そのまま巨大な神獣の姿で、宙に円を描えがくように宙がえりを行う。

　曲芸飛行をするロロディーヌ――速い。が、ははッ！

　楽しいなロロ！　しかし、この高度だと強風のはずだが……。

　地上を駆け抜ぬけていた時や、俺が〈鎖〉と〈導想魔手〉で上空を移動していた時よりも風の抵てい抗こうを感じない。翼から魔力を放出している結果かな？

　魔察眼で確認すると、確かに周囲は魔力に包まれている。

　魔力が何らかの斥せき力りよくを生み出しているんだろうか？

　ま、推察したところで分からない。現状を素直に受け入れて楽しむさ。
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　俺はロロディーヌのふっくらとした背中へ抱だき着く。

　密着した姿勢で屈んだ。そのまま〝速度を出せ〟と念じた。

「にゃあ」

　心に温かさを感じながら、了承の声と共に翼の角度が変わり、真上へ急加速。

　戦闘機がアフターバーナーを吹かすように空を駆けていた。

　雲を突き抜け、太陽の明かりが眩まぶしい青空を突き進む。

「――ヒャッハァァァァ」

　テンションが上がり自然と大声を叫さけぶ。途中で、めいっぱいに両手を広げた。

『閣下～わたしも感じます。空は楽しいです』

『あぁ、楽しく気持ちいい……』

　このまま地図とか関係なく、ずっと遠くの見知らぬ地域へ飛んで行きたい。

　まるで空の支配者にでもなった気分だ。

『はいッ』

　左目に宿るヘルメも楽しそうだ。雲海を出ると、また、緩やかなぺースとなった。

　そこでロロディーヌの後部を見る。なるほど。

　長い尻尾を左右に振って船の舵かじのように扱あつかい針路を決めているようだ。

　また前を見て操縦桿の触手を傾けたりしてロロディーヌの操作を楽しんだ。

　しばらくブルースカイな空が続くと雲海が見えた。そこに突とつ進しん――。

　雲海を食べるように自由に翔けた。雲というか冷たい水みず飛沫しぶきを少し感じる。

　この雲も気持ちいい！

　この果てしなく続く雲の海、きっと遠くには素す晴ばらしい景色が……。

　と、そこに黒い影かげが――んおっ、鯨くじら？　えっ、鯨!?

　思わず、二度振ふり返ってその光景を凝ぎよう視し。巨大鯨が巨大クラゲを食っている。

　空は空でも、生存競争があるんだ……うん。

　他にも変なモンスターが居るし、怖いから高度を下げよう。

「……少し高度を下げようか」

　黒獅子の首横をナデながら指示を出す。

「にゃ」

　指示通り、少し高度が下がり滑空。ハイム川近郊の上空を高く飛び、南へ針路を定める。

　こうして、風に乗り、幾いくつかの小さい村、草原、林を通り過ぎていく。

　地上では人が人を襲う様子は見られない。

　盗賊は見かけないが、数多くの動物やモンスターの姿を見かけた。

　野を駆かける馬に、水牛みたいなバイソン風動物の巨きよ大だいな群、鹿に首長のキリンのような動物や、ハイエナ、ライオン、象らしき巨大動物、巨大な猪、巨大蟻あり、コモド大おお蜥蜴とかげ、巨大草食恐竜、ティラノザウルスのような肉食恐竜、あれはドラゴンといえるか。

　他にも、ゴブリン、馬型クリーチャー、空にはクラゲが飛び、野生のグリフォンらしき姿もある。背せ丈たけの高い木々が茂る森も存在しているが、広い草原地帯もある。

　草原はアフリカのサバンナ的な印象だ。

　地上ではそれらの動物やモンスターと戦っている数多くの冒ぼう険けん者しやたちの姿も確認できた。

　小さい集落もあるのかテントの集落がぽつぽつと点在している。

　やがて、大きな円形都市らしきものが見えてきた。

　魔鋼都市ホルカーバムは四角形だったが、ここは城塞都市ヘカトレイル並みに壁かべが高い。

　この都市は円形状で黄土色の壁が広がっている。

　遠くからでも巨大都市と分かる……。

　都市の中には無数の建物が犇ひしめいていた。

　ミニチュア模型を俯瞰しているかのようだ。正確には円形でなく楕円卵形か？

　ハイム川があるところは壁がないので少し形が崩くずれている。

　ざっと見たところ、都市には大きな円通りが内規、中規、外規の三つある。

　円の中心部から放射状に、細かな路地が網目模様に真まっ直すぐ延びている。

　それら細長い路地が円状の三つの大通りへと繋がっている大都市の造形だ。

　アーバンデザインはそれなりにあるようだ。

　上り下りと高低差もあるので歪いびつな円だが……。

　都市の南では古代ローマのコロッセオのような巨大闘とう技ぎ場じようが存在感を示す。

　すると、都市の真上に竜？

　おぉぉ……ドラゴンが空を飛翔している。しかも人が乗っていた。

　あれが竜りゆう騎き士しか。三匹びきの編隊行動で円形都市の上を巡回している。

　もしかして迷宮都市ペルネーテの防衛部隊？

　南の闘技場らしき会場施設も気になるが、今は直進するのは止めとくか。

　このまま空から直接侵しん入にゆうしたら、さすがにあの竜騎士たちに気付かれる。

　気付かれずに侵入できたとしても、目立つから地上の騎士団や衛兵隊に捕つかまりそうだ。

　だから空からの侵入は諦めた。ま、それは建前だけど。

　最初は何となく普ふ通つうに門を通って入りたい。街道には人通りもあるし見学だ。

　民家が疎まばらにある。目立たないように街道から外れて高度を下げる飛行を意識した。

　竜騎士隊は反対の方向へ飛んでいるので、俺とロロディーヌには気付かない。

　そのまま、ハイム川の反対側にあった段だん丘きゆうが畳たたなわる場所で降りて貰った。

「――ロロ、ご苦労さん」

　ジャンプするように跨っていた足を上げて地に降りる。

　すぐに、触手が生えている根本を優しく撫でてやる。

「ンン、にゃお」

　鳴きながら、巨大な馬獅子の姿から黒馬の姿へと瞬しゆん間かん的てきに縮小するロロディーヌ。

　また、俺の腰へ触手を巻き付けてから黒毛豊かな背中の上へと俺の身体を運んでくれた。

　目の前には触手の手綱が用意されている。ロロは気が利く奴やつだ。

「ありがと、ロロ」

　その用意してくれた触手手綱を掴んでからロロディーヌを操作。丘を駆け上がっていく。

　小さな丘きゆう陵りようの頂上に到着したところで、周囲を見下ろした。

　丘陵の下には広大な花畑や普通の野菜畑がある。

　民家も点々と存在し、間を街道が縫うように続く。

　その近くには大河のハイム川も見え、帆を張った商船が進むのが見える。

　川の手前の街道から迷宮都市へ向かうとしますか。

　街道へ向けての緩かん斜しや面めん。義よし経つねになりきり逆落としの崖をイメージしながら下りていく。

　調子に乗った斜面下りはすぐに終了。養よう蜂ほう農家の横合から街かい道どうへ入れた。

　行き交う人々に交ざり進む。黒馬の姿に近いロロディーヌは楽しそうにリズム良く歩幅を刻む。やがて迷宮都市ペルネーテを囲う壁の色がはっきりと見えてきた。

　都市の外観は円形状、丸みを帯びた石壁。街道はハイム川近くから離れて、都市を覆う壁に沿う形で右辺へ続いていた。人々の列も道と同じように右折している。

　このまま素直に空から行くのはつまらない……。

　少し街道を離れ寄り道をしようか。民家が立ち並ぶ横を進む。

　軒のき端ばには柿やら大根やらが干されてぶら下がっているから通りにくい。

　そんな軒を抜けてハイム川の岸辺に向かう。

　草場の上から波立つ青色のハイム川を眺めた。

　こうやってハイム川を近くから見ると、迷宮都市ペルネーテとハイム川が隣りん接せつしていることがよく分かる。ハイム川を挟んだ壁の向こう側には港があるようだ。

　大小様々な船が壁の向こう側へ回り込むように進入していく。

　定期船、貿易船。ホルカーバムも船を利用している金持ちそうな客は沢たく山さん居たな。

　船の事業が儲かるわけだ。セーヴァが話をしていたように、梟ふくろうの牙きばの大本の大商人エリボル・マカバインが海運利権を利用して暴利を貪むさぼり陸運を妨害するのは分かる気がする。

　さて、このまま大河のハイム川を眺めていてもな。泳ぐのも気持ちよさそうだが、今は街道に戻るとしようか。都市の中へと流入しているハイム川の見学を止めた。

　黄土色の壁を横目に民家脇わきから街道へ戻っていく。壁の高さはまぁまぁだ。

　ヘカトレイル程ほどの高さはないが。

　街道を進むと普通の民家だけじゃなく様々な仕事の作業をしている人々と作業小屋が見えてくる。洗濯屋では桶おけの中に入った汚よごれた布を数十人が手で洗っていた。

　煉れん瓦が作りの作業場では、幾つも並ぶ窯かまの中に石を入れて焼いては藁わらと土を混ぜて固める作業をしている。染色作りの現場では沢山の色が作られた樽たる桶おけが並ぶように置かれていた。

　床ゆかが水浸しでカラフルなアート模様となっている。面おも白しろい。

　この辺りは農民だけじゃなく職人も多いようだ。

　通りを行き交う人々の身なりも職人と分かる衣装が多い。

　人族から、エルフ、ドワーフ、小人のように種族も様々だ。

　あの種族、背が低いからホビット？　犬耳を頭部に生やしたもっと小こ柄がらな種族も居た。

　本当に様々な種族が居るんだなぁ。鴨やアヒルといった家畜の姿も見えた。

　アヒルが数羽ガーガーいいながら街道を横切っていく。

　そのアヒルをきゃっきゃいいながら楽しそうに子供たちが追おい掛かけていた。

　ほのぼのしている。この辺の治安は良いようだ。

　思えば……レフテン王国からオセベリア王国の間が一番治安が悪かった。

　ヘカトレイルの壁外も酷かったけど。平和な街道を進むと……。

　やがて、都市の入り口が見えてきた。

　ここを潜れば迷宮都市ペルネーテ。巨大都市に似合う石門の出で迎むかえだ。

　建材は黄土色の壁とは少し違ちがう白石材が使われている。

　門の両端にある太い柱には、腕うでの良い職人が施ほどこしたような動物や人を意い匠しようした石細工が見事にデザインされていた。

　その石門の入り口から多種多様な人々が都市の中へ飲み込まれていく。

　喧けん騒そう激しく行き交う様子を見ていると……。

　初めて城塞都市ヘカトレイルに入った頃ころを思い出した。

　あの時も、こんな巨大な石門を通り――ん？　視界に黒の螺ら旋せん模様が映る。

　気になった。黒馬に近い姿のロロディーヌを止めて足元を注目。

　黒い鋼鉄？　幅はば広ひろな黒鋼が路面電車の線路のように地中に埋まり壁の下に続いている。

　これ、都市の外がい縁えん部ぶを囲うように黒鋼が続いているのか？

　黒色の鋼鉄の幅は都市の壁とほぼ同サイズ。

　壁の土台？　幅広の黒鋼鉄の表面には文字装そう飾しよく的な幾何学模様の一部が描かれてあった。

　あれ、この文字どっかで見たことあるような……。

　そのまま視線を横の太い石柱へ向ける。

　動物の飾かざりが沢山あるが、独特の丸みのある形状から神社にある鳥居の柱にも似ていた。

　まぁ、ここが巨大都市らしい巨大な門だということだな。

　行き交う人々の列に俺も参加しよう。入り口の混雑具合からして大都市と分かる。

　ここが迷宮都市ペルネーテか。どんな冒険が俺たちを待つのやら。







第八十二章「シュウヤの知らない黒猫ロロディーヌの隠れた活躍」







　シュウヤがシェラに説明を続けている数週間も前。

　皓々とした月夜。ホテル・アランドゥの厩舎裏ではある事件が起きていた。

　石切り場を拠点とした妖よう鳥ちようハーピーの亜あ種しゆである小型の妖鳥の一匹が、野良猫たちやポポブムに襲おそい掛かっていたのだ。

　そして、このホルカーバムの野良猫社会には有名な伝説の言葉がある。

『石切り場の妖鳥に襲しゆう撃げきを受けたら九つの命を失い永遠に死ぬという』

「にゃ、にゃ、にゃぁ……（ひぃぃぃ、助けてぇ）」

「プボプボォォ！　プボォォ（鳥の攻こう撃げきか！　ロロ様ァァ）」

　この伝説を知る野良猫たちは死を覚悟した。縄張りのボスであるサンダーテイルもそうだ。野良猫に虐いじめられていたが命には代えられないと考えたポポブムは助けを呼ぶ。

　すると、絶ぜつ妙みようのタイミングで黒くろ豹ひようのロロディーヌが現れた。

　ロロディーヌは厩舎の屋根の上を颯爽と走り出す――。

「――ンン、にゃごぁ（こっちに来るな！）」

　威い勢せいのいい声を上げながら弾力のある四肢の動きで空へ飛び上がったロロディーヌ。

　月の夜空に浮うかぶ黒豹として一枚の絵となるような宙の位置で、双眸を光らせる。そして、自らの首元から二つの黒触手を妖鳥へ向けて伸ばす――宙を切きり裂さくように伸びゆく二つの黒触手の先せん端たんから象牙色の骨剣が突とつ出しゆつした。その骨剣は月光に反射してキラリと光る。

　その触手骨剣が小型妖鳥の頭部を見事に貫つらぬくと、すぐさま、その突き刺ささった触手を首元に収しゆう斂れんさせるロロディーヌ。そして、まだ首元に納まっていない自らの黒触手ごと食べるように勢いよく妖鳥の首元辺りに齧かじりつく。強烈な噛かみつきを見せた。

　妖鳥を口に咥くわえたロロディーヌは、そのまま華麗に一里塚のような見た目の屋根の上に四肢をつけて着地――獲え物ものを口に咥えたまま、皆みなの無事を確かく認にんするように見下ろす。

　その宙で行われた鷹を狩かるような見事な神獣の狩り技を見たポポブムと野良猫たちは当然、お祭り騒さわぎを起こすように騒ぎ立てた。この時、ホテル・アランドゥを利用している客から『外の野良猫がうるさい』といった苦情が多かったといわれているが……。

　シュウヤたちは知る由もない。

「プボプボォォ（ありがとうございます、ロロ様）」

「――ンン、にゃぁ（当然よ！　ポポちゃんはわたしの部下だからね）」

　ロロディーヌは妖鳥の肉を食い千切ってから答えていた。

　そして、一通り伝説の闇やみの妖鳥のすべての肉を食わずに、死し骸がいとなった妖鳥を下に置いてある餌箱の中へと突き落とすように放ほうり込むロロディーヌ。

「にゃあん、にゃんにゃぁ（ありがとう。おれたちも助けてくれて、お名前を教えてください、黒女王様」

　厩舎裏の縄張りのボスであったサンダーテイルは、伝説の怪かい物ぶつを退治してくれたロロディーヌに心服していた。耳を凹ませながら鳴いている。

「ンン、にゃおん？　にゃぁ～（べつに、貴方あなたたちを助けたわけじゃないわ。でも、少しでも恩に感じているのなら……もうポポちゃんを虐めないと約束する？）」

「にゃにゃん（はい。もう虐めません。約束します）」

　サンダーテイルは新しい戒めを理解しながら黒豹のロロディーヌに報告していた。

「ンン、にゃ！　にゃあぁ～ん！（そう！　なら、特別に教えてあげる。わたしの名はロロディーヌ！）」

　ロロディーヌは気品ある態度で、サンダーテイルを見ながら鳴いていた。

　そのサンダーテイルは傷がある片耳を凹ましながらロロディーヌを見る。

　ロロディーヌは黒豹の姿から、いつもの小さい黒猫の姿に戻していく。

　細くしなやかな雌の黒猫の姿となった。

「にゃ、にゃあん（黒女王ロロディーヌ様！　俺たちの縄張りは今日から貴女あなた様の物です）」

　雄猫のサンダーテイルはその気品ある黒猫ロロディーヌ姿を見て、一いつ瞬しゆんで恋に落ちた。

　だが、ロロディーヌには、愛しい人が居る。

「にゃ？　ンン、にゃぁん、にゃ、にゃぁん――（え？　悪いけど、縄張りにも貴方にも興味はないわ。ごめんね。あ、そろそろ、大好きな人のところに戻らないと、ばいばい～）」

　ロロディーヌは竹垣の屋根を颯爽と走り出す。

　シュウヤが寝ね泊とまりしている部屋に直行していった。

（ふふ。大空をまた飛びたい！……大好きな人のために役に立ちたい！）

　この夜のできごとはホルカーバムの野良猫社会において四よ方も山やま話ばなしの伝説と化した。

　しかし、あいにく猫は猫である。記憶力がないのだ。

　三日後には厩舎裏を制した黒女王ロロディーヌの名は、大半の野良猫の頭から消えていた……のだが……ある一匹、そう、稲妻の尻尾を持つ雄猫だけは違った。

　華麗な黒猫ロロに恋をしただけに、稲妻の尻尾を持つ雄猫は四日後の月夜を見て、思い出したのだ。彼かれの脳裏には、空を舞まう美しいロロディーヌが残り続けていく。

　来世もまた次の来世も彼の心に残り続けていくのかもしれない。







あとがき







　こんにちは、健康です。６巻を買ってくれてありがとう。

　今回はなんといっても大容量の頁数ですね。読みにくかったらすみません、反省してます。次に表紙のロロディーヌはお気に入りです。空旅のシーンも書いていて楽しかった。以前飼っていた愛猫の喉声と愛しい視線……と肉球の温もり。

　懐かしい想いを胸に抱きながら、一緒に空旅を楽しんだ気分になりました。

　会いたい……また撫でたい、と、強く思いました。なんか、湿っぽくてすみません。

　さらにすでに６巻をお読みいただいた方はご存じかもしれませんが、口絵の近くにある地図には、web版にはない「ここだけ」に載っている地名もあります。そして、新しい謎の二人組も登場しました。あの二人組はかなりの強者。今後とも書籍版でオリジナルの展開をできれば、と、考えています。まあ、web版にも登場するかもしれませんが……。

　他にもロロディーヌの鈴、ミラ・フレイギスたちとの絡み、ホルカーバムの白と黄色のエプロンの似合う美人シェフなど、ｗｅｂ版にいないキャラクターもどんどん登場する予定です。そう、名作ゲーム『シュタインズ・ゲート』（Xbox 360でプレイ）のように世界線が少しずれた「槍猫」も面白いんじゃないか？　とか、考えていたりもします。要するにもう一つの「槍猫」という感じです。しかし、あくまでも少し違うだけで、基本の流れはweb版をベースに、という感じですね。

　今後もそんな感じで書籍版を続けていきたいと思いますが、状況によっては、ｗｅｂ版そのまま、という部分もあるかもです。宜しくお願いします。

　続いて重大ニュースが！　帯にも書かれていますが、なんと「槍猫」のコミカライズ企画が進行中です！　いやぁ嬉しい、嬉しい！

　漫画のロロディーヌがどんな感じか！　独特の世界がどんな風に描かれるのか！　凄く気になるとともに……。ワクワクが止まらない！　と、テンションが高まったところで、まあ、まだはっきりお伝えできる情報も少ないので、近況報告を。

　私は都内のカフェや図書館で小説を書くことが多いです。で、お気に入りのカフェといえば「ベローチェ」と「スターバックス」。特にベローチェは、「ふちねこ」企画がポイント高いですね。この黒猫フィギュアが貰えるキャンペーン、黒猫好きにはたまらんですよ。

　さすがは運営会社さんの名前が「シャノアール」だけある！　そう、フランス語で「黒猫」。まさに「槍使いと、黒猫。」にピッタリ合います！

　しかし私は、残念ながらフルコンプできなかった！　全部欲しかったなぁ。だれかください！　ちなみに、２０１８年８月現在では、もうキャンペーンは終了してます……。

　さて、次に好きなスタバの話題ですが、こちらでは、「加賀 棒ほうじ茶フラペチーノ」が好きでした。これも期間限定だったので、もう終了しているかもしれない。コーヒーフラペチーノも好きです。といっても、小説を書くことがメインですから、いつもはだいたい普通のコーヒーを頼んでいるのですが。

　それと、今年はやっぱりサッカーワールドカップも熱かったですよね。そう、日本代表です。見事に十六強！　だが最後、ベルギーに惜しくも負けてしまった試合……悔しかった！　ですが、これからの日本に期待しましょう。イニエスタ選手もヴィッセル神戸に来ましたし、Ｊリーグの試合も見に行きたい！

　と、サッカーはかなり好きな健康でした。実は、「槍猫」を書く前にサッカーの小説を書いてました。序盤で死蔵してますが。それより大迫選手活躍しましたね。嬉しいです。

　ちなみにサッカーネタは本編のところどころにも散りばめてあります。本シリーズがハンパなく好きな方なら分かっているかも？　野球ネタもありますが、実はサッカーネタはかなり多いのです。知らなかった人は、もう一度シリーズを読み直しつつ、探してみるといいかもですよ？

　さて、そろそろあとがきの頁も少なくなってきました。近況だと他に野良猫の写真を撮った話、映画「ヴァレリアン／千の惑星の救世主」を見た話、任天堂スイッチを買ったはいいけれど、まったくゲームをしてないとか、ネタはたくさんありますが、今日はここまで。

　それでは最後に、編集者様、市丸先生、関係者各位、今回もお世話になりました。

　色々とありがとうございます。感謝しています。

　読者の皆様にもさらなる感謝を。いただいた応援メッセージ、素直に嬉しく、いつも力となってます。

　これからも最初と変わらず、文章の表現力をできる限り向上させながら、独自要素を出していくという強い信念を持って、書いていきたいと思います。

２０１８年　８月１日　健康







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]




item/image/p241.jpg





item/image/cover.jpg
B S
& /AN .y \

N\






item/image/p399.jpg





item/image/p398.jpg
- .'. o
KRS ¢ VR BT 0 R
WASE 28 D400 N

E0NACKQIH - N
VORWIIZ < R0 S R0






item/image/p397.jpg
i
it

AT =T ikt X1
R y:

Y B \






item/image/p396.jpg





item/image/p395.jpg





item/image/p075.jpg





item/image/p394.jpg





item/image/p151.jpg





item/image/p347.jpg





item/image/p307.jpg





item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		目次





		第六十九章「桃色髪の美人さんへの助太刀」



		第七十章「ついでながらの護衛依頼」



		第七十一章「見猿、聞か猿、言わ猿」



		第七十二章「白亜の城」



		第七十三章「教会重騎士長クルードの目覚め」



		第七十四章「魔境の大森林」



		第七十五章「闇ギルド【梟の牙】とサデュラの葉」



		第七十六章「鼠と猿退治と謎の二人組」



		第七十七章「黒猫との約束成就」



		第七十八章「汚れ」



		第七十九章「一角の誓いと遊覧飛行」



		第八十章「梟の牙とホルカーの内部情報」



		第八十一章「雲海を進む空の旅」



		第八十二章「シュウヤの知らない黒猫ロロディーヌの隠れた活躍」



		あとがき





		奥付













Guide





		表紙



		目次













item/image/p299.jpg





item/image/HJNOVELS_logo.jpg





item/image/p375.jpg





item/image/k002.jpg





item/image/k001.jpg
FRBVRK






item/image/p015.jpg





item/image/k004.jpg





item/image/k003.jpg
= S
i
K= RS KBHEC

ORI HKC S s isE g \

N





item/image/ok.jpg
HJ NOVELS
HJIN21-06

Wiiwe, B, 6

20184E8 H25H  HIRRLZEAT

R

HH—1E

FATH RN T K
ST A SR - D vt
TF151-0053
FRER I AX A 4 A2-158

HaE 03(5304)7604 (fR4)
03(5304)9112 (&3)

ERIAT——K H A ERI bRt &t
ET—ANTHA ¥ - 7K &2 b —

©Kenkou
Printed in Japan

ISBN978-4-7986-1734-3  C0076

S 7151-0053 HRMEERALA2—15-8
RAS ALl ()i — ) () HU XU EES St
S 55 AT L

P b bl https:/questant.jp/q/hjnovels E] oo ]

Web k=T @ —EBHIHLTVEWVEHRNBOFT .

© YA MO I ERICDD BEERBTABLIEE L
DD UET DRI @ ol Tonts. BEEOTREMTHSTOE L,
(PC /R%k) ® TEEAGADTNSHEETH | ORI,
HI/RIVAFUTF IS w REBRDULELET.






item/image/p047.jpg





item/image/p201.jpg
T ‘\fj}\)\
\ /\/\ y a,
J

§ )
//;_\\l'” =

= \(f—}*( =) )






item/image/p002.jpg
0% - ¥ RKL  I2Ravs





item/image/p001.jpg
FRIE L Rk
®

author
==

HARES 1





item/image/p004.jpg
M OouvyEE NN I7U> %R
o fﬁﬁﬂtﬁﬂﬂ!ﬁ] AR |i‘:‘"-”
3} % T

%‘G 7 LSRR "&g‘ => ‘-
%

e






